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スコットランド、セントアンドルーズに本拠地を置くR&Aとニュー
ジャージー州、リバティーコーナーに本拠地を置くUSGAは、ゴル
フ規則を制定し、その解釈をすることを含み、共同してこのゲーム
を世界的に統轄しています。

ひとつの規則を発行するために協力しつつも、R&AとUSGAは
それぞれ別の活動管轄で運営しています。USGAはアメリカ合衆
国とその準州、そしてメキシコでの規則の管理に責任を有してお
り、R&Aはその加盟ゴルフ団体の同意を得て、世界中のその他す
べての地域での規則の管理に責任を有しています。

R&AとUSGAはいつでも規則とその解釈を修正する権限を有し
ています。

www.RandA.org www.USGA.org
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序文　2023年版ゴルフ規則
世界中のゴルファーに対して2023年1月から施行するゴルフ規則へようこそ。この新し
い版は、このゲームを統括する上でR&AとUSGAを常に導いてきた原則を守りながら、
10年前に始まったシンプル文言、実際的な取り組み、直観的な答えを提供するという
近代化のプロセスを継続しています。私達の継続中の計画は、規則がより一貫性を持
ち、シンプルで、入手しやすく、そして可能であれば、より罰を少ないものとすることで
す。

主要な変更は9ページから10ページに掲載されています。障がいを持つプレーヤーの
ためのゴルフ規則の修正は規則25としてこの規則の主要部分に組み込まれました。こ
の重要な進展はすべてのプレーヤーがこのゲームに参加し、競うことができるようにす
るという私達の公約を反映しています。最新の版の中には、プレーヤーに主眼をおきな
がら、規則を適用する際にレフェリーと委員会を支援するために作られた内容も多くあ
ります。私達は規則の適用を説明する図の使用を拡充し、多くの罰の規定を簡潔化し
ました。

役立つ情報を詳説から関連する規則へ移行しました。残しておく詳説はゴルフ規則の
オフィシャルガイドの中に規定され、その数はかなり削減されています。これらの更新
はR&AとUSGAのウェブサイトで四半期ごとに発表され続けます。

4年前に別冊として発行されていたゴルフ規則のプレーヤーズ版に記載されていた情報
は、デジタル形式として提供されることになります。これは、私達の情報提供方法の方
向性を示しており、そして、紙の印刷物やその配布を減らすことによって世界的な二酸
化炭素排出量を削減する取り組みを支援しています。私達のデジタルでの提供物には
たくさんの解説動画や図とともに、よくある質問への回答を含んでいます。すべては、プ
レーヤーがあらゆる場所で直面する最も一般的な状況で規則を適用する際の援助を
目的としています。必要な情報が掲載されている場所は、新しく強化された検索機能
によって簡単に見つけることができます。

私達はこのゴルフ規則の新しい版の作成に関わった各委員会とスタッフによって行わ
れた広範で大変な作業と、世界的な感染拡大による通常ではない難しい状況の中で
貢献されたすべての皆様に感謝申し上げます。

R&A ルールズリミテッド 全米ゴルフ協会
ゴルフ規則委員会　委員長 ゴルフ規則委員会　委員長
Doug Norval Kendra B. Graham

序文
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ゴルフ規則ॻの使い方

ゴルフ規則ॻの使い方
ゴルフ規則はแ括的であること、そして様ʑな能力のプレーヤーによって、多くの異な
るタイプのコースで世界的にプレーされるゴルフで生じる問題への回答を༩えることを
意図して作られています。

このゴルフ規則ॻはゲームをӡӦする人、ゴルフ競技に関連して生じる可能性がある
様ʑな問題に答える必要がある人のために作られています。

コースで質問に答える、あるいは規則の問題を解決しようとするとき、目次ページ(ຊの
಄)は状況に関連する規則を見つけるために役立つπールとなりಘるでしΐう。

索Ҿ(ຊのר)もまた、状況に関連する規則をଈ࠲に特定するために役立つことがあ
るかもしれません。ྫ えば、

w プレーヤーがパッティンググリーン上の自分の球を偶然に動かした場合、問題の
キーϫード(ྫえば、ʮ球が動いたʯやʮパッティンググリーンʯ)を特定してください。

w 関連規則(規則 9.4 と規則13.1d)が索Ҿのʮ球がʢ動かしたʣʯやʮパッティンググ
リーンʯといった見出しのԼに見つかります。

w そうした規則をಡむことで正しい答えを確認できます。

ゴルフ規則の目次や索Ҿを用いることに加えて、以Լの点がこの規則ॻをޮՌ的に、
正確に使う際にあなたの支援となるでしΐう。

定義をること
70をえる定義された用ޠ(ྫえば、ʮ異常なコース状態ʯやʮジェネラルエリアʯなど)が
あり、規則が規定される基ૅをߏ成しています。定義された用ޠ(規則ॻ全ମを通じて
明ேମのଠࣈで表記され、רにͻとつのষとして記載)をよく知ることは正しい規則
の適用にとても重要です。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@ํ͍�JOEE����� ������������������
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ゴルフ規則ॻの使い方

問題࣮ࣄのྫࣄ
規則についての質問に回答するために、あなたはそのྫࣄのࣄ実問題をいささか詳し
くߟしなければなりません。

あなたは以Լのことを特定すべきです。

w プレー形式(あなたはマッチプレーをプレーしているのか、ストロークプレーをプレー
しているのか、それはݸ人ઓ、フォアサム、あるいはフォアボールなのか、など)。

w ୭が関༩しているのか(その問題はあなた、あなたのパートナーやキャディー、あな
たの相手やそのキャディー、あるいは外的影響に関わるのか)。

w その出དྷࣄがىきたのはコースのどの部分なのか(バンカー内なのか、ペナルティー
エリア内なのか、パッティンググリーン上なのか、など)。

w 実際にԿがىきたのか。

w プレーヤーの意図はԿか(プレーヤーはԿをしていたのか、Կをしたかったのか)。

w その問題のタイミング(プレーヤーはまだコース上にいるのか、スコアカードを提出
したのか、競技は終了したのか、など)。

ຊをࢀরすること
上ड़したように、規則ॻを参রすることであなたがコースでૺ۰する大多数の問題へ
の答えを見つけることができるはずです。レフェリーや委員会、そしてさらに詳ࡉについ
て知りたいとࢥう人を援助するために、一般的なプレーと競技会の計画方法について
のਪ情報と共に、規則の詳説と委員会のાஔをऩした新しいオフィシャルガイド
を発行しています。

ӳޠ版の༏ઌ
ゴルフ規則の解ऍについて紛ٞが生じた場合、ӳޠ版の規則にしたがって解ऍされま
す。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@ํ͍�JOEE����� ������������������



ゲームの基礎
規則1～4

I

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*@1��������JOEE����� ������������������



14

規則�1

�1�1　ゴルフゲーム

ゴルフは1つの球を1つのクラブでଧつことによってコース上の18ホール(また
はそれ以Լ)の1ラウンドをプレーする。

各ホールはティーイングエリアからストロークをして始まり、球がパッティン
ググリーンのホールに入ったとき(または規則が別్、そのホールの終了を規定
しているとき)に終わる。

各ストロークについて、プレーヤーは：

w コースはあるがままにプレーする。

w 球はあるがままにプレーする。

͠か͠、規則がプレーヤーにコース上の状態を変えることを認めるྫ外や、球
がある場所とはҧう所からその球をプレーすることを要求したり、認めたりす
るྫ外がある。

�1�2　プレーヤーのߦಈ基४

1�2B　すてのプレーヤーにظ͞Εるߦಈ
すべてのプレーヤーは次の行動をとることによってゲームのਫ਼ਆのԼでプレー
することが期される：

w 実に行動することʵྫえば、規則に従う、すべての罰を適用する、プレー
のあらゆる面で正直である。

規則の目తɿ
規則1はプレーヤーに対してこのゲームの主要な原則を説明している：

w コースはあるがままにプレーし、球はあるがままにプレーする。
w 規則に従い、ゲームの精神の下でプレーする。
w 規則に違反した場合は、マッチプレーの相手やストロークプレーの他のプ
レーヤーたちより潜在的な利益を得ることがないように自分自身で罰を適
用する責任がある。

ゲーム、プレーヤーのߦಈ、
規則

規則

1
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規則�1規則�1

w 他の人に配ྀを示すことʵྫえば、速やかなペースでプレーする、他の人の
҆全にؾを配る、他のプレーヤーのؾをࢄらさない。プレーヤーのプレーし
た球が୭かに当たる危険があるかもしれない場合、プレーヤーはす͙に意
をىש(ʮフォアーʯのような統的なࠂܯなど)するべきである。

w コースをしっかりとอޢすることʵྫえば、ディボットを元に戻す、バンカー
をならす、ボールマークを修理する、不必要にコースをইつけない。

この方法で行動しなかったことに対して規則に基づく罰はない。ただ͠、プレー
ヤーが重大なඇ行をしたと委員会がߟえた場合、その委員会はゲームのਫ਼ਆに
反する行動をしたことに対してそのプレーヤーを失֨とすることができる。

ʮ重大なඇ行ʯは、競技会からプレーヤーを排除するという最もݫしい制裁ા
ஔが正当化される΄どにゴルフで期される規範から大きくҳしたプレー
ヤーの行動である。

プレーヤーのඇ行に対する失֨以外の罰は、それらの罰を規則1.2Cに基づく行
動規範の一部として࠾用する場合にだけ՝すことができる。

1�2C　ߦಈ規ൣ
委員会はローカルルールとして࠾用する行動規範の中にプレーヤーの行動につ
いての委員会ಠ自の基準を規定することができる。

w この規範にはその基準のҧ反に対する罰(ྫえば、1罰ଧやҰൠのേ)を含める
ことができる。

w 委員会はこの規範の基準に反する重大なඇ行に対してプレーヤーを失֨とす
ることもできる。

委員会のા置、ηクション5*(࠾用することができる行動規範の基準の説明)参র。

�1�3　規則にैͬてプレーする

1�3B　「規則」のҙຯʀٕڝの݅
ʮ規則ʯという用ޠの意味：

w ゴルフ規則の規則1ʙ25と、この規則の定義。

w 委員会が競技やコースに対して࠾用するすべてのʮローカルルールʯ。

プレーヤーは委員会が࠾用するすべてのʮ競技の条件ʯ(ྫえば、参加要件、プ
レー形式、プレーのఔ、ラウンド数、1ラウンドのホール数、ホールの順番)
にも従うがある。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*@1��������JOEE����� ������������������
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規則�1規則�1

委員会のા置、ηクション5$(ローカルルール)とηクション8(認められるロー
カルルールͻなܕ一式)；ηクション5"(競技の条件)参র。

1�3C　規則を適用すること
(1) プレーヤーは規則をద用するがある。プレーヤーは自分自身に規則を適
用するがある：

w プレーヤーは規則ҧ反をしたことを認め、自分自身の罰を適用するとき
には正直であることが期される。

{ プレーヤーが罰を含む規則にҧ反したことを知っていて、故意にその
罰を適用しなかった場合、そのプレーヤーは失֨となる。

{ ෳ数のプレーヤーが知っている規則や罰を適用しないことにಉ意して
それらのプレーヤーのうちの୭かがラウンドを始めた場合、そのプレー
ヤーたちは失֨となる(プレーヤーたちがそのಉ意に関してまだ行動し
ていなかったとしても)。

w 実に関して自ࣄ実問題を決定する必要がある場合、プレーヤーはそのࣄ
分が知っているࣄ実だけではなく、合理的に入手できるすべての他の情
報についても検౼するがある。

w プレーヤーはレフェリーや委員会に規則について援助を求めることがで
きる。͠か͠、援助を合理的な࣌間内に受けられない場合、そのプレー
ヤーはプレーを続け、後にそれができるようになったときにレフェリー
や委員会にその問題を提ىしなければならない(規則20.1参র)。

(2) 規則をద用すると͖に、所の決定にؔするプレーヤーのʮ߹ཧతなஅʯ
をडけೖれること。

w 多くの規則がプレーヤーに規則に基づいてՕ所、地点、ઢ、ԑ、区域、
またはその他の場所を決定することを要求している：

{ 球がペナルティーエリアのԑを最後にԣった場所をਪ定すること。

{ 救済を受けるときに球をドロップ、またはプレースする場所をਪ定し
たり、計ଌすること。

{ 球を元のՕ所にリプレースすること(そのՕ所が分かっている場合か、
ਪ定する場合かにかかわらず)。

{ 球がコース上にあるかどうかを含め、球があるコースエリアを決定す
ること。

{ 球が異常なコース状態に৮れているか、または中や上にあるかを決定
すること。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*@1��������JOEE����� ������������������
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規則�1規則�1

w そのような場所に関する決定は速やかに、かつ৻重に行われる必要があ
るが、多くの場合、正確にはできない。

w プレーヤーが正確な決定を行うためにその状況Լで合理的に期される
ことを行っていれば、そのプレーヤーの合理的な断は、たとえスト
ロークを行った後にϏデオのূڌや他の情報によりその決定が間ҧいで
あることが示されたとしても、受け入れられる。

w ストロークを行う前にプレーヤーが間ҧった決定にؾづいた場合は訂正
しなければならない(規則14.5参র)。　

1�3D　罰
(1) േがੜ͡る行ҝ。罰は規則ҧ反がプレーヤー自身の行ҝ、またはプレーヤー
のキャディーの行ҝの݁Ռである場合に適用する(規則10.3D参র)。

罰は次の場合にも適用する：

w プレーヤーやキャディーが行っていたとしたら規則ҧ反となる行ҝをプ
レーヤーの要求によって別の人が行った、またはその行ҝを別の人が
行っていることをプレーヤーがঝ認していた。

w 別の人がプレーヤーの球や用具に関連して行ҝを行おうとしている場合
で、プレーヤーが、もしプレーヤーやキャディーがその行ҝを行ってい
たら規則ҧ反になることを知っているのにそれに反対する、またはそれ
を止めるための合理的な対ࡦをߨじないで見ていた。

(2) േのレϕル。罰はプレーヤーが受けるજࡏ的なརӹをなくすことを意図して
いる。罰には主に3つのレϕルがある：

w 1ଧの罰。この罰は、マッチプレーとストロークプレーの方において、
次のいずれかの場合に特定の規則に基づいて適用する。(a)ҧ反によるજ
的なརӹが少ない場合、または(C)プレーヤーが元の球が止まっていたࡏ
場所とはҧう所から球をプレーすることによって罰ありの救済を受ける
場合。

w Ұൠのേ(マッチプレーではホールのෛけ、ストロークプレーでは2ଧの
罰)。この罰は、જࡏ的なརӹが1罰ଧだけの適用で済む場合よりも大き
い΄とんどの規則のҧ反に対して適用する。

w 失֨の罰。マッチプレーとストロークプレーの方において、特定の行
ҝや規則ҧ反があり、それが重大なඇ行に関わる場合(規則1.2参র)や、
スコアが༗ޮであるとߟえるにはજࡏ的なརӹが大きす͗る場合、プレー
ヤーが競技から失֨となることがある。
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規則�1規則�1

(3) േをม͑る裁ྔはない。罰は規則に規定されている通りに適用しなければな
らない：

w プレーヤー、委員会のいずれも規則とは異なる方法で罰を適用するݖ限
はない。

w 罰の誤った適用や、罰を適用しなかったことは、それを訂正するのが遅
す͗た場合にだけ、そのままとなる(規則20.1C(2)、規則20.1C(3)、規則
20.2d、規則20.2e参র)。

マッチプレーでは、プレーヤーと૬खが知っている規則や罰を適用すること
をແࢹすることにಉ意するのでなければ、プレーヤーたちは規則問題を決定
する方法にಉ意することができる(規則20.1C(1)参র)。

(4) ෳの規則ҧに対するേのద用。プレーヤーがෳ数の規則にҧ反した、ま
たはಉじ規則にෳ数回ҧ反したことに対してෳ数の罰を受けるのかどうか
は、հࡏする出དྷࣄがあったのかどうか、そしてプレーヤーがԿをしたのか
による。

この規則を適用する場合、2つのհࡏする出དྷࣄがある。

w ストロークの終了。

w 規則ҧ反にؾづいている、またはؾづく(プレーヤーが規則ҧ反をしたこ
とを知っている場合、そのプレーヤーがҧ反を知らされた場合、または
そのプレーヤーが規則にҧ反をしたかどうか不明確な場合を含む)。

罰は次の通りに適用される：

w հࡏする出དྷࣄの間のෳ数のҧ反に対して適用される1つの罰：プレー
ヤーがհࡏする出དྷࣄの間にෳ数の規則にҧ反した、またはಉじ規則に
ෳ数回ҧ反した場合、そのプレーヤーは1つの罰だけを受ける。

ҧ反した規則が異なる罰である場合、プレーヤーは重い方の罰だけを受け
る。

w հࡏする出དྷࣄの前や後のҧ反に対して適用されるෳ数の罰：プレー
ヤーが規則にҧ反した後、հࡏする出དྷࣄをڬんで、ಉじ規則、または
別の規則にҧ反した場合、プレーヤーはෳ数の罰を受ける。

ྫ֎ʵ動かされた球をリプレース͠なかった：プレーヤーが規則9.4に基
づいて動かされた球をリプレースすることを要求されているのに、リプ
レースせずに誤所からプレーした場合、そのプレーヤーは規則14.7aに基
づくҰൠのേだけを受ける。

͠か͠、罰ありの救済を受けるためにプレーヤーが受ける罰(ྫえば、規則
17.1規則18.1規則19.2に基づく1罰ଧ)は他の罰に加して常に適用される。
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規則�2

�2�1　ίーεのڥքとΞウτΦϒバウンζ

ゴルフは委員会によってઃ定された境界を持つコース上でプレーする。コース
上ではない区域はアウトオブバウンズとなる。

�2�2　定義͞ΕたίーεΤリΞ

5つのコースエリアがある。

2�2B　δΣωラルΤリΞ
δェネラルエリアはコース全ମを扱っている。ただ͠、規則2.2Cに規定されて
いる4つの特定のコースエリアを除く。

ʮδェネラルエリアʯとݺばれる理༝：

w コース上の大半をめ、プレーヤーの球がパッティンググリーンに౸達する
まで最もසൟにプレーされる。

w そのエリアにあるすべてのछྨの地面、生長またはணしている物を含む(ྫ
えば、フェアウェイ、ラフ、)。

規則の目తɿ
規則2はコースについてすべてのプレーヤーが知っておくべき基本事項を説
明している：

w 5つの定義されたコースエリアがある。
w プレーの障害となる可能性のあるいくつかの種類の定義された物や状態が
ある。

これらは球をプレーするときや救済を受けるときのプレーヤーの選択肢に影
響を及ぼすことが多いため、球があるコースエリアと障害となっている物や
状態のステータスを知ることは重要である。

ίーε
規則

2
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規則�2

2�2C　4つの特定のΤリΞ
特定の規則はδェネラルエリア以外の4つのコースエリアに特別に適用する：

w プレーヤーがプレーするホールをスタートするときに使用しなければならな
いティーイングエリア(規則6.2)。

w すべてのペナルティーエリア(規則17)。

w すべてのバンカー(規則12)。

w プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン(規則13)。　

ジェネラルエリアは次以外の
コース全ମを扱っている。

ティーイングエリア
ペナルティーエリア

バンカー
パッティンググリーン

1

2

4

3

3
2

1
2

3
4

ਤ2�2ɿ定義͞ΕたίーεΤリΞ
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規則�2

2�2D　球があるίーεΤリΞのܾ定
プレーヤーの球があるコースエリアはその球をプレーするとき、または救済を
受けるときに適用する規則に影響を及ぼす。

球は常に1つのコースエリアにだけあるものとして扱う：

w 球の一部がδェネラルエリアと4つの特定のコースエリアのいずれかと両方
にある場合、その球はその特定のコースエリアにあるものとして扱う。

w 球の一部が2つの特定のコースエリアにある場合、球は次の順番で最ॳとな
る特定のエリアにあるものとして扱う：ペナルティーエリア、バンカー、
パッティンググリーン。

�2�3　プレーの障となるՄੑがある物ঢ়ଶ

特定の規則は次のような定義された物や状態による障害からの罰なしの救済(罰
を受けなくてもよい救済)を༩えることがある：

w ルースインペディメント(規則15.1)。

w 動かせる障害物(規則15.2)。

w 異常なコース状態である動物の݀、修ཧ地、動かせない障害物、Ұ࣌తなਫ
(規則16.1)。

͠か͠、プレーの障害となるڥք物とෆՄな物から罰なしの救済はない。

2�4　プレー۠ࢭېҬ

プレーې止۠Ҭは異常なコース状態(規則16.1G参র)、またはペナルティーエリ
ア(規則17.1e参র)に定められた部分で、プレーすることは認められない。

プレーヤーは次の場合、救済を受けなければならない：

w プレーヤーの球がプレーې止۠Ҭにある。

w プレーې止۠Ҭが、そのプレーې止۠Ҭの外ଆにある球をプレーするときに
プレーヤーの意図するスタンス区域、意図するスイング区域の障害となる(規
則16.1Gと規則17.1e参র)。

委員会のા置、ηクション5*(2)(行動規範はプレーヤーにプレーې止۠Ҭに一
入らないように໋じることができる)参র。
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規則�3

�3�1　すてのٕڝの主な要ૉ

3�1B　プレーの形式ɿϚッνプレー、·たετϩーΫプレー
(1)�マッチプレー、または通常のストロークプレー。プレー形式が大෯に異な
る：

w マッチプレー(規則3.2参র)では、プレーヤーと૬खがホールのউち、ෛ
けまたはタイに基づいて互いに対して競う。

w ストロークプレーの通常の形式(規則3.3参র)では、すべてのプレーヤー
が合計スコアに基づいて他のプレーヤーと競う。つまり、すべてのラウ
ンドの各ホールの各プレーヤーの合計ストローク数(行ったストロークと
罰ଧを含む)を加ࢉする。

΄とんどの規則は両方のプレー形式に適用するが、特定の規則はどちらか1
つにだけ適用する。

委員会のા置、ηクション6$(11)(1つのラウンドで2つのプレー形式をಉ࣌
に行う競技をӡӦする委員会のための検౼߲ࣄ)参র。

(2)�ストロークプレーの他の形式。規則21はストロークプレーの他の形式で、
異なるスコアリング方式を࠾用しているもの(ステーブルフォード、࠷େス
コア、パー�ボΪー)を扱っている。規則1ʙ20はこうしたプレー形式にも適
用するが、規則21により修正される。

規則の目తɿ
規則3はすべてのゴルフ競技の3つの主な要素を扱っている：

w マッチプレーかストロークプレーでプレーする。
w 個人としてプレーするか、サイドの1人としてパートナーと共にプレーす
る。

w グロススコア(ハンディキャップストロークを適用しない)か、ネットスコア
(ハンディキャップストロークを適用する)のいずれかでスコアをつける。

ٕڝ
規則

3
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規則�3

3�1C　プレーヤーが͏ڝ方๏ɿݸਓとして、あるいパーτφーとしてプ
レーする
ゴルフはݸʑのプレーヤーが単ಠでプレーするか、パートナーたちがサイドと
して共にプレーする競技である。

規則1ʙ20と規則25はݸ人プレーを対としているが、次の競技にも適用す
る：

w パートナーが関連する競技(フォアサムとフォアボール)。規則22と規則23に
より修正される。

w ティーム競技。規則24により修正される。

3�1D　プレーヤーがείΞをつ͚る方๏ɿグϩεείΞ、·たωッτε
ίΞ
(1)�スクラッチ競技。スクラッチ競技では：

w プレーヤーのホールまたはラウンドのʮグロススコアʯは、そのプレー
ヤーの合計ストローク数となる(行ったストロークと罰ଧを含む)。

w プレーヤーのϋンディキャップは適用しない。

(2)�ϋンディキャップ競技。ϋンディキャップ競技では：

w プレーヤーのホールまたはラウンドのʮネットスコアʯは、グロススコ
アをそのプレーヤーのϋンディキャップストロークでௐしたスコアで
ある。

w これは技量の異なるプレーヤーがフェアな方法で競技ができるようにす
るためである。

�3�2　Ϛッνプレー

w

規則の目తɿ
マッチプレーには特別規則がある(特に、コンシードと、すでに行ったスト
ローク数についての情報を与えることについて)。その理由は、プレーヤーと
相手は：

w すべてのホールで単に互いに対して競う。
w 互いのプレーを見ることができる。
w プレーヤー自身の利益を守ることができる。
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3�2B　ホールとϚッνの݁Ռ
(1)�ホールのউͪ。次の場合、プレーヤーはホールのউちとなる：

w プレーヤーが૬खよりも少ないストローク(行ったストロークと罰ଧを含
む)でそのホールを終了した。

w ૬खがそのホールをコンシードした。

w ૬खがҰൠのേ(ホールのෛけ)を受けた。

そのホールをタイとするためには動いている૬खの球がホールにೖる必要が
ある場合で、その球がホールにೖる合理的な可能性がないときに(ྫえば、
ホールを通りա͗てసがり、戻ってདྷることはない)、୭かによって方向を
故意に変えられたり、止められたときは、そのホールの݁Ռはプレーヤーが
উったものとして決定される(規則11.2a、ྫ外参র)。　

(2)�ホールのタイ。次の場合、ホールはタイ(通শʮϋーフʯ)となる：

w プレーヤーと૬खがಉじストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)で
ホールを終了した。

w プレーヤーと૬खがそのホールをタイとして扱うことにಉ意した(͠か
͠、これは少なくともプレーヤーの1人がホールを始めるためにストロー
クを行った後においてのみ認められる)。

(3)�マッチのউͪ。次の場合、プレーヤーはマッチのউちとなる：

w プレーヤーが残りのホール数よりも多く૬खをリードした。

w ૬खがマッチをコンシードした。

w ૬खが失֨となった。

(4)�タイのマッチのԆ。最終ホールを終えてマッチがタイの場合：

w そのマッチをউऀが決まるまでその1ホールを延長する。規則5.1参
র(延長したマッチはಉじラウンドの継続であり、新しいラウンドではな
い)。

w ホールは、委員会が別の順番をઃ定しているのでなければ、そのラウン
ドとಉじ順番でプレーする。

͠か͠、競技の条件でマッチを延長するのではなくタイで終わらせることを
規定することができる。

(5)�݁ Ռが࠷ऴとなると͖。マッチの݁Ռは委員会が決めた方法で最終となる
(その方法は競技の条件に明記するべきである)。ྫえば：

規則�3
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w ݁Ռを公式のスコアボード、または他の特定の場所に表示したとき。

w ݁Ռを委員会が特定した人に報ࠂしたとき。

委員会のા置、ηクション5"(7)(マッチの݁Ռを最終とする方法に関するਪ
)参র。

3�2C　ίンγード
(1)�プレーヤーはストローク、ホール、マッチをコンシードすることがͰ͖る。
プレーヤーは૬खの次のストローク、ホール、またはそのマッチをコンシー
ドすることができる：

w 次のストロークのコンシード。૬खが次のストロークを行う前であれば
いつでも認められる。

{ ૬खはコンシードされたストロークを含めたスコアでホールを終了し
たことになる。その球は୭が取り除いてもよい。

{ ૬खの球が直前のストロークの後でまだ動いている間に行ったコンシー
ドは૬खの次のストロークに適用する。ただし、その球がホールに
ೖった場合を除く(この場合、そのコンシードは問題とはならない)。

{ プレーヤーは動いている૬खの球の方向を変えたり、止めることに
よって૬खの次のストロークをコンシードすることができるが、それ
らの行ҝを次のストロークをコンシードするために明確に行っている
場合で、球がホールにೖる合理的な可能性がないときに限る。

w ホールのコンシード。プレーヤーがホールをスタートする前を含め、ホー
ルが終了する前であればいつでも認められる(規則6.5参র)。

͠か͠、プレーヤーと૬खはそのマッチをॖするために互いにホール
をコンシードすることに合意することは認められない。プレーヤーたち
がそうすることは認められていないことを知っていた場合、そのプレー
ヤーたちは失֨となる。

w マッチのコンシード。プレーヤーがマッチをスタートする前を含め、マッ
チの݁Ռが決定する前であればいつでも認められる(規則3.2a(3)と(4)参
র)。

(2)�コンシードを行うํ๏。コンシードは明確なやりとりがあった場合にのみ成
立する：

w コンシードは言༿、またはストローク、ホール、マッチをコンシードす
るプレーヤーの意図を明らかに示す行ҝ(ྫえば、身ৼり手ৼり)のいずれ

規則�3
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かで成立する。

w プレーヤーの発言や行ҝが次のストローク、ホール、マッチをコンシー
ドしたものと誤解を༩えてもやむをಘないものであったために૬खが規
則にҧ反して自分の球を拾い上げた場合、罰はなく、その球は元のՕ所
(分からない場合はਪ定しなければならない)にリプレースしなければなら
ない(規則14.2参র)。

コンシードは最終で、ࣙୀすることもఫ回することもできない。

3�2D　ϋンσィΩϟップϚッνͰのϋンσィΩϟップの適用
(1)�ϋンディキャップのએݴ。プレーヤーと૬खはマッチの前に互いにϋンディ
キャップをえるべきである。

プレーヤーがマッチの前またはその最中のいずれかで間ҧったϋンディキャッ
プをએ言し、そして૬खが次のストロークを行う前にその誤りを訂正しな
かった場合：

w એ言したϋンディキャップが多す͗る。このことがプレーヤーが༩えた
り受けたりするストローク数に影響した場合、プレーヤーは失֨とな
る。影響しなければ、罰はない。

w એ言したϋンディキャップが少なす͗る。罰はなく、プレーヤーはએ言
した少ないϋンディキャップをそのプレーヤーが༩える、または受ける
ストローク数を計ࢉするために使用しなければならない。

(2)�ϋンディキャップストロークがద用されるホール。

w ϋンディキャップストロークがホールごとに༩えられ、ネットスコアが
少ない方がそのホールのউちとなる。

w タイのマッチが延長される場合、ϋンディキャップストロークがそのラ
ウンドとಉじ方法でホールごとに༩えられるが、委員会が別の方法をઃ
定する場合を除く。

委員会がઃ定したϋンディキャップストロークのׂり当て(ී通はスコア
カード上に記載されている)に基づいて、ϋンディキャップストロークを༩
えたり、受けるホールを知っておくことは、各プレーヤーにがある。

プレーヤーたちがあるホールにϋンディキャップストロークを適用しなかっ
た、または誤ってϋンディキャップストロークを適用した場合、そのಉ意し
たホールの݁Ռがそのまま༗ޮとなるが、プレーヤーたちが࣌間内にその誤
りを訂正した場合を除く(規則3.2d(3)参র)。

規則�3
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3�2E　プレーヤーと૬खの
(1)�すͰに行ったストロークについて૬खに͑ڭること。ホールのプレー中、
またはホールを終了した後、いつでも、૬खはプレーヤーがそのホールです
でに行ったストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)についてそのプレー
ヤーにਘͶることができる。

これにより૬खは次のストロークやそのホールの残りをどのようにプレーす
るのかを決定することができるし、終了したばかりのホールの݁Ռを確認す
ることができる。

すでに行ったストローク数をਘͶられた場合、あるいはਘͶられていなくて
も情報をڭえる場合：

w プレーヤーはすでに行った正しいストローク数をڭえなければならない。

w ૬खの要求に答えなかったプレーヤーは、すでに行った正しいストロー
ク数をڭえなかったものとして扱われる。

プレーヤーが૬खに間ҧったストローク数をڭえていた場合、次の࣌間内に
その誤りを訂正しなかったとき、そのプレーヤーはҰൠのേ(ホールのෛけ)
を受ける：

w ホールのプレー中にڭえられた間ҧったストローク数。プレーヤーは૬
खが別のストロークを行う前に、あるいはྨࣅの行動をとる前に(ྫえ
ば、そのプレーヤーの次のストロークやホールをコンシードする)、すで
に行った正しいストローク数をڭえなければならない。　

w ホール終了後にڭえられた間ҧったストローク数。プレーヤーは次の࣌
間内にすでに行った正しいストローク数をڭえなければならない：

{ いずれかのプレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行う
か、ಉ様の行ҝ(ྫえば、次のホールやマッチをコンシードする)を行う
前。

{ そのマッチの最終ホールの場合は、マッチの݁Ռが最終となる前(規則
3.2a(5)参র)。

ྫ֎ʵホールの݁Ռに影響͠なけれേはない：ホール終了後、プレーヤー
がすでに行った正しいストローク数をڭえなかったが、そのホールのউちෛ
け、またはタイについて૬खの認ࣝに影響を及ぼさなかった場合、罰はな
い。

(2)�േをडけたことを૬खに͑ڭること。プレーヤーが罰を受けた場合：

w ૬खとの距離や他のݱ実的な要素をྀߟし、合理的にできる限り速やか

規則�3
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に、その罰を૬खにڭえなければならない。それは必ずしも૬खが次の
ストロークを行う前にその罰を૬खにڭえなければならないということ
ではない。

w この要件は、プレーヤーがその罰について知らなかったとしても適用す
る(なͥなら、プレーヤーたちは規則ҧ反をしたときにはそれを認ࣝする
べきであるので)。

プレーヤーがそれをせず、૬खが別のストロークを行う前に、あるいはಉ様
の行動(ྫえば、そのプレーヤーの次のストロークやホールをコンシード)を
とる前にその誤りを訂正しなかった場合、そのプレーヤーはҰൠのേ(ホー
ルのෛけ)を受ける。

ྫ֎ʵ૬खがプレーヤーのേをっていた߹はേはない：૬खがプレーヤー
が罰を受けたことを知っていた場合(ྫえば、プレーヤーが明らかに罰あり
の救済を受けていることを見ていた場合)、プレーヤーが罰を૬खにڭえな
かったことに対する罰はない。

(3)�マッチのスコアをること。プレーヤーはマッチのスコア、つまりどちらが
具ମ的にԿホールリードしているのか(マッチのʮউちӽしホール数ʯ)、あ
るいは、そのマッチはタイ(通শʮオールスクエアʯ)なのかどうかを知って
いることを期される。

プレーヤーたちが間ҧったマッチのスコアに誤ってಉ意した場合：

w いずれかのプレーヤーが別のホールをスタートするためのストロークを
行う前に、または最終ホールの場合にはマッチの݁Ռが最終となる前に
(規則3.2a(5)参র)、そのマッチのスコアを訂正することができる。

w その࣌間内に訂正しなかった場合、間ҧったスコアがそのマッチの実際
のスコアとなる。

ྫ֎ʵプレーヤーがؒ࣌に裁定をཁ͠た߹：プレーヤーが適࣌に裁定
を要し(規則20.1C参র)、૬खが(1)すでに行った正しいストローク数をڭ
えなかったか、(2)罰をプレーヤーにڭえていなかったことが分かった場
合、マッチの間ҧったスコアを訂正しなければならない。　

(4)�ࣗ のݖརとརӹをकること。マッチのプレーヤーは規則に基づく自らのݖ
རとརӹを守るべきである：

w ૬खが罰のある規則にҧ反したことをプレーヤーが知っているか、そう
う場合、プレーヤーはそのҧ反に関して行動するかしないかを選Ϳこࢥ
とができる。

規則�3
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w ͠か͠、プレーヤーと૬खが適用となるҧ反や罰を知っているのに、そ
れを適用しないことにಉ意して、いずれかのプレーヤーがラウンドをス
タートした場合、両ऀは規則1.3Cに基づいて失֨となる。

w プレーヤーと૬खが、どちらかに規則ҧ反があったかについて意見が合
わない場合、いずれのプレーヤーも規則20.1Cに基づいて裁定を要する
ことによって自らのݖརを守ることができる。

レフェリーがͻとつのマッチのラウンド全ମにׂり当てられた場合、そのレ
フェリーは自分が目にしたり、報ࠂされたすべての規則ҧ反に対Ԡする
がある(規則20.1C(1)参র)。

�3�3　ετϩーΫプレー

3�3B　ετϩーΫプレーのউऀ
最も少ない合計ストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)ですべてのラウ
ンドを終えたプレーヤーがউऀとなる。

ϋンディキャップ競技では、最も少ない合計ネットスコアのプレーヤーがউऀ
となる。

委員会のા置、ηクション5"(6)(競技の条件はタイの決定方法を規定するべき
である)参র。

規則の目తɿ
ストロークプレーには特別規則(特にスコアカードやホールアウトについて)
がある。その理由は：

w 各プレーヤーはその競技のすべての他のプレーヤーと競うため。
w すべてのプレーヤーが規則に基づいて平等に扱われる必要があるため。
ラウンド後、プレーヤーとマーカー(プレーヤーのスコアを記録する人)は、
そのプレーヤーの各ホールのスコアが正しいことを証明しなければならず、
そのプレーヤーはそのスコアカードを委員会に提出しなければならない。

規則�3
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3�3C　ετϩーΫプレーのείΞリング
プレーヤーのスコアはマーカーがそのプレーヤーのスコアカードに記する。
マーカーは委員会が特定した人、または委員会がঝ認した方法でプレーヤーが
選んだ人のいずれかとなる。

プレーヤーはラウンド全ମでಉじマーカーでなければならないが、委員会が
マーカーの変更の前、または後にその変更をঝ認した場合を除く。　

(1)�マーカーの：スコアカードにホールのスコアをهೖ͠、ূ໌すること。
ラウンド中の各ホール終了後に、マーカーはそのホールのストローク数
(行ったストロークと罰ଧを含む)をプレーヤーに確認し、そのグロススコア
をスコアカードに記入するべきである。

ラウンドが終了したとき：

w マーカーはスコアカードのホールのスコアをূ明しなければならない。

w プレーヤーにෳ数のマーカーがいた場合、各マーカーはマーカーをして
いたホールのスコアをূ明しなければならない。͠か͠、そのマーカー
達の一人がそのプレーヤーがすべてのホールをプレーするのを見ていた
場合、そのマーカーはすべてのホールのスコアをূ明することができ
る。

マーカーは自分が間ҧっているとߟえるホールのスコアをূ明することをڋ
൱することができる。そのような場合、委員会はそのプレーヤーのそのホー
ルのスコアについてར用できるূڌをྀߟして裁定をする必要がある。その
マーカーがそのプレーヤーのスコアをূ明することをґ然としてڋ൱する場
合、その委員会はそのホールのスコアをূ明するか、あるいは問題となって
いるそのホールのプレーヤーの行動を見ていた୭かによるূ明を受け入れる
べきである。

マーカー(プレーヤーでもある)が、あるホールについての間ҧったスコアを
知っていてূ明した場合、そのマーカーを規則1.2aに基づいて失֨とすべき
である。

規則�3
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(2)�プレーヤーの：ホールのスコアのূ໌と、スコアカードのఏग़。ラウン
ド中、プレーヤーは各ホールの自分のスコアの記をつけるべきである。

ラウンドが終了したとき、プレーヤーは：

w マーカーが記入した各ホールのスコアを意ਂく確認し、問題があれば
委員会に提ىするべきである。

w マーカーがスコアカードのホールのスコアをূ明していることを確認し
なければならない。

w マーカーが記入したホールのスコアは変えてはならない。ただ͠、マー
カーのಉ意、または委員会のঝ認がある場合を除く(しかし、プレーヤー
やマーカーはどちらも変更されたスコアの加のূ明を行う必要はな
い)。

w スコアカードのホールのスコアをূ明し、速やかに委員会にスコアカー
ドを提出しなければならない。その後はスコアカードを変更してはなら
ない。

プレーヤーが規則3.3Cのこれらの要件にҧ反した場合、そのプレーヤーは
失֨となる。
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ྫ֎ʕマーカーがをՌたさないことがҧのݪҼͰある߹、േはな
い：プレーヤーの規則3.3C(2)のҧ反がマーカーがをՌたさないことが
原因であり(ྫえば、マーカーがスコアカードを持ちڈった、またはスコア
カードをূ明せずに立ちڈった)、プレーヤーにとって不可߅力であったと
委員会が断した場合、プレーヤーに罰はない。

委員会のા置、ηクション5"(5)(スコアカードを提出した࣌点を明確にする
方法のਪ)参র。

委員会のા置、ηクション8 � ローカルルールͻな�1-ܕ(ホールのスコアが
ূ明されずにスコアカードを提出することに対する罰のܰ減)参র。

(3)�ホールのؒҧったスコア。プレーヤーがホールについて間ҧったスコアのス
コアカードを提出した場合：

w 提出されたスコアが実際のスコアよりも多い。そのホールに対して提出
された多いスコアが༗ޮとなる。

w 提出されたスコアが実際のスコアよりも少ない、またはスコアが提出さ
れなかった。そのプレーヤーは失֨となる。　

ྫ֎ʵらなかったേを含めなかった߹：プレーヤーがスコアカードを提
出する前には受けていたことを知らなかった1またはෳ数の罰ଧを含めな
かったことにより、1またはෳ数のホールのスコアが実際のスコアよりも少
なかった場合：

w プレーヤーは失֨とはならない。

w その代わりに、その誤りが競技終了前に分かった場合、委員会は、規則
に基づいてそのホールのスコアに含める͖Ͱあったേଧを加えること
によってそのプレーヤーのそのホールのスコアを修正する。

このྫ外は次の場合には適用しない：

w 含まれなかった罰が失֨の場合。

w プレーヤーが罰が適用となるかもしれないと言われていた、または罰の
適用にٙ義があったがスコアカードを提出する前に委員会にそれを提ى
しなかった場合。

(4)�スコアカードにϋンディキャップをࣔすこと、またはスコアのՃࢉをするこ
とはプレーヤーのͰはない。プレーヤーのϋンディキャップがスコア
カード上に示されること、またはプレーヤーが自身のスコアを加ࢉすること
についての規定はない。プレーヤーが、ϋンディキャップを示すことや、適
用することを間ҧえた、あるいはそのスコアの加ࢉを間ҧえたスコアカード

規則�3
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を提出した場合、罰はない。

委員会がラウンドを終了したプレーヤーからスコアカードを受け取った࣌点
で、その委員会は次のがある。

w そのプレーヤーのスコアを加ࢉすること。

w その競技のためのそのプレーヤーのϋンディキャップストロークを計ࢉ
すること、そしてそのプレーヤーのネットスコアを計ࢉするためにそれ
を使用すること。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�2-ܕ(スコアカード上の
ϋンディキャップについてのをプレーヤーにෛわせること)参র。

3�3D　ホールΞウτしない
プレーヤーは1ラウンドの各ホールをホールアウトしなければならない。も
し、ホールアウトしなかったホールがある場合：

w プレーヤーは別のホールを始めるためのストロークを行う前に、あるいは、
そのラウンドの最終ホールではスコアカードを提出する前に、その誤りを訂
正しなければならない。

w その࣌間内にその誤りを訂正しなかった場合、そのプレーヤーは失֨とな
る。

規則21�1、規則21�2、規則21�3(スコアリング方法が異なりプレーヤーがホー
ルアウトしなくても失֨とはならないストロークプレーの他の形式(ステーブル
フォード、࠷େスコア、パー�ボΪー)に関する規則)参র。
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規則の目తɿ
規則4はラウンド中にプレーヤーが使用することができる用具を扱ってい
る。ゴルフはその成功がプレーヤーの判断力、技術、能力によって決まる挑
戦するゲームであるという原則に基づいて、プレーヤーは：

w 適合クラブと適合球を使用しなければならない。
w 14本以下のクラブに制限される。
w プレーヤーのプレーに人工的な援助を与える他の機器の使用は制限される。

プレーヤーの用۩
規則

4

クラブ、球、その他の用具の詳ࡉな要件と、適合性৹ࠪのための相ஊや用具の
提出の手続きは、用具規則参র。

�4�1　Ϋラϒ

4�1B　ετϩーΫを͏ߦときにೝめΒΕるΫラϒ
(1)�ద߹クラブ。ストロークを行うとき、プレーヤーは用具規則の要件に次の࣌
点で適合するクラブを使用しなければならない：

w そのクラブが新のとき。

w そのクラブのプレー特性がԿらかの方法で変えられたとき(しかし、クラ
ブがラウンド中にଛইした場合には規則4.1a(2)を参র)。

͠か͠、適合しているクラブのプレー特性が通常の使用でのຎにより変
わったとしても、そのクラブは適合クラブのままである。

ʮクラブのプレー特性ʯは、クラブの動きやアラインメントを援助すること
に影響を及ぼすいかなる部分、特、特性であり、重量、ライ、ロフト、ア
ラインメント特性、そして認められる外部ଐ物を含むがこれらに限られな
い。

(2)�ラウンド中にଛই͠たクラブの用、修ཧ、ަ。適合クラブがラウンド中
や規則5.7aに基づくプレーの中断中にଛইした場合、クラブをཚに扱った
場合を除き、プレーヤーはそのクラブを修理するか、他のクラブに取り替え
ることができる。
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͠か͠、ଛইの内容や原因がԿであっても、そのラウンドの残りについては
Ҿき続き適合として扱われるʢ͠か͠、ストロークプレーのプレーオフは新
しいラウンドなので、そのラウンドの残りには含まないʣ。

そのラウンドの残りでは、プレーヤーは次のことができる：

w そのଛইしたクラブでҾき続きストロークを行うこと。

w クラブをཚに扱った場合を除き、プレーヤーはそのクラブを修理する
か、他のクラブに取り替えること(規則4.1C(4)参র)。

プレーヤーがଛইしたクラブを他のクラブに取り替える場合、他のストロー
クを行う前に、規則4.1D(1)の手続きによってそのଛইクラブをプレーから
除外しなければならない。

ʮラウンド中のଛইʯとは、クラブのプレー特性がラウンド中のすべての次
の行ҝ(規則5.7aに基づくプレーの中断中を含む)が原因で変えられた場合を
意味する。

w プレーヤーによるもの(クラブでストロークや練習スイングを行う、ゴル
フバッグからクラブを出し入れする、クラブをམとす、クラブにدりか
かる、クラブをཚに扱う)。

w 他の୭か、֎త影響またはࣗ然のྗによるもの。

͠か͠、クラブのプレー特性がプレーヤーによってラウンド中に故意にௐ
された場合、そのクラブは規則4.1a(3)で扱っているようにʮラウンド中の
ଛইʯとはならない。

(3)�ラウンド中にクラブのプレーಛੑを故意にม͑ること。プレーヤーは、クラ
ブのプレー特性をラウンド中(規則5.7aに基づくプレーの中断中を含む)に次
により故意に変えたクラブでストロークを行ってはならない：

w ௐ可能な機能を使用することや、物理的にクラブを変えること(ただ
͠、規則4.1a(2)に基づいてଛইを修理することが認められる場合を除
く)。

w ストロークを行うときの性能に影響を及ぼすためにクラブϔッドに異質
物をけること(クラブϔッドをふくときを除く)。

ྫ֎ʵݩのҐ置に෮ݩされたௐՄなクラブ、または認められない֎෦
ଐ物のऔΓআ͖：罰はなく、そのクラブを次の2つの状況でストロークを行
うために使用することができる：

w クラブのプレー特性がௐできる機能を使用して変えられたが、まだそ
のクラブがストロークを行うために使用されていない場合、元のҐஔに
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戻すためのௐできる機能によって、元のҐஔにできるだけ෮元した。

w そのクラブがストロークを行うために使用される前に、認められない外部
ଐ物(クラブフェース上のステッカーなど)をそのクラブから取り除いた。

規則4�1Bにҧ͠てストロークを行ったことに対するേ：失֨ɻ

w 不適合クラブや、プレー特性がラウンド中に故意に変えられたクラブを単に
持ちӡんだだけでは(そのクラブでストロークを行わない)、この規則に基づ
く罰はない。

w ͠か͠、そのようなクラブも規則4.1C(1)に基づく14ຊの制限にはカウント
する。

4�1C　14ຊのΫラϒの੍ݶʀラウンドதのΫラϒのڞ༗、Ճ·たऔ
りସ͑
(1)�14ຊのクラブの੍ݶ。プレーヤーは次のことをしてはならない：

w 14ຊをえるクラブを持ってラウンドをスタートすること。

w ラウンド中に14ຊをえるクラブを持つこと。

この制限はそのプレーヤーによって、またはそのプレーヤーのために持ちӡ
ばれているすべてのクラブを含む。͠か͠、ラウンドのスタートの࣌にプ
レーヤーによって、またはプレーヤーのために持ちӡばれているյれてバラ
バラになったクラブの一部や組み立てていないクラブの部(クラブϔッド、
シャフト、グリップなど)を含まない。

プレーヤーが14ຊより少ないクラブを持ってスタートした場合、そのプレー
ヤーは14ຊのクラブの制限までラウンド中にクラブを加することができ
る(そうするときの制限についての規則4.1C(4)参র)。

プレーヤーが加されたクラブを持っている間に、どのクラブであっても次
のストロークを行った場合、そのクラブは加されたものとみなされる。プ
レーヤーが14ຊをえるクラブを持っていてこの規則にҧ反したことにؾ
づいた場合、そのプレーヤーは、規則4.1D(1)の手続きによって他のスト
ロークを行う前にそのաクラブをプレーから除外しなければならない：

w プレーヤーは14ຊをえるクラブでスタートした場合、どのクラブ(ෳ数
の場合もある)をプレーから除外するのかを選Ϳことができる。

w プレーヤーがラウンド中にաクラブを加した場合、それらのաク
ラブはプレーから除外しなければならないクラブとなる。

プレーヤーのラウンドがスタートした後に他のプレーヤーがஔきれたクラ
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ブを拾ったり、プレーヤーが知らないとこΖでクラブが誤ってそのプレー
ヤーのバッグに入れられたりした場合、そのクラブは14ຊの制限について
はプレーヤーのクラブの1ຊとは扱われない(͠か͠、使用することはできな
い)。

(2)�クラブのڞ༗のې止。プレーヤーのクラブはスタートした࣌点で持っていた
もの、または(1)で認められて加されたものに制限される：

w コース上でプレーしている他の୭かが使用しているクラブでストローク
を行ってはならない(その他のプレーヤーがҧう組や競技でプレーしてい
る場合であったとしても)。

w プレーヤーが別のプレーヤーのクラブでストロークを行ったことによっ
て規則にҧ反したことにؾづいた場合、プレーヤーは、規則4.1D(1)の手
続きにより他のストロークを行う前にそのクラブをプレーから除外しな
ければならない。　

規則22�5と規則23�7(パートナーのいるプレー形式でのプレーヤーとパート
ナーで持っているクラブが14ຊをえない場合にパートナーとクラブを共
༗することを認める限定的なྫ外)参র。

(3)�紛失͠たクラブのऔΓସ͑のې止。プレーヤーが14ຊのクラブを持ってス
タートした後、あるいは14ຊのクラブ制限までクラブを加した後、ラウ
ンド中、または規則5.7aに基づくプレーの中断中にクラブを紛失した場合、
プレーヤーはそのクラブを別のクラブに取り替えてはならない。

(4)�クラブをՃする、またはऔΓସ͑る߹の੍ݶ。規則4.1a(2)または規則
4.1C(1)に基づいてクラブを加または取り替える場合、プレーヤーは次の
ことをしてはならない：

w 不当にプレーを遅らせる(規則5.6a参র)。

w そのコースでプレー中の他のプレーヤー(その他のプレーヤーがҧう組や
競技でプレーしていたとしても)によって、またはその他のプレーヤーの
ために持ちӡばれているクラブを加する、あるいはआりる。

w プレーヤーまたは、そのコース上でプレー中の他のプレーヤー(その他の
プレーヤーがҧう組や競技でプレーしていたとしても)によって持ちӡば
れている部からクラブを組み立てる。あるいは、プレーヤーまたは、
そのコースでプレー中の他のプレーヤーのために持ちӡばれている部
からクラブを組み立てる。

プレーヤーが認められていないのにクラブを加したり取り替えたことに
よってこの規則にҧ反したことにؾづいた場合、プレーヤーは、規則

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*@1��������JOEE����� ������������������



38

規則�4

4.1D(1)の手続きによって、他のストロークを行う前にそのクラブをプレー
から除外しなければならない。

プレーヤーがラウンド前(規則4.1D(2))に、またはラウンド中(規則4.1D(1))に
プレーから除外をした後にまだ持ちӡんでいたクラブでストロークを行った
場合、そのプレーヤーは規則4.1D(1)に基づいて失֨となる。

規則4�1Cҧのേ：罰はプレーヤーがҧ反にؾづいた࣌点に基づいて適用
する：

w プレーヤーがホールのプレー中にҧ反にؾづく。罰はプレー中のホール
を終えたときに適用する。マッチプレーでは、プレーヤーはそのホール
を終了し、そのホールの݁Ռをマッチのスコアに適用した後で罰を適用
してマッチのスコアをௐしなければならない。

w プレーヤーがホールとホールの間でҧ反にؾづく。罰は次のホールでは
なく、終了したばかりのホールに適用する。

マッチプレーのേʕホールをࠩ͠Ҿくことによってマッチのスコアを修正す
る(࠷େͰ2ホール)：

w これはマッチのௐの罰であるʵホールのෛけの罰とಉじではない。

w ホールのプレー中ではそのホールを終えた࣌点、ホールを終了した直後
はその࣌点で、マッチのスコアをҧ反がىきた各ホールに対して1ホール
をࠩしҾく(そのラウンドでは࠷େ2ホール)ことによって修正する。

w ྫえば、15ຊのクラブを持ってスタートしたプレーヤーが3番ホールをプ
レーしている間にそのҧ反にؾづき、その後にそのホールにউってその
マッチが3アップとなった場合、最大で2ホールのௐが適用となり、そ
のプレーヤーはその࣌点で1アップとなる。

ストロークプレーのേʕ2േଧ(࠷େ4േଧ)：プレーヤーはҧ反がىきた各ホー
ルに対しҰൠのേ(2േଧ)を受けるが1ラウンドでは࠷େ4േଧとなる(ҧ反が
。(きた最ॳの2ホールにそれͧれ2罰ଧを加するى

4�1D　Ϋラϒをプレー͔Βআ֎するためのखଓき
(1)�ラウンド中。プレーヤーがラウンド中に規則4.1Cにҧ反していることにؾ
づいた場合、プレーヤーはプレーから除外する各クラブを明確に示す行動を
次のストロークを行う前にとらなければならない。

これは次のいずれかによって行うことができる：

w 除外することをマッチプレーでは૬ख、ストロークプレーではマーカー
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かその組の別のプレーヤーにࠂげる。

w 他のԿらかの明確な行動をとる(ྫえば、そのクラブをバッグにٯさまに
入れる、ゴルフカートのচにஔく、別の人にクラブをす)。

プレーヤーはプレーから除外したクラブを使ってラウンドの残りでストロー
クを行ってはならない。

プレーから除外するクラブが別のプレーヤーのクラブである場合、その別の
プレーヤーはそのクラブの使用を続けることができる。

規則4�1D(1)のҧのേ：失֨ɻ

(2)�ラウンドલ。プレーヤーがラウンドをスタートする直前に14ຊをえるク
ラブを誤って持っていることにؾづいた場合、そのプレーヤーはそのաク
ラブをஔいていく力をするべきである。

͠か͠、罰なしの選択肢として：

w ラウンドをスタートする前に、プレーヤーは(1)の手続きによりそのよう
なաクラブをプレーから除外することができる。

w その除外したաクラブをそのラウンド中にプレーヤーは所持すること
ができ(͠か͠、使用してはならない)、それらのクラブは14ຊの制限につ
いてはカウントしない。

プレーヤーが故意に14ຊをえるクラブを最ॳのティーイングエリアに
持ってきて、そのաクラブをஔいていかずにそのラウンドをスタートした
場合、この選択肢は認められず、規則4.1C(1)が適用となる。

�4�2　球

4�2B　ラウンドのプレーにೝめΒΕる球
(1)�ద߹球をプレー͠なけれならない。各ストロークを行うとき、プレーヤー
は用具規則の要件に適合する球を使用しなければならない。

プレーヤーはプレーするための適合球をそのコース上の別のプレーヤーを含
め୭からでも入手することができる。

(2)�故意にੑをม͑た球をプレー͠てはならない。プレーヤーは、ྫえば、球
をこすったり、Թめたり、Կらかの物質をけたりして(球をふくときを除
く)性能特性を故意に変えた球でストロークを行ってはならない。

規則4�2Bにҧ͠てストロークを行ったことに対するേ：失֨ɻ
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4�2C　ホールのプレーதに球がෳにׂΕる
プレーヤーの球がストロークした後にෳ数にׂれた場合、罰はなく、そのスト
ロークはカウントしない。

プレーヤーはそのストロークを行った所から別の球をプレーしなければならな
い(規則14.6参র)。

規則4�2Cにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

4�2D　ホールのプレーதに球がΕる、ͻͼがೖる
(1)�れているか、ͻͼがೖっているかを確かめるために球を拾い上げる。プレー
ヤーが自分の球がホールをプレーしている間にれた、またはͻͼが入った
と合理的にߟえる場合：

w プレーヤーはそれをௐべるために球を拾い上げることができる。͠か
͠：

w 球のՕ所を最ॳにマークしなければならず、球をふいてはならない(ただ
͠、パッティンググリーンを除く)(規則14.1参র)。

プレーヤーがこの合理的なߟえなしに球を拾い上げたり(ただ͠、規則13.1C
に基づいてプレーヤーが球を拾い上げることができるパッティンググリーン
上を除く)、球を拾い上げる前にその球のՕ所をマークしなかったり、また
は認められていないのに球をふいた場合、プレーヤーは1േଧを受ける。

(2)�ผの球にऔΓସ͑ることがͰ͖る߹。元の球がれている、またはͻͼが
入っていて、このଛইがプレーしているホールでىきたことが明確に分かる
場合だけプレーヤーは別の球にऔΓସ͑ることができる。͠か͠、単にҾっ
ૡいた、ࡲった、ペイントがണがれた、৭あせただけの場合はऔΓସ͑るこ
とはできない。

w 元の球がれたり、ͻͼが入った場合、プレーヤーが元のՕ所に別の
球、または元の球のいずれかをリプレースしなければならない(規則14.2
参র)。

w 元の球がれていない、ͻͼが入っていない場合、プレーヤーは元の球
を元のՕ所にリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

プレーヤーが誤ってऔΓସ͑た球にストロークを行った場合、そのプレー
ヤーは規則6.3Cに基づいて1േଧを受ける。

この規則は、他の規則に基づいて、あるいはホールとホールの間に、プレー
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ヤーが他の球にऔΓସ͑ることを禁止していない。

規則4�2Dにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

�4�3　用۩の使用

規則4.3はプレーヤーがラウンド中に使用する可能性のあるすべてのछྨの用具
に適用する。ただ͠、適合クラブと適合球でプレーすることの要件はこの規則
ではなく、規則4.1と規則4.2で扱われる。

この規則は用具の使用方法だけを対としており、プレーヤーがラウンド中に
持ちӡͿ用具を制限するものではない。

4�3B　ೝめΒΕる、͞ࢭېΕる用۩の使用
プレーヤーはラウンド中に自分のプレーを援助する用具を使用することができ
る。ただ͠、次のことによってજࡏ的なརӹを生み出してはならない：

w ゲームのઓに不可ܽである技ज़や断の必要性を人的にແくしたり、ܰ
減する用具(クラブと球以外)を使用すること。

w ストロークを行うときに異常な方法で用具(クラブと球を含む)を使用するこ
と。ʮ異常な方法ʯとは、意図された使్とはࠜຊ的に異なる方法や、ゲー
ムをプレーすることの一部としては通常は受け入れられない方法を意味する。

この規則は、プレーヤーがクラブ、球、その他の用具を使用して行う行動を制
限している他の規則の適用に影響しない(ྫえば、クラブや他の物をプレーヤー
がҐஔを合わせる援助とするためにஔくこと(規則10.2C(3)参র))。

この規則に基づいてプレーヤーのラウンド中に認められる、そして認められな
い用具の使用の一般的なྫ。

(1)�距離やํのใ。

w 認められる。距離や方向に関する情報をಘること(ྫえば、距離計ଌ機器
やコンパス)。

w 認められない。

{ 。ࠩを計ଌすることߴ

{ 距離や方向の情報を解明すること(ྫえば、プレーヤーの球のҐஔに基
づき、ਪされるプレーのઢやクラブの選択に関する情報をಘるため
に機器を使用すること)。
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{ 球に方向を合わせる援助となるアラインメント機器(用具規則の定義参
র)を使用すること。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�5)ܕ(委員会は距離計ଌ
機器の使用を禁止するローカルルールを࠾用することができる)参র。

(2)�෩や他のؾ݅にؔするใ。

w 認められる。

{ ఱؾ༧報から入手可能なあらゆるछྨのؾ情報(෩速を含む)をಘるこ
と。

{ コースのؾԹ、࣪を計ଌすること。

w 認められない。

{ コースの෩速を計ଌすること。

{ ෩に関する他の情報をಘるために人物を使用すること(ྫえば、෩向
きをධՁするためにค、ϋンカチ、リボンなどを使用すること)。

(3)�ラウンドલやラウンド中にऩू͠たใ。

w 認められる。

{ ラウンド前にूめられた情報を使用すること(ྫえば、աڈのラウンド
のプレー情報、スイングのώント、使用クラブのਪ)。

{ ラウンドのプレー情報や生理ֶ的な情報を(ラウンド後に使用するため
に)記すること(ྫえば、クラブの距離、プレーのデータ、৺ഥ数)。

w 認められない。

{ ラウンドのプレー情報をॲ理すること、または解明すること(ྫえば、
。(のラウンドの距離に基づく使用クラブのਪࡏݱ

{ ラウンド中に計ଌした生理ֶ的情報を使用すること。

(4)�オーディオとϏデオ。

w 認められる。

{ プレーしている競技に関連しない出དྷࣄについてオーディオをฉくこ
と、Ϗデオを見ること(ྫえば、χϡースレϙート、BG.)。͠か͠、
そうする場合、他の人に配ྀを示すべきである(規則1.2参র)。　
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w 認められない。

{ らすものを排除するため、またはスイングのテンϙに役立てるࢄをؾ
ためにԻָや他のオーディオをฉくこと。

{ ラウンド中にクラブの選択をする、ストロークを行う、またはプレー
方法の決定をするときに、プレーヤーを援助するためにその競技のϏ
デオを見ること。ただ͠、プレーヤーはిࢠϏデオスコアボードなど
のゴルフ競技会の観٬のためのϏデオを見ることができる。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�8)ܕ(委員会はラウンド
中のオーディオɾϏデオ機器の使用を禁止、または制限するローカルルール
を࠾用することができる)参র。

(5)�खାやグリップิ助具。

w 認められる。

{ 用具規則の要件に適合する単७な手ାを使用すること。

{ দࢷ、คや他のอ࣪ס、ࡎ૩ࡎを使用すること。

{ グリップのपりにタオルやϋンカチをרくこと。

w 認められない。

{ 用具規則の要件に適合していない手ାを使用すること。

{ 手のҐஔやグリップ力に不当な援助を༩える用具を使用すること。

(6)�ストレッチثػとトレーχングまたはスイングิ助ث具。

w 認められる。

{ 一般的なストレッチ(練習スイングを行う場合を除く)のための用具を使
用すること。その用具がデβインされている目的が、ストレッチのた
めなのか、ゴルフのときに使用するため(ྫえば、ݞにԊってせられ
るアラインメント)なのか、またはゴルフに関連しない目的のため(ྫ
えば、ゴムチϡーブやパイプのれ)なのかは関ない。

w 認められない。

{ いかなるछྨのゴルフトレーχング補助器具、スイング補助器具(ྫえ
ば、アラインメント、加重ϔッドカバー、ドーナπܕ重り)、不適合
クラブをプレーヤーがストロークのための準උやストロークを行うとき
にプレーヤーを支援することによりજࡏ的なརӹを生じさせる方法で
使用してはならない(ྫえば、スイングプレーン、グリップ、アライン
メント、球のҐஔ、࢟の支援)。　
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前記の用具の使用の更なるガイμンスと他のछྨの用具(ྫえば、とۺ)
は用具規則でӾཡできる。

特定の方法で用具を使用することができるかどうかについてٙ問のあるプレー
ヤーは委員会に裁定を求めるべきである(規則20.2C参র)。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�6)ܕ(委員会は動力き
移動機器のラウンド中の使用を禁止するローカルルールを࠾用することがで
きる)参র。

4�3C　ҩྍ上のཧ༝のために使用する用۩
(1)�ҩྍ上のྫ֎。プレーヤーが次の条件をຬたせば、ප状を؇するために用
具を使用しても規則4.3のҧ反とはならない：

w プレーヤーがその用具を使用するҩֶ的ࠜڌを持っている。

w その使用によってプレーヤーが他のプレーヤーよりも不当なརӹをಘる
ことはないと委員会が裁定する。

規則25�3B(義足のステータス)�規則25�4G(移動補助器具に対する規則4.3の適
用)

(2)�テープ、またはྨࣅのカバーする物。プレーヤーは೪ணテープ、またはྨࣅ
のカバーする物をҩྍ上の理༝のために使用することができる(ྫえば、ո
զの止や、すでにあるոզをอޢするため)。͠か͠、テープとカバーす
る物は：

w աにけてはならない。

w ҩྍ上の理༝のために必要以上にプレーヤーを援助するものであっては
ならない(ྫえば、プレーヤーがクラブをスイングする援助とするために
関અをݻ定してはならない)。

テープやྨࣅのカバーするものをどの場所に、どのようにけることができ
るかٙ問のあるプレーヤーは委員会に裁定を求めるべきである。

規則4�3のҧのേ：

w きた場合、罰はىॳのҧのേ：Ұൠのേɻҧ反がホールとホールの間で࠷
次のホールに適用する。

w 2ճのҧのേ：失֨ɻこの罰は、この2回目のҧ反のछྨが最ॳの罰の原
因となったҧ反のものとはまったくҧうものであったとしても適用する。こ
の罰は最ॳのҧ反の後にհࡏする出དྷࣄ(規則1.3D(4)参র)があった場合にだ
け適用する。
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5�1　ラウンドのҙຯ

ʮラウンドʯとは委員会がઃ定した順番でプレーする18(またはそれ以Լ)のホー
ルである。

ラウンドがタイで終わり、উऀが決まるまでプレーを続ける場合：

w タイのマッチは1に1ホールずつ延長される。これはಉじラウンドが継続し
ているのであり、新しいラウンドではない。

w ストロークプレーのプレーオフ。これは新しいラウンドとなる。

プレーヤーはラウンドが始まってから終わるまでラウンドをプレーしているこ
とになる(規則5.3参র)。ただ͠、規則5.7aに基づくプレーの中断中を除く。

規則がʮラウンド中ʯに行われた行動に言及する場合、規則で別్規定してい
る場合以外は規則5.7aに基づくプレーの中断中はʮラウンド中ʯに含まない。

5�2　ラウンドલラウンドとラウンドのؒにίーε上Ͱ࿅श
すること

この規則に関して：

w ʮコース上で練習することʯとは球をプレーすること、または球をసがした
り、表面をこすることによって、ホールのパッティンググリーン面をテスト
することを意味する。

規則の目తɿ

規則

規則5はラウンドをプレーする方法を扱っている(例えば、プレーヤーはラウ
ンドの前やラウンド中に、コースのどこで、いつ練習を行うことができるの
か、ラウンドはいつ始まり、いつ終わるのか、また、プレーを中断するとき
や再開するときに何が起こるのか)。プレーヤーは次のことが期待される：

w 各ラウンドを時間通りに始める。
w ラウンドが終了するまで各ホールを中断することなく速やかなペースでプ
レーする。

自分のプレーの順番となったときに、40秒以内（通常はさらに短い時間で）
にストロークを行うことを推奨する。

ラウンドをプレーすること5
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w ラウンドの前やラウンドとラウンドの間でのコース上の練習の制限はプレー
ヤーだけに適用し、そのプレーヤーのキャディーには適用しない。

5�2B　Ϛッνプレー
プレーヤーはマッチプレー競技のラウンドの前やラウンドとラウンドの間にそ
のコース上で練習をすることができる。

5�2C　ετϩーΫプレー
ストロークプレー競技の当：

w プレーヤーはラウンドの前にそのコースで練習をしてはならない。ただ͠、
プレーヤーは次の練習をすることができる。：

{ プレーヤーの最ॳのティーイングエリアやその近くでパッティングやチッ
ϐングの練習。

{ いかなる練習区域での練習。

{ 終了したばかりのホールのパッティンググリーンやその近くでの練習(プ
レーヤーがಉじにそのホールを再ͼプレーする場合であっても)(規則
5.5C参র)。

w プレーヤーは、そのの自分の最終ラウンドのプレー終了後にそのコースで
練習をすることができる。

プレーヤーがこの規則にҧ反してストロークを行った場合、そのプレーヤーは
そのプレーヤーの最ॳのホールにҰൠのേを受ける。そのプレーヤーがこの規
則にҧ反して更にストロークを行った場合、そのプレーヤーは失֨となる。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�1*ܕ(いずれのプレー形式で
も、委員会はラウンドの前やラウンドとラウンドの間のコースでの練習を禁止
する、制限する、あるいは認めるローカルルールを࠾用することができる)参
র。

�5�3　ラウンドを࢝めること、ऴ͑ること

5�3B　ラウンドが࢝·るとき
プレーヤーのラウンドは、自身の最ॳのホールをスタートするためにストロー
クを行ったときに始まる(規則6.1a参র)。

プレーヤーは自分のスタート࣌間にスタートしなければならない(ૣくスタート
してはならない)：

A5_本規則書Clean_GG_N045+068.indd   47 2022/12/20   16:35
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w このことは、プレーヤーは委員会がઃ定したスタート࣌間にスタート地点で
プレーをす͙に始めることができる状態でなければならないことを意味す
る。

w 委員会がઃ定したスタート࣌間は正確な࣌間として扱う(ྫえば、ޕ前9࣌の
意味はޕ前900࣌分00ඵであり、ޕ前901࣌分までの࣌間ではない)。

スタート࣌間がԿらかの理༝(ྫえば、ఱީ、他の組のスロープレー、レフェリー
による裁定が必要)で遅れている場合、プレーヤーの組がスタートできるとき
に、プレーヤーがそこにいてプレーをす͙に始めることができるのであれば、
この規則のҧ反とはならない。

規則5�3Bのҧのേ：失֨ɻただ͠、次の3つの場合を除く：

w ྫ֎1ʵプレーヤーが5ҎのれͰスターティングエリアに౸ண͠、プレー
をす͙に࢝めることがͰ͖る：プレーヤーは自身の最ॳのホールに適用する
Ұൠのേを受ける。

w ྫ֎2ʵプレーヤーが5ҎͰૣくスタートする：プレーヤーは自身の最ॳ
のホールに適用するҰൠのേを受ける。

w ྫ֎3ʵプレーヤーがؒ࣌通ΓにスタートͰ͖なかったྫ֎తな状گがある
と委員会が裁定する：この規則のҧ反とはならず、罰はない。

5�3C　ラウンドがऴΘるとき
プレーヤーのラウンドは次の場合に終わる：

w マッチプレーでは、規則3.2a(3)や(4)に基づいてマッチの݁Ռが決定したとき。

w ストロークプレーでは、プレーヤーが最終ホールをホールアウトしたとき(ྫ
えば、規則6.1や規則14.7Cに基づく誤りの訂正を含む)。

規則21�1F、規則21�2F、規則21�3F、規則23�3C(ストロークプレーの他の形式
とフォアボールでラウンドが始まるときと終わるとき)参র。

�5�4　Ͱプレーすること

5�4B　Ϛッνプレー
ラウンド中、プレーヤーと૬खはಉじ組で各ホールをプレーしなければならない。　

5�4C　ετϩーΫプレー
ラウンド中、委員会がࣄ前またはࣄ後に変更をঝ認する場合を除き、プレーヤー
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は委員会がઃ定した組を変えてはならない。

規則5�4のҧのേ：失֨ɻ

�5�5　ラウンドத、·たプレーのதஅதに࿅शすること

5�5B　ホールのプレーத、࿅शετϩーΫのࢭې
ホールのプレー中、プレーヤーはコース上、またはコースの外のすべての球に
対して練習ストロークを行ってはならない。

次は練習ストロークではない：

w 球をଧつ意ࢥなしに行われる練習スイング。

w 単に৺で、練習区域や別のプレーヤーに球を戻すためにଧつ。

w ホールの݁Ռが決定したプレーヤーがそのホールを終えるために行ったスト
ローク。

5�5C　ホールऴྃޙの࿅शετϩーΫの੍ݶ
ホールのプレーを終了した後で、別のホールを始めるためのストロークを行う
前に、プレーヤーは練習ストロークを行ってはならない。

ྫ֎ʵプレーヤーがパッティングやチッϐングの࿅शをすることが認められる
所：プレーヤーは次の場所やその近くでパッティングやチッϐングの練習を
することができる：

w 終了したばかりのホールのパッティンググリーンや練習グリーン(規則13.1e
参র)。

w 次のホールのティーイングエリア。

͠か͠、このような練習ストロークをバンカーからしてはならず、プレーを不
当に遅らせてはならない(規則5.6a参র)。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�2*ܕ(委員会は、プレーヤー
が終了したばかりのパッティンググリーンやその近くでパッティングまたは
チッϐングの練習することを禁止するローカルルールを࠾用することができる)
参র。　
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5�5D　プレーのதஅத、·た別の方๏Ͱプレーがதஅしているؒの
࿅श
規則5.7aに基づくプレーの中断中、プレーヤーは練習ストロークを行ってはな
らない。ただ͠、次の場合を除く：

w 規則5.5Cで認められている場合。

w コースの外ଆの場所。

w 委員会が認めるコース上の場所。

プレーヤーたちのಉ意によりマッチを中断し、ಉに再開しない場合、プレー
ヤーはマッチの再開前であれば制限なしにそのコース上で練習をすることがで
きる。

規則5�5のҧのേ：Ұൠのേɻ

ҧ反がホールとホールの間でىきた場合、罰は次のホールに適用する。

�5�6　ෆのԆʀ͔なプレーのϖーε

5�6B　プレーのෆのԆ
プレーヤーは、ホールのプレー中、またはホールとホールの間のいずれでもプ
レーを不当に遅らせてはならない。

プレーヤーは次のような特定の理༝のために、少しの遅れが認められる場合が
ある：

w プレーヤーがレフェリーまたは委員会に援助を求めている場合。

w プレーヤーがոզをしたり、පؾになった場合。

w 別の正当な理༝がある場合。

規則5�6Bのҧのേ：

w ॳのҧのേ：1േଧɻ࠷

w 2ճのҧのേ：Ұൠのേɻ

w 3ճのҧのേ：失֨ɻ

プレーヤーがホールとホールの間でプレーを不当に遅らせた場合、罰は次のホー
ルに適用する。

規則25�6B�(障害を持つプレーヤーへの規則5.6aの適用)ࢀরɻ
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5�6C　͔なプレーのϖーε
ゴルフのラウンドは速やかなペースでプレーすることになっている。

各プレーヤーは自分のプレーのペースが他のプレーヤー(自身の組のプレーヤー
と後続組のプレーヤーの両方を含む)のラウンドのプレー࣌間に影響を及ぼす可
能性がߴいことを認ࣝするべきである。

プレーヤーが速い組をઌに行かせる(パスさせる)ことをਪする。

(1)��プレーのペースのਪ。プレーヤーは、次に要する࣌間を含め、ラウンドを
通じて速やかなペースでプレーするべきである：

w 各ストロークのための準උと、ストロークを行うこと。

w ストロークとストロークの間の他の場所への移動。

w ホールを終了した後、次のティーイングエリアへの移動。

プレーヤーは前もって次のストロークの準උをして、自分の順番になればす
͙にプレーできるようにしておくべきである。

プレーヤーがプレーする順番になったときは：

w 障害やؾをࢄらすものがなく、プレーできるようになった後、40ඵ以内
にストロークを行うことをਪする。

w プレーヤーは通常、ਪされている࣌間より速くプレーすることができ
るはずであり、そうするべきである。

(2)��プレーのペースをࢧ援するためにॱ൪をม͑てプレーすること。プレーの形
式によっては、プレーヤーがプレーのペースを支援するために順番を変えて
プレーできる場合がある：

w マッチプレーでは、プレーヤーたちの1人が࣌間અ約のためにҧう順番で
プレーすることにそのプレーヤーたちがಉ意することができる(規則6.4a
ྫ外参র)。

w ストロークプレーでは、҆全を間ҧいなく確อできる方法でʮレディー
ゴルフʯでプレーすることができる(規則6.4C(2)参র)。

(3)��委員会のプレーのペースのํ。速やかなプレーのྭと実行のため、委員
会はプレーのペースの方をઃ定するローカルルールを࠾用するべきであ
る。

この方はラウンド、ホール、一連のホール、ストロークを終了するための
最大࣌間をઃ定することができ、そしてその方に従わないことに対して罰

規則�5
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をઃ定することができる。　

委員会のા置、ηクション5)(プレーのペースの方の内容に関するਪ)
参র。

�5�7　プレーのதஅʀプレーの࠶։

5�7B　プレーヤーがプレーをதஅすることがͰきる場合、·たதஅし
な͚ΕなΒない場合
ラウンド中、プレーヤーはプレーを中断してはならない。ただ͠、次の場合を
除く：

w 委員会による中断。すべてのプレーヤーは委員会がプレーを中断した場合に
はプレーを中断しなければならない(規則5.7C参র)。

w マッチプレーでಉ意によりプレーを中断する。マッチプレーのプレーヤーは
どのような理༝であってもプレーを中断することにಉ意することができ
る。ただ͠、そうすることで競技を遅らせる場合を除く。プレーヤーたちがプ
レーを中断することにಉ意し、その後1人のプレーヤーがプレーの再開を
む場合、そのಉ意は終わり、もう1人のプレーヤーはプレーを再開しなけれ
ばならない。

w མཕを理༝にプレーヤーݸ人でプレーを中断する。プレーヤーがམཕによる
危険があると合理的にߟえた場合、プレーを中断することができる。͠か
͠、できるだけૣく委員会に報ࠂしなければならない。

コースを離れること自ମはプレーを中断することにはならない。プレーヤーの
プレーの遅延はこの規則ではなく、規則5.6aで扱う。

プレーヤーがこの規則が認めていない理༝によりプレーを中断した場合、また
は委員会に報ࠂしなければならなかったのにそうしなかった場合、プレーヤー
は失֨となる。

5�7C　委員会がプレーをதஅしたときにプレーヤーがしな͚ΕなΒ
ないこと
委員会のプレーの中断は2छྨあり、プレーヤーがプレーを中断しなければな
らないときに関して異なる要件を持つ。

(1)��ଈ࣌中அ(ྫ͑、ഭ͠た危険がある߹)。委員会がプレーのଈ࣌中断を
એ言した場合、プレーヤーは委員会がプレーを再開するまでは別のストロー
クを行ってはならない。

委員会はプレーヤーにଈ࣌中断を明確に知らせる方法を使用するべきである。

規則�5
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(2)��通常の中அ(ྫ͑、やコースがプレーෆ)。委員会が通常の理༝でプ
レーを中断した場合に次に行うことは、プレーしている各組がどこにいるか
による：

w ホールとホールの間。その組のすべてのプレーヤーがホールとホールの
間にいる場合、プレーヤーたちはプレーを中断しなければならず、委員
会がプレーを再開するまでは別のホールを始めるためのストロークを
行ってはならない。　

w ホールのプレー中。その組のプレーヤーが1人でもホールをスタートして
いた場合、プレーヤーたちはプレーを中断するか、そのホールを終了す
るか選択することができる。

{ プレーヤーたちには、プレーを中断するか、そのホールを終了するかを
決めるために少しの࣌間(通常は2分以内とするべきである)が認められ
る。

{ プレーヤーたちがそのホールのプレーを続ける場合、プレーヤーたち
はそのホールを終了するまで続けるか、またはそのホールを終了する
前に中断することができる。

{ プレーヤーが一୴そのホールを終了した場合、またはそのホールを終
了する前に中断した場合、プレーヤーは委員会が規則5.7Dに基づいて
プレーを再開するまでは別のストロークを行ってはならない。

プレーヤーたちがプレーを続けるかどうかについてಉ意しない場合：

{ マッチプレー。マッチでその૬खがプレーを中断した場合、プレー
ヤーもまたプレーを中断しなければならず、両ऀは委員会がプレーを
再開するまでは再ͼプレーしてはならない。プレーヤーがプレーを中断
しなかった場合、そのプレーヤーはҰൠのേ(ホールのෛけ)を受ける。

{ ストロークプレー。その組のプレーヤーはその組の他のプレーヤーた
ちがプレーを中断することを決めたことに関なく、プレーを中断す
るか、続けるかを選択することができる。ただ͠、そのプレーヤーの
スコアを記するマーカーがいる場合に限り、そのプレーヤーはプ
レーを続けることができる。

規則5�7Cのҧのേ：失֨ɻ

ྫ֎ʵプレーを中அ͠なかったことが正当Ͱあると委員会が裁定͠た߹、േ
はない：プレーヤーがプレーを中断しなければならなかったのにそうしなかっ
たことを正当化するࣄ情があると委員会が裁定した場合、この規則のҧ反とは
ならず、罰はない。

規則�5
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委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�1+ܕ(委員会がଈ࣌、そして
通常の中断をプレーヤーに知らせるためのਪされる方法)参র。

5�7D　プレーを࠶։するときにプレーヤーがしな͚ΕなΒないこと
(1)��プレーを࠶։する所。プレーヤーはホールのプレーを中断した所、ある
いはホールとホールの間の場合は次のティーイングエリアからプレーを再開
しなければならない(プレーが後に再開される場合であっても)。

プレーヤーがプレーを中断した所とはҧうՕ所からプレーを再開した場合
については、規則6.1Cと規則14.7を参র。

(2)��プレーを࠶։すると͖。プレーヤーは(1)で特定されている場所にいて：

w プレーを再開するために委員会がઃ定した࣌間にプレーできる準උがで
きていなければならない。

w プレーヤーはその࣌間にプレーを再開しなければならない(その࣌間より
ૣく再開してはならない)。　

プレーを再開することがԿらかの理༝により遅れた場合(ྫえば、前の組の
プレーヤーたちがઌにプレーしていなくなるのをっている場合)、そのプ
レーヤーの組がプレーを再開できるときにそのプレーヤーがいて、プレーが
できる状態であればこの規則のҧ反とはならない。

規則5�7D(2)のҧのേ：失֨ɻ

2։͠なかったことに対する失֨のྫ֎：規則5.3aのྫ外1࠶通Γにؒ࣌3
と規則5.7Cྫ外はここにもಉ様に適用となる。

5�7E　プレーをதஅする場合の球の拾い上げʀプレー࠶։のときのリプ
レーεと球のऔりସ͑
(1)��プレーを中அすると͖、またはプレーを࠶։するલの球の拾い上げ。この規
則に基づいてホールのプレーを中断する場合、プレーヤーは自分の球のՕ所
をマークしてその球を拾い上げることができる(規則14.1参র)。

プレーを再開する前や再開するときのいずれの場合も：

w プレーを中断したときにプレーヤーの球が拾い上げられていた場合。その
プレーヤーはその元の球か別の球をその元のՕ所(分からない場合はਪ定
しなければならない)にリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

w プレーを中断したときにプレーヤーの球が拾い上げられていなかった場
合。プレーヤーはその球をあるがままにプレーすることができる。また

規則�5
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はその球のՕ所をマークして拾い上げ(規則14.1参র)、その球か別の球を
その元のՕ所にリプレースすることができる(規則14.2参র)。

いずれの場合も：

w 球を拾い上げた݁Ռ、球のライが変えられた場合、プレーヤーは規則
14.2dに基づいてその球か別の球をリプレースしなければならない。

w 球を拾い上げた後でその球をリプレースする前にその球のライが変えら
れた場合、規則14.2dは適用しない：

{ 元の球か別の球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分からな
い場合はਪ定しなければならない)(規則14.2参র)。

{ ͠か͠、ストロークに影響を及ぼすライや他の状態がこの間にѱ化し
た場合、規則8.1dを適用する。

(2)��プレーの中அ中に球やボールマーカーが動かされた߹にすること。プレー
ヤーの球やボールマーカーがプレーの再開前に動かされた場合(ࣗ然のྗに
よる場合を含む)、プレーヤーは次のいずれかをしなければならない：

w 元の球か別の球を元のՕ所にリプレースする(分からない場合はਪ定しな
ければならない)(規則14.2参র)。

w 元のՕ所をマークするためにボールマーカーをஔき、そして元の球か別
の球をそのՕ所にリプレースする(規則14.1と規則14.2参র)。

プレーの中断中にプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態がѱ化した場
合は、規則8.1d参র。

規則5�7Eにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

規則�5
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�6�1　ホールのプレーのελーτ

6�1B　ホールをελーτするとき
プレーヤーはホールを始めるためにストロークを行ったときにホールをスター
トしたことになる。

ストロークをティーイングエリアの外から行ったり(規則6.1C参র)、ストロー
クが規則に基づいて取りফされた場合であってもホールをスタートしたことに
なる。

6�1C　球ティーΠングΤリΞ͔Βプレーしな͚ΕなΒない
プレーヤーは規則6.2Cに基づいてティーイングエリアから球をプレーすること
によって各ホールをスタートしなければならない。

ホールをスタートするプレーヤーがティーイングエリアの外(ಉじホールや別の
ホールの異なるティーイング場所にある間ҧったティーマーカーからプレーし
た場合を含む)からプレーした場合：

(1)��マッチプレー。罰はない。͠か͠、૬खはそのストロークを取りফすことが
できる：

w この取りফしは速やかに、そしていずれかのプレーヤーが別のストロー
クを行う前にしなければならない。૬खがストロークを取りফした場
合、その取りফしをఫ回することはできない。

w ૬खがそのストロークを取りফした場合、プレーヤーはティーイングエ
リアから球をプレーしなければならず、次のଧ順はそのプレーヤーとな
る。

w ૬खがそのストロークを取りফさなかった場合、そのストロークは

規則の目తɿ

規則

規則6はホールのプレー方法を扱っている。例えば、ティーイングオフに関
する特定の規則、取り替えが認められている場合を除いてホールを通して同
じ球をプレーすることの要件、プレーの順番(ストロークプレーよりマッチプ
レーにおいて重要)、そしてホールを終了すること。

ホールをプレーすること6

規則�6
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カウントし、その球はインプレーとなり、その球をあるがままにプレー
しなければならない。

(2)��ストロークプレー。プレーヤーはҰൠのേ(2േଧ)を受け、ティーイングエ
リアから球をプレーすることによってその誤りを訂正しなければならない：

w ティーイングエリアの外からプレーされた球はインプレーではない。　

w そのストロークと、誤りを訂正する前に行ったストローク(行ったスト
ロークと単にその球をプレーしたことに対する罰ଧを含む)はカウントし
ない。

w プレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行う前に、または
そのラウンドの最終ホールではそのプレーヤーのスコアカードを提出す
る前にその誤りを訂正しなかった場合、プレーヤーは失֨となる。

�6�2　ティーΠングΤリΞ͔Β球をプレーする

6�2B　ティーΠングΤリΞの規則を適用する場合
規則6.2Cのティーイングエリアの規則は、プレーヤーにティーイングエリアか
らプレーすることを要求する、または認める場合はいつでも適用され、次の場
合を含む：

w プレーヤーがホールのプレーをスタートする場合(規則6.1参র)。

w プレーヤーが規則に基づいてティーイングエリアから再プレーすることに
なる場合(規則14.6参র)。

w ストロークの後や救済を受けた後にプレーヤーの球がティーイングエリアで
インプレーとなる場合。

この規則はプレーヤーがプレーするホールをスタートするときにプレーしなけれ
ばならないティーイングエリアに対してのみ適用し、コース上の他のティーイン
グする場所(ಉじホールか、ҧうホールかは問わない)に対しては適用しない。

6�2C　ティーΠングΤリΞの規則
(1)��球がティーイングエリアにあると͖。

w 球の一部がティーイングエリアに৮れている、またはその上にある場
合、その球はティーイングエリアの球である。

w プレーヤーはティーイングエリアの球にストロークを行うときにティー
イングエリアの外ଆに立つことができる。

規則�6
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点ઢはティーイングエリアの外ଆのԑを定めている(定義ʮティーイングエリアʯ参র)。
球の一部がティーイングエリアに৮れている、またはその上にある場合、その球はティー
イングエリアの球となる。

ティーイングエリア

プレー方向

ティーイング
エリア内

ティーイング
エリアの外

図6.2b：球がティーイングエリア内にある場合

(2)��球はティーアップͰ͖る、または地面からプレーͰ͖る。球は次のいずれか
からプレーしなければならない：

w 地面にしたりஔいたティー。

w 地面から直。　

この規則に関して、ʮ地面ʯにはティーや球をせるための場所にஔかれた
࠭や他の自然の物質を含む。

プレーヤーは不適合ティーの上の球や、この規則で認められていない方法で
ティーアップされた球にストロークを行ってはならない。

規則6�2C(2)のҧのേ：

w ॳのҧのേ：Ұൠのേɻ࠷

w 2ճのҧのേ：失֨ɻ

(3)��ティーイングエリアのಛ定の状態はվળすることがͰ͖る。ストロークを行

規則�6
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う前に、プレーヤーはストロークに影響を及ぼす状態をվળするために
ティーイングエリアで次の行動をとることができる(規則8.1C(8)参র)：

w ティーイングエリアの地面を変えること(ྫえば、クラブや足でۼみを作
ること)。

w ティーイングエリアの地面にணしている、または生長しているやࡶ
、または自然物を動かしたり、ۂげたり、ંること。

w ティーイングエリアの࠭やを取り除いたり、ԡしけること。

w ティーイングエリアの࿐、ૼ、ਫを取り除くこと。

͠か͠、プレーヤーが規則8.1aにҧ反してストロークに影響を及ぼす状態を
վળするために他の行動をとった場合、そのプレーヤーはҰൠのേを受け
る。

(4)��ティーイングエリアからプレーすると͖にティーマーカーを動かすことの੍
。߹またはティーマーカーがなくなっている、ݶ

w ティーマーカーのҐஔは、各ティーイングエリアを定めるために委員会
がઃ定する。そしてそのティーイングエリアからプレーするすべてのプ
レーヤーに対してಉじҐஔのままであるべきである。

w プレーヤーがティーイングエリアからストロークを行う前にティーマー
カーを動かすことによってストロークに影響を及ぼす状態をվળした場
合、そのプレーヤーは規則8.1a(1)のҧ反に対してҰൠのേを受ける。

• ティーマーカーが1つ、あるいは両方なくなっていることにプレーヤーが
͠。づいた場合、そのプレーヤーは委員会に支援を求めるべきであるؾ
か͠、ଥ当な࣌間内に委員会の支援が受けられない場合、そのプレー
ヤーは自分の合理的な断(規則1.3C(2))を用いてティーイングエリアの
場所をਪ定すべきである。

すべての他の状況では、ティーマーカーは規則15.2で動かすことを認めて
いる通常の動かせる障害物として扱われる。

(5)��ストロークを行うまͰ球はインプレーとはならない。球がティーアップされ
たか、地面の上にஔかれたかに関なく、ホールをスタートする場合や、規
則に基づいてティーイングエリアから再ͼプレーする場合：

w プレーヤーが球をストロークするまでその球はインプレーとはならな
い。　

w ストロークを行う前であればその球を罰なしに拾い上げたり、動かすこ
とができる。

規則�6

"�@ຊنଇॻ$MFBO@**@1��������JOEE����� ������������������



60

プレーヤーがストロークを行う前にティーアップした球がティーからམちた
り、そのプレーヤーによってམとされた場合、罰なしにそのティーイングエ
リアのどこにでも球を再ティーアップすることができる。

͠か͠、球がམちている間や、球がམちた後にその球にストロークを行った
場合、罰はなく、そのストロークはカウントし、その球はインプレーとな
る。

(6)��インプレーの球がティーイングエリアにある߹。プレーヤーのインプレー
の球がストローク後に(ྫえば、ティーアップされた球をۭৼりした)、また
は救済を受けた後にティーイングエリアにある場合、プレーヤーは次のこと
ができる：

w 罰なしに球を拾い上げたり、動かす(規則9.4Cྫ外1参র)。

w (2)に基づいて、ティーイングエリアからティーアップ、または地面から
その球か別の球をプレーするか、球をあるがままにプレーすることもで
きる。

規則6�2C(6)にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bに
くҰൠのേɻͮج

�6�3　ホールのプレーͰ使用͞Εる球

規則の目తɿ
ホールはティーイングエリアからパッティンググリーンそしてホールに入る
まで連続して行われるストロークでプレーする。ティーオフした後、プレー
ヤーは通常はそのホールを終了するまで同じ球でプレーしなければならな
い。プレーヤーが誤球、または規則では取り替えが認められていないのに取
り替えた球に対してストロークを行った場合、そのプレーヤーは罰を受け
る。

6�3B　ティーΠングΤリΞ͔Βプレーしたಉじ球ͰホールΞウτ
プレーヤーは、ティーイングエリアからホールをスタートするときは適合であ
ればどの球でもプレーをすることができ、ホールとホールの間では球を替える
ことができる。

プレーヤーはティーイングエリアからプレーしたಉじ球でホールアウトをしな
ければならない。ただ͠、次の場合を除く：

w 球が紛失となる、あるいはアウトオブバウンズに止まる。
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w プレーヤーが別の球にऔΓସ͑る(そうすることが認められているかどうかに
かかわらず)。

プレーヤーはプレーしようとする球にࣝ別マークをけるべきである(規則7.2
参র)。　

6�3C　ホールのプレーதに別の球にऔりସ͑ること
(1)��プレーヤーがผの球のऔΓସ͑を認められる߹、認められない߹。特定
の規則ではプレーヤーがホールのプレーで使用している球をインプレーの球と
して別の球にऔΓସ͑ることを認めているが、別の規則では認めていない：

w 球をドロップしたり、プレースするとき(ྫえば、球が救済エリアに止ま
らない、またはパッティンググリーンで救済を受ける場合)を含め、規則
に基づいて救済を受ける場合、そのプレーヤーは元の球か別の球のいず
れかを使用することができる(規則14.3a参র)。

w 直前のストロークを行った所から再ͼプレーする場合、そのプレーヤー
は元の球か別の球のいずれかを使用することができる(規則14.6参র)。

w 球をあるՕ所にリプレースする場合、プレーヤーは球をऔΓସ͑ること
が認められず、元の球を使用しなければならない(特定のྫ外あり)(規則
14.2a参র)。

(2)��औΓସ͑た球はインプレーとなる。プレーヤーがインプレーの球として別の
球にऔΓସ͑た場合(規則14.4参র)：

w 元の球はもはやインプレーの球ではない(それがコース上に止まっていた
としても)。

w 次の場合であっても、औΓସ͑た球はインプレーとなり、元の球はイン
プレーの球ではなくなる：

{ プレーヤーが規則が認めていない場合に元の球を別の球にऔΓସ͑た
(プレーヤーが別の球にऔΓସ͑ていることにؾづいていたかどうかは
関ない)。

{ プレーヤーがऔΓସ͑た球を(1)ؒҧったํ๏Ͱ、(2)誤所に、(3)適用し
ないॲஔをとって、リプレース、ドロップまたはプレースした。

w औΓସ͑た球をプレーする前に誤りを訂正する方法については、規則
14.5参র。

プレーヤーの元の球が見つかっておらず、プレーヤーがストロークと距離の
救済(規則17.1d、規則18.1、規則18.2Cと規則19.2a参র)を受けるために別
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の球をインプレーにした場合、または球にىきたことがかっている、また
は࣮ࣄ上確࣮である場合に適用する規則(規則6.3D、規則9.6、規則11.2D、
規則15.2C、規則16.1e、規則17.1D参র)に基づいて認められるとおりに、
別の球をインプレーにした場合：

w プレーヤーはそのऔΓସ͑た球でプレーを続けなければならない。

w 元の球が3分の捜索࣌間が終了する前にコース上で見つかったとしても、
その元の球をプレーしてはならない(規則18.2a(1)参র)。　

(3)��誤ってऔΓସ͑た球にストロークを行う。プレーヤーが誤ってऔΓସ͑た球
にストロークを行った場合、そのプレーヤーは1േଧを受け、その誤ってऔ
Γସ͑た球でそのホールを終えなければならない。

6�3D　ޡ球
(1)��誤球Ͱストロークを行う。プレーヤーは誤球に対してストロークを行っては
ならない。

ྫ֎ʵਫの中Ͱ動いている球：プレーヤーがペナルティーエリアのਫやҰ࣌
తなਫの中で動いている誤球に対してストロークを行っても罰はない：

w そのストロークはカウントしない。

w プレーヤーは、正球をそれが止まっていた元のՕ所からプレーすること
によって、または規則に基づいて救済を受けることによって、規則に基
づいてその誤りを訂正しなければならない。

規則6�3D(1)にҧ͠て誤球をプレー͠たことに対するേ：

マッチプレーでは、プレーヤーはҰൠのേ(ホールのෛけ)をडける：

w プレーヤーと૬खがホールのプレー中に互いの球をプレーした場合、最
ॳに誤球にストロークを行ったプレーヤーがҰൠのേ(ホールのෛけ)を受
ける。

w ͠か͠、どちらの誤球を最ॳにプレーしたか分からない場合、罰はなく、
そのホールは入れ替わった球のままでプレーを終えなければならない。

ストロークプレーでは、プレーヤーはҰൠのേ(2േଧ)をडけ、元の球をある
がままにプレーしてプレーを続ける、または規則に基づいて救済を受けるこ
とにより誤りを訂正しなければならない：

w 誤球に行ったストロークと、誤りが訂正されるまでのストローク(行った
ストロークと単にその球をプレーしたことに対する加の罰ଧを含む)は
カウントしない。
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w プレーヤーが別のホールを始めるためにストロークを行う前に、または
ラウンドの最終ホールでは、スコアカードを提出する前に誤りを訂正し
なかった場合、プレーヤーは失֨となる。　

(2)��プレーヤーの球が誤球と͠てผのプレーヤーによってプレーされた߹に行
うこと。プレーヤーの球が別のプレーヤーによって誤球としてプレーされた
ことがかっている、または࣮ࣄ上確࣮な場合、プレーヤーは元の球か別の
球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定しな
ければならない)(規則14.2参র)。

これは元の球が見つかったかどうかに関なく適用する。

6�3E　プレーヤーがҰにෳの球をプレーすることがͰきる場合
プレーヤーは次の場合にだけ1ホールでಉ࣌にෳ数の球をプレーすることがで
きる：

w 暫定球(規則18.3Dの規定に基づき、インプレーの球となるか、์غされる球
となる)をプレーする場合。

w ストロークプレーで、誤所からのプレーのॏେなҧがあるとࢥわれるとき
に訂正のために2つの球をプレーする場合(規則14.7C参র)、またはとるべき
正しいॲஔについてٙ問がある場合(規則20.1D(3)参র)に2つの球をプレーす
る場合。
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�6�4　ホールをプレーするときのプレーのॱ൪

規則の目తɿ
規則6.4はホールを通じてのプレーの順番を扱っている。ティーイングエリ
アからのプレーの順番は誰がオナーなのかにより、その後はどの球がホール
から最も遠いのかに基づく。

w マッチプレーでは、プレーの順番は重要である；プレーヤーが違った順番
でプレーした場合、その相手はそのストロークを取り消し、そのプレー
ヤーに再びプレーさせることができる。

w ストロークプレーでは、違った順番でプレーしたことに対する罰はなく、
プレーヤーは安全を間違いなく確保できる方法で違った順番でプレーする
「レディーゴルフ」でプレーすることが認められ、または奨励される。

6�4B　Ϛッνプレー
(1)��プレーのॱ൪。プレーヤーと૬खは次の順番でプレーしなければならない：

w 最ॳのホールのスタート。最ॳのホールでは、委員会がઃ定した組合せ
表の順番によりオナーが決まる。組合せ表がない場合には、ಉ意または
ແ作ҝな方法(ྫえば、コイントス)による。

w すべての他のホールのスタート。

{ ホールにউったプレーヤーが次のティーイングエリアのオナーとな
る。

{ そのホールがタイだった場合、直前のティーイングエリアでオナーの
プレーヤーが再ͼオナーとなる。　

{ プレーヤーが適࣌に裁定を要したが(規則20.1C参র)、まだ委員会に
よる裁定が行われておらず次のホールのオナーが୭であるのかに影響
を及ぼす可能性がある場合、オナーをಉ意かແ作ҝな方法で決める。

w 両方のプレーヤーがホールをスタートした後。

{ ホールからԕい球を最ॳにプレーすることになる。

{ 両ऀの球がホールからಉじ距離にある場合や、それらの相対的な距離
が分からない場合、最ॳにプレーする球はಉ意かແ作ҝな方法によっ
て決める。

(2)��૬खはҧったॱ൪Ͱ行ΘれたプレーヤーのストロークをऔΓফすことがͰ͖
る。૬खがプレーする順番のときにプレーヤーがプレーした場合、罰はな
い。͠か͠、૬खはそのストロークを取りফすことができる：
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w この取りফしは速やかに、そしてどちらかのプレーヤーが別のストロー
クを行う前にしなければならない。૬खがそのストロークを取りফした
場合はその取りফしをఫ回することはできない。

w ૬खがそのストロークを取りফした場合、プレーヤーは自分がプレーす
る順番のときに、そのストロークが行われた所からプレーしなければな
らない(規則14.6参র)。

w ૬खがそのストロークを取りফさない場合、そのストロークはカウント
し、プレーヤーはインプレーとなったその球をあるがままにプレーしな
ければならない。

ྫ֎ʵؒ࣌અのためにಉ意によってҧったॱ൪Ͱプレーする：࣌間અ約のた
めに：

• プレーヤーは૬खにҧった順番でプレーするようקめることができる。また
はプレーの順番を変えることの૬खからの要求にಉ意することができる。

• その後で૬खがҧった順番でストロークを行った場合、プレーヤーはそのス
トロークを取りফすݖརを์غしたことになる。

規則23�6(フォアボールでのプレーの順番)参র。

6�4C　ετϩーΫプレー
(1)��通常のプレーのॱ൪ɻ

w 最ॳのホールのスタート。最ॳのティーイングエリアのオナーは委員会
がઃ定した組合せ表の順番によって決まる。組合せ表がない場合には、
ಉ意かແ作ҝの方法(ྫえば、コイントス)による。　

w すべての他のホールのスタート。

{ ホールのグロススコアがその組で最も少ないプレーヤーが次のティー
イングエリアでオナーとなる。2番目にスコアが少なかったプレーヤー
がその次にプレーするべきで、その後もಉ様となる。

{ ホールでෳ数のプレーヤーがಉじスコアの場合、そのプレーヤーたち
は前のティーイングエリアとಉじ順番でプレーするべきである。

{ ϋンディキャップ競技であっても、オナーはグロススコアに基づく。

w すべてのプレーヤーがホールをスタートした後。

{ ホールから最もԕい球を最ॳにプレーするべきである。

{ ෳ数の球がホールからಉじ距離にある場合や、両ऀの相対的な距離が

規則�6

"�@ຊنଇॻ$MFBO@**@1��������JOEE����� ������������������



66

分からない場合、最ॳにプレーする球はಉ意かແ作ҝの方法によって
決めるべきである。

プレーヤーがҧった順番でプレーしても罰はない。ただ͠、ෳ数のプレー
ヤーがそのうちの1人を༗རにするためにҧった順番でプレーすることにಉ
意し、そしてそのಉ意したプレーヤーの1人がҧった順番でプレーした場
合、そのಉ意をした各プレーヤーはҰൠのേ(2േଧ)を受ける。

(2)��̓ શをؒҧいなく確อͰ͖るํ๏Ͱҧうॱ൪Ͱプレーする(レディーゴルフ)。
プレーヤーは次のような場合、҆全を間ҧいなく確อできる方法でҧう順番
でプレーすることが認められ、ਪされる：

w ෳ数のプレーヤーがརศ性や࣌間અ約のためにそうすることにಉ意し
た。

w プレーヤーの球がホールのす͙近くに止まり、そのプレーヤーがホール
アウトをんでいる。

w (1)に基づいてプレーする順番のプレーヤーがまだプレーする準උができ
ていない状態で、他のプレーヤーを危険にさらしたり、ؾをࢄらした
り、げとなることなく、ઌにプレーする準උができているプレーヤー
がいる。

͠か͠、(1)に基づいてプレーする順番のプレーヤーがプレーする準උがで
きていて、ઌにプレーしたいという意ࢥを示している場合、他のプレーヤー
は通常はそのプレーヤーがプレーをするまでつべきである。

プレーヤーは他のプレーヤーたちより༏Ґに立つためにҧった順番でプレー
するべきではない。　

6�4D　ティーΠングΤリΞ͔Βプレーヤーが定球·た別の球をプ
レーする場合
プレーヤーがティーイングエリアから暫定球または別の球をプレーする場合、
プレーの順番はその組のすべての他のプレーヤーがそのホールの最ॳのストロー
クを行った後となる。

ෳ数のプレーヤーがティーイングエリアから暫定球や別の球をプレーする場
合、そのプレーの順番は前の順番とಉじとなる。

ҧった順番でプレーされた暫定球や別の球については、規則6.4a(2)と規則6.4C
参র。
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6�4E　プレーヤーが救済をड͚る場合、·たティーΠングΤリΞҎ֎
の場ॴ͔Β定球をプレーする場合
次の2つの状況で規則6.4a(1)と規則6.4C(1)に基づくプレーの順番：

(1)��球があった所とはҧう所から球をプレーする救済をडける。

w ストロークと距離の救済を受けなければならないことをプレーヤーが
知っていた場合。そのプレーヤーのプレーの順番はそのプレーヤーの直
前のストロークが行われたՕ所に基づく。

w 球をあるがままにプレーするか、救済を受けるかの選択肢をプレーヤー
が持っている場合。

{ そのプレーヤーのプレーの順番は元の球があったՕ所に基づく(分から
ない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2参র)。

{ このことはプレーヤーがすでにストロークと距離の救済をとること、
または元の球のҐஔとはҧう所からプレーする救済を受けること(元の
球がペナルティーエリアにある、またはアンプレヤブルとして扱われ
る場合)をすでに決めている場合でも適用となる。

(2)��暫定球をプレーする。プレーヤーが暫定球をプレーする順番は、直前のスト
ロークを行った後で他の୭かがプレーする前となる。ただ͠、次の場合を除
く：

w ティーイングエリアからホールをスタートする場合(規則6.4D参র)。

w 暫定球をプレーするかどうかをプレーヤーが決めかͶている場合(この場
合のプレーヤーの順番は、プレーヤーが暫定球をプレーすることを決定
した࣌点で、直前のストロークが行われたՕ所に基づく)。　

�6�5　ホールのプレーをऴྃする

次の場合、プレーヤーはホールを終了したことになる：

w マッチプレー：

{ プレーヤーがホールアウトした、またはプレーヤーの次のストロークが
コンシードされた。

{ ホールの݁Ռが決まる(ྫえば、૬खがそのホールをコンシードした場
合、そのホールの૬खのスコアがプレーヤーの可能性があるスコアより
も少ない場合、あるいはプレーヤーまたは૬खがҰൠのേ(ホールのෛけ)
を受ける場合)。

規則�6
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w ストロークプレー。プレーヤーが規則3.3Dに基づいてホールアウトをした場
合。

プレーヤーがそのホールを終了していたことを知らずに、そのホールのプレー
を終了しようとしていた場合、そのプレーヤーのさらなるプレーは練習とはみ
なされず、そのプレーヤーは別の球(誤球を含む)をプレーしたことについて罰
を受けない。

規則21�1C(1)、規則21�2C(1)、規則21�3C(1)、規則23�3D (ストロークプレーの
他の形式あるいはフォアボールでプレーヤーがホールを終了したことになる場
合)参র。

規則�6
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球をプレーすること
規則7～11

III
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規則�7

�7�1　球をフΣΞに索する方๏

7�1B　プレーヤー球をݟつ͚、֬ ೝするために合ཧతなߦಈをとるこ
とがͰきる
プレーヤーは各ストロークの後に自分のインプレーの球を見つけるがある。

プレーヤーは球を見つけて確認するために合理的な行動をとることにより球を
フェアに捜索することができる。ྫえば：

w ࠭やਫを動かすこと。

w 、ブッシϡ、のࢬ、その他の生長またはணしている自然物を動かすこ
と、またはۂげること。そしてそのような物をյすこと。͠か͠、球を見つ
ける、または確認するために合理的な行動をとったが、݁Ռとしてյしてし
まった場合に限る。

そのようなフェアな捜索の一部として合理的な行動をとることでストロークに
影響を及ぼす状態をվળした場合：

w そのվળがフェアな捜索の݁Ռである場合、規則8.1aに基づく罰はない。

w ͠か͠、そのվળがフェアな捜索のために合理的な限をえた行動の݁Ռ
である場合は、そのプレーヤーは規則8.1aのҧ反に対してҰൠのേを受ける。

球を見つけて確認しようとするときに、プレーヤーは、規則15.1で認められる
とおりにルースインペディメントを取り除くことができるし、規則15.2で認め
られるとおりに動かせる障害物を取り除くことができる。　

規則の目తɿ

規則

規則7はプレーヤーが各ストロークの後に自分のインプレーの球をフェアに
捜索するために合理的な行動をとることを認めている。

w しかし、プレーヤーが行き過ぎた行動をしてそのプレーヤーの次のスト
ロークに影響を及ぼす状態を改善する原因となった場合は罰を適用するこ
とになるので、プレーヤーは注意を払わなければならない。

w プレーヤーが球を見つけようとする、または確認しようとするときにその
球を偶然に動かしても罰を受けないが、元の箇所にその球をリプレースし
なければならない。

球の索ɿ球をݟつ͚ること、
֬ೝすること7
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規則�7

7�1C　プレーヤーの球をݟつ͚る、あるい֬ೝしΑ͏としているؒ
に、ͦ の球のラΠにӨڹをٴ΅す࠭をಈ͔した場合に͏ߦこと
w プレーヤーはその࠭の中の元のライを෮元しなければならない。͠か͠、球
が࠭にඃわれていた場合はその球の΄んの一部を見えるようにしておくこと
ができる。

w プレーヤーが元のライに෮元せずにその球をプレーした場合、そのプレーヤー
はҰൠのേを受ける。

�7�2　球を֬ೝする方๏

止まっているプレーヤーの球は次のいずれかの方法で確認することができる：

w それがプレーヤーの球であることが分かっている状況では、その球が止まる
のを見ていたプレーヤーや他の୭かが確認する。

w その球のࣝ別マークを見ることによって確認する(規則6.3a参র)。͠か͠、
このことは、ಉじࣝ別マークのಉ一の球がಉじ区域で見つけられた場合には
適用しない。

w プレーヤーの球があるとࢥわれる区域で、そのプレーヤーの球とಉじブラン
ド、Ϟデル、番߸、状態である球を見つけることによって確認する。͠か
͠、これは、そのಉじ区域にಉ一の球があり、どちらがプレーヤーの球であ
るかを知る方法がない場合には適用しない。

プレーヤーの暫定球が自分の元の球と区別ができない場合は、規則18.3D(2)を
参র。

�7�3　֬ೝのために球を拾い上げること

ある球がプレーヤーの球である可能性があるが、あるがままの状態では確認で
きない場合：

w プレーヤーは確認のためにその球を拾い上げること(球を回すことを含む)が
できる。͠か͠、

w 球のՕ所を最ॳにマークしなければならず、球を確認するのに必要とする以
上はふいてはならない(ただ͠、パッティンググリーンを除く)(規則14.1参র)。

拾い上げた球がプレーヤーの球、または別のプレーヤーの球であった場合、そ
の球を元のՕ所にリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

プレーヤーが球を確認する合理的な必要性がないのにこの規則に基づいて自分
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の球を拾い上げたり(ただ͠、規則13.1Cに基づいてプレーヤーが拾い上げるこ
とができるパッティンググリーンを除く)、その球を拾い上げる前にその球のՕ
所をマークしなかったり、認められていないのにその球をふいたりした場合
は、プレーヤーは1േଧを受ける。　

規則7�3にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

つ͚Α͏としている、·た֬ೝしΑ͏としているとݟ　�7�4
きにۮવにಈ͔͞Εた球

見つけようとしている、または確認しようとしている間に、プレーヤー、૬
ख、他の୭かがそのプレーヤーの球を偶然に動か͠た場合、罰はない。͠か
͠、プレーヤーがその球を捜し始める前にそのプレーヤーがその球を動かす原
因となった場合、そのプレーヤーは規則9.4Cに基づいて1േଧを受ける。

この規則でいうʮ偶然にʯには、球を動かすことでそのҐஔが明らかになる可
能性がߴい状況で、୭かが球を見つけようとして、合理的な行動をとったこと
によって、球が動かされた場合を含む(ྫえば、長いࣳを足でいたり、を
༳らすことなどによって)。

これらの状況では、その球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分から
ない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2参র)。そうする場合は：

w 球が動かせない障害物、ෆՄな物、ڥք物、生長またはணしている自然
物の上、Լにある、またはدりかかっている場合、その球はそのような物の
上、Լ、またはدりかかっていた元のՕ所にリプレースしなければならない
(規則14.2D参র)。

w 球が࠭にඃわれていた場合、元のライを෮元しなければならず、その球はそ
のライにリプレースしなければならない(規則14.2d(1)参র)。͠か͠、そう
する場合、プレーヤーは球の΄んの一部を見えるようにしておくことができ
る。

規則15�1B参র(球をリプレースする前に特定のルースインペディメントを故意
に取り除くことに関する制限)。

規則7�4のҧのേ：Ұൠのേɻ

規則�7
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�8�1　ετϩーΫにӨڹをٴ΅すঢ়ଶをվળするプレーヤーの
ಈߦ

ʮコースはあるがままにプレーʯという原則を守るために、次のʮストローク
に影響を及ぼす状態ʯ(コース内外を問わず)はอޢされる。したがって、この
規則はプレーヤーが行う次のストロークに対してその状態をվળすることを制
限している：

w 止まっているそのプレーヤーの球のライ、

w そのプレーヤーの意図するスタンス区域、

w そのプレーヤーの意図するスイング区域、

w そのプレーヤーのプレーのઢ、

w そのプレーヤーが球をドロップまたはプレースすることになる救済エリア。

この規則はラウンド中と、規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方で行われる
行動に適用する。

この規則は次のことには適用しない：

w 規則15の規定で認められる範ғでルースインペディメントや動かせる障害物
を取り除くこと。

w 規則11で扱うプレーヤーの球が動いている間に行った行動。

規則の目తɿ

規則

規則8はこのゲームの主要な原則「コースはあるがままにプレー」を扱って
いる。プレーヤーの球が止まった場合、プレーヤーはストロークに影響を及
ぼす状態を通常は受け入れなければならず、その球をプレーする前にその状
態を改善してはならない。しかしながら、それらの状態を改善してしまうこ
とになったとしてもプレーヤーがとることができる特定の合理的な行動があ
る。そしてそれらの状態を改善したり、悪化させても罰なしにその状態を復
元することができる限定的な状況もある。

ίーεあるが··にプレー8

規則�8
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8�1B　ೝめΒΕていないߦಈ
プレーヤーはストロークに影響を及ぼす状態がվળされてしまう場合には次の
行動をとってはならない。ただ͠、規則8.1C、D、dで認められた限定的な方法
を除く。

(1) 次の物を動かす、ۂげる、յす：

w 生長またはணしている自然物。

w 動かせない障害物、ෆՄな物、ڥք物。　

w ティーイングエリアから球をプレーするときのそのティーイングエリア
のティーマーカー。

(2)ルースインペディメントや動かせる障害物を所定のҐஔにஔく(ྫえば、ス
タンスの場所を作るため、またはプレーのઢをվળするため)。

(3) 次のことを含め、地面を変える：

w ディボットをディボットに戻す。

w すでに戻されているディボット、またはすでに所定のҐஔにある他の
りࣳを取り除いたり、ԡしける。

w 。෬のある面を作ったり、なくすى、みۼ、݀

(4) ࠭やバラバラのを取り除く、またはԡしける。

(5) ࿐、ૼ、ਫを取り除く。

規則8�1Bのҧのേ：Ұൠのേɻ

8�1C　ೝめΒΕるߦಈ
ストロークの準උをしているときや、ストロークを行っているときに、プレー
ヤーは次の行動をとることができる。そして、その݁Ռとして、たとえそのス
トロークに影響を及ぼす状態をվળしたとしても罰はない：

(1) 自分の球を見つけて確認するために合理的な行動をとることによってフェア
に捜索する(規則7.1a参র)。

(2)ルースインペディメント(規則15.1参র)と動かせる障害物(規則15.2参র)を
取り除くために合理的な行動をとる。

(3) 球のՕ所をマークするため、そして規則14.1と規則14.2に基づいてその球
を拾い上げ、リプレースするために合理的な行動をとる。

規則�8
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(4) 球の直前、または直後にクラブをܰく地面にஔく。ʮクラブをܰく地面にஔ
くʯとは、そのクラブの重さが地面や地面の上にあるࣳ、、࠭、ある
いは他の物質によって支えられてもྑいことを意味する。

͠か͠次のことは認められない：

w クラブを地面にԡしける。

w 球がバンカーにある場合、球の直前、直後の࠭に৮れること(規則
12.2C(1)参র)。

(5)スタンスをとるときに両足をしっかりとਾえる(合理的なఔで࠭の中やバ
ラバラのの中に足をજり込ませることを含む)。

(6) 球の所に行きスタンスをとるために合理的な行動をとることによってフェア
にスタンスをとる。

͠か͠、そうする場合プレーヤーは：

w 通常のスタンスをとったり、通常のスイングを行うݖརはない。

w その特定の状況に対Ԡするために最も߇えめな行動をとらなければなら
ない。

(7)ストロークを行う、またはその後に行うストロークのためのバックスイング
をする。

͠か͠、球がバンカーにある場合は、バックスイングのときにそのバンカー
の࠭に৮れることは規則12.2C(1)に基づいて禁止される。

(8)ティーイングエリアで：

w ティーを地面にしたり、ஔいたりすること(規則6.2C(2)参র)。

w 生長またはணしている自然物を動かす、ۂげる、յす(規則6.2C(3)参
র)。

w 地面を変える。࠭やを取り除いたり、ԡしける、または࿐、ૼ、ਫ
を取り除く(規則6.2C(3)参র)。

(9)バンカーから球をプレーしてそのバンカー外に出した後でコースอޢのため
に࠭をならす(規則12.2C(3)参র)。

(10)��パッティンググリーン上で、࠭やバラバラのを取り除いたり、ଛইを修
理する(規則13.1D参র)。

(11)��自然物が分離しているかどうかを知るために動かす。

規則�8
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͠か͠、その物が生長またはணしていることが分かった場合、ணして
いるままにしておかなければならず、できるだけ元のҐஔに戻さなければ
ならない。

規則25�4H(移動補助具を使うプレーヤーがスタンスをとるときの規則8�1C(5)の
修正)参র。

8�1D　規則8�1B	1
規則8�1B	2
にҧしてվળしたঢ়ଶを෮ݩする
ことにΑͬて罰を໔Εる
規則8.1a(1)にҧ反して物を動かしたり、ۂげたり、յしたりして、または規則
8.1a(2)にҧ反して物を所定のҐஔに動かすことによってプレーヤーがストロー
クに影響を及ぼす状態をվળした場合：

w 次のストロークを行う前にプレーヤーが次の(1)と(2)が認める方法で元の状
態を෮元することによってվળをແくした場合、罰はない。

w ͠か͠、プレーヤーが規則8.1a(3)ʙ(5)によって扱われている行動をとるこ
とによりストロークに影響を及ぼす状態をվળした場合、そのプレーヤーは
元の状態に෮元しても罰を໔れることはできない。

(1) 物を動かす、ۂげる、յすことによΓվળ͠た状態を෮ݩするํ๏。ストロー
クを行う前に、元の物を元のҐஔに΄ぼಉ様に෮元することによってҧ反に
より生じたվળをなくせば、プレーヤーは規則8.1a(1)のҧ反の罰を໔れる
ことができる。ྫえば：

w 取り除いたڥք物(ྫえば、境界ߌ)を元に戻すこと、または֯を変える
ためにԡしたڥք物を元のҐஔに戻すこと。

w 動かしたのࢬ、、動かせない障害物を元のҐஔに戻すこと。

͠か͠、次の場合、プレーヤーは罰を໔れることはできない：

w վળがなくならない場合(ྫえば、ڥք物やࢬをஶしくۂげたり、յした
りしたので、元のҐஔに戻すことができない)。

w 状態を෮元しようとして元の物以外のԿかを使用する場合。ྫえば：

{ ҧう物や加の物を使用する(ྫえば、境界ߌを取り除いた݀にҧうߌ
を入れる、または取り除いたࢬを元の場所に݁Ϳ)。

{ 元の物を修෮するために他の物質を使用する(ྫえば、յれたڥք物や
。(を修෮するためにテープを使用するࢬ

(2) 物をҠ動することによってվળ͠た状態を෮ݩするํ๏。ストロークを行う
前に、所定のҐஔに動かした物を元に戻すことによってプレーヤーは規則

規則�8
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8.1a(2)のҧ反の罰を໔れることができる。

8�1E　球がࢭ·ͬたޙにѱԽしたঢ়ଶの෮ݩ
プレーヤーの球が止まった後にストロークに影響を及ぼす状態がѱ化した場合：

(1) ѱԽ͠た状態の෮ݩが認められる߹。ストロークに影響を及ぼす状態が、
プレーヤー以外の人、または動物によってѱ化した場合、規則8.1aに基づく
罰なしに、プレーヤーは次のことができる：

w 出དྷる限り΄ぼಉ様に元の状態に෮元する。

w 元の状態に෮元するためにそうすることが合理的な場合、またはその状
態がѱ化したときに物質が球の上に載ってしまった場合は、球のՕ所を
マークして拾い上げて、ふいて、その球を元のՕ所にリプレースする(規
則14.1と規則14.2参র)。　

w ѱ化された状態が簡単に෮元できない場合、その球を拾い上げて、(1)ス
トロークに影響を及ぼす状態に最もࣅていて、(2)元のՕ所から1クラブレ
ングス以内で、(3)元のՕ所とಉじコースエリア(ホールに近づかない)で
最も近いՕ所にஔくことよってリプレースすることができる。

ྫ֎ʵ球を拾い上げた、または動か͠たと͖やͦのޙͰ、ͦの球をリプレー
スするલにѱԽ͠た球のライ：このことは規則14.2dで扱う。ただし、中断
して球を拾い上げた後でライがѱ化した場合はこの規則を適用する。

(2) ѱԽ͠た状態の෮ݩが認められない߹。プレーヤーは次の原因によってѱ
化されたストロークに影響を及ぼす状態をվળしてはならない(ただ͠、規
則8.1D(1)、規則8.1D(2)、規則13.1Dが認めている場合を除く)。

w そのプレーヤー(そのプレーヤーのキャディーを含む)。

w そのプレーヤーによってঝ認された行動をしている人(レフェリーを除
く)。

w ෩、ਫなどのࣗ然のྗ。

プレーヤーがվળすることが認められていないѱ化した状態をվળした場
合、プレーヤーは規則8.1aに基づいてҰൠのേを受ける。

規則8�1Eにҧ͠て誤所からプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮجく
Ұൠのേɻ

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す

規則�8
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ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

�8�2　プレーヤーࣗのࢭ·ͬている球、·た͏ߦことにな
るετϩーΫにӨڹをٴ΅す他の物ཧతঢ়ଶを変͑るプ
レーヤーのނҙのߦಈ

8�2B　規則8�2を適用する場合
この規則は自分の止まっている球や行うことになるストロークに影響を及ぼす
他の物理的な状態を変えるプレーヤーの故意の行動を扱っている。

この規則は次のプレーヤーの行動には適用しない：

w 故意に自分自身の球の方向を変える、または止める、あるいは球が止まるか
もしれない場所に影響を及ぼす物理的状態を故意に変える(規則11.2と規則
11.3で扱う)。

w そのプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態を変える(規則8.1aで扱う)。

8�2C　他の物ཧతঢ়ଶを変͑るߦࢭېಈ
プレーヤーは、次の場所に影響を及ぼす他の物理的状態を変えるために規則
8.1aに掲載されている行動を故意にとってはならない(ただ͠、規則8.1CDdで
認められている場合を除く)：

w 次のストロークや以߱のストロークで球が行く、または止まる可能性がある。

w プレーヤーの止まっている球がストロークが行われる前に動いた場合、その
球が行く、または止まる可能性のある場所(ྫえば、球がٸなࣼの上にあ
り、ブッシϡの中にసがっていくかもしれないとプレーヤーが৺配している
場合)。

ྫ֎ʵコースをอޢするための行動：プレーヤーがコースをอޢするために他
の物理的状態を変えた場合(ྫえば、バンカーの足をならすこと、ディボット
をディボットに戻すこと)、この規則に基づく罰はない。

規則8�2のҧのേ：Ұൠのേ。

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

規則�8
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�8�3　他のプレーヤーのࢭ·ͬている球、·た͏ߦことにな
るετϩーΫにӨڹをٴ΅す物ཧతঢ়ଶを変͑るプレー
ヤーのނҙのߦಈ

8�3B　規則8�3を適用する場合
この規則は他のプレーヤーの止まっている球やその他のプレーヤーが行うスト
ロークに影響を及ぼす物理的状態を変えるプレーヤーの故意の行動だけを扱っ
ている。

他のプレーヤーの動いている球の方向を故意に変える、止める、または球が止
まるかもしれない場所に影響を及ぼす物理的状態を変えるプレーヤーの行動に
は適用しない(規則11.2と規則11.3で扱う)。

8�3C　他の物ཧతঢ়ଶを変͑るߦࢭېಈ
プレーヤーは次のことをするために規則8.1aに掲載されている行動を故意に
行ってはならない(ただ͠、規則8.1CDdで認められる場合を除く)：

w 別のプレーヤーのストロークに影響を及ぼす状態をվળまたはѱ化させるこ
と。

w 影響を及ぼす他の物理的状態を変えること：

{ 別のプレーヤーの球がそのプレーヤーの次のストロークや以߱のスト
ロークで球が行く、または止まる可能性がある場所。

{ 別のプレーヤーの止まっている球がストロークの行われる前に動いた場
合にその球が行く、または止まる可能性がある場所。

ྫ֎ʵコースをอޢするための行動：プレーヤーがコースをอޢするҝに他の
物理的状態を変えた場合、この規則に基づく罰はない(ྫえば、バンカーの足
をならすこと、ディボットをディボットに戻すこと)。

規則8�3のҧのേ：Ұൠのേɻ

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

規則�8
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規則9はコース上に止まっているインプレーの球に適用し、ラウンド中と規則
5.7aに基づくプレーの中断中の両方に適用する。

�9�1　球あるが··にプレーする

9�1B　球がࢭ·ͬたॴ͔Βプレーする
コース上に止まっているプレーヤーの球はあるがままにプレーしなければなら
ない。ただ͠、規則がプレーヤーに次のことを要求している、または認めてい
る場合を除く：

w そのコース上の別の場所から球をプレーすること。

w 球を拾い上げ、その後でその球を元のՕ所にリプレースすること。

9�1C　バッΫεΠングதετϩーΫதに球がಈ͔͞Εた場合に͏ߦこと
プレーヤーがストロークを始めた後や、ストロークのためにバックスイングを
始めた後に、プレーヤーの止まっていた球が動͖始めたが、プレーヤーがその
ストロークを続けた場合：

w 球が動いた原因に関なく、その球をリプレースしてはならない。

w その代わりに、そのストローク後に球が止まった場所からその球をプレーし
なければならない。

規則の目తɿ

規則

規則9はこのゲームの主要な原則「球はあるがままにプレー」を扱っている。

w プレーヤーの球が止まり、その後、風や水などの自然の力によって動かさ
れた場合、そのプレーヤーは通常は新しい箇所からその球をプレーしなけ
ればならない。

w 止まっている球が、ストロークが行われる前に誰かに、または外的影響に
よって拾い上げられたり、動かされた場合、その球は元の箇所にリプレー
スしなければならない。

w プレーヤーは止まっている球の近くでは慎重に行動するべきであり、自分
の球や相手の球を動かす原因となったプレーヤーは通常は罰を受けること
になる(パッティンググリーンを除く)。

球あるが··にプレーʀࢭ·ͬてい
る球が拾い上げΒΕる、ಈ͔͞Εる9

規則�9
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w プレーヤーが球の動く原因となっていた場合、罰があるかどうかは規則9.4C
を参র。　

規則9�1にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

�9�2　球がಈいた͔Ͳ͏͔、ͦしてಈ͔したݪҼのܾ定

9�2B　球がಈいた͔Ͳ͏͔のܾ定
止まっているプレーヤーの球が動いたことがʮかっている、または࣮ࣄ上確
࣮ʯな場合にだけ動いたものとみなされる。

球が動いたかもしれないが、それがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯでは
ない場合、その球は動いていないものとして扱われ、その球をあるがままにプ
レーしなければならない。

9�2C　球をಈ͔したݪҼのܾ定
止まっているプレーヤーの球が動いた場合：

w その球を動か͠た原因を決定しなければならない。

w その原因によって、プレーヤーがその球をリプレースしなければならないの
か、あるがままの状態でプレーしなければならないのか、また、罰があるの
かを決定する。

(1) Մੑのある4つのݪҼ。プレーヤーがストロークを行う前に、止まってい
た球が動いた場合、規則はその原因の可能性を次の4つに限定している：

w ෩やਫなどのࣗ然のྗ(規則9.3参র)。

w プレーヤーの行動(そのプレーヤーのキャディーの行動を含む)(規則9.4参
র)。

w マッチプレーの૬खの行動(その૬खのキャディーの行動を含む)(規則9.5参
র)。

w ֎త影響(ストロークプレーの他のプレーヤーを含む) (規則9.6参র)。

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動
することができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱わ
れる)参র。；規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイ
ドのために行動することができ、プレーヤーの球や用具に関するパート
ナーの行動はプレーヤーの行動として扱われる)参র。

規則�9
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(2) 球を動か͠たݪҼを決定するためのʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯの
。準ج

w プレーヤー、૬ख、֎త影響は、それが原因であることがʮかってい
る、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合にだけ、球を動かす原因となっていたと
扱われる。

w 上記のうち少なくとも1つが原因であったことがʮかっている、または
　。上確࣮ʯではない場合、ࣗ然のྗが球を動か͠たものと扱われる࣮ࣄ

この基準を適用する場合、合理的に入手できるすべての情報を検౼しなけれ
ばならない。つまり、これはプレーヤーが知っているすべての情報、または
合理的な力によって、そして不当にプレーを遅らせることなくಘることが
できるすべての情報を意味する。

�9�3　ࣗવのྗがಈ͔した球

ࣗ然のྗ(ྫえば、෩やਫ)が止まっているプレーヤーの球を動かす原因となっ
た場合：

w 罰はない。

w その球を新しいՕ所からプレーしなければならない。

ྫ֎1ʵパッティンググリーンの球が、ͦの球をすͰに拾い上げてݩの箇所に
リプレース͠たޙに動いた߹、ͦの球をリプレース͠なけれならない(規則
13�1Eࢀর)：パッティンググリーンのプレーヤーの球が、プレーヤーがその球
を拾い上げてリプレースした後にそのՕ所から動いた場合：

w その球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定し
なければならない)(規則14.2参র)。

w これは球の動いた原因(ࣗ然のྗを含む)に関なくಉじである。

ྫ֎2ʵドロップ、プレース、リプレース͠たޙに止まっている球がコースの
他のエリアにҠ動͠たΓ、アウトオブバウンズにҠ動͠た߹、ͦの球をリプ
レース͠なけれならない：プレーヤーが元の球か別の球をドロップ、プレー
ス、またはリプレースすることによってインプレーにした後で、ࣗ然のྗがそ
の止まっている球を動かす原因となり、その球が他のコースエリア、またはア
ウトオブバウンズに止まった場合、その球は元のՕ所にリプレースしなければ
ならない(分からない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2参র)。͠か͠、
パッティンググリーン上でリプレースされた球についてはྫ外1参র。

規則9�3にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

規則�9
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�9�4　プレーヤーが拾い上げた、·たಈ͔した球

この規則はプレーヤー(そのプレーヤーのキャディーを含む)が止まっている自
分の球を拾い上げたり、プレーヤーまたはそのキャディーの行動が自分の球を
動かす原因となったことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合にだけ
適用する。

9�4B　拾い上げた、·たಈ͔した球をリプレーεしな͚ΕなΒない
場合
プレーヤーが止まっている自分の球を拾い上げたり、その球が動く原因となっ
た場合、その球は元のՕ所(分からない場合はਪ定しなければならない)にリプ
レースしなければならない(規則14.2参র)。ただ͠、次の場合を除く：

w プレーヤーが救済を受けるために規則に基づいて球を拾い上げた場合、また
はҧうՕ所にその球をリプレースするために、その球を拾い上げた場合(規則
14.2dと規則14.2e参র)。

w プレーヤーがストロークや、そのストロークのためのバックスイングを始め
た後に球が動͖、そしてストロークを続けた場合(規則9.1C参র)。　

9�4C　球を拾い上げること、ނҙに球に৮Εること、球をಈ͔すݪҼと
なͬたことにରする罰
プレーヤーが止まっている自分の球を拾い上げたり、故意に৮れたり、動かす
原因となった場合、そのプレーヤーは1േଧを受ける。

͠か͠、5つのྫ֎がある：

ྫ֎1ʵプレーヤーが球を拾い上げたΓ、動かすことが認められる：プレーヤー
が次の規則に基づいて球を拾い上げたり、動かす原因となる場合、罰はない：

w 球を拾い上げ、その後で元のՕ所にリプレースすることを認めている規則。

w 動かされた球を元のՕ所にリプレースすることを要求する規則。

w プレーヤーに球を再ͼドロップやプレースする、またはҧう所からプレーす
ることを要求する、認めている規則。

ྫ֎2ʵ球を見つけようと͠ている、確認͠ようと͠ていると͖の偶然の動
͖：プレーヤーが見つけようとしている、確認しようとしている間にプレー
ヤーが偶然にその球を動かす原因となった場合、罰はない(規則7.4参র)。

ྫ֎3ʵパッティンググリーンͰの偶然の動͖：プレーヤーがパッティンググ

規則�9
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リーンの球を偶然に動か͠た場合、どのようにして動いたのかに関なく罰は
ない(規則13.1d参র)。

ྫ֎4ʵ規則をద用͠ているؒのパッティンググリーンҎ֎の所Ͱの偶然の動
͖：プレーヤーがパッティンググリーン以外の場所で次の合理的な行動をとって
いる間に偶然に球を動かす原因となった場合、罰はない：

w 球のՕ所をマークする、または球を拾い上げる、リプレースすることが認め
られているときに、そうする(規則14.1と規則14.2参র)。

w 動かせる障害物を取り除く(規則15.2参র)。

w ѱ化した状態を෮元することが認められているときに、そうする(規則8.1d
参র)。

w 規則に基づいて救済を受けることができるかを決定するとき(ྫえば、ある状
態からの障害があるかを確かめるためにクラブでスイングをする)、または救
済を受ける場所を決定するとき(ྫえば、શな救済のχヤレストϙイントを
決定する)を含め、規則に基づいて救済を受ける。

w 規則に基づいて計ଌする(ྫえば、規則6.4に基づいてプレーの順番を決定す
る)。

ྫ֎5ʵ球がプレーヤーや用具にدΓかかって止まったޙに動く：プレーヤーの
球が、ストロークの݁Ռ(規則11.1)や、その球をドロップした݁Ռ(規則14.3D(1))
としてそのプレーヤーや、そのプレーヤーの用具にدりかかって止まった後に、
プレーヤーが動く、またはプレーヤーがその用具を取り除く際にそのプレーヤー
が球を動かした原因となった場合、罰はない。

規則9�4にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

プレーヤーが規則9.4に基づいて動かされた球をリプレースしなければならない
のに、リプレースせずに誤所からプレーした場合、そのプレーヤーは規則
14.7aに基づくҰൠのേだけを受ける(規則1.3D(4)ྫ外参র)。

�9�5　ϚッνプレーͰ、૬खが拾い上げた、·たಈ͔した球

この規則は૬ख(૬खのキャディーを含む)が止まっているプレーヤーの球を拾
い上げたり、૬खまたは૬खのキャディーが球を動かす原因となったことが
ʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合にだけ適用する。

૬खがプレーヤーの球を誤球としてプレーした場合、この規則ではなく、規則
6.3D(1)で扱う。
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9�5B　拾い上げた、·たಈ͔した球をリプレーεしな͚ΕなΒない
場合
૬खが止まっているプレーヤーの球を拾い上げたり、動か͠た場合、その球を
元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定しなければな
らない)(規則14.2参র)。ただ͠、次の場合を除く：

w ૬खが次のストローク、ホール、またはマッチをコンシードしている場合(規
則3.2C参র)。

w プレーヤーに救済を受ける規則を適用する、または球をҧうՕ所にリプレー
スする規則を適用する意図があって、૬खがそのプレーヤーの要でその球
を拾い上げた、あるいは動か͠た場合。

9�5C　球を拾い上げること、ނҙに球に৮Εること、球をಈ͔すݪҼと
なͬたことにରする罰
૬खがプレーヤーの止まっている球を拾い上げたり、故意に৮れたり、動かす
原因となった場合、૬खは1േଧを受ける。

͠か͠、いくつかのྫ֎がある：

ྫ֎1ʵ૬खがプレーヤーの球を拾い上げることを認められている：次のとき
に૬खがプレーヤーの球を拾い上げても罰はない：

w そのプレーヤーにストローク、ホール、またはマッチをコンシードすると
き。

w そのプレーヤーの要によるとき。

ྫ֎2ʵ誤ってパッティンググリーンのプレーヤーの球をマーク͠、拾い上げ
る：૬खがプレーヤーの球を自分の球だとצҧいしてパッティンググリーンの
そのプレーヤーの球のՕ所をマークして拾い上げた場合、罰はない。

ྫ֎3ʵプレーヤーに対するのとಉ͡ྫ֎：૬खが規則9.4Cのྫ外2345が
扱っている行動をしている間に偶然に球を動か͠た場合、罰はない。

規則9�5にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

�9�6　֎తӨڹが拾い上げた、ಈ͔した球

֎త影響(ストロークプレーの別のプレーヤーや別の球を含む)がプレーヤーの止
まっている球を拾い上げたり、動か͠たことがʮかっている、または࣮ࣄ上確
࣮ʯな場合：

規則�9
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w 罰はない。

w その球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定し
なければならない)(規則14.2参র)。

これはそのプレーヤーの球が見つかっていたかどうかにかかわらず適用する。

͠か͠、֎త影響が球を拾い上げたり、動か͠たことがʮかっている、また
は࣮ࣄ上確࣮ʯではなく、その球が紛失となった場合、プレーヤーは規則18.2
に基づいてストロークと距離の救済を受けなければならない。

プレーヤーの球が別のプレーヤーによって誤球としてプレーされた場合は、こ
の規則ではなく、規則6.3D(2)で扱う。

規則9�6にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

�9�7　拾い上げた、·たಈ͔したϘールϚーカー

この規則は、拾い上げた球のՕ所をマークしているボールマーカーを、その球
をリプレースする前に拾い上げたり、動かした場合に行うことを扱っている。

9�7B　球ϘールϚーカーをリプレーεしな͚ΕなΒない
プレーヤーのボールマーカーが、球をリプレースする前に、Կらかの方法(ࣗ然
のྗによるものを含む)で拾い上げられたり、動かされたことがʮかってい
る、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合、プレーヤーは次のいずれかをしなければなら
ない：

w 球を元のՕ所にリプレースする(分からない場合はਪ定しなければならない)
(規則14.2参র)。

w 球が元あったՕ所をマークするためにボールマーカーをஔく。

9�7C　ϘールϚーカーを拾い上げたり、ಈ͔すݪҼとなͬたことにରす
る罰
プレーヤー、またはマッチプレーでの૬खが、球を拾い上げていてまだリプ
レースしていないときにそのプレーヤーのボールマーカーを拾い上げたり、動
かす原因となった場合、そのプレーヤーやその૬खは1േଧを受ける。　

ྫ֎ʵ規則9�4Cと規則9�5Cのྫ֎はボールマーカーを拾い上げること、または
ボールマーカーが動くݪҼとなることにద用する：プレーヤーや૬खがその
プレーヤーの球を拾い上げたり、偶然に球を動かす原因となっても罰を受けな

規則�9
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いྫ外を適用する場合はいつでも、プレーヤーのボールマーカーを拾い上げた
り、偶然に動かしたことに対しても罰はない。

規則9�7にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮج
くҰൠのേɻ

規則�9
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�10�1　ετϩーΫを͏ߦこと

10�1B　球を正し͘ଧつこと
ストロークを行う場合：

w プレーヤーはクラブと球の間に一ॠの৮があるようにクラブϔッド(どの部
分でも)で正しく球をଧたなければならず、球をԡし出したり、ૡきدせた
り、すくい上げてはならない。

w プレーヤーのクラブが偶然に2回以上球に当たった場合、1回のストロークと
なるだけで、罰はない。

10�1C　ΫラϒをΞンカリング	ݻ定
すること
ストロークを行う場合、プレーヤーはクラブを次のいずれかによりアンカリン
グ(ݻ定)してはならない：

w ମのどこかにクラブやクラブをѲっている手をݻ定させることにより行う直
的にアンカリングすること(ただ͠、プレーヤーがクラブやクラブをѲって
いる手をどちらかの手や前にݻ定させることは認められる)。

w ʮアンカーϙイントʯを使用した間的なアンカリング。クラブをѲっている
手を҆定点(ここを҆定点としてもう一方の手でクラブをスイングできる点)と
して使用するために前を自分のମのどこかにݻ定させることにより行う。

規則の目తɿ
規則10.1はストロークを行う方法と、ストロークを行うときに禁止されてい
るいくつかの行為を扱っている。ストロークはクラブヘッドで球を正しく打つ
ことによって行う。基本的な挑戦は、クラブをアンカリングせずに自由にスイ
ングを行うことにより、クラブ全体の動きを管理・操作することである。

規則�10

規則の目తɿ

規則

規則10は、ストロークのための準備とストロークを行う方法を扱っており、
プレーヤーが他の人(キャディーを含む)から得ることができるアドバイスや
他の援助も含んでいる。その根底にある原則は、ゴルフは技術と個人の挑戦
のゲームであるということである。

ετϩーΫのための४උとετϩーΫを
ことʀΞドバΠεとԉॿʀ͏ߦ
Ωϟσィー10

"�@ຊنଇॻ$MFBO@***@1��������JOEE����� ����લޕ�������������



89

プレーヤーのクラブ、Ѳっている手や前をストローク中にମにݻ定させてい
るのではなく、単にプレーヤーのମやҥに৮れている場合、この規則のҧ反
とはならない。

この規則に関して、ʮ前ʯとはග関અよりԼのの部分であり、手टを含む。　

認められる 認められない

グリップを
前に当てる。

クラブを
おなかに
。定するݻ

前やѲっている
手がମに
৮れていない。

前やѲっている
手をڳに
。定するݻ

ਤ10�1CɿΫラϒをΞンカリング	ݻ定
すること

規則25�3Cと規則25�4I� (義手や義足のプレーヤー、または移動補助器具を使う
プレーヤーに対する規則10.1Cの修正)参র�。

10�1D　プレーのઢをލいͩり、౿ΈながΒετϩーΫを͏ߦこと
プレーヤーは、故意に足をプレーのઢ(または球の後方延長ઢ上)の両ଆにஔい
たスタンス、またはいずれかの足でプレーのઢ(または球の後方延長ઢ上)に৮
れたスタンスでストロークを行ってはならない。

この規則に関してのみ、プレーのઢにはその両ଆの合理的な෯を含まない。

ྫ֎ʵ偶然にͦう͠たスタンスをとった߹や、ผのプレーヤーのプレーのઢ
をආけるためͰあった߹、േはない。

規則25�4J� (移動補助具を使用するプレーヤーのために、規則10.1Dの修正には
移動補助器具の部分を使ってとられるスタンスを含む)。

規則�10
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10�1E　ಈいている球をプレーすること
プレーヤーは動いている球に対してストロークを行ってはならない：

w インプレーの球は、その球が̍Օ所に止まっていない場合、ʮ動いているʯことになる。

w 止まった球が༳れている(またはৼ動している)が、元のՕ所にཹまっている、
または戻っている場合、その球は止まっているものとして扱われ、動いてい
る球にはならない。

͠か͠、罰がない3つのྫ֎がある：

ྫ֎1ʵプレーヤーがストロークのためにバックスイングを։࢝͠たޙにॳめ
て球が動͖࢝めた߹：この状況で動いている球に対してストロークを行うこ
とは、この規則ではなく、規則9.1Cで扱う。

ྫ֎2ʵティーからམͪつつある球：ティーからམちつつある球に対してスト
ロークを行うことは、この規則ではなく、規則6.2C(5)で扱う。

ྫ֎3ʵਫの中Ͱ動いている球：球がҰ࣌తなਫ、またはペナルティーエリア
のਫの中で動いている場合：

w プレーヤーは罰なしにその動いている球に対してストロークを行うことがで
きる。

w プレーヤーは規則16.1や規則17に基づいて救済を受けることができ、その動
いている球を拾い上げることができる。

いずれの場合も、プレーヤーは෩やਫのྲྀれが球をྑい所に移動させるために
プレーを不当に遅らせてはならない(規則5.6a参র)。

規則10�1にҧ͠てストロークを行ったことに対するേ：Ұൠのേɻ

ストロークプレーで、この規則にҧ反して行ったストロークはカウントし、プ
レーヤーは2േଧを受ける。　

�10�2　ΞドバΠεと他のԉॿ

10�2B　ΞドバΠε
ラウンド中、プレーヤーは次のことをしてはならない：

規則の目తɿ
プレーヤーにとっての基本的な挑戦は自分のプレーのための戦略・戦術の決
定である。したがって、プレーヤーがラウンド中に受けることができるアド
バイスや援助には制限がある。

規則�10
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w 競技に参加していてコースでプレーしている人にアドバイスを༩えること。

w プレーヤーのキャディー以外の人にアドバイスを求めること。

w もし他のプレーヤーに༩えたり、求めたりするとアドバイスとなる情報を知
Ζうとしてその他のプレーヤーの用具に৮れること(ྫえば、どのクラブを使
用しているのかを知るために他のプレーヤーのクラブやバッグに৮れる)。

このことはラウンドの前、規則5.7aに基づくプレーの中断中、競技のෳ数のラ
ウンド間には適用しない。

規則10�2Bのҧのേ：Ұൠのേɻ

マッチプレーとストロークプレーの両方で、罰は次の通りに適用される：

w いͣれかのプレーヤーがホールをプレー͠ていると͖に、プレーヤーがアド
バイスをٻめたΓ、༩͑たɻそのプレーヤーはプレーしているホール、また
は終えたばかりのホールにҰൠのേを受ける。

w ྆ํのプレーヤーがホールとホールのؒにいたと͖に、プレーヤーがアドバ
イスをٻめたΓ、༩͑たɻそのプレーヤーは次のホールにҰൠのേを受け
る。

規則22規則23規則24(パートナーをうプレー形式では、プレーヤーは自分
のパートナーやそのキャディーにアドバイスを༩えることができ、そしてその
パートナーやそのキャディーにアドバイスを求めることができる)参র。

10�2C　他のԉॿ
(1) プレーのઢや他のํのใについてキャディーから援助をडける。プレー
ヤーのキャディーがプレーのઢや他の方向の情報についてプレーヤーを援助す
る場合、そのキャディーは次の制限を受ける：

w キャディーはそのような援助を༩えるために物をஔいてはならない(そし
て、ストロークを行う前にその物を取り除くことによってプレーヤーは
罰を໔れることはできない)。

w ストロークを行っている間、キャディーは次のことをしてはならない：

{ プレーヤーがプレーする方向のҐஔに立つこと。

{ そのような援助を༩えるために他のԿかをすること(ྫえば、地面の一
点をࢦし示すなど)。

w キャディーは規則10.2C(4)に基づいてڐされない場合は制限される区域
に立ってはならない。

規則�10
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͠か͠、この規則はضにきఴうためにキャディーがホールの近くに立つ
ことを禁止していない。

(2) プレーのઢや他のํのใについてキャディーҎ֎の人から援助をडけ
る。プレーヤーはプレーのઢや他の方向の情報についてキャディー以外の人
から援助を受けてはならない。ただし、次の場合を除く：

w その人は物に関連する公開されている情報をڭえることによって援助を
༩えることができる(見えないフェアウェイのセンターラインを示すを
。(し示すなどࢦ

w そのプレーヤーの球がパッティンググリーンにある場合を除き、その人
はプレーヤーがプレーする方向の場所に立つことができる。͠か͠、ス
トロークを行う前に離れなければならない。

͠か͠、この規則はضにきఴうために୭かがホールの近くに立つことを
禁止していない。

(3) ඪを定める、スタンスをとる、スウィングすることを援助するために物を
置いてはいけない。プレーヤーは目ඪを定める援助とするため、または行う
ことになるストロークのためのスタンスをとる際の援助とするために物をஔ
いてはならない(ྫえば、プレーヤーが目ඪを定める、または足をஔくこと
になる場所を示すために地面にクラブをஔくなど)。

ʮ物をஔくʯは、物が地面にしていて、そのプレーヤーがその物に৮れて
いないことを意味する。

プレーヤーがこの規則にҧ反した場合、ストロークを行う前にその物を取り
除くことによって罰を໔れることはできない。

この規則はಉ様の目的のために行動をすることに対しても適用する。ྫえ
ば、スイングの援助とするためにプレーヤーが࠭や࿐に印をつけるなど。

この規則は球のՕ所をマークするために使用されているボールマーカーや、
あるՕ所にプレースされる球に対しては適用しない。͠か͠、用具規則の定
義ʮアラインメント機器ʯに当てはまるボールマーカーは規則4.3に基づい
て扱われる。

規則25�2D(֮ࢹ障がいを持つプレーヤーに対する規則10.2C(3)の修正)参
র。

(4) プレーヤーがストロークを行うલにキャディーに対͠て੍ݶされる۠Ҭ。プ
レーヤーがストロークのためのスタンスをとり始めて(スタンスのための場
所に少なくともย方の足をஔくことを意味する)からストロークを行うまで
の間、プレーヤーのキャディーがいつ、そしてどのような理༝で球の後方の

規則�10
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プレーのઢの延長ઢ上やその近く(ʮ制限される区域ʯという)に故意に立つ
ことができるかに関しては、次の制限がある。

w 目ඪを定めること。キャディーはプレーヤーが目ඪを定めるのを援助す
るために制限される区域に立ってはならない。この援助にはキャディー
がԿも言わずに立ちڈったが、意図する目ඪに対してプレーヤーが正し
く目ඪを定められる合図をそのプレーヤーに༩えた場合を含む。͠か
͠、ストロークを行う前にプレーヤーがその場を離れ、そのプレーヤー
が再ͼストロークのためのスタンスをとり始める前にキャディーがその
制限される区域を離れれば、罰はない。

w 目ඪを定めること以外の援助。目ඪを定めること以外でキャディーがプ
レーヤーに特定のԿかを援助している場合(ྫえば、バックスイング中に
プレーヤーのクラブが近くのに当たるかどうかを知るために確認して
いるなど)、そのキャディーは制限される区域に立つことができるが、
キャディーはそのストロークが行われる前に離れなければならず、その
ようにҐஔすることが、いつもの手順の一部ではないことを条件とす
る。

キャディーが偶然に制限される区域に立っていた場合、罰はない。

この規則はプレーヤーのキャディー以外の人が球の行方をう援助のために
制限される区域に立たせることによってプレーヤーが援助を受けることを禁
止していない。

規則22規則23規則24(パートナーやアドバイスギバーをうプレー形式で
は、プレーヤーのパートナー、そのパートナーのキャディー、すべてのアド
バイスギバーはಉじように制限される。)

規則25�2E(֮ࢹ障がいを持つプレーヤーに対する規則10.2C(4)の修正)参
র。

規則�10
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(5) 物ཧతな援助、ؾをࢄらすのをഉআすること、ؾ݅からのอޢ。プ
レーヤーは：

w 自分のキャディーや他の人から物理的な援助をಘている間はストローク
を行ってはならない。

w 自分のキャディー、他の人、物を次のために故意にҐஔさせてストロー
クを行ってはならない。

{ 。らすものを排除するためࢄをؾ

{ ࠩし、Ӎ、෩、その他のؾ状況からอޢを受けるため。

この規則は、プレーヤーに次のことを禁止していない：

w プレーヤーがストロークを行っている間にؾ状況に対して自分自身を
อޢするために行動することを禁止してはいない(ྫえば、อޢをண
る、自分の಄上にࡿをさす)。

w 故意ではなくҐஔしていた人にそのままのҐஔにཹまるように、あるい
は動くようにґཔすること(ྫえば、観٬がプレーヤーの球に影を作って
いる場合など)。

規則10�2Cのҧのേ：Ұൠのേɻ

�10�3　Ωϟσィー

10�3B　ΩϟσィーラウンドதにプレーヤーをԉॿͰきる
(1) プレーヤーはҰに1人のキャディーだけが認められる。

プレーヤーは、そのプレーヤーのクラブを持って行く、ӡͿ、扱う、または
そのプレーヤーにアドバイスを༩えたり、ラウンド中に規則で認められる他
の方法で援助するキャディーを使用することができる。͠か͠、次の制限が
ある：

w プレーヤーはどの࣌点でも一にෳ数のキャディーを使用することはで
きない。

規則の目తɿ
プレーヤーはキャディーを1人使用することが認められており、キャディー
にプレーヤーのクラブの運搬、アドバイスやその他の援助をラウンド中に行
わせることができる。しかし、キャディーに認められる行動には制限があ
る。プレーヤーはラウンド中のキャディーの行動について責任があり、その
キャディーが規則違反をした場合、罰を受けることになる。

規則�10

"�@ຊنଇॻ$MFBO@***@1��������JOEE����� ����લޕ�������������



95

w プレーヤーはラウンド中にキャディーを替えることができる。͠か͠、
単に新しいキャディーからアドバイスを受ける目的のために一࣌的に替
えることはできない。

プレーヤーがキャディーを使用しているかどうかにかかわらず、プレーヤー
と一ॹにาいている、またはっている人、またはそのプレーヤーのために
他の物(ྫえば、Ӎ具、ࡿ、ҿ৯物)を持ちӡんでいる人はそのプレーヤーの
キャディーではない。ただし、そのような人であっても、プレーヤーがキャ
ディーと໊ࢦしていたり、プレーヤーのクラブを持って行ったり、ӡんでい
たり、扱っていたりしていればそのプレーヤーのキャディーである。

(2) ෳのプレーヤーが1人のキャディーをڞ用することがͰ͖る。共用のキャ
ディーの特定の行動に規則上の問題があり、どのプレーヤーのためにとった
行動であるのかを決定する必要がある場合：

w そのキャディーの行動がそのキャディーを共用しているプレーヤーたち
のうちの1人が出した特定のࢦ示によるものであった場合、その行動は、そ
のプレーヤーのためにとられたことになる。

w その行動について特定のࢦ示を出したプレーヤーがいない場合、その行
動はキャディーを共用しているプレーヤーたちのうち、球が関連してい
るプレーヤーのためにとったものとして扱われる。

w キャディーを共用しているプレーヤーたちの୭もそのキャディーの行動
に特定のࢦ示を出しておらず、そしてプレーヤーの୭の球も関連してい
ない場合、そのキャディーを共用しているすべてのプレーヤーが罰を受
ける。

規則25�2 規則25�4 規則25�5 (特定の障害を持つプレーヤーは補助員から援助
を受けることができる)を参র。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�1(ܕ(委員会はキャディー
の使用を禁止する、または要求するローカルルール、あるいはプレーヤーが
キャディーを選択することを制限するローカルルールを࠾用することができる)
参র。

規則10�3Bのҧのേ：

w プレーヤーがホールのプレー中のどこかの࣌点でෳ数のキャディーから援助
を受けた場合、その各ホールに対してҰൠのേを受ける。

w ҧ反がホールとホールの間にىきた場合、プレーヤーは次のホールに対して
Ұൠのേを受ける。またはҧ反がホールとホールの間まで継続した場合、プ
レーヤーは次のホールに対してもҰൠのേを受ける。

規則�10
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10�3C　ΩϟσィーがͰきること
次はキャディーに認められる行動、認められない行動のྫࣄである：

(1) 常に認められる行動。規則に基づいて認められる場合、キャディーは常に次
の行動をとることができる：

w プレーヤーのクラブや他の用具を持って行く、ӡͿ、扱うこと(用カー
トのӡసや手ҾきカートをҾくことを含む)。

w プレーヤーの球を捜索すること(規則7.1)。

w ストロークを行う前に情報、アドバイス、その他の援助を༩えること(規
則10.2aと規則10.2C)。

w バンカーをならす、またはコースをอޢするために他の行動をとること
(規則8.2ྫ外、規則8.3ྫ外、規則12.2C(2)(3))。

w パッティンググリーンで࠭やバラバラのを取り除くことや、ଛইを修
理すること(規則13.1D)。

w 。を取り除くこと、きఴうこと(規則13.2C)ض

w プレーヤーが規則に基づいて救済を受けると݁づける(行動や発言など
から)ことが合理的であるときにプレーヤーの球を拾い上げる(規則
14.1C)。

w パッティンググリーンのプレーヤーの球のՕ所をマークして、その球を
拾い上げて、リプレースすること(規則14.1Cྫ外と規則14.2C)。

w プレーヤーの球をふくこと(規則14.1D)。

w ルースインペディメントや動かせる障害物を取り除くこと(規則15.1と規
則15.2)。

(2) プレーヤーのঝ認がある߹にのΈ認められる行動。規則がプレーヤーにそ
うすることを認めており、プレーヤーのঝ認(ラウンドに対して全般的に༩
えるものではなく、その具ମ的に༩えなければならない)がある場合に
のみ、キャディーは次の行動をとることができる：

w プレーヤーの球が止まった後にѱ化した状態を෮元すること(規則8.1d)。　

w プレーヤーの球がパッティンググリーン以外の場所にある場合、リプ
レースを求める規則に基づいて、そのプレーヤーの球を拾い上げること
(規則14.1C)。

(3) 認められない行動。キャディーがプレーヤーのために次の行動をとることは

規則�10
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認められない：

w 次のストローク、ホール、そのマッチを૬खにコンシードをしたり、
マッチのスコアに関して૬खにಉ意すること(規則3.2)。

w 球をリプレースすること。ただし、キャディーが球を拾い上げていた、
または動かしていた場合を除く(規則14.2C)。

w 救済を受ける際に球をドロップ、またはプレースすること(規則14.3)。

w 規則に基づいて救済を受ける決定をすること(ྫえば、規則19に基づいて
球をアンプレヤブルとして扱うこと、または規則16.1や規則17に基づい
て異常なコース状態やペナルティーエリアからの救済を受けること)；キャ
ディーはプレーヤーにそうすることをアドバイスはできるが、プレー
ヤーが決定をしなければならない。

10�3D　Ωϟσィーのߦಈと規則ҧにରするプレーヤーの
プレーヤーはラウンド中と規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方でキャディー
の行動に対してがあるが、ラウンドの前と後ではそのはない。

キャディーの行動が規則にҧ反する、またはプレーヤーがその行動をとってい
たとしたら規則にҧ反する行動をキャディーがとった場合、そのプレーヤーは
その規則に基づいて罰を受ける。

プレーヤーが特定のࣄ実にؾづいていたかどうかによって規則の適用を決める
場合、そのプレーヤーの認ࣝにはプレーヤーのキャディーが知っていることす
べてが含まれているものとして扱われる。

規則�10
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この規則はインプレーの球が動いている場合(ストローク後であるかどうかにか
かわらず)はいつでも適用する。ただ͠、球が救済エリアにドロップされてまだ
止まっていない場合については規則14.3で扱う。

�11�1　ಈいている球がۮવにਓ֎తӨڹにたる

11�1B　Ͳのプレーヤーに罰ない
動いているプレーヤーの球が偶然に人(プレーヤーを含む)や֎త影響に当たっ
た場合：

w どのプレーヤーにも罰はない。

w このことは、球がプレーヤー、૬ख、他のプレーヤー、またはそのキャディー
や用具に当たった場合でもಉじである。

ྫ֎ʵストロークプレーͰ、パッティンググリーンͰプレーされた球：プレー
ヤーの動いている球がパッティンググリーンに止まっている別の球に当たり、
そのストロークの前にその両方の球がパッティンググリーンにあった場合は、
プレーヤーはҰൠのേ(2േଧ)を受ける。

11�1C　球をプレーしな͚ΕなΒない場ॴ
(1) 球がパッティンググリーンҎ֎の所からプレーされた߹ɻパッティング
グリーン以外の場所からプレーされて動いているプレーヤーの球が偶然に人
(そのプレーヤーを含む)や֎త影響(用具を含む)に当たった場合、その球を
通常あるがままにプレーしなければならない。͠か͠、その球が人、動物、
動いている֎త影響の上に止まった場合、そのプレーヤーはその球をあるが
ままにプレーしてはならず、代わりに次の救済を受けなければならない。

規則�11

規則の目తɿ

規則

規則11は動いているプレーヤーの球が人、動物、用具、その他コース上の物
に当たった場合に行うことを扱っている。この当たったことが偶然に起きた
場合、罰はなく、プレーヤーは通常、その結果が良くても悪くてもそれを受
け入れなければならず、その球が止まった所からプレーしなければならな
い。規則11はまた、動いている球が止まる可能性のある場所に影響を及ぼす
行動を故意にとることを制限している。

ಈいている球がۮવにਓ、ಈ物、物に
たるʀಈいている球にӨڹをٴ΅すނҙ
のߦಈ11
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w 球が、パッティンググリーン以外の場所にいる人、動物、動いている֎త影響
の上に止まった場合：プレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにド
ロップしなければならない ( 規則 14.3 参র )：

{ 基点：その球が人、動物、動いている֎త影響の上に最ॳに止まってい
た場所のਅԼとਪ定する地点。

{ 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の
制限がある：

{ 救済エリアの場所に関する制限：

Ʃ ç基点とಉじコースエリアでなければならない。

Ʃ ç基点よりホールに近づいてはならない。

w 球が、パッティンググリーンにいる人、動物、動いている֎త影響の上に止
まった場合。 プレーヤーはその球が人、動物、動いている֎త影響の上に
最ॳに止まっていた場所のਅԼとਪ定するՕ所に、規則 14.2C(2) と規則
14.2eに基づいて球をリプレースする手続きにより、元の球か別の球をプレー
スしなければならない。

規則11�1C(1)にҧ͠て誤所からプレー͠たことに対するേ：規則14�7にͮج
くҰൠのേɻ

(2) 球がパッティンググリーンからプレーされた߹ɻパッティンググリーンか
らプレーされて動いているプレーヤーの球が偶然にそのプレーヤーまたは֎
త影響に当たった場合、その球は通常はあるがままにプレーしなければなら
ない。͠か͠、動いているその球がパッティンググリーンの次のどれかに当
たったことが分かっているか、ࣄ実上確実な場合、プレーヤーは元の球か別
の球をストロークを行った場所からプレーすることによって、そのストロー
クを再プレーしなければならない(規則14.6参র)。

w 次の人以外の人：

{ そのプレーヤー。

{ にきఴっている人(これはこの規則ではなく、規則13.2C(2)で扱ض
う)。

w 次の物以外の動かせる障害物：

{ そのストロークを行うために使用しているクラブ。

{ ボールマーカー。

{ 止まっている球(ストロークプレーで罰を適用するかどうかについては

規則�11
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規則11.1a参র)。

{ 。(この規則ではなく、規則13.2C(2)で扱う)ض

w ルースインペディメントとして定義されている物(ࠛなど)以外の動物。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしたが、誤所からプレーした場合、そ
のプレーヤーは規則14.7に基づいてҰൠのേを受ける。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしなかった場合、そのプレーヤーはҰ
ൠのേを受け、そのストロークをカウントするが、そのプレーヤーは誤所から
プレーしたことにはならない。

規則25�4L(移動補助器具を使用するプレーヤーについては、その機器に当たっ
た球はあるがままにプレーするように規則11.1C(2)は修正される。

�11�2　ಈいている球の方をਓがނҙに変͑る、·たࢭめる

11�2B　規則11�2を適用する場合
この規則は次の場合に人がプレーヤーの動いている球の方向を故意に変えた、ある
いは止めたことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合にだけ適用する：

w 人が動いている球に故意に৮れる。

w 動いている球が、プレーヤーがその動いている球の方向を変えたり、止めた
りするように故意に特定の場所に配ஔしたり、またはそのままにしておいた
用具や他の物(ただ͠、その球がプレーされる、または別の方法で動き出す前
からその場所にあったボールマーカーや他の球を除く)や人(ྫえば、そのプ
レーヤーのキャディー)に当たる。　

ྫ֎ʵマッチプレーͰ、ホールにೖる߹ཧతなՄੑがない球のํを故意に
ม͑たΓ、止める：

૬खの動いている球がホールにೖる合理的な可能性がない場合で、コンシード
されることになるその球、またはホールをタイにするためにはホールにೖる必
要があるその球の方向を故意に変えたり止めたときは、この規則ではなく規則
3.2a(1)か規則3.2C(1)で扱う。

球やボールマーカーがプレーの援助やげになるとプレーヤーが合理的にߟえ
る場合に、ストロークを行う前にその球やボールマーカーを拾い上げるプレー
ヤーのݖརについては規則15.3を参র。

規則�11
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11�2C　罰をプレーヤーに適用する場合
w プレーヤーが動いている球の方向を故意に変えたり、止めた場合、そのプレー
ヤーはҰൠのേを受ける。

w このことは、その球がプレーヤー自身の球であΖうと、૬खにより、または
ストロークプレーの別のプレーヤーによりプレーされた球であΖうと、ಉじ
である。

ྫ֎ʕਫの中Ͱ動いている球：プレーヤーがҰ࣌తなਫの中や、ペナルティー
エリアのਫの中で動いているそのプレーヤーの球を規則16.1や17に基づいて救
済を受けるために拾い上げた場合、罰はない(規則10.1dྫ外3参র)。

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

11�2D　方をނҙに変͑たり、ࢭめた球をプレーしな͚ΕなΒない場ॴ
プレーヤーの動いている球の方向を人が故意に変えたり、止めたことがʮかって
いる、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合(球が見つかっているかどうかにかかわら
ず)、その球はあるがままにプレーしてはならない。その代わり、そのプレーヤー
は次の救済を受けなければならない：

(1) パッティンググリーンҎ֎の所から行ったストローク。その球の方向が変
えられたり、止められていなければ、その球が止まっていたとਪ定するՕ所
に基づいてプレーヤーは救済を受けなければならない：

w 球がパッティンググリーン以外のコース上に止まっていたとਪ定する場
合。プレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにドロップしなけれ
ばならない ( 規則 14.3 参র )：

{ 基点：球が止まっていたとਪ定するՕ所。

{ 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、
次の制限がある：　

{ 救済エリアの場所に関する制限：

Ʃ çその基点とಉじコースエリアでなければならない。

Ʃ çその基点よりホールに近づいてはならない。

ྫ֎ʕペナルティーエリアに止まったとਪ定された球：球のਪ定したՕ

規則�11
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所がペナルティーエリアである場合、プレーヤーはこの規則に基づいて
救済を受けることは要求されず、代わりに、プレーヤーは球がそのペナ
ルティーエリアのԑを最後にԣったとਪ定したՕ所に基づいて規則
17.1dのペナルティーエリアからの救済を直受けることができる。

w 球がパッティンググリーンに止まっていたとਪ定する場合。プレーヤー
は元の球か別の球をその球が止まっていたとਪ定する地点に規則
14.2C(2)と規則14.2eに基づいて球をリプレースする手続きによりプレー
スしなければならない。

w 球がアウトオブバウンズに止まっていたとਪ定する場合。プレーヤーは
規則 18.2 に基づくストロークと距離の救済を受けなければならない。

規則11�2D(1)にҧ͠て誤所からプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bに
くҰൠのേɻͮج

(2) パッティンググリーンから行ったストロークɻプレーヤーは元の球か別の球
をそのストロークが行われたՕ所からプレーすることによって、そのスト
ロークを再プレーしなければならない(規則14.6参র)。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしたが誤所からプレーした場合、そ
のプレーヤーは規則14.7に基づいてҰൠのേを受ける。

プレーヤーがそのストロークを再プレーしなかった場合、そのプレーヤーは
Ұൠのേを受け、そのストロークをカウントするが、そのプレーヤーは誤所
からプレーしたことにはならない。

�11�3　ಈいている球にӨڹをٴ΅すためにނҙに物をऔりআい
たり、·たঢ়ଶを変͑る

球が動いている場合、プレーヤーはその球(プレーヤー自身の球か別のプレーヤー
の球であるかにかかわらず)が止まる可能性のある場所に影響を及ぼす目的で、
次のことを故意に行ってはならない：

w 規則8.1aに規定されている行動をとることにより物理的状態を変える(ྫえ
ば、ディボットを戻す、またはり上がったࣳの区域をԡさえつける)。

w 次のものを拾い上げる、または取り除く：

{ ルースインペディメント(規則15.1aྫ外2参র)。

{ 動かせる障害物(規則15.2aྫ外2参র)。

その行動が球の止まる場所に影響を及ぼさなかったとしても、プレーヤーはその

規則�11
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故意の行動をしたことに対して罰を受ける。

ྫ֎ʵض、パッティンググリーンに止まっている球、プレーヤーの用具を動か
すこと：この規則はプレーヤーが次のものを拾い上げたり、動かすことを禁止
していない：

w 取り除いたض。

w パッティンググリーンに止まっている球(罰が適用となるかどうかは規則
9.4、規則9.5、規則14.1参র)。

w すべてのプレーヤーの用具(パッティンググリーン以外の場所に止まっている
球やコース上のボールマーカーを除く)。

球が動いている間にホールからضを取り除くこと(きఴうことを含む)は、
この規則ではなく、規則13.2で扱う。

規則11�3にҧ͠てې止されている行動をとったことに対するേ：Ұൠのേɻ

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

規則�11
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バンカーとパッティング
グリーンのための特別規則

規則12～13

IV
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規則�12

バンカーの定義と規則12.1に従って、この図は球がバンカー内にある場合と外にある
場合のྫを説明している。

バンカー内の球

バンカー外の球

น

ਤ12�1ɿ球がバンカーにある場合

規則の目తɿ

規則

規則12はバンカーのための特別規則である。バンカーは砂地から球をプレー
するプレーヤーの能力をテストするために特別に作られた区域である。プレー
ヤーがこの挑戦に立ち向かうことを確実にするため、ストロークを行う前に
砂に触れることや、バンカーの球に対して受けることができる救済の場所に
関していくつかの制限がある。

バンカー12
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規則�12

�12�1　球がバンカーにある場合

次の場合、その球はバンカー内にある：

w 球の一部がそのバンカーのԑの内ଆの地面の࠭に৮れている。

w 球の一部がバンカーのԑの内ଆにあって次の場合：

{ 通常は࠭があった(ྫえば、࠭が෩やਫによりඈばされた、ྲྀされた)地面
の上に止まっている。

{ バンカーの࠭に৮れている、または通常は࠭があった地面の上にあるルー
スインペディメント、動かせる障害物、異常なコース状態、ෆՄな物の
中や上に止まっている。

球がバンカーのԑの内ଆにある、、その他の生長またはணしている自然
物の上にあるが、࠭には৮れていない場合、その球はバンカーの球ではない。

球の一部がバンカーと別のコースエリアの両方にある場合は規則2.2D参র。

�12�2　バンカーの球をプレーすること

この規則はラウンド中と規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方に適用する。

12�2B　ルーεΠンϖσィϝンτとಈ͔ͤる障物をऔりআ こ͘と
バンカー内の球をプレーする前に、プレーヤーは規則15.1に基づいてルースイ
ンペディメントを、そして規則15.2に基づいて動かせる障害物を取り除くこと
ができる。

これには、そうしている間にそのバンカーの࠭に合理的に৮れること、または
その࠭を動かすことも含まれる。　

12�2C　バンカーの࠭に৮Εることにؔする੍ݶ
(1)�࠭ に৮れた݁Ռ、േをडける߹。バンカー内の球に対してストロークを行
う前に、プレーヤーは次のことをしてはならない：

w ࠭の状態をテストしたり、次のストロークについての情報をಘるために
手、クラブ、レーキ、その他の物でそのバンカーの࠭に故意に৮れるこ
と。

w 次のときにクラブでそのバンカーの࠭に৮れること：

{ 球の直前、直後の区域(ただ͠、球をフェアに捜すときに規則7.1aに基
づいて認められる場合、または規則12.2aに基づいてルースインペディ
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規則�12

メントや動かせる障害物を取り除く場合を除く)に৮れるとき。

{ 練習スイングを行うとき。

{ ストロークのためにバックスイングを行うとき。

規則25�2G (盲目のプレーヤーのための規則12.2C(1)の修正)� 規則25�4M
(移動補助具を使うプレーヤーのための規則12.2C(1)の適用)参র。

(2)�࠭ に৮れた݁Ռ、േをडけない߹。ただ͠、(1)で扱われている場合を除
き、この規則はプレーヤーがどのような方法でもそのバンカーの࠭に৮れる
ことを禁止していない。ྫえば：

w 練習スイングや、そのストロークのためのスタンスをとるために足をજ
り込ませること。

w コースのอޢのためにバンカーをならすこと。

w クラブ、用具、その他の物をバンカーにஔくこと(げる、またはஔくこ
とによってのいずれの場合でも)。

w 規則に基づいて、計ଌすること、マークすること、拾い上げること、リ
プレースすること、他の行動をとること。

w りかかدむため、バランスをอつため、సͿのを͙ためにクラブにٳ
ること。

w イライラして、またはౖって࠭をୟくこと。

͠か͠、その࠭に৮れるプレーヤーの行動が規則8.1aにҧ反してストローク
に影響を及ぼす状態をվળした場合、そのプレーヤーはҰൠのേを受ける(プ
レーに影響を及ぼす他の物理的な状態をվળする、ѱ化させることに関する
制限については規則8.2と規則8.3を参রのこと)。

(3)�Ұ୴、球をバンカーからग़͠たޙは੍ݶがなくなる。バンカー内の球をプ
レーした後にその球がそのバンカーの外にある場合、または、プレーヤーが
バンカーの外で救済を受けた、あるいは救済を受ける意図があった場合、プ
レーヤーは次のことができる：

w 規則12.2C(1)に基づく罰を受けずにそのバンカーの࠭に৮れること。　

w 規則8.1aに基づく罰を受けずにコースをอޢするためにバンカーの࠭を
ならすこと。

このことは、その球がそのバンカーの外に止まっていて、次の場合であって
もಉじである：
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規則�12

w プレーヤーがバンカーに球をドロップすることによりストロークと距離
の救済をとることを規則が要求している、または認めている場合。

w そのバンカーの࠭が、プレーヤーがバンカーの外から次のストロークを
するときのプレーのઢ上となる場合。

͠か͠、バンカーからプレーされた球がそのバンカーに戻ってきた場合、ま
たはそのバンカーに球をドロップする救済を受けた場合、あるいは、そのプ
レーヤーがバンカーの外で救済を受けないことにした場合、規則12.2C(1)と
規則8.1aの制限は再ͼそのバンカー内のそのインプレーの球に適用する。

規則12�2のҧのേ：Ұൠのേɻ

�12�3　バンカーの球の救済についての特別規則

球がバンカー内にある場合、特別な救済規則を次の状況に適用することができ
る：

w 異常なコース状態による障害(規則16.1D)。

w 危険な動物の状態による障害(規則16.2)。

w アンプレヤブルの球(規則19.3)。
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規則�13

�13�1 パッティンググリーン上ͰೝめΒΕる、·た要͞ٻΕ
るߦಈ

13�1B　球がパッティンググリーン上にある場合
次の場合、球はパッティンググリーン上にある：

w 球の一部がパッティンググリーンに৮れている。

w 球の一部がパッティンググリーンのԑの内ଆにあって物(ྫえば、ルースイン
ペディメントや障害物)の上や中にある。

球の一部がパッティンググリーン上と他のコースエリアの両方にある場合は、
規則2.2D参র。

13�1C　パッティンググリーン上の球をϚーΫする、拾い上げる、;͘こ
と
パッティンググリーン上の球は拾い上げて、ふくことができる(規則14.1参র)。

球のՕ所は球を拾い上げる前にマークしなければならず(規則14.1参র)、そし
てその球は元のՕ所にリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

規則の目తɿ

規則の目తɿ

規則

規則13はパッティンググリーンのための特別規則である。パッティンググリー
ンは球を地面の上で転がしてプレーするために特別に作られており、各パッ
ティンググリーンのホールには旗竿がある。したがって、他のコースエリア
とは違った特定の規則が適用となる。

この規則はプレーヤーがパッティンググリーン以外の場所では通常認められ
ていないことをパッティンググリーン上ではすることを認めている。例え
ば、球をマークして、拾い上げ、ふいてリプレースすることを認めているし、
パッティンググリーン上の損傷を修理したり、砂やバラバラの土を取り除く
ことを認めている。またパッティンググリーン上で球やボールマーカーを偶
然に動かす原因となったことに対して罰はない。

パッティンググリーン13
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規則�13

13�1D　パッティンググリーン上ͰೝめΒΕるվળ
ラウンド中や、規則5.7aに基づくプレーの中断中は、球がパッティンググリー
ン上にあるかどうかにかかわらず、プレーヤーはパッティンググリーン上で次
の2つの行動をとることができる：

(1)�࠭ やバラバラのをऔΓআくこと。パッティンググリーン上の࠭とバラバラ
のは罰なしに取り除くことができる。　

(2)�ଛইの修ཧ。プレーヤーはできるだけ元の状態にパッティンググリーンを෮
元するための合理的な行動をとることによって罰なしにパッティンググリー
ン上のଛইを修理することができる。͠か͠、次の要件をຬたす場合に限
る：

w 手、足、他のମの一部、または通常のボールマーク修理器具、ティー、
クラブ、通常の用具の中でྨࣅするものによって修理する。

w 不当にプレーを遅らせることなく修理する(規則5.6a参র)。

͠か͠、プレーヤーがパッティンググリーンを元の状態に෮元するために合
理的な範ғをえる行動(ྫえば、ホールへのಓを作る、または認められな
い物を使用する)をとることによってパッティンググリーンをվળした場
合、そのプレーヤーは規則8.1aのҧ反に対してҰൠのേを受ける。

ʮパッティンググリーン上のଛইʯは人(そのプレーヤーを含む)や֎త影響
によって生じるあらゆるଛইを意味する。ྫえば：

w ボールマーク、ۺによるଛই(ྫえば、スパイクマーク)、そして用具やض
が原因となるࡲりইやۼみ。

w いホールのຒめ、ࣳのுり替え、ுࣳの継͗目、メンテナンス器ݹ
具やं両によるࡲりইやۼみ。

w 動物の足、ఙのۼみ。

w くい込んでいる物(ྫえば、ੴ、どん͙り、ͻΐう、ティー)や、それらに
よるۼみ。

͠か͠、ʮパッティンググリーン上のଛইʯには次の݁Ռとして生じるଛই
や状態は含まれない：

w パッティンググリーン全ମの状態を理するための通常の作業(エアレー
シϣンの݀、バーチカルɾϞΡイングによるߔ)。

w 。ਫ、Ӎ、その他ࣗ然のྗࢄ

w 自然な表面のܽؕ(ྫえば、ࡶ、地ഽが࿐出した区域、පؾまたは生長
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がまばらな区域)。

w ホールの自然なຎ。

13�1E　球ϘールϚーカーがパッティンググリーン上Ͱಈいた場合
球やボールマーカーがパッティンググリーン上で動いたことに対して2つの特
別な規則がある。

(1)�偶然に球を動かすݪҼとなったことに対するേはない。プレーヤー、૬ख、
またはストロークプレーの別のプレーヤーがそのプレーヤーのパッティング
グリーン上の球やボールマーカーを偶然に動か͠た場合、罰はない。

プレーヤーは：

w 球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定し
なければならない)(規則14.2参র)。

w 球が元あったՕ所をマークするためにボールマーカーをஔかなければな
らない。

ྫ֎ʵバックスイングやストロークを͠ているؒに球が動͖࢝め、ͦ͠てス
トロークを行った߹、ͦの球はあるがままにプレー͠なけれならない(規
則9�1Cࢀর)ɻ

プレーヤーや૬खがパッティンググリーン上のプレーヤーの球やボールマー
カーを故意に拾い上げた場合に罰があるかどうかについては規則9.4、また
は規則9.5参র。

(2)�ࣗ 然のྗが動か͠た球をリプレースする߹。ࣗ然のྗがパッティンググ
リーン上のプレーヤーの球を動かす原因となった場合、そのプレーヤーが次
にプレーしなければならない場所は、その球を(ࣗ然のྗで動かされる前に)
すでに拾い上げてからパッティンググリーンにリプレースしていたかどうか
による(規則14.1参র)：

w すでに拾い上げてからリプレースしていた球。プレーヤー、૬खまたは
֎త影響ではなく、ࣗ然のྗが球を動か͠たとしても、その球は動かさ
れた元のՕ所(分からない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2参র)
にリプレースしなければならない(規則9.3ྫ外参র)。

w まだ拾い上げておらず、リプレースしていない球。その球は新しいՕ所
からプレーしなければならない(規則9.3参র)。

規則13�1Eにҧ͠て誤所からプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにͮجく
Ұൠのേɻ

規則�13
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13�1F　ނҙにグリーンをテετしてなΒない
ラウンド中、または規則5.7aに基づくプレーの中断中に、プレーヤーはパッティ
ンググリーンやత֎グリーンをテストするために次のいずれかの行動を故意
に行ってはならない。

w 表面をこする。

w 球をసがす。

ྫ֎ʵホールとホールのؒͰグリーンをテストすること：ホールとホールの間
では、プレーヤーは終了したばかりのホールのパッティンググリーン上や、練
習パッティンググリーン上で、その表面をこすったり、球をసがすことができ
る(規則5.5C参র)。

規則13�1Fにҧ͠てパッティンググリーン、またはత֎グリーンをテスト
͠たことに対するേ：Ұൠのേɻ

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�2*ܕ(委員会は終了したばか
りのホールのパッティンググリーンで球をసがすことをプレーヤーに禁止する
ローカルルールを࠾用することができる)参র。

13�1G　目త֎グリーン͔Β救済をड͚な͚ΕなΒない
(1)�త֎グリーンによる障害の意ຯ。この規則に基づく障害は次の場合にଘࡏ
する：

w プレーヤーの球の一部がత֎グリーンに৮れている場合、またはその
球の一部がత֎グリーンのԑの内ଆにあって、物(ྫえば、ルースイン
ペディメントや障害物)の上や中にある。

w త֎グリーンがプレーヤーの意図するスタンスや意図するスイング区
域の物理的な障害となる場合。

(2)�救済をडけなけれならない。త֎グリーンによる障害がある場合、プレー
ヤーはその球をあるがままにプレーしてはならない。

その代わりに、そのプレーヤーは元の球か別の球を次の救済エリアにドロッ
プして罰なしの救済を受けなければならない(規則14.3参র)：

w 基点：元の球が止まっていたのとಉじコースエリアのશな救済のχヤ
レストϙイント。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の
制限がある：

規則�13

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*7@1��������JOEE������ ������������������



114

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 基点とಉじコースエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

{ త֎グリーンによるすべての障害から全な救済を受けなければな
らない。

(3)�໌ らかにෆ߹ཧな߹、救済はない。そのプレーヤーがその状況Լでは明ら
かに不合理なクラブ、スタンスやスイングのछྨ、プレーの方向を選択する
場合にのみ障害がଘࡏする場合、規則13.1Gに基づく救済はない。

規則13�1Gにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�3%ܕ(委員会は意図するス
タンス区域が障害となるだけではత֎グリーンからの救済を認めないローカ
ルルールを࠾用することができる)参র。

w目的外グリーンによる障害がある場合、罰なしの救済を受けなければならない。
w図はӈଧちのプレーヤーを定している。
w球Aは目的外グリーンにあり、球Aの全な救済のχヤレストϙイントは11となり、
元の球が止まったಉじコースエリアでなければならない(この場合、ジェネラルエリ
ア)。
w救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかず、基点(11)
とಉじコースエリアでなければならない。

目的外グリーン 救済エリア

P1A

ਤ13�1Gɿ目త֎グリーン͔Βの罰なしの救済

規則�13
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w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 基点とಉじコースエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

{ త֎グリーンによるすべての障害から全な救済を受けなければな
らない。

(3)�໌ らかにෆ߹ཧな߹、救済はない。そのプレーヤーがその状況Լでは明ら
かに不合理なクラブ、スタンスやスイングのछྨ、プレーの方向を選択する
場合にのみ障害がଘࡏする場合、規則13.1Gに基づく救済はない。

規則13�1Gにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�3%ܕ(委員会は意図するス
タンス区域が障害となるだけではత֎グリーンからの救済を認めないローカ
ルルールを࠾用することができる)参র。

w�目的外グリーンによる障害がある場合、罰なしの救済を受けなければならない。
w �図はӈଧちのプレーヤーを定している。
w �球Aは目的外グリーンにあり、球Aの全な救済のχヤレストϙイントは11となり、
元の球が止まったಉじコースエリアでなければならない(この場合、ジェネラルエリ
ア)。
w �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかず、基点(11)
とಉじコースエリアでなければならない。

目的外グリーン 救済エリア

P1A

ਤ13�1Gɿ目త֎グリーン͔Βの罰なしの救済

規則�13
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ض　�13�2

この規則はパッティンググリーン上かどうかにかかわらず、コース上のすべて
の場所からプレーする球に適用する。

13�2B　ضをホールにཱてた··にする
(1)�プレーヤーはضをホールにཱてたままにすることがͰ͖る。プレーヤーは
をホールに立てたままストロークを行うことができる。そのため、動いض
ている球がضに当たる可能性がある。

プレーヤーはストロークを行う前にضをホールに残しておくのかを次のい
ずれかによって決定しなければならない：

w がホールضをホールの中にあるҐஔのままに残しておく、またはض
の中৺に立つようにࠩし直して残しておく。

w 取り除いたضをホールの中に戻すこと。

いずれの場合であっても：

w プレーヤーはضをホールの中৺以外のҐஔに故意に動かしてརӹをಘ
ようとしてはならない。

w プレーヤーがそうした後、そのプレーヤーの動いている球がそのضに
当たった場合、プレーヤーはҰൠのേを受ける。

(2)�球がホールに͠てあるضに当たってേはない。プレーヤーがضをホー
ルに残したままストロークを行い、その後でその動いている球がそのضに
当たった場合：

w 罰はない(ただ͠、(1)に規定されている場合を除く)。

w 球はあるがままにプレーしなければならない。

(3)�球が動いているؒにプレーヤーがホールにあるضを動かす、またはऔΓআ
くことにؔする੍ض。ݶをホールの中に残しておいてストロークを行った
後で：

規則の目తɿ
この規則は旗竿の扱いについてのプレーヤーの選択方法を規定している。プ
レーヤーは旗竿をホールに残しておくこと、または取り除かせること(誰かを
旗竿に付き添わせて、球がプレーされた後でそれを取り除いてもらうことを
含む)ができるが、ストロークを行う前にそれを決定しなければならない。動
いている球が旗竿に当たった場合、通常罰はない。

規則�13
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w プレーヤーとそのキャディーは、プレーヤーの動いている球が止まるか
もしれない場所に影響を及ぼすようにضを故意に動かしたり、取り除
いてはならない(ྫえば、その球がそのضに当たらないようにするため)。
もしそうした場合、そのプレーヤーはҰൠのേを受ける。

w ͠か͠、それ以外の理༝、ྫえば、動いている球は止まる前にそのض
に当たらないと合理的にߟえた場合、プレーヤーがホールにあるضを
動かさせたり、取り除かせたりしても罰はない。

(4)�プレーヤーがضをホールにすことを決定͠た߹に、他のプレーヤーが
ͦのضを動かす、またはऔΓআくことにؔする੍ݶ。プレーヤーがホール
にضを残すことにし、そのضに୭かがきఴうことをঝ認していない場
合 ( 規則 13.2C(1) 参র )、別のプレーヤーはそのプレーヤーの動いている球
が止まるかもしれない場所に影響を及ぼすためにضを故意に動かしたり、
取り除いたりしてはならない。

w プレーヤーがストロークをする前や、ストロークをしている間に別のプ
レーヤーやそのキャディーがضを動かし(または取り除き)、そのプレー
ヤーがそれにؾづかずにそのストロークをした場合、またはストローク
後にそのプレーヤーの球が動いている間に別のプレーヤーやそのキャ
ディーがضを動かした(または取り除いた)場合、その別のプレーヤーは
Ұൠのേを受ける。

w ͠か͠、その別のプレーヤー、またはそのキャディーが次のような他の
理༝によりそのضを動かしたり、取り除いたりした場合、罰はない：

{ そのプレーヤーの動いている球は止まる前にそのضに当たらないと
合理的にߟえた場合。

{ そのプレーヤーがプレーするとこΖであったことや、そのプレーヤー
の球が動いていることにؾづかなかった場合。

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

13�2C　ضをホール͔Βऔりআ こ͘と
(1)�プレーヤーはضをホールからऔΓআいてらうことがͰ͖る。プレーヤー
は、動いている自分の球がホールにあるضに当たらないようにそのضを
ホールから取り除いてストロークをすることができる。

規則�13
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次のいずれかによりプレーヤーはضを取り除くのかをそのストロークを行
う前に決定しなければならない：

w 球をプレーする前にضをホールから取り除いてもらうこと。

w 次のことをするつもりで、ضにきఴうことをঝ認すること：

{ プレーヤーにホールの場所を示すためにそのストロークの前にホール
の中、上方、または近くでضを持つこと。

{ ストローク中、またはストロークが行われた後にضを取り除くこ
と。

次の場合、プレーヤーはضにきఴうことをঝ認したものとして扱われ
る：

w プレーヤーがストロークを行ったときにそのプレーヤーのキャディーが
ホールの中、上方、または近くでضを持っている、またはホールのす
͙近くに立っている(キャディーがそうしていることをプレーヤーがؾづ
かなかったとしても)。

w プレーヤーが他の人にضにきఴうことをཔみ、その人がきఴう。

w 他の人がホールの中、上方、または近くでضを持っている、または
ホールのす͙近くに立っていることを分かった上で、そのプレーヤーが
その人にضから離れるか、ضをホールに立てたままにするようにཔ
まずにそのストロークを行った。

(2)�球がضやضに͖ఴっている人に当たった߹にすること。プレーヤー
の動いている球がそのプレーヤーが (1) に基づいて取り除くことを決定した
にきఴっている人ضに当たった、またはそのض ( またはその人が持っ
ている物 ) に当たった場合にどうなるのかについては、それが偶然なのか、
故意なのかによる：

w 球が偶然にضや、ضを取り除いた、またはきఴっている人に当たる。
プレーヤーの動いている球がضや、そのضを取り除いた、または
きఴっている人 ( またはその人が持っている物 ) に偶然当たった場合、罰
はなく、その球はあるがままにプレーしなければならない。

w にض。にきఴっている人が方向を故意に変えたり、止めた球ض
きఴっている人がプレーヤーの動いている球の方向を故意に変えた、止
めた場合、規則 11.2D を適用する：

{ 球をプレーする場所。プレーヤーはその球をあるがままにプレーしては
ならず、その代わりに規則11.2Dに基づく救済を受けなければならない。

規則�13
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{ 罰を適用する場合。その球の方向を故意に変えたり、止めた人がプレー
ヤー、またはそのキャディーであった場合、そのプレーヤーは規則
11.2 のҧ反に対してҰൠのേを受ける。

この規則に関して、ʮ方向を故意に変えた、止めたʯは規則11.2aとಉじこ
とを意味し、プレーヤーの動いている球が次のものに当たった場合を含む：

w 球の方向を変える、止める可能性のある地面の特定の場所に故意にஔい
たり、残してある取り除いたض。

w きఴっている人が故意にホールから取り除かないض、または球のअ
ຐになる所から故意に動かさなかったض。

w にきఴった、または取り除いた後で、球のअຐにならない所に故ض
意に移動しない人(またはその人が持っている物)。

ྫ֎ʵ動いている球に影響を及ぼすضを故意に動かすことについての੍ݶ(規
則11�3ࢀর)ɻ

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールではいずれもそのサイドのために行動することができ、
プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレーヤーの行動として
扱われる)参র。

13�2D　ホールのதのضにدり͔͔ͬてࢭ·ͬている球
プレーヤーの球がホールに立てられたままのضにدりかかって止まっている
場合：

w 球の一部がホールの中のパッティンググリーン面よりԼにある場合、球全ମ
がその面よりԼになかったとしても、その球はホールに入ったものとして扱
われる。

w 球の一部がホールの中のパッティンググリーン面よりԼにない場合：

{ 球はホールに入っておらず、あるがままにプレーしなければならない。

{ を取り除いたときに球が動いて(その球がホールにམちたのか、ホーض
ルから離れて動いたのかにかかわらず)も、罰はなく、その球をホールの
へりにリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

規則13�2Dにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

ストロークプレーでは、規則3.3Dが要求する通りにホールアウトしなかった場

規則�13
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合、そのプレーヤーは失֨となる。

�13�3　ホールにͤり出している球

13�3B　ホールにͤり出している球がホールにམͪるの͔Ͳ͏͔を͔֬
めるのをつؒ࣌
プレーヤーの球の一部がホールのへりにせり出している場合：

w プレーヤーにはそのホールにาみدるための合理的な࣌間に加え、その球が
ホールにམちるかどうかを確かめるためにさらに10ඵ間つことが認められ
ている。

w 球がこのち࣌間内にホールにམちた場合、そのプレーヤーは直前のストロー
クでホールアウトしたことになる。

w 球がこのち࣌間内にホールにམちなかった場合：

{ 球は止まったものとして扱われる。

{ その球が次のプレーの前にホールにམちた場合、そのプレーヤーは直前の
ストロークでホールアウトしたことになる。͠か͠、そのホールのスコア
に1േଧを加える。

13�3C　ͪؒ࣌がऴΘるલにホールにͤり出している球を拾い上げた
り、ಈ͔した場合にすること
規則13.3aに基づくち࣌間が終わる前にホールにせり出している球が拾い上
げられたり、ࣗ然のྗ以外によって動かされた場合、その球は止まっていたも
のとして扱われる：

w その球をホールのへりにリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

w 規則13.3aに基づくち࣌間はその球にはもはや適用しない(リプレースした
球をその後でࣗ然のྗが動か͠た場合については規則9.3参র)。

マッチプレーの૬खや、ストロークプレーで別のプレーヤーがち࣌間が終わ
る前にホールにせり出しているプレーヤーの球を故意に拾い上げたり、動か͠
た場合：

w マッチプレーでは、プレーヤーの球は直前のストロークでホールアウトした
ものとして扱われる。そしてその૬खは規則11.2Cに基づく罰はない。

w ストロークプレーでは、その球を拾い上げたり、動か͠たプレーヤーはҰൠ
のേ(2േଧ)を受ける。その球はホールのへりにリプレースしなければならな
い(規則14.2参র)。

規則�13
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規則�14

規則の目తɿ

規則

�14�1　球をϚーΫすること、拾い上げること、;͘こと

この規則はプレーヤーの止まっている球を故意にʮ拾い上げるʯことに対して
適用する。そのʮ拾い上げるʯは、手で拾い上げる、回す、またはその他の方
法で球を元のՕ所から故意に動かす原因となることを含め、どのような方法で
も行うことができる。

14�1B　拾い上げてリプレーεする球のՕॴをϚーΫしな͚ΕなΒない
元のՕ所にリプレースすることを要求する規則に基づいて球を拾い上げる前
に、プレーヤーはそのՕ所をマークしなければならない。そのマークの方法と
しては：

w ボールマーカーを球の直後や直͙近くにஔく。

w クラブを球の直後や直͙近くの地面の上にཹめておく。

そのՕ所をボールマーカーでマークする場合、その球をリプレースした後、ス
トロークを行う前にプレーヤーはそのボールマーカーを取り除かなくてはなら
ない。

プレーヤーがそのՕ所をマークせずにその球を拾い上げた場合、またはそのՕ
所を誤った方法でマークした場合、またはその場所にボールマーカーをஔいた
ままストロークを行った場合、そのプレーヤーは1േଧを受ける。

規則14はプレーヤーがいつ、どのようにして止まっている球の箇所をマーク
し、その球を拾い上げ、ふくことができるのか、そして球を正しい場所から
プレーするために、どのような方法で球をインプレーに戻すのかを扱っている。

w 拾い上げた球や動かした球をリプレースすることになる場合、同じ球を元
の箇所に置かなければならない。

w 罰なしの救済、または罰ありの救済を受ける場合、取り替えた球または元
の球は特定の救済エリアにドロップしなければならない。

これらの処置を使用した際の誤りは球をプレーする前であれば、罰なしに訂
正することができるが、プレーヤーが誤所からその球をプレーした場合、その
プレーヤーは罰を受ける。

球にରする処置ɿϚーΫすること、拾い上げるこ
と、;͘ことʀՕॴにリプレーεすることʀ救済Τ
リΞにドϩップすることʀޡॴ͔Βプレーすること14
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規則�14

規則に基づいて救済を受けるために球を拾い上げる場合、プレーヤーはその球
を拾い上げる前にそのՕ所をマークする必要はない。

14�1C　球を拾い上げることがͰきるਓ
規則に基づいてプレーヤーの球を拾い上げることができる人：

w プレーヤー。

w プレーヤーがঝ認した人。͠か͠、そのようなঝ認はそのラウンド全般に対
して༩えるのではなく、球を拾い上げる前にその༩えなければならな
い。

ྫ֎ʵキャディーはঝ認な͠にプレーヤーの球を拾い上げることがͰ͖る：次
の場合、プレーヤーのキャディーはプレーヤーのঝ認なしにそのプレーヤーの
球を拾い上げることができる。

w そのプレーヤーの球がパッティンググリーンにある。

w 行動や発言などからプレーヤーが規則に基づいて救済を受けると݁づける
ことが合理的な場合。

プレーヤーのキャディーが認められていないのに球を拾い上げた場合、そのプ
レーヤーは1േଧを受ける(規則9.4参র)。

規則25�2H規則25�4B規則25�5E(特定の障がいを持つプレーヤーのために、規
則14.1Cはঝ認なしにパッティンググリーンのそのプレーヤーの球を拾い上げ
ることの援助を認めるように修正される)参র。

14�1D　球を; こ͘と
パッティンググリーンで拾い上げた球は常にふくことができる(規則13.1C参র)。

パッティンググリーン以外の場所で拾い上げた球は、次の理༝により拾い上げ
た場合をআ͖、常にふくことができる：

w 球がれたか、ͻͼが入ったかを確かめるため。ふくことは認められない ( 規
則 4.2D(1) 参র )。

w 球を確認するため。確認のために必要なఔだけふくことは認められる ( 規
則 7.3 参র )。

w 球がプレーの障害となるため。ふくことは認められない (規則15.3C(2)参র )。

w 球が救済を認められる状態にあるかどうかを確かめるため。プレーヤーが規
則に基づいて救済を受けるのでなければ、ふくことは認められない ( 規則
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規則�14

16.4 参র )。

プレーヤーがこの規則に基づいて認められていないのに球をふいた場合、1േଧを
受け、その球を拾い上げていた場合はリプレースしなければならない。

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

�14�2　球をあるҰ点にリプレーεすること

この規則は球を拾い上げたり、動か͠たりして、その後で規則がその球をある
一点にリプレースするすべての場合に適用する。

14�2B　ݩの球をリプレーεしな͚ΕなΒない
球をリプレースする場合は元の球を使用しなければならない。

ྫ֎ʵ࣍の߹はผの球を用することがͰ͖る：

w 回ऩ不能の原因がプレーヤーの故意によるものではなく、数ඵ以内に合理的
な力により球を取り戻すことができない場合。

w 元の球がれた、ͻͼが入った場合(規則4.2D参র)。

w プレーの中断後にプレーを再開する場合(規則5.7d参র)。

w 元の球が別のプレーヤーによって誤球としてプレーされた場合(規則6.3D(2)
参র)。

14�2C　球をリプレーεしな͚ΕなΒないਓとͦの方๏
(1)�球をリプレース͠なけれならない人：プレーヤーの球は次の人によっての
み規則に基づいてリプレースしなければならない：

w そのプレーヤー。

w その球を拾い上げた人、またはその球を動かす原因となった人。

認められていない人がリプレースした球をプレーした場合、プレーヤーは1
േଧを受ける。

規則25�2I規則25�3D規則25�4B(特定の障がいをもつプレーヤーのため
に、規則14.2C(1)の修正はプレーヤーが他の人にそのプレーヤーの球をプ
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規則�14

レースしたり、リプレースすることの一般的なڐ可を༩えることを認める)
を参র。

(2)�球をリプレース͠なけれならないํ๏。球が要求されるՕ所に止まるよう
に球を手で地させて、手を์すことによってその球をリプレースしなけれ
ばならない。

要求されたՕ所であっても、プレーヤーが間ҧった方法でリプレースした球
をプレーした場合、そのプレーヤーは1േଧを受ける。

14�2D　球をリプレーεするՕॴ
球は元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定しなけれ
ばならない)。ただ͠、規則14.2d(2)と規則14.2eに基づいて、またはそのプ
レーヤーが規則に基づいて救済を受けるときに、球をҧうՕ所にリプレースし
なければならない場合を除く。

球が動かせない障害物、ෆՄな物、ڥք物、生長またはணしている自然物
の上、Լに止まっている、またはدりかかって止まっている場合：　

w その球のʮՕ所ʯにはその地面からのߴさを含む。

w このことは、その球をそのような物の上、Լ、またはそのような物にدりか
かった元のՕ所にリプレースしなければならないことを意味する。

球を拾い上げたり、動か͠た݁Ռ、または球をリプレースする前にルースイン
ペディメントが取り除かれた場合、そのルースインペディメントを元に戻す必
要はない。

拾い上げたり、動か͠た球をリプレースする前にルースインペディメントを取
り除くことの制限については規則15.1aྫ外1参র。

14�2E　ݩのラΠが変͑ΒΕた場合に球をリプレーεする場ॴ
拾い上げたり、動か͠た後にリプレースしなければならない球のライが変えら
れた場合、プレーヤーはその球を次の方法でリプレースしなければならない：

(1)�࠭ の中の球。球が࠭の中に止まっていた場合(バンカーの中かコース上のそ
の他の場所かは問わない)：

w その球を元のՕ所(分からない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2D
参র)にリプレースする場合、プレーヤーは元のライをできるだけ෮元し
なければならない。

w そのライを෮元する場合、その球が࠭によってඃわれていた場合、プレー
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ヤーは、球の΄んの一部を見えるようにしておくことができる。

プレーヤーが正しい場所からプレーしたが、この規則にҧ反してライを෮元し
なかった場合、そのプレーヤーはҰൠのേを受ける。

(2)�࠭ の中Ҏ֎の所にある球。球が࠭の中以外の場所にあった場合、プレーヤー
はその球を、元のライに最も近く、最もࣅていて、次の要件をຬたすՕ所に
ஔくことによってリプレースしなければならない：

w 元のՕ所(分からない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2D参র)か
ら1クラブレングス以内。

w ホールに近づかない。

w そのՕ所とಉじコースエリア。

プレーヤーが元のライが変えられたことは知っているが、そのライがどのよう
なものであったか分からない場合、プレーヤーは元のライをਪ定し、(1)または
(2)に基づいてその球をリプレースしなければならない。

ྫ֎ʵプレーを中அ͠、球を拾い上げているؒにม͑られたライについては規
則5�7Eࢀর。

14�2F　球がݩのՕॴにࢭ·Βない場合に͏ߦこと
プレーヤーが球をリプレースしようとしても、元のՕ所に止まらない場合、プ
レーヤーは再ࢼさなければならない。

球が再ͼそのՕ所に止まらない場合、プレーヤーは、その球が止まる最も近い
Օ所にその球をஔくことによってリプレースしなければならない。͠か͠、元
のՕ所の場所によって次の制限がある：

w そのՕ所はホールに近づいてはならない。

w 元のՕ所がδェネラルエリア。最も近いՕ所はδェネラルエリアでなければ
ならない。

w 元のՕ所がバンカーかペナルティーエリア。最も近いՕ所はそれͧれಉじバ
ンカーか、ಉじペナルティーエリアのいずれかでなければならない。

w 元のՕ所がパッティンググリーン。最も近いՕ所はそのパッティンググリー
ンか、δェネラルエリアのいずれかでなければならない。

規則14�2にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
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ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

�14�3　球を救済ΤリΞにドϩップすること

この規則はプレーヤーが規則に基づいて救済を受けるときに球をドロップしな
ければならないときは常に適用する。規則14.3D(2)に基づいて球をプレースす
ることによって救済を了しなければならないときを含む。

プレーヤーが球をドロップする前、またはドロップするときに救済エリアをվ
ળした場合、規則8.1参র。

14�3B　ݩの球͔別の球を使͏ことがͰきる
プレーヤーは元の球か別の球を使うことができる。

このことは、この規則に基づいてプレーヤーが球をドロップしたり、プレース
するどんな球を使用してもよいことを意味している。

14�3C　球正しい方๏Ͱドϩップしな͚ΕなΒない
プレーヤーは球を正しい方法でドロップしなければならず、(1)、(2)、(3)のす
べての条件をຬたさなければならない：

(1)�プレーヤーが球をドロップ͠なけれならない。ドロップはプレーヤー自身
がしなければならない。プレーヤーのキャディーやその他の人はドロップす
ることはできない。

規則25�2I規則25�3D規則25�4B(特定の障がいを持つプレーヤーのため
に、規則14.3C(1)の修正はプレーヤーがそのプレーヤーの球を他の人にド
ロップする一般的なঝ認を༩えることができる)参র。

(2)�球はකのߴさからプレーヤーや用具に৮れないようにਅԼにドロップ͠なけ
れならない。プレーヤーは次の要件をຬたすように球をකのߴさから์さ
なければならない：

w プレーヤーがげたり、回సをかけたり、సがしたりせずに、または球
が止まることになる場所に影響を及ぼす可能性のあるその他の動きをせ
ずに、球がਅԼにམԼする。

w 球が地面にམちる前にそのプレーヤーのମや用具に৮れない。
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ʮකのߴさʯとは、ਅっす͙立ったときのプレーヤーのකのߴさのことである。

規則25�6C(特定の障がいをもつプレーヤーに対する規則14.3C(2)の適用に関す
るガイμンスについて)参র。
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認められる 認められない

කのߴさ කのߴさ

කのߴさ
කのߴさ

ਤ14�3Cɿකの͔͞ߴΒのドϩップ

球はකのߴさからਅっ直͙ མちなければならない。ʮකのߴさʯはプレーヤーが立った
࢟さを意味する。しかし、球をドロップするときにプレーヤーは立ったߴでのකの࢟
である必要はない。
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(3)�球は救済エリア (またはઢ上) にドロップ͠なけれならない。球は救済エ
リアにドロップしなければならない。プレーヤーはその球をドロップすると
き、その救済エリアの中または外に立つことができる。͠か͠、後方ઢ上の
救済(規則16.1D(2)規則17.1d(2)規則19.2C規則19.3C参র)を受ける場合、
球をその規則で認められている区域の後方ઢ上にドロップしなければならな
い。そして、その球がドロップされたՕ所に基づいて救済エリアが定められ
る。

(4)�ؒ ҧったํ๏Ͱ球をドロップ͠た߹にすること。

上記(1)、(2)または(3)の要件のどれかにҧ反して球を間ҧった方法でドロッ
プした場合：

w プレーヤーは正しい方法で再ͼドロップしなければならず、プレーヤー
がそうしなければならない回数に制限はない。

w 間ҧった方法でドロップした球は、規則14.3D(2)に基づいてプレースしな
ければならなくなる前に行う2回のドロップにはカウントしない。

プレーヤーが再ͼドロップをせずに、その代わりに間ҧった方法でドロップ
した球が止まった場所からストロークを行った場合：

w その球を救済エリアからプレーした場合、プレーヤーは1േଧを受ける
(しかし、規則14.7aに基づく誤所からのプレーはしていない場合)。

w ͠か͠、球を救済エリアの外からプレーした、またはドロップしなけれ
ばならないのにプレースした後にプレーした場合(どこからプレーしたか
にかかわらず)、プレーヤーはҰൠのേを受ける。

14�3D　正しい方๏Ͱドϩップした球救済ΤリΞにࢭ·Βな͚Εな
Βない
この規則は、規則14.3Cに基づいて正しい方法で球をドロップした場合にだけ
適用する。

(1)�球を正͠いํ๏Ͱドロップ͠、救済エリアに止まったと͖にプレーヤーは救
済をྃ͠たことになる。球は救済エリアに止まらなければならない。

球が地面にམちた後で止まる前に、人(そのプレーヤーを含む)、用具または
他の֎త影響に৮れたかどうかに関なく：

w 球が救済エリアに止まった場合、プレーヤーは救済を了したことにな
り、その球をあるがままにプレーしなければならない。

w 球が救済エリアの外に止まった場合、プレーヤーは規則14.3D(2)の手続き
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を使用しなければならない。

いずれの場合も、正しくドロップした球が止まる前に偶然に人(そのプレー
ヤーを含む)、用具または֎త影響に当たってもどのプレーヤーにも罰はな
い。

ྫ֎ʵ正͠いํ๏Ͱドロップ͠た球が止まるલに୭かによって故意にํを
ม͑られたΓ、止められた߹：ドロップした球が止まる前に୭かによって
故意に方向を変えられたり、止められた場合にすることについては規則
14.3d参র。

(2) 正͠いํ๏Ͱドロップ͠た球が救済エリアの֎に止まった߹にすること。
球が救済エリアの外に止まった場合、プレーヤーは正しい方法で2回目のド
ロップをしなければならない。

球が再救済エリアの外に止まった場合、プレーヤーは、規則14.2C(2)と規
則14.2eに基づく球をリプレースする手続きを使用して球をプレースするこ
とにより救済を了しなければならない：

w プレーヤーは2回目にドロップしたときにその球が最ॳに地面に৮れたՕ
所に球をプレースしなければならない。

w プレースした球がそのՕ所に止まらない場合、プレーヤーはそのՕ所に2
回目のプレースをしなければならない。

w 2回目にプレースした球がそのՕ所にまた止まらない場合、プレーヤーは
規則14.2eに基づいて球が止まる最も近いՕ所に球をプレースしなければ
ならない。この場合、球をその救済エリアの外にプレースする݁Ռとな
る可能性がある。
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ਤ�1�14�3Dɿ球救済ΤリΞにドϩップし、ͦ の救済ΤリΞに
Βな͚ΕなΒないɻ·ࢭ

球は規則14.3Cに基づく
正しい方法でドロップさ
れ、その球が救済エリア内
に止まったので、救済ॲஔ
は了した。

球は規則14.3Cに基づい
て正しくドロップされた
が、その球は救済エリアの
外に止まった。したがって
球を正しい方法で2回目の
ドロップしなければならな
い。

球は救済エリアの外に
誤った方法でドロップされ
たので、その球を正しい方
法で再ͼドロップしなけれ
ばならない。
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ਤ�2�14�3Dɿޙ�方ઢ上の救済をड͚る場合のドϩップ

ドロップしたときに球が最
ॳに地面に৮れたઢ上の
Օ所からどの方向にも1ク
ラブレングスが救済エリア
となる。球が規則14.3Cに
基づいて正しくドロップさ
れ、その球が救済エリアの
中に止まれば、その救済
ॲஔは了する。

規則14.3Cに基づいて正し
くドロップされた球が救済
エリアの外に止まった場
合、その球は正しい方法で
2回目のドロップをしなけ
ればならない。

ઢ上にドロップされず間
ҧった方法で球をドロップ
したので、正しい方法で再
、球をドロップしなけれ
ばならない。

14�3E　正しい方๏Ͱドϩップした球がਓにΑͬてނҙに方を変͑Β
Εたり、ࢭめΒΕた場合にすること
この規則に関して、次の場合にドロップした球がʮ故意に方向を変えられた
り、止められたʯことになる：

w 球が地面にམちた後に人がその動いている球に故意に৮れる。

w 動いている球の方向を故意に変えたり、止めたりするようにプレーヤーが故
意に特定の場所に配ஔしたり、またはそのままにしておいた用具、その他の
物、人(プレーヤーと、そのプレーヤーのキャディーを含む)に当たる。

救済エリアの中か外かにかかわらず正しい方法でドロップした球が止まる前に
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人が故意に方向を変えたり、止めた場合：

w プレーヤーは規則14.3Cの手続きを使用して再ͼドロップしなければならない
(故意に方向を変えられたり、止められた球は、規則14.3D(2)に基づいてプ
レースしなければならなくなる前に行う2回のドロップにはカウントしない)。

w プレーヤー、またはそのプレーヤーのキャディーが故意に球の方向を変えた
り、止めた場合、そのプレーヤーはҰൠのേを受ける。

ྫ֎ʕ球が救済エリアに止まる߹ཧతなՄੑがなかった߹：正しい方法で
ドロップした球が故意に方向を変えられたり、止められ(救済エリアの中か外か
にかかわらず)、その球が救済エリアに止まる合理的な可能性がなかった場合：

w どのプレーヤーにも罰はない。

w ドロップした球は救済エリアの外で止まったものとして扱われ、規則
14.3D(2)に基づいてプレースしなければならなくなる前に行う2回のドロッ
プにカウントする。

規則14�3にҧ͠て誤所から球をプレー͠たこと、またはドロップするΘΓ
にプレース͠た球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7BにͮجくҰൠのേɻ

規則22�2(フォアサムでは、パートナーはいずれもそのサイドのために行動する
ことができ、そのパートナーの行動はそのプレーヤーの行動として扱われる)；
規則23�5(フォアボールではいずれも、パートナーはそのサイドのために行動す
ることができ、プレーヤーの球や用具に関するパートナーの行動はプレー
ヤーの行動として扱われる)参র。

�14�4 にプレーヤーのޙの球がΞウτΦϒプレーとなͬたݩ
球がΠンプレーに戻る場合

プレーヤーのインプレーの球をコース上から拾い上げた、または球が紛失やア
ウトオブバウンズとなった場合、その球はもはやインプレーの球ではない。

次の場合にのみ再ͼプレーヤーのインプレーの球となる：

w プレーヤーがティーイングエリアから元の球か別の球をプレーする。

w 球をインプレーにする意図を持って元の球か別の球をコース上にリプレー
ス、ドロップ、プレースする。

どんな方法であれ球をインプレーにする意図を持って球をコースに戻した場
合、次のときであっても、その球はインプレーとなる：

w 規則で認められていないのに、その球を元の球に対してऔΓସ͑た。
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w (1)誤所に、(2)間ҧった方法で、(3)適用しない手続きを使用して、リプレー
ス、ドロップ、プレースした。

リプレースした球は、そのՕ所をマークしているボールマーカーを取り除いて
いなかったとしても、インプレーとなる。

�14�5 球をऔりସ͑る、リプレーε、ドϩップ、プレーεす
るときのޡりをగ正すること

14�5B　プレーヤー、球をプレーするલにޡりをగ正することがͰきる
プレーヤーが規則で認められていないのに元の球を別の球にऔΓସ͑た場合、
またはプレーヤーのインプレーの球を(1)間ҧった方法で、(2)誤所に、(3)適用
しない手続きを使用して、リプレース、ドロップ、プレースした場合：

w そのプレーヤーは罰なしにその誤りを訂正することができる。

w ͠か͠、この訂正が認められるのはその球をプレーする前だけである。

14�5C　救済をड͚るときのޡりをగ正する場合にプレーヤーがҧ͏規
則救済のબࢶに変更することがͰきる場合
救済を受けるときの誤りを訂正する場合、プレーヤーは当ॳ使用したಉじ規則
または救済の選択肢を使用しなければならないのか、あるいはҧう規則や救済
の選択肢に変更できるのかについては、その誤りのछྨによる：

(1)�ద用される規則にͮجいて球をインプレーに͠て正͠い所にドロップ、ま
たはプレース͠たが、規則が࠶、球をドロップまたはプレースすることを
ཁٻする߹ɻ

w この誤りを訂正する場合、プレーヤーはಉじ規則とಉじ救済の選択肢を
使用して救済を受け続けなければならない。

w ྫえば、アンプレヤブルの球の救済を受けるためにプレーヤーはラテラ
ル救済の選択肢(規則19.2D)を使用し、球を正しい救済エリアにドロップ
したが、(1)間ҧった方法でドロップしたり(規則14.3C参র)、(2)ドロップ
した球が救済エリアの外ଆに止まった場合(規則14.3D参র)、その誤りを
訂正するときはそのプレーヤーは規則19.2に基づいて救済を受け続けな
ければならず、そのಉじ救済の選択肢(規則19.2Dに基づくラテラル救済)
を使用しなければならない。
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(2)�ద用される規則にͮجいて球をインプレーに͠たが、ͦの球を誤所にドロッ
プ、またはプレース͠た߹。

w この誤りを訂正する場合、プレーヤーはಉじ規則に基づいて救済を続け
なければならないが、そのプレーヤーの状況に適用できるそのಉじ規則
に基づくあらゆる救済の選択肢を使用することができる。

w ྫえば、アンプレヤブルの球の救済を受けるためにプレーヤーはラテラ
ル救済の選択肢(規則19.2D)を使用したが、要求される救済エリアの外ଆ
に誤って球をドロップした場合、その誤りを訂正するときは規則19.2に
基づく救済を受け続けなければならず、この規則のいずれかの救済の選
択肢を使用することができる。

(3)�ద用されない規則にͮجいて球をインプレーに͠た߹ɻ

w この誤りを訂正する場合、プレーヤーはそのプレーヤーの状況に適用と
なるあらゆる規則を使用することができる。

w ྫえば、プレーヤーが誤ってペナルティーエリアの中にある球に対して
アンプレヤブルの球の救済(規則19.1は認めていない)を受けた場合、プレー
ヤーは、もしその球を拾い上げていたのであれば規則9.4に基づいてその
球をリプレースするか、規則17に基づく罰ありの救済を受けるか(そのプ
レーヤーの状況に対して適用する規則17に基づくあらゆる救済の選択肢
を使用することができる)、のいずれかによってその誤りを訂正しなけれ
ばならない。

14�5D　ݩの球にؔ࿈するޡりのޙにߦΘΕたߦಈにରする罰ない
プレーヤーが規則14.5aに基づいて誤りを訂正する場合、その誤りの後に行わ
れ、かつ単に元の球に関連した行動に対する罰(ྫえば、偶然にその球を動か͠
たことに対する罰(規則9.4C参র)、またはその元の球に対するストロークに影
響を及ぼす状態をվળしたことに対する罰(規則8.1a参র))はカウントしない。

͠か͠、これらのಉじ行動が誤りを訂正するためにインプレーにした球にも罰
を受ける場合(ྫえば、これらの行動がࠓのインプレーとなった球に対してスト
ロークに影響を及ぼす状態をվળした場合)、その罰はࠓのインプレーの球に対
して適用する。

ྫ֎ʕドロップ͠た球のํを故意にม͑たΓ、止めたことに対するേ：スト
ロークプレーで、プレーヤーがドロップした球の方向を故意に変えたり、止め
たことに対し規則14.3dに基づいてҰൠのേを受ける場合、そのプレーヤーが
規則14.3Cの手続きを使用して再ͼドロップしたとしても、その罰を受ける。
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�14�6　લのετϩーΫをͬߦた場ॴ͔Β次のετϩーΫを
こと͏ߦ

この規則は、プレーヤーが規則に基づいて直前のストロークを行った場所から次のスト
ロークを行わなければならない、または行うことができるすべての場合(ྫ えば、スト
ロークと距離の救済に基づいてプレーする、またはストロークが取りফされたり、別の
規則によりカウントしないことになったストロークの後に再ͼプレーする)に適用する。

w プレーヤーが球をインプレーにしなければならない方法はコース上のどのエ
リアで直前のストロークを行ったかによる。

w すべての状況Լで、プレーヤーは元の球を使用するか、別の球にऔΓସ͑る
ことができる。

14�6B　લのετϩーΫをティーΠングΤリΞ͔Βͬߦた
元の球か別の球を規則6.2Cに基づいてティーイングエリアからプレーしなけれ
ばならない(球はティーアップすることができる)。

14�6C　લのετϩーΫをδΣωラルΤリΞ、ϖφルティーΤリΞ、バン
カー͔Βͬߦた
元の球か別の球を次の救済エリアの中にドロップし、この救済エリアからプレー
しなければならない(規則14.3参র)：

w 基点：直前のストロークが行われたՕ所(分からない場合はਪ定しなければな
らない)。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の制
限がある：

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 基点とಉじコースエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

14�6D　લのετϩーΫをパッティンググリーン͔Βͬߦた
元の球か別の球を規則14.2C(2)と規則14.2eに基づく球をリプレースする手続き
により、直前のストロークが行われたՕ所(分からない場合はਪ定しなければな
らない)(規則14.2参র)にプレースしなければならない。

規則14�6にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ
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パッティング
グリーン

ティーイング
エリア

ジェネラルエリア、バンカー、
またはペナルティーエリア

ਤ14�6ɿલのετϩーΫをͬߦた場ॴ͔Β次のετϩーΫを͏ߦ

ティーイングエリアか
ら直前のストローク
を行った場合、その
ティーイングエリアの
中のどこからかプ
レーをしなければな
らない。

直前のストロークを、ジェネラルエリ
ア、バンカー、またはペナルティーエリ
アからプレーした場合、基点はその直
前のストロークを行ったՕ所となる。
球は基点から1クラブレングス以内
で、その基点とಉじコースエリアでそ
の基点よりホールに近づかない所にド
ロップする。

直前のストロークを
パッティンググリー
ンから行った場合、
その直前のストロー
クを行った場所に
球をプレースする。

プレーヤーが直前のストロークを行った場所から次のストロークを行うことを求めら
れたり、認められる場合、プレーヤーがどのように球をインプレーにしなければなら
ないかは直前のストロークを行ったコースエリアによる。
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ॴ͔Βプレーすることޡ　�14�7

14�7B　球をプレーしな͚ΕなΒない場ॴ
ホールをスタートした後：

w プレーヤーは自分の球が止まった場所から各ストロークを行わなければなら
ない。ただ͠、規則がプレーヤーに別の場所からプレーすることを要求す
る、または認める場合を除く(規則9.1参র)。

w プレーヤーは誤所から自分のインプレーの球をプレーしてはならない。

規則14�7Bにҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：Ұൠのേɻ

14�7C　ετϩーΫプレーͰޡॴ͔Βプレーしたޙにホールをऴྃする
方๏
(1)�プレーヤーは誤所からプレー͠た球ͰホールのプレーをऴΘらせるのか、ͦ
れと正͠い所からプレーすることによΓؒҧいをగ正するかを決めなけ
れならない。ストロークプレーでは、プレーヤーが次にԿをするのかはॏ
େなҧがあったかどうかによる。つまり、プレーヤーが誤所からプレーす
ることによってஶしいརӹをಘたのかどうかによる：

w ॏେなҧがない。プレーヤーは、誤りを訂正しないで誤所からプレー
した球でそのホールのプレーを終わらせなければならない。

w ॏେなҧがある。

{ プレーヤーは規則に基づいて正しい所からプレーした球でそのホール
のプレーを終えることによりその誤りを訂正しなければならない。

{ プレーヤーが別のホールを始めるためのストロークを行う前に、また
はそのラウンドの最終ホールでは、そのプレーヤーのスコアを提出す
る前にその誤りを訂正しなかった場合、そのプレーヤーは失֨となる。

w ҧ反が重大であるかどうかはっきりしない場合に行うこと。プレーヤー
は誤所からプレーした元の球と、規則に基づく正しい所からプレーした
ୈ 2の球の両方でそのホールのプレーを終わらせるべきである。　

(2)�2 つの球をプレーするプレーヤーは委員会にใ͠ࠂなけれならない。プ
レーヤーが、誤所からのプレーがॏେなҧかどうかはっきりせず、その誤
りを訂正しようとして 2つの球をプレーすることを決めた場合：

w プレーヤーはスコアカードを提出する前に委員会にそのࣄ実を報ࠂしな
ければならない。
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w このことは両方の球がಉじスコアであるとプレーヤーがࢥった場合や、2
つの球をプレーすることを決めたプレーヤーが両方の球でそのホールを
終えないことを選んだ場合にも適用する。

プレーヤーが委員会にそのࣄ実を報ࠂしなかった場合、そのプレーヤーは失
֨となる。

(3)�プレーヤーが 2つの球をプレー͠た߹、委員会がホールのプレーヤーの
スコアを裁定することになる。そのホールのそのプレーヤーのスコアは、誤
所から元の球をプレーしたときにॏେなҧがあったと委員会が裁定するか
どうかによる：

w ॏେなҧはない。

{ 誤所からプレーされた元の球のスコアをカウントし、プレーヤーは規
則14�7BにͮجいてҰൠのേを受ける(つまり、その球のスコアに2േଧ
を加する)。

{ 他の球でのすべてのストローク(行ったストロークとその球をプレーし
たことによってのみ受けた罰ଧを含む)はカウントしない。

w ॏେなҧがある。

{ 誤所からのプレーの誤りを訂正するためにプレーした球のスコアをカ
ウントし、プレーヤーは規則14�7BにͮجいてҰൠのേを受ける(つま
りその球のスコアに2േଧを加する)。

{ 誤所から元の球をプレーするときに行ったストロークと、その球での
さらなるストローク(行ったストロークと単にその球をプレーしたこと
に対する罰ଧを含む)はカウントしない。

{ 誤りを訂正するためにプレーした球をまた誤所からプレーした場合：

Ʃ ç委員会がこれをॏେなҧではないと裁定した場合、プレーヤーは
規則14�7BにͮجいてҰൠのേ(さらに2േଧ)を受け、その球のスコ
アに加されるのは߹ܭͰ4േଧとなる (2ଧは誤所から元の球をプ
レーしたことに対する罰、さらに2ଧは誤所から他の球をプレーし
たことに対する罰)。

Ʃ ç委員会がこれをॏେなҧと裁定した場合、そのプレーヤーは失֨
となる。
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規則�15

�15�1　ルーεΠンϖσィϝンτ

15�1B　ルーεΠンϖσィϝンτのऔりআき
コース上やコース外のどこででもプレーヤーは罰なしにルースインペディメン
トを取り除くことができ、その方法は問わない(ྫえば、手、足、クラブ、その
他の用具を使用する、他の人からの援助を受ける、ルースインペディメントの
一部をંって取り除く)。

͠か͠、2つのྫ֎がある：

ྫ֎1ʵ球をリプレース͠なけれならない所にあるルースインペディメン
トをऔΓআくこと：パッティンググリーン以外の場所から拾い上げた、あるい
はパッティンググリーン以外の場所で動か͠た球をリプレースする前に：

w プレーヤーは、もし球を拾い上げたり動かす前にルースインペディメントを
取り除いたら、そのルースインペディメントがその球を動かす原因となる可
能性がある場合、そのルースインペディメントを故意に取り除いてはならな
い。

w プレーヤーがそうした場合、そのプレーヤーは1േଧを受ける。͠か͠、そ
の取り除いたルースインペディメントを元に戻す必要はない。

このྫ外はラウンド中と規則5.7aに基づくプレーの中断中の両方に適用する。
このྫ外は、球を拾い上げたり、動かす前にはそこにはなかったルースインペ
ディメントや、球のՕ所をマークしたり、球を拾い上げたり、動かしたり、リ

規則の目తɿ

規則

規則15はプレーヤーがルースインペディメントと動かせる障害物から罰なし
に救済を受けることができる場合とその方法を扱っている。

w これらの動かせる自然物や人工物はコースをプレーする上での挑戦の一部
とは扱われず、それらがプレーの妨げとなる場合、プレーヤーは通常、そ
れらを取り除くことが認められる。

w しかし、そのプレーヤーはパッティンググリーン以外の場所にある球の近
くのルースインペディメントを動かすときには注意する必要がある。なぜ
なら、それらを動かしたことが球を動かす原因となった場合には罰がある
からである。

ルーεΠンϖσィϝンτとಈ͔ͤる障
物	プレーのԉॿげとなる球Ϙール
ϚーカーをؚΉ
͔Βの救済15
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プレースした݁Ռ、または球を動かす原因となった݁Ռとして動かされたルー
スインペディメントには適用しない。　

ྫ֎2ʵ動いている球に影響を及ぼすルースインペディメントを故意にऔΓআ
くことの੍ݶ(規則11�3ࢀর)。

15�1C　ルーεΠンϖσィϝンτをऔりআいているときに球がಈ͘
プレーヤーがルースインペディメントを取り除いたことが自分の球を動かす原
因となった場合：

w その球を元のՕ所にリプレースしなければならない(分からない場合はਪ定し
なければならない)(規則14.2参র)。

w その動かした球がパッティンググリーン(規則13.1d参র)、またはティーイン
グエリア(規則6.2C(6)参র)以外の場所に止まっていた場合、そのプレーヤー
は規則9.4Cに基づいて1േଧを受ける。ただ͠、規則7.4を適用する場合(捜
索中に球を動かすことについては罰なし)や、規則9.4Cྫ外のどれかを適用
する場合を除く。

規則15�1にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

�15�2　ಈ͔ͤる障物

この規則は定義ʮ動かせる障害物ʯに合கする人物に対して認められる罰な
しの救済を扱っている。

この規則は動かせない障害物(規則16.1に基づいて異なるछྨの罰なしの救済が
認められる)やڥք物やෆՄな物(罰なしの救済が認められていない)に対して
救済を༩えない。

15�2B　ಈ͔ͤる障物͔Βの救済
(1)�動かせる障害物のऔΓআ͖。罰なしに、プレーヤーはコース上やコース外の
どこででも動かせる障害物を取り除くことができ、その方法は問わない。

͠か͠、2つのྫ֎がある：

ྫ֎1ʵ球をティーイングエリアからプレーすると͖にティーマーカーを動
か͠てはならない(規則6�2C(4)と8�1B(1)ࢀর)ɻ

ྫ֎2ʵ動いている球に影響を及ぼす動かせる障害物を故意にऔΓআくこと
にؔする੍ݶ(規則11�3ࢀর)ɻ
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プレーヤーの球が動かせる障害物を取り除いている間に動いた場合：

w 罰はない。

w その球を元のՕ所(分からない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2
参র)にリプレースしなければならない。

(2)�パッティンググリーンҎ֎のコース上の所Ͱ、球が動かせる障害物の中や
上にある߹の救済。プレーヤーは球を拾い上げ、その動かせる障害物を取
り除き、元の球か別の球を次の救済エリアにドロップすることによって罰な
しの救済を受けることができる(規則14.3参র)：

w 基点：球がその動かせる障害物の中や上に止まっていた場所のਅԼとਪ
定する地点。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の
制限がある：

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 基点とಉじコースエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

救済エリア

ਤ�2�15�2Bɿಈ͔ͤる障物のத上の球

w�コース上のどこででも、球が動かせる障害物(ྫえばタオル)の中や上にある場合、球
を拾い上げ、その動かせる障害物を取り除き、その球か他の球をドロップする(パッ
ティンググリーンを除く)ことにより罰なしの救済を受けることができる。
w �救済を受けるための基点はその動かせる障害物の中や上に球が止まっている所の
ਅԼとਪ定する地点となる。
w �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、その
基点とಉじコースエリアでなければならない。

球が動く

球を元のՕ所に
リプレースしなければ
ならない。

ਤ�1�15�2Bɿ�ಈ͔ͤる障物をऔりআいたときにಈいた球	球が障
物のத上にある場合をআ 
͘
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(3)�パッティンググリーン上Ͱ、球が動かせる障害物の中や上にある߹の救
済。プレーヤーは次の罰なしの救済を受けることができる：

w 球を拾い上げて、その動かせる障害物を取り除く。

w 規則14.2C(2)と規則14.2eに基づく球をリプレースする手続きにより、そ
の球がその動かせる障害物の中や上に止まっていた場所のਅԼとਪ定す
るՕ所に、元の球か別の球をプレースする。　　

15�2C　ಈ͔ͤる障物のத上に球があるが、ݟつ͔Βない場合
プレーヤーの球が見つかっておらず、その球がコース上の動かせる障害物の中
や上に止まったことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合、その
プレーヤーはストロークと距離の救済を受ける代わりに次の救済の選択肢を使

規則�15

プレーヤーの球が動かせる障害物を取り除いている間に動いた場合：

w 罰はない。

w その球を元のՕ所(分からない場合はਪ定しなければならない)(規則14.2
参র)にリプレースしなければならない。

(2)�パッティンググリーンҎ֎のコース上の所Ͱ、球が動かせる障害物の中や
上にある߹の救済。プレーヤーは球を拾い上げ、その動かせる障害物を取
り除き、元の球か別の球を次の救済エリアにドロップすることによって罰な
しの救済を受けることができる(規則14.3参র)：

w 基点：球がその動かせる障害物の中や上に止まっていた場所のਅԼとਪ
定する地点。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の
制限がある：

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 基点とಉじコースエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

救済エリア

ਤ�2�15�2Bɿಈ͔ͤる障物のத上の球

w�コース上のどこででも、球が動かせる障害物(ྫえばタオル)の中や上にある場合、球
を拾い上げ、その動かせる障害物を取り除き、その球か他の球をドロップする(パッ
ティンググリーンを除く)ことにより罰なしの救済を受けることができる。
w �救済を受けるための基点はその動かせる障害物の中や上に球が止まっている所の
ਅԼとਪ定する地点となる。
w �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、その
基点とಉじコースエリアでなければならない。

球が動く

球を元のՕ所に
リプレースしなければ
ならない。

ਤ�1�15�2Bɿ�ಈ͔ͤる障物をऔりআいたときにಈいた球	球が障
物のத上にある場合をআ 
͘

"�@ຊنଇॻ$MFBO@7*@1��������JOEE������ ������������������



146

規則�15

用することができる：

w プレーヤーは、球がコース上のその動かせる障害物のԑを最後にԣった場
所のਅԼとਪ定した地点を基点として、規則15.2a(2)か15.2a(3)に基づいて
罰なしの救済を受けることができる。

w プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした࣌点で：

{ 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

{ このことは、その後、元の球が3分の捜索࣌間(規則6.3C参র)が終了する
前にコース上で見つかったとしてもಉじである。　

͠か͠、その球が動かせる障害物の中や上に止まっていて紛失したことがʮ
かっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯではない場合、プレーヤーは規則18.2に基づ
いてストロークと距離の罰の救済を受けなければならない。

規則15�2にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

�15�3 プレーのԉॿとなる、·た障となる球ϘールϚー
カー

15�3B　プレーのԉॿとなるパッティンググリーンの球
規則15.3aはパッティンググリーンに止まっている球だけに適用し、コース上
の他の場所には適用しない。

プレーヤーがパッティンググリーンに止まっている球が୭かのプレーの援助と
なるかもしれない(ྫえば、ホールの近くでࣃ止めとして役立つ可能性がある)
と合理的にߟえた場合、そのプレーヤーは次のことができる：

w その球が自分の球である場合は、規則13.1Cに基づいてその球のՕ所をマー
クして拾い上げる。または、その球が別のプレーヤーのものである場合は、
当֘プレーヤーに球のՕ所をマークして拾い上げることを要する(規則
14.1参র)。

w 拾い上げた球は、その球の元のՕ所にリプレースしなければならない(規則
14.2参র)。

ストロークプレーに限り：

w 球の拾い上げを要されたプレーヤーは、そうする代わりにઌにプレーする
ことができる。

w プレーヤーの୭かの援助となるように球をその場所に残しておくことにෳ数
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のプレーヤーがಉ意し、援助となる球を残したまま、そのプレーヤーがスト
ロークを行った場合、ಉ意をした各プレーヤーはҰൠのേ(2േଧ)を受ける。

委員会のા置、ηクション5+ (ʮࣃ止めとなるʯことを͙ための最善のࡦに関
するガイμンス)参র。

15�3C　プレーの障となるίーε上にある球
(1)�ผのプレーヤーの球による障害の意ຯ。次の場合にこの規則に基づく障害が
あることになる：

w 別のプレーヤーの止まっている球がプレーヤーの意図するスタンスや、
意図するスイング区域の障害となる可能性がある。

w 別のプレーヤーの止まっている球がプレーヤーのプレーのઢ上やその近
くにあり、意図するストロークを行うとそのプレーヤーの動いている球
がその球に当たる合理的な可能性がある。

w 別のプレーヤーの止まっている球が、プレーヤーがストロークを行うと
きにؾがࢄる͙らい近くにある。

(2)�障害となる球から救済が認められる߹。コース上にある別のプレーヤーの
球がプレーヤー自身のプレーの障害となる可能性があるとそのプレーヤーが
合理的にߟえた場合：

w プレーヤーはその別のプレーヤーにその球のՕ所をマークして拾い上げ
ることを要することができるが(規則14.1参র)、球はふいてはならず
(ただ͠、規則13.1Cに基づいてパッティンググリーンから拾い上げる場
合を除く)、元のՕ所にリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

w その別のプレーヤーがその球を拾い上げる前にそのՕ所をマークしな
かった、または認められていないのに拾い上げた球をふいた場合、そのプ
レーヤーは1േଧを受ける。

w ストロークプレーに限り、この規則に基づいて球の拾い上げを要され
たプレーヤーは、そうする代わりにઌにプレーすることができる。

自分の球が別のプレーヤーのプレーの障害となる可能性があるとプレーヤー
自身がߟえただけではこの規則に基づいて球を拾い上げることは認められな
い。

プレーヤーが別のプレーヤーに要されていないのに自分の球を拾い上げた
場合(ただ͠、規則13.1Cに基づいてパッティンググリーンの球を拾い上げる
場合を除く)、そのプレーヤーは1േଧを受ける。
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15�3D　プレーのԉॿとなる、·た障となるϘールϚーカー
ボールマーカーがプレーの援助となる場合、または障害となる場合、プレーヤー
は次のことができる：

w そのボールマーカーが自分のものである場合は、援助または障害とならない
場所にそのボールマーカーを動かす。

w そのボールマーカーが別のプレーヤーのものである場合、規則15.3aや規則
15.3Cに基づいてプレーヤーが球の拾い上げを要求できるのとಉじ理༝で、
そのプレーヤーにそのボールマーカーを援助または障害とならない場所に動
かすことを要する。

ボールマーカーは元のՕ所から計ଌ(ྫえば、1またはෳ数のクラブϔッドレン
グス)した援助または障害とならない新しいՕ所に動かさなければならない。　

そのボールマーカーを元に戻す場合、プレーヤーは新しいՕ所から計ଌして、
そのボールマーカーを援助または障害とならない場所に動かす際に使ったٯの
手順を行うことによって、そのボールマーカーを元に戻すべきである。

このಉじ手続きをプレーヤーが球から計ଌすることによって援助または障害と
なっている球を動かす場合にも適用するべきである。

規則15�3のҧのേ：Ұൠのേɻ

この罰は次の場合にも適用する：

w プレーヤーが、別のプレーヤーが(1)この規則に基づいて援助となる球やボー
ルマーカーを拾い上げたり動かす意図があったこと、または(2)他の୭かにそ
うすることを要されたことを知っていたのに、その援助となる球やボールマー
カーが拾い上げられたり、動かされるのをたずにストロークを行った場
合。

w プレーヤーが自分の球を拾い上げることや、自分のボールマーカーを動かす
ことを要されたのにそれをڋみ、そしてその後、そのプレーヤーの球やボー
ルマーカーが援助となったり、障害となっていたかもしれない他のプレーヤー
がストロークを行った場合。

規則15�3にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ
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�16�1　ҟৗなίーεঢ়ଶ	ಈ͔ͤない障物をؚΉ


この規則は動物の݀、修ཧ地、動かせない障害物、Ұ࣌తなਫによる障害から
認められる罰なしの救済を扱っている：

w これらは૯শとして異常なコース状態と言われているが、それͧれには別ʑ
の定義がある。

w この規則は動かせる障害物(規則15.2aに基づいて認められるҧうछྨの罰な
しの救済)やڥք物やෆՄな物(罰なしの救済は認められない)からの救済は
༩えない。

16�1B　救済がೝめΒΕる場合
(1)�異常なコース状態による障害の意ຯ。次の場合、障害が生じている：

w プレーヤーの球が異常なコース状態に৮れている、またはその状態の中
や上にある。

w 異常なコース状態がプレーヤーの意図するスタンス区域や意図するスイ
ング区域の物理的な障害となる。

w 球がパッティンググリーン上にある場合に限り、そのパッティンググリー
ンやパッティンググリーン以外の場所にある異常なコース状態がプレー
のઢにհࡏする。

規則

規則16は違う場所から球をプレーすることによって罰なしの救済を受けるこ
とができる場合とその方法を扱っている(例えば、異常なコース状態や危険な
動物の状態による障害がある場合)。

w これらの状態はコースをプレーする上での挑戦の一部ではなく、ペナル
ティーエリアを除き、罰なしの救済が一般的に認められる。

w プレーヤーは通常は完全な救済のニヤレストポイントに基づく救済エリア
に球をドロップすることによって救済を受ける。

この規則は、プレーヤーの球がジェネラルエリアで自らのピッチマークにく
い込んだ場合にも罰なし救済を扱っている。

ҟৗなίーεঢ়ଶ	ಈ͔ͤない障物をؚ
Ή
Μࠐなಈ物のঢ়ଶ、໘に͘いݥة、
ͩ球͔Βの救済16

規則の目తɿ
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異常なコース状態がプレーヤーのؾをࢄらす΄ど近くにあってもこれらの要
件をຬたさなければ、この規則に基づく障害はない。　

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�6'ܕ(委員会は意図する
スタンス区域の障害となるだけでは異常なコース状態からの救済を認めない
ローカルルールを࠾用することができる)参র。

wこの図はӈଧちのプレーヤーを定している。
w球が異常なコース状態(動かせない障害物を含む)(以ԼA$$)に৮れているか、中や
上にある場合(B1)、またはA$$が意図するスタンスやスイング区域(B2)の障害とな
る場合、A$$による障害から罰なしの救済が認められる。
wB1に対する全な救済のχヤレストϙイントは11で、そのA$$にとても近い所とな
る。
wB2に対する全な救済のχヤレストϙイントは12となる。そして、スタンスもその状
態をආけなければならないのでそのA$$からԕくなる。

プレーの方向

異常な
コース状態

P1 B1

P2
B2

救済
エリア

救済
エリア

ਤ16�1Bɿҟৗなίーεঢ়ଶにରする救済がೝめΒΕる場合
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(2)�救済は球がペナルティーエリアҎ֎のコース上のͲこにあって認められ
る。異常なコース状態による障害からの救済は次の両方をຬたす場合にのみ
規則16.1に基づいて認められる：

w 異常なコース状態がコース上(アウトオブバウンズではなく)にある。

w 球がペナルティーエリアҎ֎のコース上にある(ペナルティーエリアでの
プレーヤーの།一の救済は規則17に基づく)。

(3)�໌ らかにෆ߹ཧな߹、救済はない。次の場合、規則16.1に基づく救済は
ない：

w プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められない状態が理༝で球
をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(ྫえば、球が
ブッシϡの中にあるためにそのプレーヤーがストロークを行うことがで
きない場合)。

w プレーヤーがその状況Լでは明らかに不合理なクラブ、スタンスやスイ
ングのछྨ、プレーの方向を選択することによってのみ、その障害が生
じる場合。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�23'ܕ(委員会は、コースや
コース外のྟ࣌の動かせない障害物による障害に対して罰なしに救済を認める
ローカルルールを࠾用することができる)参র。

16�1C　δΣωラルΤリΞの球にରする救済
プレーヤーの球がδェネラルエリアにあり、コース上の異常なコース状態によ
る障害がある場合、プレーヤーは、次の救済エリアに元の球か別の球をドロッ
プすることによって罰なしの救済を受けることができる(規則14.3参র)：

w 基点：δェネラルエリアのશな救済のχヤレストϙイント。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の制
限がある：

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ δェネラルエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

{ その異常なコース状態によるすべての障害からの全な救済でなければならな
い。
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16�1D　バンカーの球の救済
プレーヤーの球がバンカー内にあり、そのコース上の異常なコース状態による
障害がある場合、そのプレーヤーは(1)に基づく罰なしの救済、または(2)に基づ
く罰ありの救済のいずれかの救済を受けることができる：

(1)�േな͠の救済：バンカーからプレーする。プレーヤーは規則16.1Cに基づい
て罰なしの救済を受けることができる。ただ͠、：

w શな救済のχヤレストϙイントと救済エリアはそのバンカーの中でな
ければならない。

w そのバンカーにશな救済のχヤレストϙイントがない場合、プレーヤー
は、救済エリアのための基点としてそのバンカー内の࠷େݶの救済をड

w �球がジェネラルエリアにあり、異常なコース状態による障害がある場合、罰なしの救
済が認められる。
w 全な救済のχヤレストϙイントを決めて、球をその救済エリア内にドロップし、球�
はその救済エリア内に止まらなければならない。
w �救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、ジェネ
ラルエリアでなければならない。
w �救済を受ける場合、プレーヤーはその異常なコース状態によるすべての障害から
全な救済を受けなければならない。

救済エリア
基点

元の球のՕ所
異常な
コース
状態

ਤ16�1CɿδΣωラルΤリΞのҟৗなίーεঢ়ଶ͔Βの罰なしの救済
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けることがͰ͖るϙイントを使用することにより、この救済を受けるこ
ともできる。

(2)�േあΓの救済：バンカーの֎ ( ઢ上の救済ํޙ ) からプレーすることɻ1േ
ଧで、プレーヤーは元の球か別の球( 規則 14.3 参র )を、元の球のՕ所とホー
ルを݁Ϳઢ上で、そのバンカーの外にドロップすることができる(球をドロッ
プすることができる後方の距離に制限はない)。ドロップしたときにその球
が最ॳに地面に৮れたઢ上のՕ所が救済エリアを定め、その救済エリアはそ
の地点からどの方向にも1クラブレングスとなる。͠か͠、次の制限がある。

w 救済エリアの場所の制限：

{ 元の球のՕ所よりホールに近づいてはならない。

{ ಉじバンカー以外であれば、どのコースエリアでもྑい。͠か͠、

w �図はӈଧちのプレーヤーを定している。
w�バンカー内の異常なコース状態が障害となる場合、規則16.1Cに基づいてバンカー
内で罰なしの救済を受けるか、1罰ଧでバンカーの外に救済を受けることができる。
w�バンカーの外での救済は元の球のՕ所とホールを݁Ϳઢ上に球をドロップして受け
ることができる。
w�その救済エリアはドロップしたときにその球が地面に最ॳに৮れたՕ所からどの方
向にも1クラブレングスとなる。

罰 打

異常な
コース
状態

救済
エリア

元の球のՕ所

救済
エリア

ドロップした球が最ॳに
ઢ上に৮れたՕ所

ਤ16�1DɿバンカーͰのҟৗなίーεঢ়ଶ͔Βの救済
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{ ドロップしたときに球が最ॳに৮れたのとಉじコースエリアでなけれ
ばならない。

16�1E　パッティンググリーンの球の救済
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にあり、そのコース上の異常なコー
ス状態による障害がある場合、プレーヤーは、規則14.2C(2)と規則14.2eに基づ
く球をリプレースする手続きにより、元の球か別の球をશな救済のχヤレス
トϙイントにプレースすることで、罰なしの救済を受けることができる。

w શな救済のχヤレストϙイントは、パッティンググリーン上かδェネラル
エリアのいずれかでなければならない。

w の救済ݶେ࠷、શな救済のχヤレストϙイントがない場合、プレーヤーは
をडけることがͰ͖るϙイントを基点としてこの罰なしの救済を受けること
もできる。この࠷େݶの救済をडけることがͰ͖るϙイントはパッティング
グリーン上かδェネラルエリアのいずれかでなければならない。

16�1F　ҟৗなίーεঢ়ଶのத上にあるがݟつ͔Βない球の救済
プレーヤーの球が見つかっておらず、その球がコース上の異常なコース状態の
中や上に止まったことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合、そのプ
レーヤーはストロークと距離の救済を受ける代わりに次の救済の選択肢を使用
することができる：

w プレーヤーは、球がコース上の異常なコース状態のԑを最後にԣったとਪ
定した地点にその球があったものとして決定したશな救済のχヤレストϙ
イントを使用して規則16.1CDdに基づいて救済を受けることできる。

w プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした࣌点で：

{ 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

{ このことは、その後、元の球が3分の捜索࣌間(規則6.3C参র)が終了する
前にコース上で見つかったとしてもಉじである。

͠か͠、球が異常なコース状態の中や上に止まったことがʮかっている、ま
たは࣮ࣄ上確࣮ʯではなくɼその球が紛失͍ͯ͠Δ場合、そのプレーヤーは規則
18.2に基づいてストロークと距離の救済を受けなければならない。

元の球のՕ所
全な救済の
χヤレストϙイント

異常な
コース
状態

ਤ16�1Eɿパッティンググリーン上のҟৗなίーεঢ়ଶ͔Βの罰なし
の救済

wこの図はࠨଧちのプレーヤーを定している。
w球がパッティンググリーン上にあり、異常なコース状態による障害がある場合、全な
救済のχヤレストϙイントに球をプレースすることによって罰なしの救済を受けること
ができる。
w全な救済のχヤレストϙイントはパッティンググリーンかジェネラルエリアのいずれ
かでなければならない。
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{ ドロップしたときに球が最ॳに৮れたのとಉじコースエリアでなけれ
ばならない。

16�1E　パッティンググリーンの球の救済
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にあり、そのコース上の異常なコー
ス状態による障害がある場合、プレーヤーは、規則14.2C(2)と規則14.2eに基づ
く球をリプレースする手続きにより、元の球か別の球をશな救済のχヤレス
トϙイントにプレースすることで、罰なしの救済を受けることができる。

w શな救済のχヤレストϙイントは、パッティンググリーン上かδェネラル
エリアのいずれかでなければならない。

w の救済ݶେ࠷、શな救済のχヤレストϙイントがない場合、プレーヤーは
をडけることがͰ͖るϙイントを基点としてこの罰なしの救済を受けること
もできる。この࠷େݶの救済をडけることがͰ͖るϙイントはパッティング
グリーン上かδェネラルエリアのいずれかでなければならない。

16�1F　ҟৗなίーεঢ়ଶのத上にあるがݟつ͔Βない球の救済
プレーヤーの球が見つかっておらず、その球がコース上の異常なコース状態の
中や上に止まったことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合、そのプ
レーヤーはストロークと距離の救済を受ける代わりに次の救済の選択肢を使用
することができる：

w プレーヤーは、球がコース上の異常なコース状態のԑを最後にԣったとਪ
定した地点にその球があったものとして決定したશな救済のχヤレストϙ
イントを使用して規則16.1CDdに基づいて救済を受けることできる。

w プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした࣌点で：

{ 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

{ このことは、その後、元の球が3分の捜索࣌間(規則6.3C参র)が終了する
前にコース上で見つかったとしてもಉじである。

͠か͠、球が異常なコース状態の中や上に止まったことがʮかっている、ま
たは࣮ࣄ上確࣮ʯではなくɼその球が紛失͍ͯ͠Δ場合、そのプレーヤーは規則
18.2に基づいてストロークと距離の救済を受けなければならない。

元の球のՕ所
全な救済の
χヤレストϙイント

異常な
コース
状態

ਤ16�1Eɿ�パッティンググリーン上のҟৗなίーεঢ়ଶ͔Βの罰なし
の救済

w�この図はࠨଧちのプレーヤーを定している。
w �球がパッティンググリーン上にあり、異常なコース状態による障害がある場合、全な
救済のχヤレストϙイントに球をプレースすることによって罰なしの救済を受けること
ができる。
w 全な救済のχヤレストϙイントはパッティンググリーンかジェネラルエリアのいずれ�
かでなければならない。
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16�1G　ҟৗなίーεঢ়ଶのதのプレー۠ࢭېҬにΑる障͔Β救済を
ड͚な͚ΕなΒない
次の各状況では、球はあるがままにプレーしてはならない：

(1)�球がペナルティーエリアҎ֎のコース上のプレーې止۠Ҭにある߹。プ
レーヤーの球がδェネラルエリア、バンカー、パッティンググリーンの異常
なコース状態の中や上のプレーې止۠Ҭにある場合：

w δェネラルエリアのプレーې止۠Ҭ。プレーヤーは、規則16.1Cに基づい
て罰なしの救済を受けなければならない。　

w バンカーのプレーې止۠Ҭ。プレーヤーは規則16.1D(1)や(2)に基づいて
罰なしの救済、または罰ありの救済を受けなければならない。

w パッティンググリーンのプレーې止۠Ҭ。プレーヤーは規則16.1dに基づ
いて罰なしの救済を受けなければならない。

(2)�プレーې止۠ҬがペナルティーエリアҎ֎のコース上にある球に対するプレー
ヤーのスタンスやスイングの障害となる߹の救済。プレーヤーの球がプ
レーې止۠Ҭの外のδェネラルエリア、バンカー、またはパッティンググ
リーンにあり、プレーې止۠Ҭ(異常なコース状態またはペナルティーエリ
アであるかどうかにかかわらず)がプレーヤーの意図するスタンス区域や意
図するスイング区域の障害となる場合、プレーヤーは次のいずれかのॲஔを
とらなければならない：

w その球がδェネラルエリア、バンカー、パッティンググリーンにあるか
どうかによって規則16.1CDdに基づいて認められる救済を受ける。

w 規則19に基づいてアンプレヤブルの球の救済を受ける。

ペナルティーエリアの球に対してプレーې止۠Ҭが障害となる場合にすること
については規則17.1e参র。

規則16�1にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

なಈ物のঢ়ଶݥة　�16�2

16�2B　救済がೝめΒΕる場合
ʮ危険な動物の状態ʯは、球をあるがままにプレーすると、球の近くの危険な
動物(ྫえば、ಟϔϏ、す๘、ϫχ、ώアリ、۽)により、プレーヤーが重ই
をෛう可能性がある場合にଘࡏする。
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プレーヤーは球がコース上のどこにあるかに関なく危険な動物の状態による
障害から規則16.2Cに基づいて救済を受けることができる。

この規則は、身ମに危害を及ぼす可能性のあるコース上の他の状況(ྫえば、サ
ボテン)には適用しない。

16�2C　ݥةなಈ物のঢ়ଶにରする救済
危険な動物の状態による障害がある場合：

(1)�球がペナルティーエリアҎ֎の所にある߹。その球がδェネラルエリ
ア、バンカー、パッティンググリーンにあるかどうかによって規則
16.1CDdに基づく救済を受けることができる。

(2)�球がペナルティーエリアにある߹。プレーヤーは罰なしの救済か、罰あり
の救済を受けることができる：

w 罰なしの救済：ペナルティーエリアからプレーする。プレーヤーは規則
16.1Cに基づいて罰なしの救済を受けることができる。ただ͠、શな救
済のχヤレストϙイントとその救済エリアはそのペナルティーエリア内
でなければならない。

w 罰ありの救済：ペナルティーエリアの外からプレーする。

{ プレーヤーは規則17.1dに基づいて罰ありの救済を受けることができる。

{ このペナルティーエリアの外でこの罰ありの救済を受けた後にその球
をプレーする場所に危険な動物の状態による障害がある場合、そのプ
レーヤーは加の罰なしに(1)に基づいて更なる救済を受けることがで
きる。

(3)�໌ らかにෆ߹ཧな߹、േな͠の救済はない。次の場合、規則16.2Cに基づ
く罰なしの救済はない：

w プレーヤーが罰なしに救済を受けることが認められていない状態が理༝
で、球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(ྫえば、
球がブッシϡの中にあるためにそのプレーヤーがストロークを行うこと
ができない場合)。

w プレーヤーがその状況Լでは明らかに不合理なクラブ、スタンスやスイ
ングのछྨ、プレーの方向を選択することによってのみ、その障害が生
じる場合。

この規則に関して、શな救済のχヤレストϙイントとは、危険な動物の状態
がଘࡏしない場所で最も近い地点(ホールには近づかない)を意味する。
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規則16�2にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対する߹：規則14�7Bに
くҰൠのേɻͮج

�16�3　໘に͘いࠐΜͰいる球

16�3B　救済がೝめΒΕる場合
(1)�球はδェネラルエリアにくい込んͰいなけれならない。プレーヤーの球が
δェネラルエリアにくい込んでいる場合にだけ規則16.3Cに基づいて救済が
認められる。

w 球がδェネラルエリア以外の場所にくい込んでいる場合、この規則に基
づく救済はない。

w ͠か͠、球がパッティンググリーンにくい込んだ場合、プレーヤーはそ
の球のՕ所をマークして拾い上げ、ふくことができ、その球のিܸによ
るଛইを修理してその球を元のՕ所にリプレースすることができる(規則
13.1D(2)参র)。　

ྫ֎ʵδェネラルエリアにくい込んだ球に対͠て救済が認められない߹：
次の場合、規則16.3Cに基づく救済はない：

w 球がフェアウェイの長さかそれ以Լにמっていないδェネラルエリアの
一部の࠭の中にくい込んでいる場合。

w プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められていない状態が理༝
で、球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(ྫえば、
球がブッシϡの中にあるためにそのプレーヤーがストロークを行うこと
ができない場合)。

(2)�球が地面にくい込んͰいるかの決定。プレーヤーの球は次の要件をຬたした
場合にだけ地面にくい込んでいることになる：

w そのプレーヤーの直前のストロークの݁Ռ作られた自らのϐッチマーク
の中にある。

w 球の一部が地表面以Լにある。

球が自らのϐッチマークの中にあるのか、別の球によって作られたϐッチマー
クの中にあるのかどうかプレーヤーがはっきりと分からない場合、入手でき
る情報からその球は自らのϐッチマークの中にあると݁づけることが合理
的である場合には、その球は地面にくい込んでいるものとして扱うことがで
きる。
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プレーヤーの直前のストローク以外の݁Ռとして球が地表面以Լにある場
合、その球は地面にくい込んでいることにはならない。ྫえば：

w ୭かに౿まれて球が地面にԡし込まれた。

w 球がۭ中にඈͿことなくそのまま地面にくい込んだ。

w 規則に基づいて救済を受けるときにドロップした球が地面にくい込んだ。

16�3C　໘に͘いࠐΜͩ球の救済
プレーヤーの球がδェネラルエリアにくい込んで、規則16.3aに基づいて救済
が認められる場合、そのプレーヤーは次の救済エリアに元の球か別の球をドロッ
プすることにより罰なしの救済を受けることができる(規則14.3参র)：

w 基点：δェネラルエリアで球が地面にくい込んでいる場所の直後のՕ所。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次の制
限がある：

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ δェネラルエリアでなければならない。

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

地ද面

球が地面にくい込んͰいる
球(自らのϐッチマークの中にある)の一部が
地表面以Լにある。

球が地面にくい込んͰいない
球がࣳの中にあるが、球の一部が地表面
以Լにはないので、救済はない。

球が地面にくい込んͰいる
球がに৮れていないというࣄ実にかかわらず、
球(自らのϐッチマークの中にある)の一部が
地表面以Լにある。

ਤ16�3Bɿ球が໘に͘いࠐΜͰいる場合
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委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�2'ܕ(委員会は、フェアウェ
イのࣳの長さかそれ以Լの区域の地面にくい込んだ球だけに救済を認めるロー
カルルールを࠾用することができる)参র。

規則16�3にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対する߹：規則14�7Bに
くҰൠのേɻͮج

ホールの方向

球が地面
にくい込んで
いる場所の
直後のՕ所 救済エリア

w球がジェネラルエリアの地面にくい込んでいる場合、罰なしの救済を受けることがで
きる。
w救済を受けるための基点は球が地面にくい込んでいる場所の直後のՕ所である。
w救済エリアは基点から1クラブレングスで、その基点よりホールに近づかない、ジェネ
ラルエリアでなければならない。
w球をその救済エリア内にドロップし、球はその救済エリア内に止まらなければならな
い。

ਤ16�3Cɿ໘に͘いࠐΜͩ球にରする罰なしの救済
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�16�4　救済がೝめΒΕるঢ়ଶのதにある͔Ͳ͏͔を͔֬めるた
めに球を拾い上げる

プレーヤーが自分の球は規則15.2、規則16.1または規則16.3に基づいて罰なし
の救済が認められる状態にあると合理的にߟえているが、その球を拾い上げず
にその状態を決定することができない場合：

w プレーヤーは救済が認められるのかどうかを確かめるためにその球を拾い上
げることができる。͠か͠：

w その球のՕ所をまずマークしなければならず、そして拾い上げた球をふいて
はならない(ただ͠、パッティンググリーン上を除く)(規則14.1参র)。

この合理的なߟえなしにプレーヤーが球を拾い上げた場合(ただ͠、パッティン
ググリーン上でプレーヤーが規則13.1Cに基づいて拾い上げることができる場
合を除く)、1േଧを受ける。

救済が認められ、プレーヤーが救済を受ける場合、そのプレーヤーが球を拾い
上げる前にその球のՕ所をマークしなかったり、拾い上げた球をふいたとして
も、罰はない。

救済が認められない場合、またはプレーヤーが認められている救済を受けない
ことを選んだ場合：

w プレーヤーが球を拾い上げる前にその球のՕ所をマークしなかったり、認め
られていないのに拾い上げた球をふいた場合、プレーヤーは1േଧを受け
る。

w その球を元のՕ所にリプレースしなければならない(規則14.2参র)。

規則16�4にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ
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罰ありの救済
規則17～19

VII
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規則�17

�17�1　ϖφルティーΤリΞの球のબࢶ

ペナルティーエリアはかԫのいずれかでඪ示する。この৭はプレーヤーの救
済の選択肢に影響する(規則17.1d参র)。

プレーヤーはペナルティーエリアからの救済を受けた後を含め、ペナルティー
エリアの外の球をプレーするためにそのペナルティーエリアの中に立つことが
できる。

17�1B　球がϖφルティーΤリΞにある場合
次の場合、球はペナルティーエリアにある：

w 球の一部がペナルティーエリアのԑの内ଆの地面、または他の物(ྫえば、自
然物や人物)の上にある、または৮れている。

w 球の一部がペナルティーエリアのԑや、ペナルティーエリアの他の部分の上
方にある。

球の一部がペナルティーエリアと別のコースエリアの両方にある場合は規則
2.2D参র。

17�1C　プレーヤーϖφルティーΤリΞ͔Β球をあるが··にプレーす
る͔、·た罰ありの救済をड͚ることがͰきる
プレーヤーは次のいずれかをすることができる：

w δェネラルエリアにある球に適用するಉじ規則に基づいて罰なしに球をある
がままにプレーする(つまりペナルティーエリアから球をどのようにプレーで
きるかを制限する特定の規則はない)。

w 規則17.1dか規則17.2に基づいて罰ありの救済を受けることによりそのペナ

規則の目తɿ

規則

規則17はペナルティーエリア(球が紛失したり、プレー不能となったりする
ことが多い水域や、委員会が定めた他のエリア)に対する特別規則である。プ
レーヤーはそのペナルティーエリアの外からプレーするために1罰打で特定
の救済の選択肢を使用することができる。

ϖφルティーΤリΞ17
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規則�17

ルティーエリアの外から球をプレーする。

ྫ֎ʵペナルティーエリアのプレーې止۠Ҭによる障害から救済をडけなけれ
ならない(規則17�1Fࢀর)ɻ

17�1D　ϖφルティーΤリΞにあるが、ݟつ͔Βない球にରする救済
プレーヤーの球が見つかっておらず、ペナルティーエリアに止まったことが
ʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯである場合：

w プレーヤーは規則17.1dか規則17.2に基づいて罰ありの救済を受けることが
できる。

w プレーヤーがこの方法で救済を受けるために別の球をインプレーにした࣌点で：

{ 元の球はもはやインプレーではなく、プレーしてはならない。

{ このことは、その後、捜索࣌間の3分が終了する前に元の球がコースで見
つかった場合でもಉじである(規則6.3C参র)。

͠か͠、球がペナルティーエリアに止まって紛失したことがʮかっている、
または࣮ࣄ上確࣮ʯではない場合、プレーヤーは規則18.2に基づくストローク
と距離の救済を受けなければならない。

17�1E　ϖφルティーΤリΞの球にରする救済
プレーヤーの球がペナルティーエリアにある場合(見つかっていなくてもペナル
ティーエリアにあることがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合を含む)、
プレーヤーには次の救済の選択肢がある。それͧれ1േଧで：

(1)�ストロークと距離の救済。プレーヤーは直前のストロークを行った場所から
元の球か別の球をプレーすることができる(規則14.6参র)。

ઢ上の救済。プレーヤーは元の球か別の球(規則14.3参র)を、元の球がํޙ�(2)
そのペナルティーエリアのԑを最後にԣった地点とホールを݁Ϳઢ上で、
そのペナルティーエリアの外にドロップすることができる(球をドロップす
ることができる後方の距離に制限はない)。ドロップしたときにその球が最
ॳに地面に৮れたઢ上のՕ所が救済エリアを定め、その救済エリアはその地
点からどの方向にも1クラブレングスとなる。͠か͠、次の制限がある。

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 元の球がペナルティーエリアのԑを最後にԣったとਪ定した地点よ
りホールに近づいてはならない。

{ ಉじペナルティーエリア以外であれば、どのコースエリアでもよい。
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͠か͠、

{ ドロップしたときに球が最ॳに৮れたのとಉじコースエリアでなけれ
ばならない。

X

X

1
2

േ ଧ

基点
ドロップした球が最ॳにઢ上に৮れたՕ所

救済エリア

球がペナルティーエリアに
入った地点

図�����.�E：イエϩーϖφϧティーエリアͷ球にର͢るࡁٹ

球がイエローペナルティーエリアにあることが分かっているか、ࣄ実上確実で、プレー
ヤーが救済を受けたい場合、そのプレーヤーは2つのબࢶがある。それͧれ1罰ଧで
プレーヤーは次のことができる：
(1)��直前のストロークを行った場所に基づき救済エリアから球をプレーすることによっ
てストロークと距離の救済を受ける。

(2)��ホールと9点を݁んだ後方ઢ上のペナルティーエリアの外に球をドロップすること
によって後方ઢ上の救済を受ける。

規則�17
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X
2

3

1

X

基点

球がペナルティーエリアに入った地点
�ドロップした球が最ॳにઢ上に৮れたՕ所

救済エリア

േ ଧ

図�2���.�E：Ϩουϖφϧティーエリアͷ球にର͢るࡁٹ

球がレッドペナルティーエリアにあることが分かっているか、ࣄ実上確実で、プレー
ヤーが救済を受けたい場合、プレーヤーには3つのબࢶがある。それͧれ1罰ଧで、
プレーヤーは次のことができる。
(1)��直前のストロークを行った場所に基づき救済エリアから球をプレーすることによっ
てストロークと距離の救済を受ける。

(2)��ホールと9点を݁んだ後方ઢ上のペナルティーエリアの外に球をドロップすること
によって後方ઢ上の救済を受ける。

(3)��ラテラル救済を受ける(レッドペナルティーエリアに限る)。救済を受けるための基点
は9点で、球は2クラブレングスで9点よりホールに近づかない救済エリアの中にド
ロップし、その中からプレーしなければならない。

(3)�ラテラル救済(レッドペナルティーエリアにݶる)。球がレッドペナルティー
エリアのԑを最後にԣった場合、プレーヤーは元の球か別の球を次のラテ
ラル救済エリアにドロップすることができる(規則14.3参র)：

w 基点：元の球がそのレッドペナルティーエリアのԑを最後にԣったと
ਪ定した地点。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：2クラブレングス。͠か͠、次の
制限がある：

w 救済エリアの場所の制限：

規則�17
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{ 基点よりホールに近づいてはならない。

{ ಉじペナルティーエリア以外であればどのコースエリアでもよい。
͠か͠、

{ 基点から2クラブレングス以内にコースエリアがෳ数ある場合、球はそ
の球を救済エリアにドロップしたときに最ॳに৮れたのとಉじコース
エリアの救済エリアに止まらなければならない。

規則25�4N(ंྠきの移動器具を使うプレーヤーのために、規則17.1d(3)
はラテラル救済エリアを4クラブレングスに拡大するよう修正される)を参
র。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�2#ܕ(委員会はホールか
ら距離にあるレッドペナルティーエリアの反対ଆでのラテラル救済を認め
るローカルルールを࠾用することができる)参র。

17�1F　ϖφルティーΤリΞのプレー۠ࢭېҬにΑる障͔Β救済をड
͚な͚ΕなΒない
次の各状況の場合、プレーヤーはあるがままに球をプレーしてはならない：

(1)�球がペナルティーエリアのプレーې止۠Ҭにある߹。そのプレーヤーは規
則17.1dまたは規則17.2に基づいて罰ありの救済を受けなければならない。

この規則に基づいて救済を受けた後にそのプレーヤーがプレーې止۠Ҭから
の障害を受ける場合、その球をあるがままにプレーしてはならない。そのプ
レーヤーは規則16.1G(2)に基づいてさらに救済を受けなければならない。

(2)�コース上のプレーې止۠Ҭがペナルティーエリアの球に対するスタンスやス
イングの障害となる。プレーヤーの球がプレーې止۠Ҭ(異常なコース状態
にあるかペナルティーエリアにあるかにかかわらず)の外のペナルティーエ
リアにあるが、そのプレーې止۠Ҭがそのプレーヤーの意図するスタンス区
域や意図するスイング区域の障害となっている場合、プレーヤーは次のいず
れかのॲஔをとらなければならない：　

w 規則17.1dまたは規則17.2に基づきそのペナルティーエリアの外で罰あり
の救済を受ける。

w 元の球か別の球をそのペナルティーエリアの次の救済エリア(救済エリア
がある場合)にドロップすることにより罰なしの救済を受ける(規則14.3参
র)：

{ 。શな救済のχヤレストϙイント止۠Ҭからのې：そのプレーج

規則�17

"�@ຊنଇॻ$MFBO@7**@1��������JOEE������ ������������������



169

{ ଌする救済エリアのサイズ：1クラブレングス。͠か͠、次ܭからج
の制限がある：

{ 救済エリアの所にؔする੍ݶ：

r 球が止まっているಉじペナルティーエリアでなければならない。

r 基点よりホールに近づいてはならない。

(3)�໌ らかにෆ߹ཧな߹、救済はないɻ

次の場合は(2)に基づくプレーې止۠Ҭによる障害からの罰なしの救済はな
い：

w プレーヤーが罰なしの救済を受けることが認められていない状態が理༝
で球をあるがままにプレーすることが明らかに不合理な場合(ྫえば、球
がブッシϡの中にあるためそのプレーヤーがストロークを行うことがで
きない場合)。

w プレーヤーがその状況Լでは明らかに不合理なクラブ、スタンスやスイ
ングのछྨ、プレーの方向を選択することによってのみ、障害が生じる
場合。

ペナルティーエリア以外の場所にある球に対してプレーې止۠Ҭによる障害が
ある場合にすることについては規則16.1G参র。

規則17�1にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

�17�2　ϖφルティーΤリΞ͔Β球をプレーしたޙのબࢶ

17�2B　ϖφルティーΤリΞ͔Βプレーした球がಉじϖφルティーΤリΞ
͔、別のϖφルティーΤリΞにࢭ·ͬた場合
ペナルティーエリアからプレーした球がಉじペナルティーエリアか、別のペナ
ルティーエリアに止まった場合、その球をあるがままにプレーすることができ
る(規則17.1C参র)。

または、1േଧͰ、プレーヤーは次の選択肢に基づいて救済を受けることがで
きる：

(1)�通常の救済のબࢶ。プレーヤーは規則17.1d(1)に基づくストロークと距離
の救済か規則17.1d(2)に基づく後方ઢ上の救済を受けることができ、また
レッドペナルティーエリアについては規則17.1d(3)に基づくラテラル救済を
受けることができる。　

規則�17
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規則17.1d(2)か(3)に基づき、救済エリアを決定するために使用するਪ定さ
れる地点はその元の球がࠓあるペナルティーエリアのԑを最後にԣった所
となる。

プレーヤーがストロークと距離の救済を受けるために球をペナルティーエリ
アにドロップしたが(規則14.6参র)、その後でそのドロップした球が止まっ
た所からプレーしないことにした場合：

w プレーヤーは、規則17.1d(2)か、(3)(レッドペナルティーエリアの場合)、
または17.2a(2)に基づいてそのペナルティーエリアの外でさらなる救済を
受けることができる。

w プレーヤーがそうする場合、そのプレーヤーはさらに1േଧを受けなけれ
ばならず、߹ܭͰ2േଧとなる：ストロークと距離の救済を受けたことに
対する1ଧと、ペナルティーエリアの外で救済を受けたことに対する1ଧ。

(2)�Ճの救済のબࢶ：ペナルティーエリアの֎Ͱޙ࠷にストロークを行った
所からプレーすること。(1)に基づく通常の救済の選択肢の1つを使用する
代わりに、プレーヤーはそのペナルティーエリアの外で最後にストロークを
行った場所から元の球か別の球をプレーすることを選択することができる
(規則14.6参র)。

規則�17
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A

B

X

1

3

2

4

X

基点
救済エリア

ドロップした球が最ॳにઢ上に৮れたՕ所
球がペナルティーエリアに入った地点

図�����.2B：�ϖφϧティーエリア͔ΒϓϨーͨ͠球がಉ͡ϖφϧティーエ
リア内にࢭ·る

プレーヤーはティーイングエリアからペナルティーエリア内のA点にプレーをした。プ
レーヤーはA点からB点にその球をプレーした。プレーヤーが救済を受けることを選ん
だ場合、1罰ଧで、4つのબࢶがある。プレーヤーは次のことができる：
(1)��直前のストロークを行った場所A点に基づく救済エリアから球をプレーすることに
よってストロークと距離の救済を受け、ୈ4ଧとしてプレーする。

(2)��ホールと9点を݁んだ後方ઢ上で、そのペナルティーエリアの外に球をドロップする
ことによって後方ઢ上の救済を受け、ୈ4ଧとしてプレーする。

(3)��ラテラル救済を受ける(レッドペナルティーエリアに限る)。救済を受けるための基点
は9点で、球を2クラブレングスで9点よりホールに近づかない救済エリアの中にド
ロップし、ୈ4ଧをプレーする。

(4)��プレーヤーがそのペナルティーエリアの外で最後にストロークを行った場所となる
ティーイングエリアから球をୈ4ଧとしてプレーする。

プレーヤーが選択肢(1)を選んだ後にドロップした球をプレーしないことにした場合、
更に1罰ଧを加え、合計で2罰ଧでそのプレーヤーは9点を基に後方ઢ上の救済か、ラ
テラル救済を受けるか、ティーイングエリアから再ͼプレーすることができ、それはୈ5
ଧ目となる。

規則�17
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3

B

A
X

2

1

4

X 球がペナルティーエリアに入った地点
ドロップした球が最ॳにઢ上に৮れたՕ所
基点
救済エリア

図�2���.2B：�ϖφϧティーエリア͔ΒϓϨーͨ͠球がҰग़͔ͯΒ࠶ͼಉ
͡ϖφϧティーエリア内にࢭ·る

プレーヤーはティーイングエリアからペナルティーエリア内のA点にプレーをした。プ
レーヤーはA点からその球をプレーし、9点をԣってB点に止まった。プレーヤーが
救済を受けることを選んだ場合、1罰ଧで、4つのબࢶがある。プレーヤーは次のこ
とができる：
(1)��直前のストロークを行った場所A点に基づく救済エリアから球をプレーすることに
よってストロークと距離の救済を受け、ୈ4ଧとしてプレーする。

(2)��ホールと9点(球が最後にペナルティーエリアのԑをԣった地点)を݁んだઢ上の
ペナルティーエリアの外に球をドロップすることによって後方ઢ上の救済を受け、
ୈ4ଧとしてプレーする。

(3)��ラテラル救済を受ける(レッドペナルティーエリアに限る)。救済を受けるための基点
は9点となり、球を2クラブレングスで9点よりホールに近づかない救済エリアにド
ロップしてプレーしなければならず、プレーヤーはୈ4ଧをプレーする。

(4)��プレーヤーがそのペナルティーエリアの外で最後にストロークを行った場所となる
ティーイングエリアから球をୈ4ଧとしてプレーする。

プレーヤーが選択肢(1)を選んだ後にドロップした球をプレーしないことにした場合、
更に1罰ଧを加え、合計で2罰ଧでそのプレーヤーは9点を基に後方ઢ上の救済か、ラ
テラル救済を受けるか、ティーイングエリアから再ͼプレーすることができ、それはୈ5
ଧ目となる。

規則�17
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17�2C　ϖφルティーΤリΞ͔Βプレーした球が、ΞウτΦϒバウンζ、
ϖφルティーΤリΞの֎Ͱฆࣦ·たΞンプレヤϒルとなͬた場合
プレーヤーがペナルティーエリアから球をプレーした後、元の球が次のいずれ
かとなったことにより、ストロークと距離の救済を受けなければならない場合
や、そうすることを選Ϳ場合がある：

w アウトオブバウンズやペナルティーエリアの外で紛失(規則18.2参র)。

w ペナルティーエリアの外でアンプレヤブル(規則19.2a参র)。

プレーヤーがストロークと距離の救済を受けるために球をペナルティーエリア
にドロップしたが(規則14.6参র)、その後でそのドロップした球が止まった所
からプレーしないことにした場合：

w プレーヤーは規則17.1d(2)か、(3)(レッドペナルティーエリアの場合)、また
は規則17.2a(2)に基づいてそのペナルティーエリアの外でさらなる救済を受
けることができる。

w プレーヤーがそうする場合、そのプレーヤーはさらに1േଧを受けなければ
ならず、߹ܭͰ2േଧとなる：ストロークと距離の救済を受けたことに対す
る1ଧと、ペナルティーエリアの外で救済を受けたことに対する1ଧ。

プレーヤーは最ॳに球をそのペナルティーエリアにドロップせずに、そのペナ
ルティーエリアの外で直そのような救済を受けることができる。͠か͠、こ
の場合も߹ܭͰ2േଧを受ける。

規則17�2にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

�17�3　ϖφルティーΤリΞの球にରして他の規則に基ͮ͘救
済ない

プレーヤーの球がペナルティーエリアにある場合、次に対する救済はない：

w 異常なコース状態による障害(規則16.1)。

w 地面にくい込んでいる球(規則16.3)。

w アンプレヤブルの球(規則19)。

そのプレーヤーの།一の救済の選択肢は規則17に基づいて罰ありの救済を受け
ることである。

͠か͠、危険な動物の状態がペナルティーエリアの球のプレーに対して障害と
なる場合、そのプレーヤーはペナルティーエリアで罰なしの救済、またはペナ

規則�17
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ルティーエリアの外で罰ありの救済を受けることができる(規則16.2C(2)参র)。

規則�17
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18�1　ετϩーΫとڑの罰に基ͮ͘救済いつͰೝめΒ
Εる

いつでも、プレーヤーは、1േଧを加え、直前のストロークが行われた場所か
ら元の球か別の球をプレーすることによって、ストロークと距離の救済を受け
ることができる(規則14.6参র)。

プレーヤーは常にストロークと距離の救済の選択肢を持っている：

w プレーヤーの球がコース上のどこにあっても。

w 規則がプレーヤーに特定の方法で救済を受けることや、特定の場所からプレー
することを求めている場合であっても。

プレーヤーがストロークと距離の罰に基づいて別の球をインプレーにした࣌点
で(規則14.4参র)：

w 元の球はもはやインプレーの球ではなく、プレーしてはならない。

w このことは、その後、元の球が3分の捜索࣌間(規則6.3C参র)が終了する前に
コース上で見つかったとしてもಉじである。

͠か͠、このことはプレーヤーが次の場合に直前のストロークを行った所から
プレーすることになる球には適用しない：

w プレーヤーが暫定球のプレーをએ言する場合(規則18.3C参র)。

w 規則14.7Cや規則20.1D(3)に基づいてストロークプレーでୈ2の球をプレーす
る場合。

規則�18

規則の目తɿ

規則

規則18は、ストロークと距離の罰に基づく救済を受けることを扱っている。
球がペナルティーエリア以外の場所で紛失したり、アウトオブバウンズに止
まった場合、ティーイングエリアからホールへとプレーすることの連続性が
途絶える；そのプレーヤーは直前にストロークを行った場所から再びプレー
をすることによってその連続性を取り戻さなければならない。

この規則はインプレーの球がアウトオブバウンズとなったかもしれない、ま
たはペナルティーエリア以外の場所で紛失したかもしれない場合に時間節約
のために暫定球をプレーすることができる場合と方法を扱っている。

ετϩーΫとڑの救済、ฆࣦ球、
ΞウτΦϒバウンζ、定球18
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�18�2　球がฆࣦ·たΞウτΦϒバウンζɿετϩーΫとڑ
の救済をड͚な͚ΕなΒない

18�2B　球がฆࣦ·たΞウτΦϒバウンζとなる場合
(1)�球が紛失となる߹。プレーヤー、またはそのキャディーが球を捜し始めて
から3分以内に見つけることができなければ、その球は紛失となる。

球がその࣌間内に見つかったが、それがプレーヤーの球であるかどうかはっ
きりしない場合：

w プレーヤーは速やかにその球の確認(規則7.2参র)をしようとしなければ
ならず、3分の球の捜索࣌間が終わった後であっても、確認をするための
合理的な࣌間が認められる。

w このことには、球が見つかった場所にプレーヤーがいない場合に球の所
に行くための合理的な࣌間が含まれる。

プレーヤーが合理的な࣌間内に球を自分の球と確認できない場合、その球は
紛失となる。

(2)�球がアウトオブバウンズとなる߹。止まっている球全ମがコースの境界ԑ
の外にある場合にのみ、その球はアウトオブバウンズとなる。

次の場合、球はインバウンズとなる：

w 球の一部が境界ԑの内ଆの地面やその他の物(ྫえば、自然物や人物)の
上にあるか৮れている。

w 球の一部が境界ԑやコースの他の部分の上方にある場合。

プレーヤーはコース上の球をプレーするためにアウトオブバウンズに立つこ
とができる。

規則�18
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球は球全ମがコースの境界ԑの外にある場合にのみアウトオブバウンズとなる。この
図では球がいつインバウンズで、いつアウトオブバウンズとなるのかを明示している。

アウトオブバウンズ アウトオブバウンズ

コースコース

インバウンズの球

アウトオブバウンズの球

図��.2B：球がアτΦϒόンζͱͳる場合

境界ԑはߌのコースଆを地表レϕルで݁
んだઢによって定められる。そしてそのߌ
はアウトオブバウンズとなる。

境界ԑはそのઢのコースଆのԑとなり、そ
のઢ自ମはアウトオブバウンズとなる。

18�2C　球がฆࣦ、·たΞウτΦϒバウンζとなͬた場合に͏ߦこと
球が紛失、またはアウトオブバウンズとなった場合、プレーヤーは、1ଧのേ
を加え、直前のストロークを行った所から元の球か別の球をプレーすることに
よってストロークと距離の救済を受けなければならない(規則14.6参র)。

ྫ֎ʵ球に͖ىたことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな߹、プレー
ヤーは他の規則にͮجいてผの球にऔΓସ͑ることがͰ͖る：ストロークと距
離の救済を受ける代わりに、プレーヤーは自分の球が見つからない場合、また
は球が次の状態となっていることがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場
合に適用する規則に基づいて別の球にऔΓସ͑ることができる：　

w 球がコース上に止まり、֎త影響が動か͠た(規則9.6参র)、または別のプレー
ヤーが誤球としてプレーした(規則6.3D(2)参র)。

規則�18
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w 球がコース上の動かせる障害物(規則15.2C参র)や異常なコース状態(規則
16.1e参র)の中や上に止まった。

w 球がペナルティーエリアにある(規則17.1D参র)。

w 他の人が故意に球の方向を変えたり、止めた(規則11.2D参র)。

規則18�2にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

定球　�18�3

18�3B　定球がೝめΒΕる場合
球がペナルティーエリア以外の場所で紛失、またはアウトオブバウンズとなっ
たかもしれない場合、࣌間અ約のためにプレーヤーはストロークと距離の罰(規
則14.6参র)に基づき暫定的に別の球をプレーすることができる。

このことは次の場合を含む：

w 元の球が見つからず確認できないが、まだ紛失にはなっていない。

w 球がペナルティーエリアで紛失したかもしれないが、コース上の他のどこか
で紛失している可能性もある。

w 球がペナルティーエリアで紛失したかもしれないが、アウトオブバウンズと
なった可能性もある。

プレーヤーが直前のストロークを行った場所から暫定球をプレーする意図を
持ってストロークを行ったが、その暫定球が認められない場合、プレーされた
その球はストロークと距離の罰に基づいてそのプレーヤーのインプレーの球と
なる(規則18.1参র)。

暫定球そのものがペナルティーエリア以外の場所で紛失、またはアウトオブバ
ウンズとなったかもしれない場合：

w プレーヤーは別の暫定球をプレーすることができる。

w その暫定球と最ॳの暫定球の関は、元の球に対する最ॳの暫定球の関と
ಉじである。　

18�3C　定球のプレーをએݴすること
ストロークを行う前に、プレーヤーは暫定球をプレーすることを୭かにએ言し
なければならない：

規則�18
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w プレーヤーが別の球をプレーすることや再プレーを行うことを単に言うだけ
ではे分ではない。

w プレーヤーはʮ暫定球ʯという言༿か、プレーヤーが規則18.3に基づいて暫
定的に球をプレーすることを別の方法で明確に示さなければならない。

プレーヤーが(暫定球をプレーする意ࢥがあったとしても)それを୭かにએ言せ
ずに、直前のストロークを行った場所から球をプレーした場合、その球はスト
ロークと距離の罰のもとにそのプレーヤーのインプレーの球となる(規則18.1参
র)。

͠か͠、プレーヤーのએ言をฉく人が近くに୭もいなければ、そのプレーヤー
は暫定球をプレーした後で、暫定球をプレーしたことを୭かにࠂげることがで
きるようになったときに、そうすればྑい。

18�3D　定球がΠンプレーの球となる、·た์غする·Ͱͦの定
球をプレーする
(1)�暫定球をଓけてプレーする。プレーヤーは、元の球があるとਪ定する場所と
ホールから距離、またはホールからԕい所から暫定球を続けてプレーする
限りにおいては暫定球としての状態のままその球でプレーを続けることがで
きる。

このことはその暫定球を数回プレーしたとしてもಉじである。

͠か͠、(2)に基づいて暫定球がインプレーの球となったとき、または(3)に
基づいて์غされ、したがって誤球となったとき、その球は暫定球ではなく
なる。

(2)�暫定球がインプレーの球となる߹。次のいずれかの状況の場合、暫定球が
ストロークと距離の罰のもとにそのプレーヤーのインプレーの球となる：

w 元の球がペナルティーエリア以外のコースで紛失した場合、またはアウ
トオブバウンズであった場合。元の球はもはやインプレーではなくなり
( 元の球がその後で 3分の捜索࣌間が終了した後にコース上で見つかった
としても )、誤球となるのでプレーしてはならない ( 規則 6.3D 参র )。

w 元の球があるとਪ定する場所よりホールに近いՕ所から暫定球をプレー
した場合。元の球はもはやインプレーではなくなり ( 元の球がその後で 3
分の捜索࣌間が終了する前にコース上で見つかったり、ਪ定していた所
よりホールに近い所で見つかったとしても )、誤球となるのでプレーして
はならない ( 規則 6.3D 参র )。

プレーヤーが暫定球を元の球とಉじような場所にプレーし、どちらの球が元

規則�18
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の球か別できない場合：

w 2つの球の1つだけがコースにある場合、その球が暫定球として扱われ、
インプレーとなる。　

w 両球ともコースで見つかった場合、プレーヤーはその両球のうちの1つを
インプレーとなる暫定球として扱うことを選択しなければならず、他の
球はもはやインプレーではない元の球として扱われ、プレーしてはなら
ない。

B

A

元の球

暫定球

図��.�D：ݩ�ͷ球があるͱਪఆ͢る場ॴΑΓϗーϧに͍ۙՕॴ͔ΒϓϨー
ఆ球ͨ͠

•  ティーイングエリアからプレーしたプレーヤーの元の球がブッシϡの中で紛失したか
も知れないので、そのプレーヤーは暫定球をએ言してプレーし、その暫定球はA点に
止まった。

•  A点は元の球があるとਪ定する場所よりホールからԕいので、プレーヤーはA点から
暫定球を暫定球としての状態のままプレーすることができる。

•  プレーヤーはA点からB点に暫定球をプレーした。
•  B点は元の球があるとਪ定する場所よりホールに近いので、プレーヤーがB点から暫
定球をプレーした場合、その暫定球はストロークと距離の罰のもとにインプレーの球
となる。

規則�18
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ྫ֎ʵ球に͖ىたことがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな߹、
プレーヤーは他の規則にͮجいてผの球にऔΓସ͑ることがͰ͖る：プレー
ヤーの球が見つからず、その球が次の状態となっていることがʮかってい
る、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合、そのプレーヤーには加の選択肢がある：

w 球がコース上に止まり、֎త影響が動か͠た(規則9.6参র)。

w 球がコース上の動かせる障害物(規則15.2C参র)や異常なコース状態(規則
16.1e参র)の中や上に止まった。

w 他の人が故意に球の方向を変えたり、止めた(規則11.2D参র)。

これらの規則の1つを適用する場合、プレーヤーは次のいずれかをすること
ができる：

w その規則に基づいて別の球にऔΓସ͑る。

w ストロークと距離の罰に基づきその暫定球をインプレーの球として扱う。

(3)�暫定球を์͠غなけれならない߹。暫定球がまだインプレーの球となって
いない状況で、次のいずれかの場合には暫定球を์غしなければならない：

w 元の球が、3分の捜索࣌間が終了する前にペナルティーエリア以外のコー
スで見つかった場合。プレーヤーはその元の球をあるがままにプレーし
なければならない。

w 元の球がペナルティーエリアで見つかった、またはペナルティーエリア
にあることがʮかっている、または࣮ࣄ上確࣮ʯな場合。プレーヤー
は元の球をあるがままにプレーするか、規則17.1dに基づいて罰ありの救
済を受けなければならない。

いずれの場合も：

w プレーヤーはもはや誤球(規則6.3D参র)となっているその暫定球に一ス
トロークを行ってはならない。

w 暫定球を์غする前の暫定球でのすべてのストローク(行ったストローク
と単にその球をプレーしたことに対する罰ଧを含む)はカウントしない。

プレーヤーが暫定球でプレーを続けたい場合、そのプレーヤーは他の人たち
に元の球を捜さないようにґཔできる、͠か͠、൴らに従う義はない。

暫定球がまだインプレーの球になっておらず、そして元の球かもしれない
球が見つかった場合、そのプレーヤーはその球を確認するために合理的な
あらゆる力をしなければならない。そうしなかった場合、委員会がその
行動をゲームのਫ਼ਆに反するॏେなҧであると決定したときは、規則
1.2aに基づいてそのプレーヤーを失֨とすることができる。

規則�18

"�@ຊنଇॻ$MFBO@7**@1��������JOEE������ ������������������



182

�19�1　プレーヤー、ϖφルティーΤリΞҎ֎のͲこͰͰ、
Ξンプレヤϒルの球の救済をड͚ることをܾめる
ことがͰきる

プレーヤーは、規則19.2や規則19.3に基づいて罰ありの救済を受けることによ
り自分の球をアンプレヤブルとして扱うことを決定できる།一の人である。

アンプレヤブルの球の救済は、ペナルティーエリアをআ͖、コース上のどこで
でも認められる。

球がペナルティーエリアでプレーできない場合、プレーヤーの།一の救済の選
択肢は規則17に基づいて罰ありの救済を受けることである。

�19�2　δΣωラルΤリΞパッティンググリーンͰのΞンプ
レヤϒルの球にରする救済のબࢶ

プレーヤーはいずれも1േଧとなる規則19.2aCDの3つの選択肢の1つを使用し
てアンプレヤブルの球の救済を受けることができる。

• 元の球が見つからなかったり、確認できなかったとしても、プレーヤーは規
則19.2aに基づいてストロークと距離の救済を受けることができる。

• ͠か͠、規則19.2Cに基づく後方ઢ上の救済や、規則19.2Dに基づくラテラル
救済を受けるためには、プレーヤーは元の球のՕ所を分かっていなければな
らない。

19�2B　ετϩーΫとڑの救済
プレーヤーは直前のストロークが行われた場所から元の球か別の球をプレーす
ることができる(規則14.6参র)。

規則の目తɿ

規則

規則19はアンプレヤブルの球に対するプレーヤーのいくつかの救済の選択肢
を扱っている。この規則はプレーヤーにコース(ペナルティーエリアを除く)
の難しい状況から脱出するために通常は1罰打で使用する選択肢を選ぶこと
を認めている。

Ξンプレヤϒルの球19

規則�19

"�@ຊنଇॻ$MFBO@7**@1��������JOEE������ ������������������



183

19�2C　ޙ方ઢ上の救済
プレーヤーは元の球か別の球(規則14.3参র) を、元の球のՕ所とホールを݁Ϳ
ઢ上で、その元の球のՕ所の後方にドロップすることができる(球をドロップす
ることができる後方の距離に制限はない)。ドロップしたときにその球が最ॳに
地面に৮れたઢ上のՕ所が救済エリアを定め、その救済エリアはその地点から
どの方向にも1クラブレングスとなる。͠か͠、次の制限がある。

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 元の球のՕ所よりホールに近づいてはならない。

{ どのコースエリアでもྑい。͠か͠、

{ ドロップしたときに球が最ॳに৮れたのとಉじコースエリアでなければ
ならない。

19�2D　ラテラル救済
プレーヤーは元の球か別の球をラテラル救済エリアにドロップすることができ
る(規則14.3参র)：

w 基点：元の球のՕ所。͠か͠、球が地面より上にある場合(ྫえば、の
上)、基点はその球のՕ所のਅԼの地面の地点となる。

w 基点から計ଌする救済エリアのサイズ：2クラブレングス。͠か͠、次の制
限がある：

w 救済エリアの場所に関する制限：

{ 基点よりホールに近づいてはならない。

{ どのコースエリアでもよい。͠か͠、

{ 基点から2クラブレングス以内にコースエリアがෳ数ある場合、その球は
救済エリアにドロップしたときに最ॳに৮れたのとಉじコースエリアの
救済エリアに止まらなければならない。

規則25�4N (ंྠきの移動器具を使うプレーヤーのために、規則19.2Dはラテ
ラル救済エリアを4クラブレングスに拡大するよう修正される)を参র。

規則19�2にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

規則�19
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1

3

2

�基点�
�ドロップした球が最ॳにઢ上に৮れたՕ所�

救済エリア�

േ ଧ

図��.2：δΣωϥϧエリアͷアンϓϨϠϒϧͷ球にର͢るࡁٹͷબࢶ

プレーヤーはブッシϡの中の球をアンプレヤブルにすることを決めた。そのプレーヤー
には3つのબࢶがあり、それͧれ1罰ଧを加え、プレーヤーは次のことができる：
(1)�直前のストロークを行ったՕ所に基づき救済エリアから球をプレーすることによっ
てストロークと距離の救済を受ける。

(2)�元の球のՕ所とホールを݁んだその元の球の後方ઢ上に球をドロップすることに
よって後方ઢ上の救済を受ける。

(3)�ラテラル救済を受ける。救済を受けるための基点は元の球のՕ所で、球は2クラブ
レングスでその基点よりホールに近づかない救済エリアの中にドロップし、その中
からプレーしなければならない。�

�19�3　バンカーのΞンプレヤϒルの球にରする救済のબࢶ

19�3B　௨ৗの救済のબࢶ	1罰ଧ

プレーヤーの球がバンカーにある場合：

w プレーヤーは規則19.2の選択肢のいずれかに基づいて1േଧでアンプレヤブ
ルの救済を受けることができる。ただ͠、

w プレーヤーが後方ઢ上の救済(規則19.2C参র)か、ラテラル救済(規則19.2D参
র)のいずれかを受ける場合、球をそのバンカー内にドロップし、球はそのバ

規則�19
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ンカー内に止まらなければならない。

1

2

3

4

േ ଧ

േ ଧ

േ ଧ

�基点�
�ドロップした球が最ॳにઢ上に৮れたՕ所�

救済エリア�

േ ଧ

図��.�：όンΧー内ͰアンϓϨϠϒϧͷ球ͷࡁٹͷબࢶ

プレーヤーはバンカー内の球をアンプレヤブルであると決めた。そのプレーヤーには4
つのબࢶがある。
(1)�1罰ଧで、プレーヤーはストロークと距離の救済を受けることができる。
(2)�1罰ଧで、プレーヤーはバンカー内で後方ઢ上の救済を受けることができる。
(3)�1罰ଧで、プレーヤーはバンカー内でラテラル救済を受けることができる。
(4)�合計で2罰ଧで、プレーヤーはバンカーの外で後方ઢ上の救済を受けることができ
る。

19�3C　Ճの救済のબࢶ	2罰ଧ

プレーヤーの球がバンカーにある場合の加の救済の選択肢として、߹2ܭേ
ଧで、プレーヤーは規則19.2Cに基づいてバンカーの外ଆで後方ઢ上の救済を
受けることができる。

規則25�4O� (ंྠきの移動器具を使うプレーヤーのために、規則19.3Cの後方
ઢ上の救済は1罰ଧにܰ減される)を参র。

規則19�3にҧ͠て誤所から球をプレー͠たことに対するേ：規則14�7Bにج
ͮくҰൠのേɻ

規則�19
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規則を適用するときに問題が
生じた場合のプレーヤーと
委員会のための処置

規則20

VIII
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規則�20

�20�1　ラウンドதに生じた規則問題のղܾ

20�1B　プレーヤープレーをෆにΒͤてなΒない
プレーヤーはラウンド中に規則の援助を求める際、プレーを不当に遅らせては
ならない：

w レフェリーや委員会が規則問題の援助のために合理的な࣌間内にݱれない場
合、プレーヤーはԿをするかを決定し、プレーを続けなければならない。

w プレーヤーは、マッチプレーでは裁定を求めること(規則20.1C(2)参র)、ス
トロークプレーでは2つの球をプレーすること(規則20.1D(3)参র)により、自
身のݖརを守ることができる。

20�1C　ϚッνプレーͰの規則問題
(1)�ಉ意による問題解決。ラウンド中、マッチプレーのプレーヤーは規則問題の
決定方法にಉ意することができる：

w そのಉ意の内容が規則のԼでは誤りであることが明した場合でも、プ
レーヤーが知っている規則や罰の適用をແࢹすることにಉ意したのでな
い限り(規則1.3C(1)参র)、そのಉ意は最終である。

w ͠か͠、レフェリーがマッチにಉ行する場合、そのレフェリーは࣌間内
にؾづいたすべての問題を裁定しなければならず(規則20.1C(2)参র)、プ
レーヤーはその裁定に従わなければならない。

レフェリーがいないときに、プレーヤーが規則をどのように適用するのかに
ついてಉ意していない、またはٙ問がある場合、どちらのプレーヤーも規則

規則 ラウンドதの規則問題のղ ʀܾ
レフΣリーと委員会にΑるࡋ定20

規則の目తɿ
規則20はプレーヤーがラウンド中、規則についての疑問がある場合、プレー
ヤーが後で裁定を得る権利を守ることができる手続き(マッチプレーとストロー
クプレーでは異なる)を含め、どうするべきかを扱っている。

この規則はまた事実問題を決定し、規則を適用する権限を持つレフェリーの
役割を扱っている。レフェリーや委員会の裁定はすべてのプレーヤーに対し
て拘束力がある。
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20.1C(2)に基づいて裁定を求めることができる。　

(2)�マッチの݁Ռが࠷ऴとなるલに͠た裁定のཁ。プレーヤーがレフェリーや
委員会に規則を自分自身や૬खのプレーに対してどのように適用するのかを
決定してཉしい場合、プレーヤーは裁定を要することができる。

レフェリーや委員会が合理的な࣌間内にݱれない場合、レフェリーや委員会
が対Ԡできるようになったときに後で裁定を求めることを૬खに知らせるこ
とによってプレーヤーは裁定を要することができる。

マッチの݁Ռが最終となる前にプレーヤーが裁定を要した場合：

w 次の࣌限内にその要をした場合にだけ裁定を༩える。その࣌限は規則
問題が生じたࣄ実にプレーヤーがいつؾづいたのかによる：

{ どちらかのプレーヤーがマッチの最終ホールをスタートする前にプレー
ヤーがそのࣄ実にؾづいた場合。プレーヤーがそのࣄ実にؾづいた場
合、その裁定はどちらかのプレーヤーが別のホールを始めるためのス
トロークを行う前に要しなければならない。

{ そのマッチの最終ホールをプレー中、または終了した後にプレーヤー
がそのࣄ実にؾづいた場合。その裁定の要はマッチの݁Ռが最終と
なる前にしなければならない(規則3.2a(5)参র)。

w プレーヤーがこの࣌限内に裁定を要しなかった場合、レフェリーや委
員会は裁定を༩えず、問題のホールの݁Ռは、たとえ規則を誤った方法
で適用していたとしても、そのままである。

プレーヤーがすでに終了したホールについて裁定を要した場合、次の3つ
全てをຬたした場合にだけ裁定を༩える：

w ૬खが規則3.2d(1)(すでに行ったストローク数を正しくڭえなかった)、
または規則3.2d(2)(罰についてプレーヤーにڭえなかった)にҧ反してい
た場合。

w その要がどちらかのプレーヤーがプレーしているホールを始めるための
ストロークを行う前にはؾづかなかったࣄ実に基づくもの、またはホール
とホールの間にいた場合は終了したばかりのホールのプレーを始めるため
のストロークを行う前にはؾづかなかったࣄ実に基づく。

w これらのࣄ実にؾづいた後、プレーヤーが࣌限内に裁定を要する(上記
に示した通り)。

(3)�マッチの݁Ռが࠷ऴとなったޙに裁定をཁする。マッチの݁Ռが最終と
なった後にプレーヤーが裁定を要する場合：
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w 委員会は次の要件の両方をຬたす場合にだけプレーヤーに裁定を༩える：

{ その要がマッチの݁Ռが最終となる前にはプレーヤーがؾづかなかっ
たࣄ実に基づく。

{ ૬खが規則3.2d(1)(すでに行ったストローク数を正しくڭえなかった)、
または規則3.2d(2)(罰についてプレーヤーにڭえなかった)にҧ反して
おり、そのマッチの݁Ռが最終となる前にؾづいていた場合。

w このような裁定を༩えることに関する࣌限はない。

(4)�2つの球をプレーするݖརはない。マッチでの正しいॲஔについてٙ問があ
るプレーヤーが2つの球でホールを終えることは認められない。そのॲஔは
ストロークプレーだけに適用する(規則20.1D参র)。

20�1D　ετϩーΫプレーͰの規則問題
(1)�ಉ意によって規則問題を決定するݖརはない。レフェリーや委員会が規則問
題を援助するために合理的な࣌間内にݱれない場合：

w プレーヤーが規則を適用するときにお互いを援助することはקめられ
る。͠か͠、ಉ意によって規則問題を決定するݖརはなく、両ऀがಉ意
しても、そのಉ意はプレーヤー、レフェリー、委員会を߆ଋしない。

w プレーヤーは自分のスコアカードを提出する前に委員会に規則問題を提
。するべきであるى

(2)�プレーヤーは競技の他のࢀՃऀをकる͖Ͱある。すべての他のプレーヤー
のརӹを守るために：

w プレーヤーが別のプレーヤーが規則のҧ反をした(またはҧ反したかもし
れない)のにその別のプレーヤーがそのことにؾづいていない、またはແ
う場合、そのプレーヤーはࢥしていることを知っている、またはそうࢹ
その別のプレーヤー、そのプレーヤーのマーカー、レフェリー、また
は、委員会に知らせるべきである。

w これはその問題にؾづいた後で速やかに行うべきであり、不可能でない限
り、その別のプレーヤーがスコアカードを提出する前に行うべきである。

プレーヤーがそうしなかった場合、委員会はそれがゲームのਫ਼ਆに反する重
大なඇ行であると裁定したときは、規則1.2aに基づいてそのプレーヤーを失
֨とすることができる。

(3)�正͠い処置についてٙ問がある߹、2つの球をプレーすること。ホールの
プレー中に正しいॲஔについてٙ問がある場合、罰なしに2つの球をプレー
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してそのホールを終了することができる：

w プレーヤーはそのٙ問となる状況が生じた後、次のストロークを行う前
に、2つの球をプレーすることを決めなければならない。　

w プレーヤーは、その球に対して用いたॲஔを規則が認める場合、どちら
の球をカウントするのかを選ͼ、ストロークを行う前にマーカーか別の
プレーヤーに知らせるべきである。

w プレーヤーが࣌間内に選択をしない場合、ઌにプレーした球が自動的に
選択した球として扱われる。

w プレーヤーは、両方の球がಉじスコアであったとしても、スコアカード
を提出する前にその状況のࣄ実を委員会に報ࠂしなければならない。プ
レーヤーがそうしなかった場合、失֨となる。

w ୈ2の球をプレーすることを決定する前にストロークを行った場合：

{ この規則はいっさい適用せず、プレーヤーがୈ2の球をプレーすること
を決定する前にプレーした球でのスコアをカウントする。

{ ͠か͠、ୈ2の球をプレーしたことに対する罰はない。

この規則に基づいてプレーしたୈ2の球は、規則18.3に基づく暫定球とಉじ
ではない。

(4)�ホールのスコアにؔする委員会の裁定。プレーヤーが(3)に基づいて2つの球
をプレーした場合、委員会は次の方法でそのホールのプレーヤーのスコアを
決定する：

w 規則がその球に対してとったॲஔを認める場合、選択した球(プレーヤー
が選んだ球か、自動的に選ばれた球かにかかわらず)のスコアをカウント
する。

w 規則がその球に対してとったॲஔを認めない場合、規則が他の球に対し
てとったॲஔを認める場合はその他の球でプレーしたスコアをカウント
する。

w 規則が両方の球に対してとったॲஔを認めない場合、選択した球(プレー
ヤーが選んだ球か自動的に選ばれた球かにかかわらず)でのスコアをカウ
ントする。しかしながら、誤所からのॏେなҧがある場合は、他の球
でのスコアをカウントする。

w 両方の球に誤所からのプレーのॏେなҧがある場合、そのプレーヤー
は失֨となる。
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w カウントしない球でのすべてのストローク(行ったストロークと単にその
球をプレーしたことに対する罰ଧを含む)はそのプレーヤーのそのホール
のスコアにはカウントしない。　

ʮ規則がとったॲஔを認めるʯとは：(a)元の球をあるがままにプレーし、
その場所からのプレーを認めている、または(C)プレーした球が規則に基づ
く正しい方法と正しい場所で、正しい手続きでインプレーにされた、のいず
れかを意味する。

�20�2　規則に基ͮ͘問題にؔするࡋ定

20�2B　レフΣリーにΑるࡋ定
レフェリーはࣄ実問題を決定し、規則を適用するために委員会によって໊ࢦさ
れたオフィシャルである。

レフェリーは裁定を行う前に委員会の援助を受けることができる。

レフェリーによるࣄ実の裁定や規則の適用方法にプレーヤーは従わなければな
らない。

プレーヤーはレフェリーの裁定を委員会に上ૌするݖརを持たないが、裁定が
行われた後に、レフェリーは次のことができる：

• 他のレフェリーからセカンドオϐχオンを受けること。

• 裁定を再検౼のために委員会にর会すること。

͠か͠、その義はない。

レフェリーの裁定は最終である。レフェリーはプレーヤーが規則ҧ反をするこ
とをঝ認した場合、そのプレーヤーに罰はない。͠か͠、その誤りをレフェ
リーや委員会が訂正することができる状況については、規則20.2d参র。

20�2C　委員会にΑるࡋ定
裁定を༩えるレフェリーがいない場合、またはレフェリーが裁定を委員会にর
会する場合：

w その裁定は委員会が༩えることになる。

w その委員会の裁定は最終である。

委員会が裁定をԼすことができない場合、その問題をR&Aの規則委員会に問い
合わせることができ、その裁定は最終である。
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20�2D　ϏσΦのূڌを使用する場合に適用する「؟」基४
委員会が裁定を行うときにࣄ実問題を決定する場合、Ϗデオのূڌの使用は
ʮ眼ʯ基準によって制限される：

w Ϗデオに映るࣄ実が眼で合理的に見ることができない場合、そのϏデオの
。用しない࠾が規則ҧ反を示していたとしてもڌূ

w ͠か͠、ʮ眼ʯ基準に基づいてϏデオのূڌを࠾用しないときでも、プレー
ヤーがҧ反をূ明するࣄ実に別の方法でؾづいた場合は規則ҧ反が分かるこ
とがある(ྫえば、眼で見えていなかったとしてもバンカーの࠭にクラブで
৮れたことをプレーヤーが感じた場合)。

20�2E　ؒҧͬたࡋ定とӡӦ上のޡり
(1)�ؒ ҧった裁定ɻ間ҧった裁定はレフェリーや委員会が規則を適用しようとし
たが、間ҧって適用したときに発生する。間ҧった裁定のྫには以Լを含
む：

• 間ҧった罰を適用する、または罰を適用しない。

• 適用しない規則、ଘࡏしない規則を適用する。

• 規則を誤解し、それを間ҧって適用する。

レフェリーや委員会による裁定が間ҧっていることが後で分かった場合、可
能であれば規則に基づいてその裁定を訂正する。訂正をするには遅す͗る場
合、その間ҧった裁定が༗ޮとなる。

プレーヤーが、ラウンド中や規則5.7aに基づくプレーの中断中にレフェリー
や委員会のࢦ示をやむをಘない理༝により誤解をして規則のҧ反となる行動
をした場合(ྫえば、規則で認められていないのにインプレーの球を拾い上
げた)、罰はなく、そのࢦ示は誤った裁定とಉ様に扱われる。

委員会のા置、ηクション6$(誤った裁定があったとき委員会がするべきこ
と)参র。

(2)�ӡӦ上の誤ΓɻӡӦ上の誤りは競技のӡӦに関する手続き上の誤りであり、
マッチの݁Ռが最終となっていたり、ストロークプレー競技が終了していた
としても、そのような誤りを訂正することについて࣌限はない。ӡӦ上の誤
りは、間ҧった裁定とは異なる。ӡӦ上の誤りのྫには次のことを含む：

• ストロークプレーのタイの݁Ռの計ࢉの誤り。

• 間ҧったプレーヤーを競技のউऀにしたϋンディキャップの計ࢉの誤
り。
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• উऀのスコア掲示を誤り、間ҧったプレーヤーにをत༩。

これらの状況では、その誤りは訂正されるべきで、それに従って競技の݁Ռ
は修正されるべきである。

20�2F　Ϛッνの݁Ռが࠷ऴとなͬたޙ、·たٕڝがऴྃしたޙにプ
レーヤーをࣦ֨とすること
(1)�マッチプレー。規則1.2(重大なඇ行)や規則1.3C(1)(故意に罰を適用しない、ま
たは知っている規則や罰を適用しないことに別のプレーヤーとಉ意すること)
に基づいてプレーヤーを失֨とすることに࣌限はない。

この失֨はマッチの݁Ռが最終となった後であっても適用することができる
(規則3.2a(5)参র)。

委員会がマッチの݁Ռが最終となった後に要された裁定を༩える場合につ
いては、規則20.1C(3)参র。

(2)�ストロークプレー。通常、ストロークプレー競技の終了後は罰を加した
り、訂正してはならない。競技は次の場合に終了する：

w 委員会が定めた方法で݁Ռが最終となったとき。

w マッチプレーのためのストロークプレー༧選競技の場合、プレーヤーが
自分の最ॳのマッチを始めるためにティーオフしたとき。

͠か͠、競技が終了した後であっても、次の場合にはプレーヤーを失֨とし
なければならない：　

w プレーヤーが、1ホールでも実際のスコアより少ないスコアを提出した。
ただ͠、罰を受けていたことを競技が終了する前には知らなかった1ଧま
たはෳ数の罰ଧを含めなかったことがその少ないスコアの理༝であると
きを除く(規則3.3C(3)参র)。

w プレーヤーが、競技終了前に、罰が失֨となる他の規則にҧ反している
ことを知っていた。

w プレーヤーが知っている規則や罰の適用をແࢹすることに別のプレー
ヤーとಉ意した(規則1.3C(1)参র)。

委員会は、競技が終了した後に規則1.2(重大なඇ行)に基づいてプレーヤー
を失֨とすることもできる。

20�2G　ࢀՃ֨ࢿがないプレーヤー
競技に参加したプレーヤーには競技の条件に従った参加֨ࢿがないことが分
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かった場合、競技の݁Ռを訂正する࣌限はない。このことはマッチの݁Ռが最
終となった後や、ストロークプレー競技が終了した後であっても適用する。

こうした状況では、そのプレーヤーは失֨となるのではなく、その競技にエン
トリーしていなかったものとして扱われ、それにԠじて競技の݁Ռは修正され
る。

�20�3　規則がѻͬていないঢ়گ

規則が扱っていない状況は委員会が裁定するべきである：

w すべての状況をྀߟすること。

w 合理的で、フェアで、規則が扱っているྨࣅの状況と一貫性を持った方法で
その状況を扱うこと。

規則�20
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プレーの他の形式
規則21～24

IX

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*9@1��������JOEE������ ������������������



198

規則�21

�21�1　εテーϒルフΥード

21�1B　εテーϒルフΥードの֓要
ステーブルフォードはストロークプレーの1つの形式で、次のものをいう：

w プレーヤーやサイドのホールのスコアは、そのプレーヤーやサイドのホール
のストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)と委員会がઃ定したその
ホールに決められた目ඪスコアとを対ൺして༩えられるϙイントに基づく。

w すべてのラウンドを終了し、最ߴ点で終えたプレーヤーやサイドが競技のউ
ऀとなる。

規則1ʙ20で定めているストロークプレーの規則を適用するが、これらの特別
規則によって修正される。規則21.1は次のために規定されている：

w スクラッチ競技。しかし、ϋンディキャップ競技にも࠾用することができ
る。

w 用できるが、規則࠾人プレー競技。しかし、パートナーをう競技にもݸ
22(フォアサム)、規則23(フォアボール)により修正され、ティーム競技につ
いては規則24により修正される。

21�1C　εテーϒルフΥードのείΞリング
(1)�ϙイントを֫ಘするํ๏。プレーヤーのスコアと、そのホールの決められた
目ඪスコア(委員会が別の決められた目ඪスコアをઃ定していなければ、
パー)とを対ൺすることにより各ホールにϙイントが༩えられる：

規則 ਓετϩーΫプレーとݸ
Ϛッνプレーの他の形式21

規則の目తɿ
規則21は、通常のストロークプレーとは異なったスコアリングのストローク
プレーの3つの形式：ステーブルフォード(ホールごとに与えられたポイント
によるスコアリング)；最大スコア(各ホールのスコアの最大を制限する)；
パー/ボギー(マッチプレーのスコアリングをホールごとに使用する)を含む個
人プレーの他の形式を4つ扱っている。
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規則�21

プレー͠たホールͰ ϙイント
決められた目ඪスコアより2ଧ以上多いか、スコアの申ࠂがないとき 0
決められた目ඪスコアより1ଧ多いとき 1
決められた目ඪスコアとಉじとき 2
決められた目ඪスコアより1ଧ少ないとき 3
決められた目ඪスコアより2ଧ少ないとき 4
決められた目ඪスコアより3ଧ少ないとき 5
決められた目ඪスコアより4ଧ少ないとき 6

プレーヤーがいかなる理༝であっても規則に基づいてホールアウトしなかっ
た場合には、そのホールは0ϙイントとなる。

プレーのペースを支援するため、プレーヤーが自分のスコアが0ϙイントと
なったときには、そのホールのプレーを止めることをਪする。

プレーヤーがホールアウトしたり、ホールアウトしないことを選んだり、自
分のスコアでは0ϙイントとなったときには、そのホールは終了となる。

(2)�֤ ホールのスコアのهೖ。スコアカードにホールのスコアを記入するための
規則3.3Cの要件をຬたすために：

w ホールをホールアウトして終了した場合：

{ ϙイントを֫ಘする݁Ռとなるとき。スコアカードに実際のスコアを
記入しなければならない。

{ 0ϙイントの݁Ռとなるとき。スコアカードにスコアを記入しないか、
または0ϙイントを֫ಘする݁ՌとなるԿらかのスコアを記入しなけれ
ばならない。

w ホールをホールアウトしないで終了した場合。プレーヤーが規則に基づ
いてホールアウトしていない場合、スコアカードにスコアを記入しない
か、0ϙイントを֫ಘする݁ՌとなるԿらかのスコアを記入しなければな
らない。

委員会はプレーヤーが各ホールで֫ಘしたϙイントを計ࢉするがある。
ϋンディキャップ競技では、ϙイントを計ࢉする前にϋンディキャップスト
ロークを各ホールに記入されたスコアに適用するがある。

委員会のા置、ηクション5"(5)(競技の条件で、委員会はプレーヤーにその
スコアカードの各ホールで֫ಘするϙイントも記入するようਪすることは
できるが、要求することはできない)参র。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*9@1��������JOEE������ ������������������



200

規則�21

21�1D　εテーϒルフΥードの罰
ストロークプレーで適用するすべての罰はステーブルフォードに適用する。た
だ͠、次の5つの規則のいずれかにҧ反したプレーヤーは失֨とはならない。
͠か͠、ҧ反がىきたホールは0ϙイントとなる。

w 規則3.3Dに基づくホールアウトをしない。

w ホールのスタートでティーイングエリアの外からプレーした誤りを訂正しな
い(規則6.1C(2)参র)。

w 誤球のプレーの誤りを訂正しない(規則6.3D参র)。

w ॏେなҧがある誤所からのプレーの誤りを訂正しない(規則14.7C参র)。

w 間ҧった順番でストロークを行った誤りを訂正しない(規則22.3参র)。

プレーヤーが失֨の罰となる他の規則のいずれかにҧ反した場合、そのプレー
ヤーは失֨となる。

罰ଧを適用した後、そのプレーヤーのホールのステーブルフォードのスコアが
0ϙイントより少なくなることはない。

Hole
Yardage
Par
J.Smith
Points

Hole
Yardage
Par
J.Smith
Points

委員会

プレーヤー

プレーヤーと
マーカー



マーカー
ॺ໊

プレーヤー
ॺ໊

ਤ21�1CɿεΫラッνɾεテーϒルフΥードのείΞリング
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規則�21

21�1E　εテーϒルフΥードͰの規則11�2にରするྫ֎
規則11.2は次の状況には適用しない：

そのホールで1ϙイントを֫ಘするためにはプレーヤーの動いている球がホー
ルにೖる必要がある場合で、その球がホールにೖる合理的な可能性がないとき
に୭かによって故意に方向を変えられたり、止められたときは、その人には罰
はなく、そのプレーヤーのそのホールは0ϙイントとなる。

21�1F　εテーϒルフΥードͰラウンドがऴΘるとき
次のとき、プレーヤーのラウンドは終わる：

w 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(ྫえば規則6.1や規則14.7Cに基
づく誤りの訂正を含む)。

w その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはそのホー
ルでもはや1ϙイント以上を֫ಘできないとき。

େείΞ࠷　�21�2

21�2B　࠷େείΞの֓要
େスコアはストロークプレーの1つの形式で、プレーヤーやサイドのホール࠷
のスコアを委員会がઃ定した最大のストローク数(ྫえば、パーの2ഒ、決めら
れた数、またはネットμブルボギー)に制限する形式である。

規則1ʙ20で定めているストロークプレーの規則を適用するが、これらの特別
規則によって修正される。規則21.2は次のために規定されている：

w スクラッチ競技。しかし、ϋンディキャップ競技にも࠾用することができる。

w 用できるが、規則࠾人プレー競技。しかし、パートナーをう競技にもݸ
22(フォアサム)や規則23(フォアボール)により修正され、ティーム競技につ
いては規則24により修正される。

21�2C　࠷େείΞのείΞリング
(1)�プレーヤーのホールのスコア。プレーヤーのホールのスコアはそのプレーヤー
のストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)に基づく。ただ͠、実際の
スコアが࠷େスコアをえたとしても、そのプレーヤーのスコアは࠷େスコ
アにしかならない。

プレーヤーがいかなる理༝であっても規則に基づいてホールアウトしなかっ
た場合には、そのホールのスコアは࠷େスコアとなる。
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プレーのペースを支援するため、プレーヤーが自分のホールのスコアが࠷େ
スコアに౸達した場合には、そのホールのプレーを止めることをਪする。

プレーヤーがホールアウトしたり、ホールアウトしないことを選んだり、࠷
େスコアに達したときに、そのホールは終了となる。

(2)�֤ ホールのスコアのهೖ。スコアカードにホールのスコアを記入するための
規則3.3Cの要件をຬたすために：

w ホールをホールアウトして終了した場合。

{ スコアが࠷େスコアより少ないとき。スコアカードに実際のスコアを
記入しなければならない。

{ スコアが࠷େスコア以上のとき。スコアカードにスコアを記入しない
か、または࠷େスコア以上のԿらかのスコアを記入しなければならな
い。

w ホールをホールアウトしないで終了した場合。プレーヤーが規則に基づ
いてホールアウトしていない場合、スコアカードにスコアを記入しない
か、または࠷େスコア以上のԿらかのスコアを記入しなければならな
い。

委員会はスコアカードにスコアが記入されていない、または࠷େスコアをえ
るスコアが記入されているすべてのホールについて、プレーヤーのスコアを࠷
େスコアにௐするがあり、ϋンディキャップ競技では、各ホールの݁Ռ
を決定する前に、ϋンディキャップストロークを適用するがある。

21�2D　࠷େείΞの罰
ストロークプレーに適用するすべての罰を࠷େスコアにも適用する。ただ͠、
以Լの5つの規則のいずれかにҧ反したプレーヤーは失֨とはならない。͠か
͠、ҧ反がىきたホールは࠷େスコアとなる：

w 規則3.3Dに基づくホールアウトをしない。

w ホールのスタートでティーイングエリアの外からプレーした誤りを訂正しな
い(規則6.1C(2)参র)。

w 誤球のプレーの誤りを訂正しない(規則6.3D参র)。

w ॏେなҧである誤所からのプレーの誤りを訂正しない(規則14.7C参র)。

w 間ҧった順番でストロークを行った誤りを訂正しない(規則22.3参র)。

プレーヤーが失֨の罰となる他の規則にҧ反した場合、そのプレーヤーは失֨

規則�21
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となる。　

罰ଧを適用した後、プレーヤーのホールのスコアは委員会がઃ定した࠷େスコ
アをえることはない。

21�2E　࠷େείΞͰの規則11�2にରするྫ֎
規則11.2は次の状況には適用しない：

そのホールを࠷େスコアより1ଧ少ないスコアとするためにはプレーヤーの動
いている球がホールにೖる必要がある場合で、その球がホールにೖる合理的な
可能性がないときに、୭かによって故意に方向を変えられたり、止められたと
きは、その人に罰はなく、そのプレーヤーのそのホールのスコアは࠷େスコア
となる。

21�2F　࠷େείΞͰラウンドがऴΘるとき
次のとき、プレーヤーのラウンドは終わる：

w 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(ྫえば規則6.1や規則14.7Cに基
づく誤りの訂正を含む)。

w その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはそのホー
ルでもはや࠷େスコアとなったとき。

�21�3　パー�ϘΪー

21�3B　パー�ϘΪーの֓要
パー�ボΪーはストロークプレーの1つの形式で、マッチプレーとಉじスコアリ
ング方式を使用する：

w プレーヤーやサイドは、委員会がઃ定した各ホールの決められた目ඪスコア
よりも少ない(または多い)ストローク数でホールを終了することにより、ホー
ルのউち(またはෛけ)となる。

w ホールのෛけ数に対してホールのউち数の合計が最も多い(つまり、উちホー
ル数を足し、ෛけホール数をࠩしҾいたが最も多い)プレーヤーやサイドが
その競技のউऀとなる。

規則1ʙ20で定めているストロークプレーの規則を適用するが、これらの特別
規則によって修正される。規則21.3は次のために規定されている：

w スクラッチ競技。しかし、ϋンディキャップ競技にも࠾用することができる。

w 用できるが、規則࠾人プレー競技。しかし、パートナーをう競技にもݸ

規則�21
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22(フォアサム)や規則23(フォアボール)により修正され、ティーム競技につ
いては規則24により修正される。　

21�3C　パー�ϘΪーのείΞリング
(1)�ホールのউͪɾෛけの決定ํ๏。スコアリングはマッチプレーとಉ様で、プ
レーヤーのストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)と委員会がઃ定し
た決められた目ඪスコア(通常はパーかボギー)とを対ൺすることによりホー
ルのউちɾෛけを決定する：

w プレーヤーのスコアが決められたスコアより少ない場合、そのホールの
উちとなる。

w プレーヤーのスコアが決められたスコアとಉじ場合、そのホールはタイ
となる(通শʮϋーフʯ)。

w プレーヤーのスコアが決められたスコアより多い場合、またはそのホー
ルのスコアを申ࠂしなかった場合、そのホールのෛけとなる。

プレーヤーがいかなる理༝であっても規則に基づいてホールアウトしなかっ
た場合には、そのホールはෛけとなる。

プレーのペースを支援するため、プレーヤーは自分のスコアが決められたス
コアをえた場合(そのホールのෛけとなるので)はそのホールのプレーを止
めることをਪする。

プレーヤーがホールアウトしたり、ホールアウトしないことを選んだり、ま
たはそのプレーヤーのスコアが決められたスコアをえたときにそのホール
は終了となる。

(2)�֤ ホールのスコアのهೖ。スコアカードにホールのスコアを記入するための
規則3.3Cの要件をຬたすために：

w ホールをホールアウトして終了した場合：

{ スコアが、ホールのউち、またはタイとなるとき。スコアカードに実
際のスコアを記入しなければならない。

{ スコアが、ホールのෛけとなるとき。スコアカードにスコアを記入し
ないか、そのホールがෛけとなるԿらかのスコアを記入しなければな
らない。

w ホールをホールアウトしないで終了した場合。プレーヤーが規則に基づい
てホールを終了していない場合、スコアカードにスコアを記入しないか、
そのホールがෛけとなるԿらかのスコアを記入しなければならない。

規則�21
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委員会はプレーヤーが各ホールをউったのか、ෛけたのか、タイ(ϋーフ)な
のかを決定するがあり、ϋンディキャップ競技では、ϋンディキャップ
ストロークをそのホールの݁Ռを決定する前に各ホールに記入されたスコア
に適用するがある。

ྫ֎ʵホールの݁Ռに影響͠なけれേはない：プレーヤーが実際のスコア
より少ないホールのスコアでスコアカードを提出したが、ホールのউちෛ
け、またはタイに影響を及ぼさなかった場合、規則3.3Cに基づく罰はな
い。

委員会のા置、ηクション5"(5)(競技の条件で、委員会はプレーヤーにスコ
アカードにホールの݁Ռを記入するようਪすることはできるが、要求する
ことはできない)参র。　

21�3D　パー�ϘΪーの罰
ストロークプレーで適用するすべての罰はパー�ボΪーに適用する。ただ͠、次
の5つの規則のいずれかにҧ反したプレーヤーは失֨とはならない。͠か͠、
ҧ反がىきたホールのෛけとなる。

w 規則3.3Dに基づくホールアウトをしない。

w ホールのスタートでティーイングエリアの外からプレーした誤りを訂正しな
い(規則6.1C(2)参র)。

w 誤球のプレーの誤りを訂正しない(規則6.3D参র)。

w ॏେなҧがある誤所からのプレーの誤りを訂正しない(規則14.7C参র)。

w 間ҧった順番でストロークを行った誤りを訂正しない(規則22.3参র)。

プレーヤーが失֨の罰となる他の規則のいずれかにҧ反した場合、そのプレー
ヤーは失֨となる。

罰ଧを適用した後、そのプレーヤーがそのホールのෛけよりもѱくなることは
ない。

21�3E　パー�ϘΪーͰの規則11�2にରするྫ֎
規則11.2は次の状況には適用しない：

そのホールをタイとするためにはプレーヤーの動いている球がホールにೖる必
要がある場合で、その球がホールにೖる合理的な可能性がないときに、୭かに
よって故意に方向を変えられたり、止められたときは、その人に罰はなく、そ
のプレーヤーのそのホールのෛけとなる。

規則�21
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21�3F　パー�ϘΪーͰラウンドがऴΘるとき
次のとき、プレーヤーのラウンドは終わる：

w 自分の最終ホールをホールアウトしたとき(ྫえば規則6.1や規則14.7Cに基
づく誤りを訂正することを含む)。

w その最終ホールをホールアウトしないことを選択したとき、またはすでにそ
のホールのෛけとなったとき。

�21�4　εリーϘールϚッνプレー

21�4B　εリーϘールϚッνプレーの֓要
スリーボールマッチプレーはマッチプレーの形式で、次のものをいう：

w 3人の各プレーヤーがಉ࣌に他の2人のプレーヤーとݸ別にマッチをプレーす
る。

w 各プレーヤーは、1つの球をプレーし、その球を両方のマッチに使用する。

規則1ʙ20で定めているマッチプレーの規則をݸʑの̏つのマッチすべてに適
用する。ただ͠、̍つのマッチで規則を適用することが、もう̍つのマッチで
はໃ६する可能性のある̎つの状況ではこれらの特別規則が適用される。

21�4C　ҧͬたॱ൪Ͱプレー
マッチでプレーヤーがҧった順番でプレーした場合、最ॳにプレーするべきで
あった૬खは、規則6.4a(2)に基づいてそのストロークを取りফすことができる：

プレーヤーが両方のマッチでҧった順番でプレーした場合、各૬खはそのプレー
ヤーとのマッチでのそのストロークを取りফすかどうかを選Ϳことができる。

プレーヤーのストロークが一方のマッチだけで取りফされた場合：

w そのプレーヤーは他のマッチでは元の球でプレーを続けなければならない。

w このことは、プレーヤーは各マッチで別ʑの球をプレーすることによりその
ホールを終えなければならないことを意味する。

21�4D　૬खの͏ͪの1ਓが拾い上げた、·たಈ͔した球Ϙール
Ϛーカー
૬खのうちの1人がプレーヤーの球やボールマーカーを拾い上げたり、動かす
原因となったことに対して規則9.5Cや規則9.7Cに基づいて1േଧを受ける場
合、罰はそのプレーヤーとのマッチにだけ適用する。

規則�21
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その૬खのうちの1人は他のプレーヤーとのマッチでは罰を受けない。

�21�5　ゴルフプレーの他の形式

特定のプレー形式のみを規則3 規則21 規則22 規則23で特別に扱っている
が、ゴルフは他にも多くのプレー形式(ྫえば、スクランブル、グリーンサム)
でプレーすることもできる。

こうしたプレー形式や他のプレー形式のプレーを理するために規則を順Ԡさ
せる可能性がある。

委員会のા置、ηクション9(他の一般的なプレー形式に対して規則を順Ԡさせ
る際にਪされる方法)参র。　

規則�21
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�22�1　フΥΞαムの֓要

フォアサム(通শňオルタネートシϣットŉ)はパートナーをうプレー形式(マッ
チプレーかストロークプレーのいずれか)で、2人のパートナーが1つのサイドと
して各ホールで1つの球を交互にプレーして競技する。

規則1ʙ20はこのプレー形式(ݸ人のプレーヤーを扱うのとಉじ方法で1つの球を
プレーするサイドを扱う)に適用するが、これらの特別規則によって修正される。

この形式の変形はスリーサムとして知られるマッチプレーの1つの形式であ
る。スリーサムはݸ人のプレーヤーが2人のパートナー(次の特別規則に基づい
て交互にプレーをする)からなる1つのサイドに対して競技する。

�22�2 パーτφーいͣΕαΠドのためにߦಈすることが
Ͱきる

2人のパートナーは1つの球のみをプレーする1つのサイドとして競う。した
がって：

w いずれのパートナーもストロークを行う前にそのサイドに対して認められる
行動をとることができる。ྫえば、その球のՕ所をマークすること、拾い上
げること、リプレースすること、ドロップすること、そしてプレースするこ
と(そのサイドとして次にどちらのパートナーがプレーする順番なのかは関
ない)。

w パートナーとそのキャディーは他のパートナーのキャディーが援助すること
が認められる方法で他のパートナーを援助することができる(ྫえば、アドバ
イスを༩えたり、求めること、そして規則10に基づいて認められる他の行
動)。͠か͠、パートナーとそのキャディーは他のパートナーのキャディーに

規則 フΥΞαム
	௨শňΦルλωーτγϣッτŉ
22

規則の目తɿ
規則22はフォアサム(マッチプレーかストロークプレーのいずれかでプレー
する)を扱っている。フォアサムは2人のパートナーが1つのサイドとして1つ
の球を交互にプレーする。このプレー形式のための規則は、ホールをスタート
するためにパートナーたちが交互にティーオフし、交互にプレーしてホール
を終えることを除いては、個人プレーに対するものと本質的に同じである。

規則�22
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規則が認めていない援助を༩えてはならない。

w いずれのパートナーかいずれのキャディーがとった行動や規則ҧ反はそのサ
イドに適用する。

ストロークプレーでは、パートナーのうち1人だけがそのサイドのスコアカー
ドをূ明する必要がある(規則3.3C参র)。　

�22�3　αΠドετϩーΫをަޓにߦΘな͚ΕなΒない

各ホールで、パートナーたちはサイドのために各ストロークを交互に行わなけ
ればならない：

w パートナーは各ホールのティーイングエリアから最ॳにプレーする順番を交互
としなければならない。

w ホールのティーイングエリアからのそのサイドの最ॳのストロークの後、パー
トナーたちはそのホールの残りのストロークを交互に行わなければなら
ない。

w ストロークが取りফされる、再プレーされる、または他の規則に基づいてス
トロークをカウントしない場合(この規則にҧ反して間ҧった順番でストロー
クを行った場合を除く)、そのストロークを行ったಉじパートナーがそのサイ
ドのための次のストロークを行わなければならない。

w そのサイドが暫定球をプレーすることを決定した場合、そのサイドの次のス
トロークをプレーすることになる順番のパートナーがプレーしなければなら
ない。

そのサイドに対する罰はパートナーが交互に行うプレーの順番には影響しな
い。

規則22�3にҧ͠、ؒҧったॱ൪Ͱストロークを行ったことに対するേ：Ұൠ
のേɻ

ストロークプレーでは、そのサイドは誤りを訂正しなければならない：

w 正しい順番のパートナーが、そのサイドが間ҧった順番で最ॳにストローク
を行った所からストロークを行わなければならない(規則14.6参র)。

w 間ҧった順番で行った最ॳのストロークと、その後に誤りが訂正されるまで
に行ったすべてのストローク(行ったストロークと単にその球をプレーしたこ
とによる罰ଧを含む)は、カウントしない。

w 別のホールを始めるためのストロークを行う前に(そのラウンドの最終ホール

規則�22
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では、スコアカードを提出する前に)、そのサイドがその誤りを訂正しなかっ
たときは、そのサイドは失֨となる。

�22�4　ラウンドのελーτ

22�4B　࠷ॳにプレーするパーτφー
ラウンドをスタートするとき、競技の条件でどちらのプレーヤーがઌにプレー
しなければならないかを決めていなければ、サイドはどちらのパートナーが最
ॳのティーイングエリアからプレーするのかを選Ϳことができる。

そのサイドのラウンドはパートナーがそのサイドの最ॳのホールをスタートす
るために最ॳのストロークを行ったときに始まる。

22�4C　ελーτؒ࣌とελーτ点
規則5.3aは、サイドのどちらが最ॳにプレーするかにԠじて、各パートナーに
別ʑに適用する：

w 最ॳにプレーするパートナーはスタート࣌間にスタート地点でプレーする準
උができていなければならず、そしてスタート࣌間(࣌間前ではなく)にスター
トしなければならない。

w 2番目にプレーするパートナーはスタート࣌間にそのスタート地点か、その
ホールでティーイングエリアからプレーした球が止まることが༧される場
所の近くにいなければならない。

パートナーのいずれかがこの方法でその場にいなかった場合、そのサイドは規
則5.3aのҧ反となる。

�22�5　パーτφーたͪΫラϒをڞ用することがͰきる

規則4.1C(2)はパートナーたちの持っているクラブの合計ຊ数が14ຊをえなけ
れば、クラブを共用することを認めるように修正される。

�22�6 ετϩーΫを͏ߦときにパーτφーのޙ方にプレー
ヤーがཱつことにؔする੍ݶ

規則10.2C(4)の制限に加え、プレーヤーは、そのサイドの次のストロークのた
めの情報をಘるために、パートナーがストロークを行っている間に球の後方の
プレーの延長ઢ上やその近くに立ってはならない。

規則22�6のҧに対するേ：Ұൠのേɻ

規則�22
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�23�1　フΥΞϘールの֓要

フォアボールはパートナーをうプレー形式(マッチプレーかストロークプレー
のいずれか)である：

w 2人のパートナーは1つのサイドとして共に競技し、各プレーヤーは自分自身
の球をプレーする。

w ホールのサイドのスコアはそのホールの2人のパートナーのうちの少ない方
のスコアとなる。

規則1ʙ20はこのプレー形式に適用するが、これらの特別な規則によって修正
される。

このプレー形式の変形はϕストボールとして知られているマッチプレーの1つ
の形式である。ϕストボールはݸ人のプレーヤーが2人または3人のパートナー
からなる1つのサイドと競い、各パートナーは以Լの特別規則によって修正さ
れた規則に基づいて各自の球をプレーする(1つのサイドが3人のパートナーから
なるϕストボールについては、他のパートナーとは他の2人のパートナーを意
味する)。

�23�2　フΥΞϘールのείΞリング

23�2B　ϚッνプレーとετϩーΫプレーͰのホールのαΠドのείΞ
w 両方のパートナーがホールアウトした、または別の方法で規則に基づいてホー
ルを終了した場合。少ない方のスコアがそのホールのそのサイドのスコアと
なる。

w パートナーのうちの̍人だけがホールアウトした、または別の方法で規則に
基づいてホールを終了した場合。そのパートナーのスコアがそのホールのそ

規則の目తɿ

規則

規則23はフォアボール(マッチプレーかストロークプレーのいずれかでプレー
する)を扱っている。フォアボールはパートナーたちが1つのサイドとして各
自別々の球をプレーして競技する。ホールのサイドのスコアは、そのホール
でのパートナーたちのうち少ない方のスコアとなる。

フΥΞϘール23

規則�23
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のサイドのスコアとなる。他のパートナーはホールアウトする必要はない。

w パートナーのいずれもホールアウトしなかった、または別の方法で規則に基
づいてホールを終了しなかった場合。そのサイドのそのホールのスコアはな
しとなる。つまり：

{ マッチプレーでは、૬खサイドがすでにそのホールをコンシードしていた
か、ෛけていたのでなければ、そのサイドはͦのホールのෛけとなる。

{ ストロークプレーでは、その誤りを規則3.3Dに基づいて࣌間内に訂正しな
ければ、そのサイドは失֨となる。　

23�2C　ετϩーΫプレーのαΠドのείΞカード
(1)�サイドの。サイドの各ホールのグロススコアを1ຕのスコアカードに記
入しなければならない。

各ホールに対して：

w 少なくとも1人のパートナーのグロススコアをスコアカードに記入しなけ
ればならない。

w スコアカードにෳ数のパートナーのスコアを記入しても罰はない。

w スコアカードの各スコアはどちらのパートナーのスコアであるのかを明
確にしておかなければならない；そうしなかった場合、そのサイドは失
֨となる。

w あるスコアをそのサイドのスコアとして一般的にみなすことは不े分で
ある。

1人のパートナーだけが規則3.3C(2)に基づいてそのサイドのスコアカードの
スコアをূ明する必要がある。

(2)�委員会の。委員会は各ホールのサイドのスコアとしてどちらのスコアを
カウントするのかを決定するがある(ϋンディキャップ競技でのϋンディ
キャップの適用を含む)：

w あるホールに1つだけスコアが記入されている場合、そのスコアをサイド
のスコアとしてカウントする。

w あるホールに両方のパートナーのスコアが記入されている場合：

{ それらのスコアが異なる場合、そのホールの最も少ない(グロスまたは
ネット)スコアをそのサイドのスコアとしてカウントする。

{ それらのスコアがಉじ場合、委員会はいずれかのスコアを࠾用するこ

規則�23
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とができる。使用するスコアがԿらかの理༝で間ҧっている場合、委
員会は他のスコアをカウントする。

そのサイドのカウントするスコアがどちらのパートナーのスコアなのか明確
に確認できない場合、あるいはそのパートナーがそのホールのプレーについ
て失֨となった場合、そのサイドは失֨となる。

23�2D　フΥΞϘールͰ規則11�2を適用しない場合
規則11.2は次の状況には適用しない：

プレーヤーのパートナーがホールをすでに終了していて、そのプレーヤーの動
いている球がそのホールのそのサイドの1ଧ少ないスコアとなるためにはホー
ルにೖる必要がある場合で、その球がホールにೖる合理的な可能性がないとき
に、୭かによって故意に方向を変えられたり、止められたときは、その人に罰
はなく、そのプレーヤーの球はそのサイドのスコアとしてはカウントしない。

Hole

Side Score

Hole

Side Score

委員会

プレーヤー

プレーヤーと
マーカー



マーカー
ॺ໊

プレーヤー
ॺ໊

ਤ23�2CɿεΫラッνɾフΥΞϘールετϩーΫプレーのείΞリング

規則�23
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�23�3 ラウンドが࢝·るとき、ऴΘるときʀホールがऴྃす
るとき

23�3B　ラウンドが࢝·るとき
サイドのラウンドはパートナーの1人が最ॳのホールをスタートするためにス
トロークを行ったときに始まる。

23�3C　ラウンドがऴΘるとき
次のとき、サイドのラウンドは終わる：

w マッチプレーでは：

{ いずれかのサイドがそのマッチにউったとき(規則3.2a(3)参র)。

{ 競技の条件でマッチをタイで終えることができることを規定している場
合、そのマッチが最終ホールを終えてタイのとき(規則3.2a(4)参র)。

w ストロークプレーでは、パートナーの両方がホールアウトすることにより(ྫ
えば、規則6.1や規則14.7Cに基づいて誤りを訂正することを含む)、または
パートナーの1人が最終ホールをホールアウトし、他のパートナーがホール
アウトしないことを選択することによってそのサイドが最終ホールを終了し
たとき。

23�3D　ホールをऴྃするとき
(1)�マッチプレー。サイドは次のときにホールを終了する：

• パートナーの両方がホールアウトをした、または両方の次のストロークが
コンシードされた。

• パートナーの一人がホールアウトをした、または次のストロークがコン
シードされて他のパートナーはホールアウトをしないことを選んだ、また
はそのサイドのためにはカウントしないスコアとなった。

• ホールの݁Ռが決定された(ྫえば、サイドのそのホールのスコアが他のサ
イドが出せる可能性があるスコアよりも少なかった場合)。

(2)�ストロークプレー。パートナーのうちの1人がホールアウトして他のパート
ナーがホールアウトしたとき、あるいはホールアウトしないことを選択したと
き、またはそのホールの失֨となったときに、サイドはホールを終了する。　

規則�23
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�23�4 1ਓ·た྆方のパーτφーがαΠドをදすること
がͰきる

サイドはラウンドの全部または一部をパートナーの̍人で代表することができ
る。必ずしも両方のパートナーがいる必要はなく、または両方のパートナーが
いても、両方のパートナーが各ホールをプレーする必要はない。

不ࡏだったパートナーがその後でプレーするために౸ணした場合、そのパート
ナーはホールとホールの間に限ってそのサイドのためにプレーに合ྲྀすること
ができる。つまり：

w マッチプレーʵマッチの୭かがホールを始める前。マッチで、いずれかのサ
イドの୭かがホールのプレーを始めた後にそのパートナーが౸ணした場合、
そのパートナーは次のホールまでそのサイドのためにプレーすることは認め
られない。

w ストロークプレーʵ他のパートナーがホールをスタートする前。他のパート
ナーがホールのプレーを始めた後にそのパートナーが౸ணした場合、その౸
ணしたパートナーは次のホールまでそのサイドのためにプレーすることは認
められない。

౸ணしたが、そのホールのプレーは認められていないパートナーはそのホール
で他のパートナーにアドバイスを༩えたり、他のパートナーを援助したり、他
のパートナーのためにそれ以外の行動をとることはできる(規則23.5aと規則
23.5C参র)。

規則23�4にҧ͠てホールのプレーが認められないのにストロークを行ったこ
とに対するേ：Ұൠのേɻ

�23�5　パーτφーのプレーにӨڹをٴ΅すプレーヤーのߦಈ

23�5B　プレーヤー、パーτφーがͦのパーτφーの球にରしてऔる
ことがͰきるͲのΑ͏なߦಈとることがͰきる
サイドの各プレーヤーは自分自身の球をプレーしなければならないが：

w プレーヤーはパートナーがストロークを行う前にそのパートナーに対して認
められる行動をそのパートナーの球に関してとることができる。ྫえば、そ
の球のՕ所をマークすること、拾い上げること、リプレースすること、ド
ロップすること、そしてプレースすること。

w プレーヤーとそのプレーヤーのキャディーは他のパートナーのキャディーが
援助することが認められる方法でそのパートナーを援助することができる(ྫ

規則�23
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えば、アドバイスを༩えたり、求めること、そして規則10に基づいて認めら
れる他の行動をとること)。͠か͠、そのパートナーのキャディーが規則に基
づいて༩えることが認められていない援助を༩えてはならない。

ストロークプレーでは、パートナーたちはいずれかのプレーヤー、または他の
プレーヤーを援助するためにパッティンググリーンに球を残したままにしてお
くことにお互いがಉ意してはならない(規則15.3a参র)。　

23�5C　パーτφープレーヤーのߦಈにがある
プレーヤーがパートナーの球や用具に関連してとった行動は、そのパートナー
がとった行動として扱われる。

パートナーがとると規則ҧ反となる行動をプレーヤーがとった場合：

w パートナーが規則にҧ反したことになり、その݁Ռとなる罰を受ける(規則
23.9a参র)。

w そのプレーヤーがとると規則ҧ反となる行動のྫ：

{ パートナーが行おうとしているストロークに影響を及ぼす状態をվળした。

{ 偶然にパートナーの球を動かす原因となった。

{ パートナーの球を拾い上げる前にその球のՕ所をマークしなかった。

このことはパートナーやそのパートナーのキャディーが行うと規則ҧ反となる
行動をそのプレーヤーのキャディーがそのパートナーの球に関してとった場合
にも適用する。

プレーヤーやそのプレーヤーのキャディーの行動がそのプレーヤー自身の球と
そのパートナーの球の両方のプレーに影響を及ぼす場合、両方のパートナーに
罰がある場合については規則23.9a(2)を参র。

�23�6　αΠドのプレーのॱ൪

パートナーたちはそのサイドが最もよいとߟえる順番でプレーをすることができる。

このことは、規則6.4a(マッチプレー)や規則6.4C(ストロークプレー)に基づいて
プレーヤーがプレーする順番であっても、プレーヤーとパートナーのいずれか
が次のプレーをすることができることを意味する。

ྫ֎ʵマッチプレーͰストロークをコンシードされたޙͰホールのプレーをଓ
けること：

w プレーヤーはそのプレーヤーの次のストロークがコンシードされた後にホー

規則�23
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ルのプレーを続けることが自分のパートナーの援助となる場合は、そのプレー
を続けてはならない。

w そのプレーヤーがプレーを続けた場合、そのホールのプレーヤーのスコアは
罰なしに༗ޮである。͠か͠、そのホールのパートナーのスコアをそのサイ
ドのスコアとしてカウントすることはできない。

�23�7　パーτφーたͪΫラϒをڞ用することがͰきる

規則4.1C(2)はパートナーたちの持っているクラブの合計ຊ数が14ຊをえなけ
れば、クラブを共用することを認めるように修正される。

�23�8 ετϩーΫを͏ߦときにパーτφーのޙ方にプレー
ヤーがཱつことにؔする੍ݶ

規則10.2C(4)の制限に加え、プレーヤーは、そのプレーヤーの次のストローク
のための情報をಘるために、パートナーがストロークを行っている間に球の後
方のプレーの延長ઢ上やその近くに立ってはならない。

規則23�8のҧに対するേ：Ұൠのേɻ

�23�9 罰を1ਓのパーτφーに͚ͩ適用する場合、·た྆
方のパーτφーに適用する場合

プレーヤーが規則ҧ反に対して罰を受ける場合、その罰はそのプレーヤー1人
だけか、その両方のパートナー(つまりそのサイド)のいずれかに適用する。こ
のことはその罰とプレー形式による：

23�9B　ࣦ֨Ҏ֎の罰
(1)�േは通常、プレーヤーにだけద用͠、パートナーにはద用͠ない。プレーヤー
が失֨以外の罰を受ける場合、その罰は通常はそのプレーヤーにだけ適用
し、パートナーには適用しない。ただ͠、(2)で扱う状況を除く。

w 罰ଧはプレーヤーのスコアにだけ加し、パートナーのスコアには加
しない。

w マッチプレーで、Ұൠのേ(ホールのෛけ)を受けたプレーヤーに、そのホー
ルでサイドのためにカウントできるスコアはない；͠か͠、この罰はパー
トナーには影響せず、そのパートナーはそのホールでサイドのためにプ
レーを続けることができる。

規則�23

"�@ຊنଇॻ$MFBO@*9@1��������JOEE������ ������������������



218

(2)�プレーヤーのേをパートナーに対͠てద用する3つの状گ。

w プレーヤーが規則4.1C(14ຊのクラブの制限；共༗、加、取り替え)に
ҧ反した場合。マッチプレーでは、そのサイドはその罰を受ける(ͦのマッ
チのスコアのௐ)；ストロークプレーでは、パートナーもそのプレーヤー
とಉ͡േを受ける。

w プレーヤーのҧ反がパートナーのプレーの援助となる場合。マッチプレー、
ストロークプレーのいずれの場合も、パートナーもそのプレーヤーとಉ
͡േを受ける。

w マッチプレーで、プレーヤーのҧ反が相手のプレーにѱ影響を༩える場
合。パートナーもそのプレーヤーとಉ͡േを受ける。

ྫ֎ʵプレーヤーが誤球に対͠てストロークを行った߹、パートナーのプ
レーを援助͠た、あるいは૬खのプレーにѱ影響を༩͑たのと͠てѻΘ
ない：

w プレーヤーだけが規則6.3Dのҧ反に対してҰൠのേを受ける(パートナー
はҰൠのേを受けない)。

w このことは誤球としてプレーした球がパートナーや૬ख、他の୭かの球
であった場合でもಉじである。　

23�9C　ࣦ֨の罰
(1)�1人のパートナーによるҧがサイドの失֨となる߹。いずれかのパート
ナーが次の規則に基づいて失֨の罰を受ける場合、そのサイドは失֨とな
る：

w 規則1.2　　プレーヤーの行動基準

w 規則1.3　　規則に従ってプレーする

w 規則4.1a　�ストロークを行うときに認められるクラブ

w 規則4.1D　�クラブをプレーから除外するための手続き

w 規則4.2a　�ラウンドのプレーに認められる球

w 規則4.3　　用具の使用

w 規則5.6a　�プレーの不当の遅延

w 規則5.7C　��委員会がプレーを中断したときにプレーヤーがしなければな
らないこと

w 規則6.2C　�ティーイングエリアの規則
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マッチプレーに限り：

w 規則3.2D　�ϋンディキャップマッチのϋンディキャップの適用

ストロークプレーに限り：

w 規則3.3C(2)　�プレーヤーの：スコアカードのূ明と提出

w 規則3.3C(3)　�ホールの間ҧったスコア

w 規則5.2C　　 �ラウンド前やラウンドとラウンドの間にコース上で練習す
ること

w 規則23.2C　　ストロークプレーのサイドのスコアカード

(2)�྆ ํのパートナーによるҧがͦのサイドの失֨となる߹。両方のパート
ナーがそれͧれ次の規則のいずれかに基づいて失֨の罰を受ける場合、その
サイドは失֨となる：

w 規則5.3　�ラウンドを始めること、終えること

w 規則5.4　�組でプレーすること

w 規則5.7a　�プレーを中断することができる、または中断しなければならな
い場合

w 規則5.7D　�プレーを再開するときにプレーヤーがしなければならないこと

ストロークプレーに限り：

ಉじホールで、両方のパートナーが次の規則の組み合わせに基づいて失֨の
罰を受けた場合、そのサイドは失֨となる。

w 規則3.3D　������ホールアウトをしない

w 規則6.1C　������スタートホールでティーイングエリアの外からプレー

w 規則6.3D　����� 誤球

w 規則14.7�������� 誤所からプレーすること

w 規則20.1D(3)　�2つの球をプレーしたことを報ࠂしない

(3)�1人のプレーヤーによるҧͰ、ͦのプレーヤーのͦのホールのスコアだけが
ແޮとなる߹。プレーヤーが上記以外の状況で失֨の罰がある規則にҧ反し
た場合には、そのプレーヤーは失֨とはならない。͠か͠、そのҧ反がىきた
ホールのそのプレーヤーのスコアはそのサイドのためにはカウントできない。　

マッチプレーでは、両方のパートナーがಉじホールでそのようなҧ反をした
場合、そのサイドはͦのホールのෛけとなる。　

規則�23
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�24�1　ティームٕڝの֓要
w ʮティームʯとはෳ数のプレーヤーからなるグループをいい、ݸ人またはサ
イドとして他のティームと競う。

w ティームイϕントでのプレーヤーたちのプレーは、ಉ࣌に行われる別の競技
(ྫえばݸ人ストロークプレー)の一部とすることもできる。

規則1ʙ23はティーム競技に適用するが、これらの特別規則によって修正され
る。

�24�2　ティームٕڝの݅

委員会はプレー形式、ティーム全ମのスコアの計ࢉ方法、その他の競技の条件
を決定する。ྫえば�

w マッチプレーでは、マッチにউった場合やタイになった場合に༩えられるϙ
イント。

w ストロークプレーでは、各ティームの合計スコアにカウントするためのスコ
ア数。

w 競技がタイの場合、タイのまま終わらせるのかどうか、終わらせない場合、
タイを決定する方法。

�24�3　ティームΩϟプテン

各ティームはティームをいて、そのティームについての決定ʢྫえば、その
ティームのどのプレーヤーがどのラウンドやマッチでプレーするのか、プレー
ヤーたちのプレーの順番をどうするのか、あるいは୭と୭をパートナーとして
組ませるのかʣを行うティームキャプテンを໊ࢦすることができる。

規則
ティーム24ٕڝ

規則の目తɿ
規則24はティーム競技を扱っている(マッチプレーかストロークプレーのい
ずれかでプレーする)。ティーム競技では複数のプレーヤーやサイドがティー
ムとして競技し、そうしたラウンドやマッチの結果が集計され、ティーム全
体のスコアとなる。

規則�24
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ティームキャプテンはその競技でプレーヤーとしてプレーすることができる。　

�24�4　ティームٕڝͰೝめΒΕるΞドバΠε

24�4B　ティームにΞドバΠεを༩͑ることがೝめΒΕるਓ	ΞドバΠ
εɾΪバー

委員会は、ラウンド中にそのティームのプレーヤーにアドバイスを༩えたり、
規則10.2で認めている他の援助をしたりすることができ、そのティームのプ
レーヤーがアドバイスを求めることができる人(アドバイスɾギバー)を各ティーム
が1໊໊ࢦすることを認めるローカルルールを࠾用することができる：

w アドバイスɾギバーは、ティームキャプテン、ティームコーチ、またはその
他の人(その競技でプレーしているティームメンバーを含む)がなることがで
きる。

w アドバイスɾギバーはアドバイスを༩える前に委員会にಧけ出ていなければ
ならない。

w 委員会はティームのアドバイスɾギバーをラウンド中や競技中に変更するこ
とを認めることができる。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�2(ܕ(委員会は各ティーム
が2人のアドバイスɾギバーを໊ࢦすることを認めるローカルルールを࠾用す
ることができる)参র。

24�4C　プレーதのΞドバΠεɾΪバーにؔする੍ݶ
ティームのアドバイスɾギバーがそのティームのプレーヤーである場合、その
競技でラウンドをプレーしている間はアドバイスɾギバーとして行動すること
は認められない。

ラウンドをプレーしている間、そのアドバイスɾギバーは規則10.2のアドバイ
スや他の援助に関する制限については、他のプレーしているティームメンバー
とಉじように扱われる。

24�4D　パーτφーҎ֎のティームϝンバーؒͰΞドバΠεをすること
Ͱきない
サイドのパートナーとして共にプレーしている場合をআ͖：

w プレーヤーはそのコースでプレーしているティームメンバーにアドバイスを
求めることも༩えることもできない。

規則�24
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w このことは、そのティームメンバーがそのコースでそのプレーヤーとಉじ組
でプレーしているか、あるいはҧう組でプレーしているかにかかわらず適用
する。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�5(ܕ(ストロークプレーの
ティーム競技(プレーヤーのラウンドのスコアはティームのスコアの一部として
だけカウントされる)では、委員会は、ಉじ組でプレーしているティームのメン
バーがパートナーではない場合でも互いにアドバイスを༩えることを認めるロー
カルルールを࠾用することができる)参র。

規則24�4のҧのേ：規則10�2BにͮجくҰൠのേɻ

規則�24
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のゴルフ規則の修正
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規則�25

�25�1　֓要

規則25は、すべてのプレー形式を含むすべての競技に適用する。規則25の特定
の修正された規則を使用するかどうかの決定はプレーヤーの障がいのカテゴ
リーと参加֨ࢿによる。

規則25は次の障がいのカテゴリーのプレーヤーのために特定の規則を修正する：

• 盲目のプレーヤー(特定のレϕルのࢹ力障害を含む)。

• 義手や義足のプレーヤー(四肢ܽଛや手足を失った人の両方)。

• 移動補助器具を使うプレーヤー。

• 知的障がいを持つプレーヤー。

その他の障がいのタイプを持つ多くのプレーヤーがいる(ྫえば、ਆױ࣬ܦを持
つプレーヤー、形外Պの࣬ױを持つプレーヤー、身長のプレーヤー、ࣖの
不自༝なプレーヤーなど)。これらの障がいのカテゴリーはࡏݱのとこΖ規則25
では扱われておらず、これらのプレーヤーに対するゴルフ規則の修正を扱う規
定はない。

用具の規則は修正されずに適用する。ただし、用具の規則セクシϣン7に規定
されている場合を除く。ҩྍ上の理༝のための用具(グラブや球以外)の使用に
関する情報については、規則4.3C参র。

委員会のા置、ηクション5% (プレーヤーの参加֨ࢿに関するガイμンスと、規
則25に関する加のガイμンスと、障がいを持つプレーヤーに関連する競技)。

規則 障がいを持つプレーヤーのため
のゴルフ規則の修正25

規則の目తɿ
規則25は特定の障がいを持つプレーヤーが障がいを持たないプレーヤー、同
じ障害をもつプレーヤー、異なるタイプの障がいを持つプレーヤーとフェア
にプレーすることができるように特定のゴルフ規則の修正を規定している。
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規則�25

25�2　目のプレーヤーのための修正

目తɿ
規則25.2は盲目(特定のレベルの視力障害を含む)のプレーヤーが補助員と
キャディーの両方から支援を同時に受けることを認め、目標を定める支援を
認め、クラブでバンカー内の砂に触れることについての禁止事項への限定さ
れた例外を与え、球の拾い上げ、ドロップ、プレース、リプレースの支援を
認めている。

25�2B　ิॿ員͔Βのࢧԉ
盲目のプレーヤーは補助員から次の支援を受けることができる：

• スタンスをとるとき。

• ストロークを行う前に目ඪを定めるとき。

• アドバイスを求めたり、受ける。

補助員は規則に基づくキャディー(規則10.3参র)とಉじステータスを持つが、
規則25.2eに記ड़されるྫ外がある。

規則10.2aのために、プレーヤーは補助員とキャディーの両方にಉ࣌にアドバ
イスを求めたり、補助員とキャディーの両方からಉ࣌にアドバイスを受けるこ
とができる。

25�2C　プレーヤーิॿ員1ਓ͚ͩがೝめΒΕる
盲目のプレーヤーは補助員をಉ࣌に1人だけ使うことができる。

もしそのプレーヤーが補助員をಉ࣌に2人以上使う場合、規則10.3a(1)(プレー
ヤーは一にキャディー1人だけが認められる)に規定されているのとಉじ方法
で、そのプレーヤーはҧ反がىきた各ホールでҰൠのേを受ける。

25�2D　規則10�2C	3
	目ඪを定める、ελンεをとる、εΠングをする
ことをԉॿするために物を置いてい͚ない
の修正
規則10.2C(3)は修正され、プレーヤー、キャディー、補助員が、目ඪを定める
支援のため、または行うことになるストロークのためのスタンスをとる支援の
ために物をஔいた場合(ྫえば、プレーヤーが目ඪとする場所や足のҐஔを示す
ために地面にクラブをஔくなど)は、罰はない。͠か͠、その物はストロークを
行う前に取り除かなければならず、そうしなかった場合は、プレーヤーは規則
10.2C(3)のҧ反に対してҰൠのേを受ける。
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規則�25

25�2E　規則10�2C	4
	プレーヤーがετϩーΫを͏ߦલにΩϟσィー
にରして੍͞ݶΕる۠Ҭ
の修正
規則10.2C(4)は修正され、ストロークを行うときに補助員やキャディーが手助
けをしなければ、プレーヤーのストローク中やストローク前のどの࣌点でも補
助員やキャディーがプレーのઢの球の後方延長ઢ上やその近くに故意に立って
いたとしても罰はない。

25�2F　規則10�3	Ωϟσィー
の修正
盲目のプレーヤーの補助員はそのプレーヤーのキャディーとしての役ׂをめ
ることができるが、そうする必要はない。

プレーヤーは補助員とキャディーの両方をಉ࣌に使うことができる。その場合：

• その補助員はプレーヤーのクラブを持ちӡんだり、扱ってはならない(プレー
ヤーをҊ内したり、プレーヤーがスタンスをとったり、ストロークを行う前
に目ඪを定めたりすることを手うとき、または定義ʮキャディーʯに規定
されている৺からプレーヤーを手う場合を除く)。

• その補助員がこの規則にҧ反してプレーヤーのクラブを持ちӡんだり、扱う
場合、そのプレーヤーはキャディーをಉ࣌に2人使ったことになり、ҧ反が
。きた各ホールについてҰൠのേを受ける(規則10.3a(1)参র)ى

25�2G　規則12�2C	1
	バンカーの࠭に৮ΕることͰ罰をड͚ることに
なる場合
の修正
バンカー内で自分の球にストロークを行う前に、盲目のプレーヤーは次の場所
や場合に罰なしに自分のクラブでそのバンカー内の࠭に৮れることができる：

• 球の直前、直後の区域。

• ストロークのためにバックスイングを行うとき。

͠か͠、そうするときにプレーヤーはクラブをܰく地面にஔく݁Ռとしてվળ
される以上にその球のライをվળしてはならない。

プレーヤーにはґ然として࠭の状態をテストするために故意にバンカー内の࠭
に৮れたり、練習スイングをするときにクラブでバンカー内の࠭に৮れること
についての規則12.2C(1)の禁止߲ࣄの制約を受ける。
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25�2H　規則14�1C	球を拾い上げることがͰきるਓ
の修正
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、規則14.1Cは修正さ
れ、プレーヤーのキャディーに加えて、そのプレーヤーの補助員がプレーヤー
のঝ認なしに球を拾い上げることができる。

25�2I　球をドϩップ、プレーε、リプレーεすることのࢧԉ
盲目のプレーヤーのために、プレーヤーが球をドロップ、プレース、リプレー
スすることを要求するすべての規則は修正され、プレーヤーに制約なしに他の
人にそのプレーヤーの球をドロップ、プレース、リプレースする一般的なঝ認
を༩えることを認める。

25�3　義ख義のプレーヤーのための修正

規則の目తɿ
規則25.3は義手や義足のプレーヤー(四肢欠損や手足を失った人の両方を意味
する)に義肢の使用、クラブをアンカリングしてストロークを行うこと、そして
球をドロップ、プレース、リプレースすることの支援を認めている。

25�3B　義ࢶのεテーλε
人的な手足を使うことは、プレーヤーにそうした人的な手足を使うҩֶ的
的な手足の使用によってプレーヤーが他のプレーヤーよがあり、その人ڌࠜ
りも不当なརӹをಘることはないと委員会が裁定することを条件に、規則4.3の
ҧ反とはならない(規則4.3C参র)。義肢の使用についてٙ問のあるプレーヤー
はできる限り速やかにその問題を委員会にর会すべきである。

義手や義足を使用するプレーヤーはґ然として異常な方法で用具を使用するこ
とについての規則4.3aの禁止߲ࣄの制約を受ける。

25�3C　規則10�1C	ΫラϒをΞンカリング	ݻ定
すること
の修正
義手や義足のプレーヤーが四肢ܽଛや手足を失ったことによりアンカリングせ
ずにはクラブをѲってクラブの大部分をスイングすることができないと委員会
が認めた場合、そのプレーヤーは規則10.1Cに基づく罰なしに、クラブをアン
カリングしたままストロークを行うことができる。
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25�3D　義ख義のプレーヤー球をドϩップ、プレーε、リプレーε
するときにࢧԉをड͚ることがͰきる
義手や義足のプレーヤーのために、プレーヤーが球をドロップ、プレース、リ
プレースすることを要求するすべての規則は修正され、プレーヤーに制約なし
に他の人にそのプレーヤーの球をドロップ、プレース、リプレースする一般的
なঝ認を༩えることを認める。

25�3E　定義「リプレーε」の修正
義手や義足のプレーヤーのために、定義ʮリプレースʯ(そして規則14.2C(2))は
修正され、プレーヤーが、手または他の用具の部分を使用すること(ྫえば、ク
ラブで球をసがすなど)のいずれかによって球をリプレースすることを認める。

�25�4　Ҡಈิॿث۩を使用するプレーヤーのための修正

目తɿ
規則25.4は移動補助具を使うプレーヤーが同時に補助員とキャディーの両方に
よって支援されることを認め、スタンスをとること、そしてストロークを行う
ことを支援するための移動補助具(車椅子、その他の車輪付きの移動器具、つえ
(ステッキ)、松葉づえなど)をプレーヤーがどのように使用できるかを説明し、
そして特定の救済処置を修正する。

規則25.4aと規則25.4lはすべての移動補助器具(つえ(ステッキ)、দ༿づえ、ं
Ҝࢠ、その他のंྠきの移動器具を含む)に適用する。

規則25.4mと規則25.4nはंҜࢠとその他のंྠきの移動器具だけに適用する。

25�4B　ิॿ員他のਓ͔Βのࢧԉ
移動補助具を使うプレーヤーは補助員やその他の人(別のプレーヤーを含む)か
ら次のような方法で支援を受けることができる：

• パッティンググリーン上で球を拾い上げる：プレーヤーの球がパッティング
グリーン上にある場合、規則14.1Cは修正され、そのプレーヤーのキャ
ディーに加えて、そのプレーヤーの補助員がプレーヤーのঝ認なしにその球
を拾い上げることができる。

• 球をドロップ、プレース、リプレースする：プレーヤーが球をドロップ、プ
レース、リプレースすることを要求するすべての規則は修正され、プレー
ヤーに制約なしに他の人にそのプレーヤーの球をドロップ、プレース、リプ
レースする一般的なঝ認を༩えることを認める。
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• プレーヤーや器具を適な場所に配ஔする：規則10.2C(5)により認められて
いる通り、ストロークを行う前に、プレーヤーは୭からであってもプレー
ヤー自身や移動補助具を配ஔしたり、移動補助具を取り除くための物理的な
支援を受けることができる。

25�4C　ิॿ員͔ΒのΞドバΠε
移動補助具を使うプレーヤーは、規則10.2a(アドバイス)に基づいてキャディー
にアドバイスを求めたり、キャディーからアドバイスを受けるのとಉじ方法
で、補助員にアドバイスを求めたり、補助員からアドバイスを受けることがで
きる。

補助員は規則に基づくキャディー(規則10.3参র)とಉじステータスを持つが、
規則25.4Kに記ड़されるྫ外がある。

規則10.2aのために、プレーヤーは補助員とキャディーの両方にಉ࣌にアドバ
イスを求めたり、補助員とキャディーの両方からಉ࣌にアドバイスを受けるこ
とができる。

25�4D　プレーヤーิॿ員1ਓ͚ͩがೝめΒΕる
移動補助器具を使うプレーヤーは補助員をಉ࣌に1人だけ使うことができる。

もしそのプレーヤーが補助員をಉ࣌に2人以上使う場合、規則10.3a(1)(プレー
ヤーは一にキャディー1人だけが認められる)に規定されているのとಉじ方法
で、そのプレーヤーはҧ反がىきた各ホールでҰൠのേを受ける。

25�4E　定義「ελンε」の修正
プレーヤーが移動補助具を使うことは、規則8.1aに基づく意図するスタンスの
区域の決定や規則16.1に基づく異常なコース状態による障害があるかどうかの
決定など様ʑな規則のためのʮスタンスʯに影響を༩えるであΖう。

このことに対ॲするために、定義ʮスタンスʯは修正され、ʮストロークの準උ
や、ストロークを行うときのプレーヤーの足とମのҐஔと移動補助具のҐஔ(使
われる場合)ʯを意味する。

25�4F　定義「リプレーε」の修正
移動補助器具を使うプレーヤーのために、定義ʮリプレースʯ(そして規則
14.2C(2))は修正され、プレーヤーが、手または他の用具の部分を使用すること
(ྫえば、クラブで球をసがすなど)のいずれかによって球をリプレースするこ
とを認める。
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25�4G　規則4�3	用۩の使用
の適用
規則4.3は移動補助具の使用に適用される：

• プレーヤーは規則4.3Cの基準に基づいて認められるのであれば自分のプレー
を支援する移動補助具を使うことができる。

• 移動補助具を使うプレーヤーはґ然として異常な方法で用具を使用すること
についての規則4.3aの禁止߲ࣄの制約を受ける。

25�4H　ελンεをとるときにҠಈิॿ۩の使用をೝめるΑ͏に規則
8�1C	5
を修正
規則8.1C(5)に基づいて、プレーヤーがスタンスをとるときに両足をしっかりਾ
える(合理的なఔで࠭の中に足をજり込ませることを含む)ことによりスト
ロークに影響を及ぼす状態をվળしても罰はない。

移動補助具を使うプレーヤーについて、規則8.1C(5)は修正され、ʮ合理的なఔ
で足をજり込ませるʯには次のことを含む：

• 合理的なఔで移動補助具をજり込ませること。

• スタンスをとるときに移動補助具を適な場所にҐஔさせるため、またス
リップを止するために合理的な行動をとること。

͠か͠、この修正は上記の範ᙝをえてスイング中に移動補助具がスリップし
ないようにするためにスタンスの場所を作ること(器具をݻ定するためにや࠭
をり上げた手を作るなど)を認めていない。

プレーヤーがそれを行った場合、規則8.1a(3)にҧ反してスタンスの場所を作る
ために地面を変えたことについてҰൠのേを受ける。

25�4I　規則10�1C	ΫラϒをΞンカリング	ݻ定
すること
の修正
プレーヤーが移動補助具を使うことによりアンカリングせずにはクラブをѲっ
てクラブの大部分をスイングすることができないと委員会が認めた場合、その
プレーヤーは規則10.1Cに基づく罰なしに、クラブをアンカリングしたままス
トロークを行うことができる。

25�4J　規則10�1D	プレーのઢをލいͩり、౿ΈながΒετϩーΫをߦ
͏こと
の修正
プレーヤーの移動補助具の使用をྀߟし、規則10.1Dは修正され、プレーヤー
は故意に移動補助具のどの部分もプレーのઢ(または球の後方延長ઢ上)の両ଆ
にஔいたり、৮れたりしてストロークを行ってはならない。
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25�4K　規則10�3	Ωϟσィー
の修正
移動補助具を使うプレーヤーの補助員はそのプレーヤーのキャディーとしての
役ׂをめることができるが、そうする必要はない。

プレーヤーは補助員とキャディーの両方をಉ࣌に使うことができる。その場合：

• その補助員はプレーヤーのクラブを持ちӡんだり、扱ってはならない(プレー
ヤーがスタンスをとったり、ストロークを行う前に方向をௐすることを手
うとき、または定義ʮキャディーʯに規定されている৺からプレーヤーを
手う場合を除く)。しかし、規則10.2C(3)(目ඪを定める、スタンスをとる、
スイングをするときの援助となる物をஔいてはならない)は修正されない。

• その補助員がこの規則にҧ反してプレーヤーのクラブを持ちӡんだり、扱う
場合、そのプレーヤーはキャディーをಉ࣌に2人使ったことになり、ҧ反が
。きた各ホールについてҰൠのേを受ける(規則10.3a(1)参র)ى

25�4L　規則11�1C	2
の修正
移動補助器具を使うプレーヤーのために、規則11.1C(2)は修正され、パッティ
ンググリーンからプレーされて動いているプレーヤーの球が偶然にその移動補
助器具に当たった場合、その球をあるがままにプレーしなければならない。

25�4M　バンカーの࠭のঢ়ଶをテετするためにҠಈิॿ۩を使͏場
合の規則12�2C	1
の適用
規則12.2C(1)に基づき、プレーヤーは、手、クラブ、レーキ、その他の物でそ
のバンカーの࠭に故意に৮れてはならず、また、次のストロークについての情
報をಘるために࠭の状態をテストしてはならない。

このことは故意に࠭の状態をテストするために移動補助具を使うことにも適用
される。

͠か͠、プレーヤーはその他の目的のために罰なしに移動補助具で࠭に৮れる
ことができる。

25�4N　ंྠきのҠಈث۩を使͏プレーヤーのためɿレッドϖφル
ティーΤリΞの球とΞンプレヤϒルの球についてのラテラル救済のબ
ࢶの修正
ंྠきの移動器具を使うプレーヤーがレッドペナルティーエリア内の球やア
ンプレヤブルの球についてラテラル救済を受ける場合、規則17.1d(3)と規則
19.2Dは修正され、認められる救済エリアのサイズの計ଌを2クラブレングスか
ら4クラブレングスに拡大する。

規則�25
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25�4O　ंྠきのҠಈث۩を使͏プレーヤーのためɿ規則19�3C	バ
ンカーのΞンプレヤϒルの球にରする救済

ंྠきの移動器具を使うプレーヤーがバンカー内でアンプレヤブルの球に対
する救済を受ける場合、規則19.3Cは修正され、そのプレーヤーは1േଧでバン
カーの外に後方ઢ上の救済を受けることができる。

�25�5　త障がいを持つプレーヤーのための修正

目తɿ
規則25.5は知的障がいを持つプレーヤーが補助員とキャディーの両方から同時
に支援を受けることを認め、特定のプレーヤーを担当せず、そしてアドバイス
を与えることは認められないスーパーバイザーの役割を明確にしている。

25�5B　ิॿ員εーパーバΠβー͔Βのࢧԉ
知的障がいを持つプレーヤーが必要とする支援のఔは各ݸ人に特༗である。

委員会はプレーヤーを支援する補助員やスーパーバイβーを規定したり、認め
ることができる：

• 補助員とは、ݸʑのプレーヤーのプレーや規則の適用を支援する人である：

{ 補助員は規則に基づくキャディー(規則10.3参র)とಉじステータスを持つ
が、規則25.5Dに記ड़される制約がある。

{ 規則10.2a(アドバイス)のために、プレーヤーは補助員とキャディーの両
方にಉ࣌にアドバイスを求めたり、補助員とキャディーの両方からಉ࣌に
アドバイスを受けることができる。

• スーパーバイβーとは、競技中に知的障がいを持つプレーヤーを支援するた
めに委員会が໊ࢦした人である：

{ スーパーバイβーは特定のプレーヤーにׂり当てられるのではなく、必要
な場合にそれがどのプレーヤーであっても支援するためにその場にいる。

{ スーパーバイβーの規則上の扱いは֎త影響となる。

{ プレーヤーはスーパーバイβーにアドバイスを求めたり、スーパーバイ
βーからアドバイスを受けることはできない。

規則�25
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25�5C　プレーヤーิॿ員1ਓ͚ͩがೝめΒΕる
知的障がいを持つプレーヤーは補助員をಉ࣌に1人だけ使うことができる。

もしそのプレーヤーが補助員をಉ࣌に2人以上使う場合、規則10.3a(1)(プレー
ヤーは一にキャディー1人だけが認められる)に規定されているのとಉじ方法
で、そのプレーヤーはҧ反がىきた各ホールでҰൠのേを受ける。

25�5D　規則10�3	Ωϟσィー
の修正
知的障がいを持つプレーヤーの補助員はそのプレーヤーのキャディーとしての
役ׂをめることができるが、そうする必要はない。

プレーヤーは補助員とキャディーの両方をಉ࣌に使うことができる。その場合：

• その補助員はプレーヤーのクラブを持ちӡんだり、扱ってはならない(プレー
ヤーがスタンスをとったり、ストロークを行う前に方向をௐすることを手
うとき(委員会によってঝ認された場合)、または定義ʮキャディーʯに規
定されている৺からプレーヤーを手う場合を除く)。しかし、規則
10.2C(3)(目ඪを定める、スタンスをとる、スイングをするときの援助となる
物をஔいてはならない)は修正されない。

• その補助員がこの規則にҧ反してプレーヤーのクラブを持ちӡんだり、扱う
場合、そのプレーヤーはキャディーをಉ࣌に2人使ったことになり、ҧ反が
。きた各ホールについてҰൠのേを受ける(規則10.3a(1)参র)ى

25�5E　規則14�1C	球を拾い上げることがͰきるਓ
の修正
プレーヤーの球がパッティンググリーン上にある場合、規則14.1Cは修正さ
れ、プレーヤーのキャディーに加えて、そのプレーヤーの補助員がプレーヤー
のঝ認なしに球を拾い上げることができる。

25�5F　త障がいとମత障がいの྆方を持つプレーヤー
知的障がいと身ମ的障がいの両方を持つプレーヤーについて、委員会が両方のछ
ྨの障がいに対ॲするために規則25の規則を組み合わせて使うことをਪする。

�25�6　すての障がいのカテゴリーのためのҰൠతな規定

25�6B　ෆのԆ
規則5.6aの不当の遅延についての禁止߲ࣄを障がいを持つプレーヤーに適用す
る場合：

規則�25
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• 委員会は自༝裁量を用い、コースの難қ、ؾ状況(移動補助具の使用に༩え
る影響の観点から)、競技会の性質、そして競技に参加しているプレーヤーの障
がいのఔをྀߟに入れたಠ自の合理的な基準を定めるべきである。

• そうした要因をྀߟした上で、委員会はどんなときに不当の遅延となるのか
についてよりॊೈな解ऍを用いることがଥ当であΖう。

25�6C　ドϩップ規則
14.3C(球は正しい方法でドロップしなければならない)を適用する場合、身ମ的
な制約により、特定の障がいを持つプレーヤーはකのߴさからドロップしたか
どうかを知ることはࠔ難あるいは不可能となるので、委員会はකのߴさからド
ロップしたというプレーヤーの合理的な断を受け入れるべきである。また、
委員会はプレーヤーの身ମ的な制約をྀߟし、球をකのߴさからドロップする
すべての合理的な力を受け入れるべきである。

委員会のા置、ηクション5% (プレーヤーの参加֨ࢿに関するガイμンスと、
規則25に関する加のガイμンスと、障がいを持つプレーヤーに関連する競
技)。

規則�25
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૬ख

マッチでプレーヤーが対ઓする人。૬खという用ޠはマッチプレーにのみ適用
する。

ΞウτΦϒバウンζ

委員会によって定められたコースの境界ԑの外ଆのすべての区域。そのԑの内
ଆのすべての区域はインバウンズである。

コースの境界ԑは地面の上方と、地面のԼ方の両方に及Ϳ：

w このことは、境界ԑの内ଆのすべての地面とその他のもの(ྫえば、自然物や
人物)は、地面の上、上方、地Լのどこにあっても、インバウンズであるこ
とを意味する。

w ある物が境界ԑの内ଆと外ଆの両方にまたがっている場合(ྫえば、境界フェ
ンスに取りけられている֊ஈ、ࠜ元はԑの外ଆにあるがࢬはԑの内ଆに৳
ͼている(またはそのٯ))、そのԑの外ଆにある部分だけがアウトオブバウ
ンズとなる。

境界ԑはڥք物やઢによって定められるべきである：

w やフェンスߌやフェンスによって定められる場合、境界ԑはそのߌ：ք物ڥ
ϙスト(支பを除く)のコースଆを地表レϕルで݁んだઢによって定められ、
そしてそれらのߌやフェンスϙストはアウトオブバウンズである。

นのような他の物で定められる場合、または委員会がҧった方法で境界フェ
ンスを扱いたいとߟえる場合、委員会はその境界ԑを定めるべきである。

w ઢ：地面にృられたઢによって定められる場合、境界ԑはそのઢのコースଆ
のԑとなり、そのઢ自ମはアウトオブバウンズである。

地面のઢが境界ԑを定める場合、境界ԑがある場所を示すためにߌを使用す
ることができる。

境界ԑを定めたり、示したりするためにߌを使用する場合、そのߌはڥք物で
ある。

境界ߌや境界ઢはന৭とするべきである。

ΞドバΠε

次のときにプレーヤーに影響を及ぼすことを意図したޱ಄によるコメントや行
ҝ(ྫえば、ストロークを行うために使用したクラブを見せること)：

w クラブを選択するとき。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@9*@1��������JOEE������ ������������������



237

定義

w ストロークを行うとき。

w ホールや、ラウンド中のプレー方法を決定するとき。

͠か͠、アドバイスには公開されている情報は含まない。ྫえば：

w コース上の物のҐஔ(ྫえば、ホール、パッティンググリーン、フェアウェイ、
ペナルティーエリア、バンカー、別のプレーヤーの球)。

w ある1点から他の1点までの距離。

w ෩向き。

w 規則。

委員会

競技またはコースを理する人、またはグループ。

ҟৗなίーεঢ়ଶ

次の4つの定義された状態：

w 動物の݀。

w 修ཧ地。

w 動かせない障害物。

w Ұ࣌తなਫ。

Ұ࣌తなਫ

次の条件をຬたす地表面に一࣌的にཷまったਫ(ྫえば、Ӎやࢄਫによるਫཷま
り、ਫ域からᷓれたਫ)：

w ペナルティーエリアにはないもの。

w プレーヤーがスタンスをとる前やスタンスをとった後に見えている(プレーヤー
の足でաに౿み込まずに)。

単に地面がೞれている、͵かるんでいる、ೈらかい、またはプレーヤーが地面
に立ったときにਫがॠ間的に見える、というだけではこの条件をຬたさない；
ਫཷまりはスタンスをとる前と後のいずれかにଘࡏしていなければならない。

特別なέース：

w ࿐やૼはҰ࣌తなਫではない。

w ઇとࣗ然のණ(ૼ以外)は、プレーヤーの選択で、ルースインペディメント
か、または地面の上にある場合はҰ࣌తなਫのいずれかとなる。　
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w 人のණは障害物である。

Ұൠの罰

マッチプレーではホールのෛけ、ストロークプレーでは2罰ଧ。

Πンプレー

コース上にあり、ホールのプレーで使用しているプレーヤーの球の状態：

w 球は次のときにホールでॳめてインプレーの球となる：

{ プレーヤーがティーイングエリアからその球にストロークを行ったと
き。

{ マッチプレーで、プレーヤーがティーイングエリアの外からその球にス
トロークを行い、૬खが規則6.1Cに基づいてそのストロークを取りফさ
なかったとき。

w 球はホールにೖるまでインプレーのままとなる。ただ͠、次のときはもはや
インプレーではなくなる：

{ その球がコースから拾い上げられたとき。

{ その球が紛失した(コース上に止まっていたとしても)、またはアウトオブ
バウンズに止まったとき。

{ 別の球にऔΓସ͑たとき(規則で認められていなかったとしても)。

インプレーではない球は誤球である。

どんな࣌でもプレーヤーはෳ数のインプレーの球を持つことはない(プレーヤー
が1つのホールでಉ࣌にෳ数の球をプレーできる限定された状況については規
則6.3d参র)。

規則がʮ止まっている球ʯ、またはʮ動いている球ʯに言及する場合、それは
インプレーの球を意味する。

インプレーの球のՕ所をマークするためにボールマーカーが所定のҐஔにある
場合：

w 球が拾い上げられていなかった場合、その球はまだインプレーである。

w 球が拾い上げられてからリプレースされた場合、そのボールマーカーがまだ
取り除かれていなかったとしてもその球はインプレーである。

ಈいた

止まっている球が元のՕ所を離れて他のՕ所に止まり、それが眼によって見
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ることができる(୭かが実際にそれを見ていたかどうかにかかわらず)場合。

このことは球が元のՕ所を離れ、上Լ、ਫฏ、どの方向に動いたかにかかわら
ず適用する。

球が༳れている(またはৼ動している)だけで、元のՕ所にཹまっている、また
は戻っている場合、その球は動いたことにはならない。

ಈ͔ͤない障物

次の障害物をいう：

w 不合理な力なしには、またはその障害物やコースをյさずには動かすこと
ができない。

w その他の点において動かせる障害物の定義に合கしない物。

委員会は、障害物が動かせる障害物の定義に合கしたとしても、その障害物を
動かせない障害物と定めることができる。

ಈ͔ͤる障物

合理的な力でその障害物やコースをଛইさせずに動かすことができる障害
物。

動かせない障害物やෆՄな物の一部(ྫえば、、ドア、取りけられたέー
ブルの一部)がこれらの2つの基準に合கする場合、その部分は動かせる障害物
として扱われる。

͠か͠、動かせない障害物やෆՄな物の動かせる部分が動かすことを意図し
て作られていない場合(ྫえば、ੴนの一部から分離したੴ)にはこの規定は適
用しない。

障害物が動かせる場合であっても、委員会はそれを動かせない障害物として定
めることができる。

Φφー

ティーイングエリアから最ॳにプレーするプレーヤーのݖར(規則6.4参র)。

վળ

プレーヤーがストロークに対してજࡏ的なརӹをಘるためにそのストロークに
影響を及ぼす状態、またはプレーに影響を及ぼす他の物理的な状態の1つまた
はෳ数を変えること。
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֎తӨڹ

プレーヤーの球、用具、コースにىきることに影響を及ぼす可能性のある次の
人や物：

w すべての人(別のプレーヤーを含む)。ただ͠、プレーヤー、またはそのキャ
ディー、プレーヤーのパートナーや૬ख、それらのキャディーを除く。

w すべての動物。

w すべての自然物、人物やその他の物(動いている別の球を含む)。ただ͠、
ࣗ然のྗを除く。

w 人的に発生させた෩やਫ(ྫえば、ૹ෩機やᕲᕱシステムなど)。

શな救済のχヤレετϙΠンτ

異常なコース状態(規則16.1)、危険な動物の状態(規則16.2)、త֎グリーン
(規則13.1G)、プレーې止۠Ҭ(規則16.1Gと規則17.1e)から罰なしの救済を受け
るため、または特定のローカルルールに基づいて救済を受けるときの基点。

この基点は次の要件をຬたして球があるものとਪ定された地点である：

w 球の元のՕ所に最も近く、͠か͠、そのՕ所よりホールに近づかない。

w 要求されるコースエリア内。

w そのストロークに対して救済を受けようとしている状態からの障害(使用され
る規則に基づく)がなくなる所。そのストロークとは、もしその状態が元のՕ
所になかったらプレーヤーが元のՕ所から行っていたであΖうストロークを
意味する。

この基点をਪ定するときには、プレーヤーはそのストロークで使用していたで
あΖうクラブの選択、スタンス、スイング、プレーのઢを特定する必要があ
る。

プレーヤーは選択したクラブを持って実際のスタンスをとったり、スイングし
たりすることによってそのストロークをࢼしてみる必要はない(͠か͠、プレー
ヤーが正確にਪ定をするためには通常はそうすることがקめられる)。

શな救済のχヤレストϙイントは救済を受けている特定の状態だけを対と
しているので、他のԿかによって障害が生じる場所となることもある：

w プレーヤーが救済を受けた後、救済が認められる別の状態による障害が生じ
た場合、そのプレーヤーは改めて、新しい状態からの新しいશな救済のχ
ヤレストϙイントを決定することによって救済を受けることができる。
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w 救済は各状態から別ʑに受けなければならない。ただ͠、すでに各状態から
別ʑに救済を受けたが、それらの別ʑの救済を受け続けても互いの状態によ
る障害が܁りฦされると݁づけることが合理的な場合、プレーヤーは両方
の状態からの救済をಉ࣌に受けることができる(この場合、両方の状態からの
。(શな救済のχヤレストϙイントを決定することになる

Ωϟσィー

次の方法を含め、ラウンド中にプレーヤーを助ける人：

w クラブを持って行くこと、ӡͿこと、扱うこと：プレー中にプレーヤーのク
ラブを持って行く、ӡͿ(ྫえば、カートやトロリーで)、扱う人は、プレー
ヤーによってキャディーとして໊ࢦされていなかったとしても、そのプレー
ヤーのキャディーである。ただ͠、अຐにならない所にプレーヤーのクラ
ブ、バッグ、カートを移動するためや、৺から行動(ྫえば、プレーヤーが
ஔきれたクラブを取りに行く)した場合を除く。

w アドバイスを༩えること：プレーヤーのキャディーは(パートナーやパートナー
のキャディーを除き)、プレーヤーがアドバイスを求めることができる།一の
人である。

キャディーは規則が認める他の方法でプレーヤーを助けることもできる(規則
10.3C参র)。

救済ΤリΞ

プレーヤーが規則に基づいて救済を受けるときに球をドロップしなければなら
ないエリア。後方ઢ上の救済(規則16.1D(2)、17.1d(2)、19.2C、19.3参র)のྫ
外があるが、各救済規則はプレーヤーに次の3つの要素に基づく大きさと場所
を持つ特定の救済エリアを使用することを要求する：

w 基点：救済エリアの大きさを計ଌするときのى点。

w 基点から計ଌする救済エリアの大きさ：救済エリアは基点から1クラブレン
グスか、2クラブレングスのいずれかとなる。͠か͠、一定の制限がある。

w 救済エリアの場所の制限：救済エリアの場所は1またはෳ数の方法で制限さ
れることがある。ྫえば：

{ 特定の定義されたコースエリアだけとなる(ྫえば、δェネラルエリアだ
け、またはバンカーやペナルティーエリアの外)。

{ 基点よりもホールに近づかない。または救済を受けているペナルティー
エリアやバンカーの外でなければならない。

{ 救済を受けている状態による障害(特定の規則で定めている)がなくなる
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所。

後方ઢ上の救済では、プレーヤーは使用される規則によって認められる場所の
ઢ上にドロップしなければならず、ドロップしたときにその球が最ॳに地面に
৮れたઢ上のՕ所が救済エリアを定め、その救済エリアはその地点からどの方
向にも1クラブレングスとなる。

プレーヤーが後方ઢ上の救済を使用する際に再、または2回目のドロップを
しなければならない場合、そのプレーヤーは次のことができる：

w 球をドロップするՕ所を変えて(ྫえば、ホールより近く、またはԕくにド
ロップする)、そのՕ所に基づいて救済エリアを変える。

w ҧうコースエリアにドロップする。

しかし、そうすることで規則14.3Dの適用の方法は変わらない。

救済エリアの大きさを決定するためにクラブレングスを使用する場合、プレー
ヤーはߔ、݀またはྨࣅの物を直ӽえて計ଌすることができるし、物(ྫえ
ば、、フェンス、น、トンネル、排ਫやスプリンクラーϔッド)を直ӽえ
て、または中を通して計ଌすることができる。͠か͠、自然にうͶった地面の
中を通して計ଌすることは認められない。

委員会のા置、ηクション2*(委員会はプレーヤーが特定の救済を受ける場合に
救済エリアとしてドロップκーンの使用を認める、または要求することを選択
することができる)参র。

ք物ڥ

アウトオブバウンズを定める、または示している人物(ྫえば、น、フェン
ス、ߌ、レーリング)で罰なしの救済は認められない。

：ք物には境界フェンスの基ૅやபを含む。͠か͠、次のものは含まないڥ

w นやフェンスに取りけられた支பやガイϫイヤ。

w นやフェンスをりӽえたり、通りൈけるために使用する、֊ஈ、ڮ、ྨ
。物ݐのࣅ

ք物はその全ମまたは一部を動かすことができたとしても、動かせないものڥ
として扱われる(規則8.1a参র)。

。ք物は障害物でも、ෆՄな物でもないڥ

Ϋラϒレングε

ラウンド中にプレーヤーが持っている14ຊ(またはそれ以Լ)のクラブ(規則

"�@ຊنଇॻ$MFBO@9*@1��������JOEE������ ������������������



243

定義

4.1C(1)で認められる通り)のうち、パター以外で最も長いクラブの長さ。

クラブレングスは各ホールのそのプレーヤーのティーイングエリアを定めると
きや、規則に基づいて救済を受ける場合にそのプレーヤーの救済エリアのサイ
ズを決定するときに使用される計ଌ単Ґである。

これらのエリアを計ଌする目的のために、クラブのトーからグリップのバット
エンドまでのクラブの全ମの長さが使用される。͠か͠、そのグリップエンド
に取りけられた物はクラブレングスの一部ではない。

ίーε

委員会がઃ定した境界のԑの内ଆのすべてのプレーエリア：

w 境界のԑの内ଆのすべてのエリアはインバウンズであり、コースの一部であ
る。

w 境界のԑの外ଆのすべてのエリアはアウトオブバウンズであり、コースの一
部ではない。

w 境界のԑは地面の上方と、地面のԼ方の両方に及Ϳ。

コースは5つの定義されたコースエリアでߏ成されている。

ίーεΤリΞ

コースをߏ成する次の5つの定義されたエリア：

w δェネラルエリア。　

w プレーヤーがプレーするホールをスタートするときにそこからプレーしなけ
ればならないティーイングエリア。

w すべてのペナルティーエリア。

w すべてのバンカー。

w プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン。

球ޡ

次のプレーヤーの球以外のすべての球：

w インプレーの球(元の球か、औΓସ͑た球かにかかわらず)。

w 暫定球(規則18.3Dに基づいて์غする前の)。

w 規則14.7Cや規則20.1Dに基づいてストロークプレーでプレーしたୈ2の球。

誤球のྫ：
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w 別のプレーヤーのインプレーの球。

w ࣺてられている球。

w プレーヤー自身の球でアウトオブバウンズとなっている球、紛失球となった
球、あるいは拾い上げていてまだインプレーに戻していない球。

ॴޡ

プレーヤーが自分の球をプレーすることを規則が求めている、または認めてい
る場所以外のコース上のすべての場所をいう。

誤所からのプレーのྫ：

w 誤ったՕ所に球をリプレースしてプレーすること、または規則がリプレース
を求めているのにリプレースをせずにプレーすること。

w ドロップした球を所定の救済エリアの外からプレーすること。

w 誤った規則に基づいて救済を受け、その݁Ռ、球を規則に基づいて認められ
ていない場所にドロップし、規則に基づいて認められない場所からプレーす
ること。

w プレーې止۠Ҭから球をプレーすること、またはプレーې止۠Ҭがプレーヤー
の意図するスタンスやスイング区域の障害となるときに球をプレーすること。

プレーヤーは次の状況では誤所からプレーしたことにはならない。

w ホールのプレーをスタートするときに、ティーイングエリアの外から球をプ
レーした、またはその誤りを訂正しようとしているときにティーイングエリ
アの外からプレーした(規則6.1C参র)。

w プレーヤーがストロークを再プレーしなければならないのに、再プレーをせ
ずに球が止まったՕ所からプレーをした。

の救済をड͚ることがͰきるϙΠンτݶେ࠷

શな救済のχヤレストϙイントがない場合に、バンカー(規則16.1D)やパッ
ティンググリーン(規則16.1d)の異常なコース状態から罰なしの救済を受けるた
めの基点。

この基点は次の要件をຬたして球があるものとਪ定された地点である：

w 球の元のՕ所に最も近く、͠か͠、そのՕ所よりもホールに近づかない。

w 要求されたコースエリア内。

w その異常なコース状態がなかったら元のՕ所から行っていたであΖうストロー
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クに対してその状態による障害が最খとなる所。

この基点をਪ定するときには、プレーヤーはそのストロークで使用していたで
あΖうクラブの選択、スタンス、スイング、プレーのઢを特定する必要があ
る。

プレーヤーは選択したクラブを持って実際のスタンスをとったり、スイングし
たりすることによってそのストロークをࢼしてみる必要はない(͠か͠、プレー
ヤーが正確にਪ定をするためには通常はそうすることがקめられる)。

の救済をडけることがͰ͖るϙイントは、球のライと、プレーヤーの意ݶେ࠷
図するスタンスとスイング、そしてパッティンググリーンに限りプレーのઢに
対する相対的な障害のఔをൺֱすることによって見つけられる。ྫえば、Ұ
：తなਫからの救済を受ける場合࣌

w の救済をडけることがͰ͖るϙイントは、プレーヤーが立つ所よりもݶେ࠷
球がઙいਫの中にある所かもしれないし(ライやスイングよりもスタンスに影
響する)、またはプレーヤーが立つ所よりも球がਂいਫの中にある所かもしれ
ない(スタンスよりもライとスイングに影響する)。

w パッティンググリーン上で、࠷େݶの救済をडけることがͰ͖るϙイントは
球がҰ࣌తなਫの最もઙい所を通աすることになるプレーのઢに基づくかも
しれないし、または球が最も距離でそのਫを通աすることになるプレーの
ઢに基づくかもしれない。

େείΞ࠷

プレーヤー、またはサイドのホールのスコアが委員会がઃ定した最大ストロー
ク数(行ったストロークと罰ଧを含む)に制限する(ྫえばパーの2ഒ、決められ
た数ࣈ、ネットμブルボギー)ストロークプレーの1つの形式。

αΠド

マッチプレーやストロークプレーでラウンドを一つのϢχットとして競う2人
以上のパートナー。

各パートナーが自分の球をプレーする(フォアボール)か、またはパートナーた
ちで1つの球をプレーする(フォアサム)かにかかわらず、パートナーたちの各組
が1つのサイドとなる。

サイドはティームとಉじではない。ティーム競技では、各ティームはݸ人また
はサイドとして競うプレーヤーたちでߏ成する。

定球

プレーヤーによってプレーされたばかりの球が次の可能性がある場合にプレー
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される別の球：

w アウトオブバウンズ。

w ペナルティーエリア以外で紛失。

暫定球はプレーヤーのインプレーの球ではない(規則18.3Dに基づいてインプ
レーの球となる場合を除く)。

δΣωラルΤリΞ

コース全ମから他の4つの定義されたエリア(つまり(1) プレーヤーがプレーする
ホールをスタートするときにそこからプレーしなければならないティーイング
エリア、(2)すべてのペナルティーエリア、(3)すべてのバンカー、(4)プレー
ヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン)を除いたコースエリア。

δェネラルエリアには次を含む：

w ティーイングエリア以外のコース上のすべてのティーイング場所。

w すべてのత֎グリーン。

ࣗવのྗ

෩、ਫなどの自然の影響、または重力の影響により明らかな理༝がなくԿかが
。きる場合ى

໘に͘いࠐΉ

プレーヤーの球がそのプレーヤーの直前のストロークの݁Ռとして作られたそ
の球のϐッチマークの中にあり、その球の一部が地表面よりԼにある場合。

地面にくい込んだことになるために球は必ずしもに৮れる必要はない(ྫえ
ば、やルースインペディメントが球との間にあることもある)。

ॏେなҧ

ストロークプレーで、誤所からのプレーが正しい場所から行われるストローク
とൺֱしてプレーヤーにஶしいརӹを༩える可能性がある場合。

ॏେなҧがあったかどうかを決めるためのൺֱをする場合、ྀߟに入れる要
素には次のものを含む：

w そのストロークの難қ。

w 球からホールまでの距離。

w プレーのઢ上にあるअຐな物の影響。

w ストロークに影響を及ぼす状態。
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ॏେなҧの概೦はマッチプレーには適用しない。なͥなら、プレーヤーが誤所
からプレーした場合、そのプレーヤーはそのホールのෛけとなるからである。

修ཧ

委員会が修ཧ地と定める(マーキングや他の方法により)コースのすべての部
分。定めた修ཧ地には次の両方を含む：

w その定めた区域のԑの内ଆのすべての地面。

w その定めた区域内にࠜいているすべての、ブッシϡ、、その他の生長
またはணしている自然物。これらには地面の上方でその定めた区域のԑの
外ଆに৳ͼた部分が含まれる。͠か͠、その定めた区域のԑの外ଆの地面に
ணしていたり、そのԑの外ଆの地Լにある部分(ྫえば、そのԑの内ଆにࠜ
いているの一部であるのࠜ)は含まれない。

また、委員会が修ཧ地として定めていなかったとしても次のものは修ཧ地に含
まれる：

w 次のときに委員会、または理スタッフが作った݀：

{ コースセットアップ(ྫえば、ߌを取り除いた݀や、別のホールのプレー
のために使用しているμブルグリーン上のホール)。

{ コース理(ྫえば、ࣳ、りגを取り除くときにできた݀やパイプライ
ンをઃஔするときにできた݀。͠か͠、エアレーシϣンホールを除く)。

w 後で移すためにੵまれたמ、༿、他の物。͠か͠：

{ 移すためにੵまれた自然物はルースインペディメントでもある。

{ 移すことを意図せずにコース上に残されている物は、委員会が修ཧ地と
して定めていなければ、修ཧ地ではない。

w プレーヤーの球の近くにあるためにプレーヤーのストロークやスタンスによ
りଛইする可能性のある動物のॅॲ(ྫえば、ௗの)。ただ͠、ルースイン
ペディメントとして定義されている動物(ྫえば、ミミズやࠛ)によって作
られたॅॲを除く。

修ཧ地のԑはߌ、ઢ、物理的な特を持った物で定めるべきである：

w の外ଆを݁んߌとߌで定める場合、修ཧ地のԑは、地表レϕルでそのߌ：ߌ
だઢで定め、そのߌは修ཧ地内である。

w ઢ：地面上にృったઢで定める場合、修ཧ地のԑはそのઢの外ଆのԑとな
り、ઢ自ମは修ཧ地内である。
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w 物理的な特を持った物：物理的な特を持った物(ྫえば、Ֆஃやターフナー
セリ)で定める場合、委員会は修ཧ地のԑを定める方法をࠂ知するべきである。

修ཧ地のԑがઢや物理的な特を持った物で定められている場合、修ཧ地のଘ
。を使用することができるߌを示すためにࡏ

は障害ߌが修ཧ地のԑを定める、また示すために使用されている場合、そのߌ
物である。

障物

ෆՄな物とڥք物をআくすべての人物。

障害物のྫ：

w 人の表面を持つಓ࿏(これらの人的なԑੴを含む)。

w 。物、ආ難খݐ

w スプリンクラーϔッド、排ਫޱ、ᕲᕱボックスまたは制ޚボックス。

w 、น、レーリング、フェンス(͠か͠、これらがコースの境界ԑを定める、ߌ
または示すڥք物である場合を除く)。

w ゴルフカート、ࣳמり機、ं、他のं両。

w ゴミശ、Ҋ内ඪࣝ、ϕンチ。

w プレーヤーの用具、ض、レーキ。

障害物は動かせる障害物か、動かせない障害物のいずれかとなる。動かせない
障害物の一部(ྫえば、、ドア、取りけられたέーブルの一部)が動かせる
障害物の定義に合கする場合、その部分は動かせる障害物として扱われる。

ペイントした点やઢ(境界やペナルティーエリアを定めるために使用されるもの
など)は障害物ではない。

委員会のા置、ηクション8；ローカルルールͻな�23'ܕ(委員会は特別な救済
ॲஔを適用するために特定の障害物をྟ࣌の動かせない障害物として定めるロー
カルルールを࠾用することができる)参র。

είΞカード

ストロークプレーで、各ホールのプレーヤーのスコアを記入するカード。

スコアカードは次のことを可能とする委員会がঝ認したॻ面や、ిࢠ形式とす
ることができる：

w 各ホールのプレーヤーのスコアを記入すること。
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w 物理的なॺ໊や委員会が認めたిࢠ的認ূによってマーカーとプレーヤーが
そのスコアをূ明すること。

マッチプレーではスコアカードを要求しないが、マッチのスコアを記入してお
くためにプレーヤーが使用することがある。

ελンε

ストロークの準උや、ストロークを行うときのプレーヤーの足とମのҐஔ。

規則25�4E (移動補助器具を使うプレーヤーについては、ストロークの準උ、ス
トロークを行う際の移動補助器具のҐஔを含めるようにこの定義は修正される)
を参র。

εテーϒルフΥード

ストロークプレーの1つの形式で、次のものをいう：

w プレーヤーやサイドのホールのスコアは、そのプレーヤーやサイドのホール
のストローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)と委員会がઃ定したそのホー
ルに決められた目ඪスコアとを対ൺして༩えられるϙイントに基づく。

w すべてのラウンドを終了し、最ߴ点で終えたプレーヤーやサイドが競技の༏
উऀとなる。

ετϩーΫ

球をଧつために行われるクラブの前方への動き。

͠か͠、次の場合にはプレーヤーはストロークを行ったことにはならない：

w μウンスイングの間に球をଧたないことに決めて、クラブϔッドが球にಧく
前に、そのクラブϔッドを意図的に止めること、または止めることができな
い場合に意図的にۭৼりをすることによってଧつことをආけた場合。

w 練習スイングを行っているときや、ストロークを行う準උをしている間に偶
然に球をଧった場合。

規則がʮ球をプレーすることʯに言及する場合、その意味はストロークを行う
こととಉじである。

ホールやラウンドのプレーヤーのスコアは、すべての行ったストロークと罰ଧ
の両方を意味するʮストロークʯまたはʮすでに行ったストロークʯの数とし
て表される(規則3.1D参র)。

ετϩーΫとڑ

プレーヤーが直前のストロークを行った所から球をプレーすることによって規
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則17 規則18 規則19に基づいて救済を受ける場合のॲஔと罰(規則14.6参র)。

ストロークと距離という用ޠは次の両方を意味する：

w プレーヤーが1ଧの罰を受ける。

w プレーヤーが直前のストロークを行ったՕ所からホールに向けてಘた距離の
རӹを失う。

ετϩーΫにӨڹをٴ΅すঢ়ଶ

プレーヤーの止まっている球のライ、意図するスタンス区域、意図するスイン
グ区域、プレーのઢ、そのプレーヤーが球をドロップまたはプレースすること
になる救済エリア。

w ʮ意図するスタンス区域ʯには、(J)プレーヤーが足をஔくことになる場所
と、(JJ)意図するストロークの準උやそのストロークを行うときにプレーヤー
のମをҐஔさせる方法と場所に合理的に影響を及ぼすかもしれないすべての
区域の両方を含む。

w ʮ意図するスイング区域ʯには、意図するストロークのためのバックスイン
グ、μウンスイング、スイングの終了に合理的に影響を及ぼすかもしれない
すべての区域を含む。

w ʮライʯ、ʮプレーのઢʯ、ʮ救済エリアʯという各用ޠには定義がある。

ετϩーΫプレー

プレーヤーやサイドがその競技のすべての他のプレーヤーやサイドと競うプレー
形式。

ストロークプレーの通常の形式(規則3.3参র)：

w ラウンドのプレーヤーやサイドのスコアは各ホールをホールアウトしたスト
ローク数(行ったストロークと罰ଧを含む)の合計となる。

w すべてのラウンドを最も少ない合計ストロークで終了したプレーヤーやサイ
ドがউऀとなる。

スコアリング方法が異なるストロークプレーの他の形式はステーブルフォー
ド、࠷େスコア、パー�ボΪー(規則21参র)である。

すべてのストロークプレーの形式はݸ人競技(各プレーヤーが1人で競う)か、パー
トナーたちのサイドが関༩する競技(フォアサムやフォアボール)のいずれかで
プレーすることができる。

"�@ຊنଇॻ$MFBO@9*@1��������JOEE������ ������������������



251

定義

εリーϘール

次のマッチプレーの形式：

w 3人のプレーヤーがಉ࣌に他の2人を૬खにݸ別のマッチをプレーする。

w 各プレーヤーは1つの球をプレーし、その球が両方のマッチで使用される。

ティー

球をティーイングエリアからプレーするときに、その球を地面から上げるため
に使用する物。ティーは4インチ(101.6mm)以Լの長さで、用具規則に適合し
ていなければならない。

ティーΠングΤリΞ

プレーヤーがプレーするホールをスタートするときに最ॳにそこからプレーし
なければならないエリア。

ティーイングエリアは次の方法で定めたԞ行2クラブレングスの長方形であ
る：

w 前のԑは委員会がઃஔした2つのティーマーカーの最も前方を݁Ϳઢによっ
て定められる。

w ԣのԑは2つのティーマーカーの外ଆから後方のઢによって定める。

ティーイングエリアは5つの定義されたコースエリアの1つである。

コース上(ಉじホールか、他のホールかにかかわらず)にあるすべての他のティー
イング場所はδェネラルエリアの一部である。

ಈ物

人間以外の動物界のすべての生き物で、ᄡೕྨ、ௗྨ、ᗡྨ、両生ྨ、ແ
動物(ྫえば、ミミズ、ࠛ、クϞ、ྨ֪ߕ)を含む。

ಈ物の݀

動物が地面に۷った݀。ただ͠、ルースインペディメントとしても定義される
動物(ྫえば、ミミズやࠛ)が۷った݀を除く。

動物の݀という用ޠには次のものを含む：

w 動物が݀から۷り出して分離している物。

w その݀に通じるすり減った्ಓやࠟ。

w 動物が地Լに݀を۷った݁Ռ、り上がった、または変化した地面のすべて
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の区域。

動物の݀には、動物の݀に通じるすり減った्ಓやࠟの部分ではない動物の
足は含まない。

औりସ͑

プレーヤーが別の球をインプレーの球にしてホールをプレーするために使用し
ている球を替えること。

次の場合にかかわらず、元の球にऔΓସ͑てどのような方法でも別の球をイン
プレーにした場合(規則14.4参র)、その別の球はऔΓସ͑たことになる：

w 元の球がインプレーであった。

w 元の球がコースから拾い上げられていた、または紛失球、アウトオブバウン
ズであるためにもはやインプレーではなかった。

औΓସ͑た球は、たとえ次の場合であっても、そのプレーヤーのインプレーの
球となる：

w そのऔΓସ͑た球を間ҧった方法で、または誤所にリプレースした、ドロッ
プした、プレースした。

w プレーヤーが規則に基づいて元の球をインプレーに戻すことを要求されてい
たのに、その別の球にऔΓସ͑た。

ドϩップ

球を持ち、その球をインプレーにする意図を持ってۭ中をམԼするように離す
こと。

プレーヤーが球をインプレーにする意図なしに球を離した場合、その球はド
ロップしたことにはならず、インプレーにはならない(規則14.4参র)。

各救済規則が球をドロップする、そしてその球が止まらなければならない具ମ
的な救済エリアを特定している。

救済を受ける場合、プレーヤーは球をකのߴさから離さなければならず、次の
要件をຬたさなければならない：

w プレーヤーが球をげたり、回సをかけたり、సがしたりせずに、または球
が止まることになる場所に影響を及ぼす可能性のあるその他の動きをせず
に、球をਅっす͙にམԼさせなければならない。

w 球が地面にམちる前にそのプレーヤーのମや用具に当たってはならない(規則
14.3C参র)。
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パー�ϘΪー

マッチプレーのようなスコアリングを使用するストロークプレーの形式：

w プレーヤーまたはサイドは、委員会がઃ定したホールに決められた目ඪスコ
アより少ない、またはその目ඪスコアより多いストローク(行ったストローク
と罰ଧを含む)でそのホールを終了することによりそのホールのউち、または
ෛけとなる。

w 競技は、উったホール数の合計がෛけたホール数の合計とൺべて最も多いプ
レーヤー、またはサイドがউちとなる(つまり、উったホールを加え、ෛけた
ホールをҾく)。

パーτφー

マッチプレーかストロークプレーのいずれかで、サイドとしてプレーヤーと共
に競うもう1人のプレーヤー。

ض

ホールの場所をプレーヤーに示すために委員会が準උしてホールの中に立てた
動かせるϙール。ضにはそのϙールに取りけた旗と他の素ࡐや物を含む。

クラブやのような人的な物あるいは自然物がホールのҐஔを示すために使
われている場合、規則の適用については、それはضであるものとして扱われ
る。

。の要件は用具規則の中で明記しているض

パッティンググリーン

プレーヤーがプレーしているホールの次のエリア：

w パッティングのために特別に作られたエリア。

w 委員会がパッティンググリーンとして定めたエリア(ྫえば、ྟ࣌のグリーン
を使用する場合)。

ホールのパッティンググリーンにはプレーヤーが球をプレーして入れようとす
るホールがある。

パッティンググリーンは5つの定義されたコースエリアの1つである。プレー
ヤーがそのときプレーしていない他のすべてのホールのパッティンググリーン
は、త֎グリーンであり、δェネラルエリアの一部である。

パッティンググリーンのԑは特別に作られたエリアが始まると見て分かる所に
よって定める(ྫえば、ԑを示すために明確にࣳがמられている所)。ただし、
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委員会がҧった方法(ྫえば、ઢや点を使用することにより)でそのԑを定めて
いる場合を除く。

2つの異なったホールのためにμブルグリーンを使用している場合：

w 2つのホールがઃஔされているパッティンググリーンはどちらのホールをプ
レーしているときでもパッティンググリーンとして扱われる。

w ͠か͠、委員会はμブルグリーンを2つの異なったパッティンググリーンに
分けるԑを定めることができ、プレーヤーが2つのホールのうちの1つをプレー
している場合、そのԑを境にして他のホールのために使用されているμブル
グリーンの部分はత֎グリーンである。

バンカー

バンカーとするために作られた࠭のエリアで、ࣳやが取り除かれてۼみと
なっている場合が多い。

次の部分はバンカーの一部ではない：

w その作られたエリアのԑで、、ੵみࣳ、または人物でߏ成するへり、
น(または法面)。

w やその作られたエリアのԑの内ଆに生長している、またはணしているす
べての自然物(ྫえば、、ブッシϡ、)。

w その作られたエリアのԑの外ଆにある、または、ඈͼࢄっている࠭。

w その作られたエリアのԑの内ଆではないコース上の他のすべての࠭の区域(ྫ
えば、࠭യや他の自然の࠭の区域、またはウェストエリアと言われることが
ある区域)。

バンカーは5つの定義されたコースエリアの1つである。

委員会は作られた࠭のエリアをδェネラルエリアの一部として定めたり(つまり
バンカーではない)、作られていない࠭の区域をバンカーとして定めることがで
きる。

バンカーが修理中で委員会がそのバンカー全ମを修ཧ地として定める場合、そ
のバンカーはδェネラルエリアの一部として扱われる(つまりバンカーではな
い)。

この定義と規則12で使用するʮ࠭ʯという言༿には、࠭の中にࠞͥられている
とಉ様に、バンカーの素ࡐとして使用する࠭にྨࣅするすべての素ࡐ(ྫえ
ば、คࡅされた)を含む。
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フΥΞαム	௨শ「Φルλωーτγϣッτ」


2人のパートナーが1つのサイドとして各ホールで1つの球を交互にプレーして
競技するプレー形式。

フォアサムを2人のパートナーからなるサイドと、2人のパートナーからなる別
のサイドとのマッチプレー競技としてプレーすることができるし、2人のパー
トナーからなるෳ数のサイド間でストロークプレー競技としてプレーすること
もできる。

フΥΞϘール

2人のパートナーからなるサイドの各プレーヤーが自分自身の球をプレーして
競うプレー形式。ホールのサイドのスコアはそのホールの2人のパートナーの
うち少ない方のスコアとなる。

フォアボールを2人のパートナーからなるサイドと2人のパートナーからなる別
のサイドでのマッチプレー競技としてプレーすることもできるし、2人のパー
トナーからなるෳ数のサイド間でストロークプレー競技としてプレーすること
もできる。

ෆՄな物

委員会がコースをプレーする上でઓの一部として定めた罰なしの救済が認め
られない人物。

ෆՄな物は動かせないものとして扱われる(規則8.1a参র)。͠か͠、ෆՄ
な物の一部(ྫえば、、ドア、取りけられたέーブルの一部)が動かせる障
害物の定義に合கする場合、その部分は動かせる障害物として扱われる。

委員会がෆՄな物として定めた人物は障害物でもڥք物でもない。

プレーのઢ

プレーヤーがストローク後に自分の球にとらせたいઢで、そのઢには地面の上
方と、そのઢの両ଆに合理的な距離を持つそのઢ上の範ғを含む。

プレーのઢは2つの点を݁Ϳ直ઢとは限らない(ྫえば、プレーヤーが球にとら
せたい場所に基づいてۂઢとなることもある)。

プレー۠ࢭېҬ　

委員会がプレーを禁止したコースの一部。プレーې止۠Ҭは異常なコース状態
か、ペナルティーエリアのいずれかの部分として定めなければならない。

委員会はどのような理༝でもプレーې止۠Ҭを࠾用することができる。ྫえ
ば：
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w 生生物、動物のॅॲ、境อޢ区をอޢすること。

w ए、Ֆஃ、ターフナーセリ、ࣳのுり替え区域、他の২区域へのଛইを
止すること。

w 危険からプレーヤーをอޢすること。

w 。的、または文化的なՁのある場所をอଘすること࢙ྺ

委員会はઢまたはߌでプレーې止۠Ҭのԑを定めるべきで、そのプレーې止۠
Ҭがී通の異常なコース状態やペナルティーエリアとは異なるものであること
がࣝ別できるઢまたはߌ(ߌの上部に印をつけるなど)を使用するべきである。

ฆࣦ

プレーヤー、またはそのキャディー(またはプレーヤーのパートナーやパート
ナーのキャディー)が球を捜し始めてから3分以内に見つからない球の状態。球
はプレーヤーが紛失であるとએ言することでは紛失とはならない。

プレーヤーが自分の代わりに他の人が捜索することをڐすために、その捜索の
開始を故意に遅らせた場合、その捜索࣌間はそのプレーヤーがその区域への౸
ணを遅らせていなかったとしたら捜索のための場所にணいていたとࢥわれる࣌
間に始まる。

捜索が始まり、その後に正当な理༝があって一࣌的に中止した場合(ྫえば、プ
レーが中断されて捜すことを止めた場合、または別のプレーヤーがプレーする
のをにدってつ必要がある場合)、または誤球を自分の球だとצҧいした場
合：

w 捜索を中止してから再開するまでの間の࣌間はカウントしない。

w 捜索のために認められる࣌間は、中止前と捜索再開後の捜索࣌間を合計して
3分となる。

ϖφルティーΤリΞ

プレーヤーの球がそこに止まった場合、1ଧの罰で救済が認められるエリア。

ペナルティーエリアは次の区域をいう：

w コース上のすべてのਫ域(委員会によってマーキングされているかどうかにか
かわらず)で、ւ、ބ、、、ߔ、地上にある排ਫ࿏またはその他のਫ࿏
(ਫがなかったとしても)を含む。

w 委員会がペナルティーエリアとして定めるコースの他のすべての部分。

ペナルティーエリアは5つの定義されたコースエリアの1つである。
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マーキングに使用する৭によって区別される2つの異なったタイプのペナル
ティーエリアがある：

w イエローペナルティーエリア(ԫઢまたはԫߌでマークする)では、プレーヤー
に2つの救済の選択肢(規則17.1d(1)と(2))がある。

w レッドペナルティーエリア(ઢまたはߌでマークする)では、プレーヤー
がイエローペナルティーエリアに対してとることのできる2つの救済の選択
肢に加え、ラテラル救済の選択肢(規則17.1d(3))がある。

ペナルティーエリアの৭を委員会がマーキングしていなかった、特定していな
かった場合はレッドペナルティーエリアとして扱う。

ペナルティーエリアのԑは地面の上方と、地面のԼ方の両方に及Ϳ：

w このことは、そのԑの内ଆのすべての地面とその他の物(ྫえば、自然物や人
物)は、地面の上、上方、地Լのどこにあっても、そのペナルティーエリア
の一部であることを意味する。

w 物がそのԑの内ଆと外ଆの両方にまたがる場合(ྫえば、ペナルティーエリア
にかかるڮ、ࠜ元はԑの内ଆにあるがࢬはԑの外ଆに৳ͼている(またはそ
のٯ))、そのԑの内ଆにある部分だけがペナルティーエリアの一部となる。

ペナルティーエリアのԑはߌ、ઢ、または物理的な特を持つ物で定めるべき
である：

w ߌとߌで定める場合、ペナルティーエリアのԑは、地表レϕルでそのߌ：ߌ
の外ଆを݁んだઢで定め、そのߌはペナルティーエリア内である。

w ઢ：地面上にృったઢで定める場合、そのペナルティーエリアのԑはそのઢ
の外ଆのԑとなり、ઢ自ମはそのペナルティーエリア内である。

w 物理的な特を持った物：物理的な特を持った物(ྫえば、࠭、࠭യ地
ଳ、อޢน)で定める場合、委員会はそのペナルティーエリアのԑを定める方
法をࠂ知するべきである。

ペナルティーエリアのԑをઢや物理的な特を持った物で定めている場合、ペ
ナルティーエリアの場所を示すためにߌを使用することができる。

ペナルティーエリアのԑを定める、また示すためにߌを使用する場合、そのߌ
は障害物である。

委員会がペナルティーエリアのԑを定める際に、明らかにペナルティーエリア
の一部であるਫ域を誤って含めなかった場合ʢྫえば、ペナルティーエリアの
一部がδェネラルエリアになってしまうような場所にߌをઃஔしたʣ、そのエ
リアはペナルティーエリアの一部である。
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委員会がਫ域のԑを定めていない場合、ペナルティーエリアのԑはその自然な
境界によって定める(つまり、ਫをཷめるۼみのࣼが始まる所)。

地上のਫ࿏にීஈはਫが入っていない場合(ྫえば、Ӎق以外ではਫのない排ਫ
࿏やஷཹ区域)、委員会はその区域をδェネラルエリアの一部(つまりペナル
ティーエリアではない)として定めることができる。

ホール

プレーしているホールのパッティンググリーン上の終了地点：

w ホールは直4.25ܘインチ(108mm)でなければならず、ਂさは少なくとも4イ
ンチ(101.6mm)なければならない。

w ライナーを使用する場合、その外ܘは4.25インチ(108mm)をえてはならな
い。ライナーはパッティンググリーン面より少なくとも1インチ(25.4mm)
めなければならない。ただし、質によりライナーをパッティンググリーン
面に近づける必要がある場合を除く。

ʮホールʯ(明ேମのଠࣈで定義として使用されていない場合)という言༿は、
特定のティーイングエリア、パッティンググリーン、ホールと関連するコース
の部分という意味で規則のあらゆるとこΖで使用される。ホールのプレーは
ティーイングエリアから始まり、球がそのパッティンググリーン上のホールに
入ったとき(または規則が別్、そのホールの終了を規定しているとき)に終わ
る。

ホールにೖる

球がストローク後にホールの中に止まり、球全ମがパッティンググリーン面よ
りԼにあるとき。

規則がʮホールアウトするʯ、ʮホールアウトʯと言及する場合、それはプレー
ヤーの球がホールに入ったときを意味する。

球がホールの中のضにدりかかって止まっている特別なέースについては、
規則13.2Dを参রのこと(球の一部がパッティンググリーン面よりԼにあればそ
の球はホールに入ったものとして扱われる)。

ϘールϚーカー

拾い上げる球のՕ所をマークするために使用する人物(ྫえば、ティー、コイ
ン、ボールマーカーとして作られた物や別のখさい用具)。

規則がʮボールマーカーが動かされることʯに言及する場合、そのボールマー
カーとは拾い上げていてまだリプレースしていない球のՕ所をマークするため
にコース上の所定のҐஔにあるボールマーカーのことを意味する。
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Ϛーカー

ストロークプレーでは、プレーヤーのスコアをそのプレーヤーのスコアカード
に記入することと、そのスコアカードをূ明することについてをෛう人。
マーカーには別のプレーヤーがなることができる。͠か͠、パートナーはなる
ことはできない。

委員会はプレーヤーのマーカーになる人をࢦ定することができ、またプレーヤー
がマーカーを選択する方法をࢦ示することができる。

ϚーΫ

次のいずれかの方法によって止まっている球のՕ所を示すこと：

w ボールマーカーを球の直後、または球のす͙近くにஔくこと。

w クラブを球の直後、または球のす͙近くの地面の上にཹめておくこと。

球を拾い上げた後、その球をリプレースしなければならない場合にそのՕ所を
示すためにマークは行われる。

Ϛッνプレー

プレーヤーまたはサイドが૬खまたは૬खとなるサイドと1またはෳ数のラウ
ンドのマッチで直対ઓしてプレーするプレー形式：

w プレーヤーまたはサイドは、より少ないストローク(行ったストロークと罰ଧ
を含む)でホールを終了することによりそのマッチのホールのউちとなる。

w プレーヤーまたはサイドがプレーする残りのホール数より多いホール数を૬
खまたは૬खとなるサイドからリードしたときにそのマッチのউちとなる。

マッチプレーはシングルマッチ(1人のプレーヤーが、1人の૬खに対して直プ
レーする)、スリーボールマッチ、2人のパートナーからなるサイド間でのフォ
アサムやフォアボールマッチとしてプレーすることができる。

目త֎グリーン

プレーヤーがプレーしているホールのパッティンググリーン以外のコース上の
すべてのグリーン。త֎グリーンには次のものを含む：

w すべての他のホール(そのときにプレーヤーがプレーしていない)のパッティ
ンググリーン。

w 。のグリーンが使用されているホールの通常のパッティンググリーン࣌ྟ

w パッティング、チッϐング、ϐッチングのためのすべての練習グリーン(ただ
し、委員会がローカルルールでそれらをత֎グリーンから除外している場
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合を除く)。

త֎グリーンはδェネラルエリアの一部である。

用۩

プレーヤーやそのプレーヤーのキャディーが使用している、身にணけている、
手にしている、ӡんでいる物。

コースอޢのために使用する物(ྫえば、レーキ)はプレーヤーかキャディーが
手にしているか、ӡんでいる間に限り、用具となる。

プレーヤーのために୭かが持ちӡんでいるクラブ以外の物は、それらがプレー
ヤーの持ち物であったとしても、用具ではない。

用۩規則

プレーヤーがラウンド中に使用することが認められるクラブ、球、他の用具の
様や他の規定。用具規則はʲ3BOE"�PSHまたは+("ホームペーδʳでӾཡで
きる。

ラΠ

球が止まっているՕ所と、球に৮れているか、球のす͙近くにある、生長また
はணしている自然物、動かせない障害物、ෆՄな物、ڥք物。

ルースインペディメントと動かせる障害物は球のライの一部ではない。

ラウンド

委員会がઃ定した順番でプレーする18(またはそれ以Լ)のホール。

リプレーε

球をインプレーにする意図を持って、球を手で地させて์すことによってஔ
くこと。

プレーヤーが球をインプレーにする意図なしに球をஔいた場合、その球をリプ
レースしたことにはならず、インプレーではない(規則14.4参র)。

規則が球のリプレースを要求するときは必ず、その規則は球をリプレースしな
ければならないՕ所を特定する。

規則25�3Eと規則25�4F (義手や義足のプレーヤー、または移動補助器具を使う
プレーヤーについては、用具を使用して球をリプレースすることを認めるよう
にこの定義は修正される)を参র。
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ルーεΠンϖσィϝンτ　

分離した自然物。ྫえば：

w ੴ、分離した、༿、ࢬ、খࢬ。

w 動物の֚ࢮや排ᔔ物。

w ミミズ、ࠛや簡単に取り除くことができるྨࣅの動物、そしてそれらが
作ったりやクϞの(ྫえば、ミミズの์出物やٜ௩)。

w ѹॖされたのմ(エアレーシϣンプラグを含む)。

次のものは分離した自然物(つまりルースインペディメント)として扱わない：

w ணしている、または生長している。

w 地面にݻくくい込んでいる(つまり、簡単に拾い上げることができない)。

w 球にషりいている。

特別な場合：

w ࠭、バラバラのはルースインペディメントではない(これにはミミズ、ࠛ
またはྨࣅの動物によって作られたりの場合を含まない)。

w ࿐、ૼ、ਫはルースインペディメントではない。

w ઇとࣗ然のණ(ૼ以外)は、プレーヤーの選択で、ルースインペディメント
か、または地面の上にある場合はҰ࣌తなਫのいずれかとなる。　

w クϞのは他の物にணしていたとしてもルースインペディメントである。

w 球の上のੜ͖ているࠛはルースインペディメントである。

レフΣリー

。したオフィシャル໊ࢦ実問題を決定し、規則の適用をするために委員会がࣄ

マッチプレーでは、レフェリーのとݖ限は役ׂによって決まる。

w レフェリーがͻとつのマッチのラウンド全ମにׂり当てられる場合、そのレ
フェリーは自分が目にしたり報ࠂされたすべての規則ҧ反に関する行動に対
Ԡするがある(規則20.1C(1)参র)。

w レフェリーがෳ数のマッチやコースの特定のホールや区域にׂり当てられた
場合、そのレフェリーは次の場合を除いてマッチに関༩するݖ限はない：

» マッチのプレーヤーが規則についての支援を求めたり、裁定を要してい
る場合(規則20.1C(2)参র)。
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» マッチの一方あるいは両方のプレーヤーが規則1.2(プレーヤーの行動基
準)、規則1.3C(1)(2人またはෳ数のプレーヤーが知っている規則や罰をແ
することにಉ意)、規則5.6a(プレーの不当の遅延)、あるいは規則ࢹ
5.6C(速やかなプレーのペース)のҧ反となるかもしれない場合。

» プレーヤーが最ॳのスタート地点に遅れて౸ணする場合(規則5.3参র)。

» プレーヤーが球の捜索を始めてから3分ܦってしまった場合(規則5.6aと定
義ʮ紛失ʯ参র)。

ストロークプレーでは、レフェリーは自分が目にしたり、報ࠂされたすべての
規則ҧ反に対Ԡするがある。そのことはそのレフェリーがラウンド全ମに
ついて一つの組にׂり当てられているか、ෳ数の組、特定のホール、あるいは
コースの区域を観ࢹするようにׂり当てられているかどうかにかかわらず適用
される。

マッチプレー、ストロークプレーで委員会はレフェリーのを制限すること
ができる。

͔ͬている、·た࣮ࣄ上࣮֬

プレーヤーの球にىきたことを決定するための基準(ྫえば、球がペナルティー
エリアの中に止まったかどうか、球が動いたのかどうか、Կが球を動かす原因
となったのか)。

かっている、または࣮ࣄ上確࣮は、単に可能性がある、またはىこりそうで
あること以上のことで、次のいずれかを意味する：

w 問題になっている出དྷࣄがプレーヤーの球にىきたという決定的なূڌがあ
る(ྫえば、プレーヤー、または他の目ܸऀがそれがىきるのを見ていた場
合)。

w ٙ೦が΄んのわずかにあるものの、合理的に入手可能なすべての情報は、問
題になっている出དྷࣄのىきた可能性が95ˋ以上であることを示している。

ʮ合理的に入手可能なすべての情報ʯにはプレーヤーが分かっている情報と、
プレーヤーが合理的な力で、かつプレーを不当に遅らせることなくಘられる
他のすべての情報を含む。

球を捜索する場合、3分の捜索࣌間内に分かった情報だけが、かっている、
または࣮ࣄ上確࣮があるかどうかを決定する際にྀߟされる。
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索引
規則 ϖーδ

ΞウτΦϒバウンζ 2.1 19
�球がアウトオブバウンズとなったときに行うこと 18.2C 177
�球がアウトオブバウンズとなるとき 18.2a(2) 176
ΞドバΠεと他のԉॿ
�アドバイス 10.2a 90
�アラインメントを援助する物 10.2C(3) 92
�物理的な援助とؾ状況からのอޢ 10.2C(5) 94
�プレーのઢ 10.2C 91
�補助ऀ、他の人、スーパーバイβーからの支援 25.2a 25.4a

25.5a
225 228
232

�盲目のプレーヤーにアラインメントを援助する物 25.2D 225
りのగ正ޡ
�選択肢の変更が認められる場合 14.5C 135
�訂正ができる場合 14.5a 135
�罰を適用する場合 14.5D 136
Ξンプレヤϒルの球 19 182
�救済を受けることができる場合 19.1 182
�後方ઢ上の救済 19.2C 183
�ジェネラルエリア 19.2 182
�ंྠ͖ͷҠಈث۩Λ ϓ͏ϨʔϠʔͷͨΊͷό
ϯΧʔ外の救済

25.4n 232

�ंྠ͖ͷҠಈث۩Λ ϓ͏ϨʔϠʔͷͨΊͷϥ
ςϥϧ救済

25.4m 231

�ストロークと距離の救済 19.2a 182
�パッティンググリーン 19.2 182
�バンカーʵバンカー外の救済 19.3C 185
�バンカーʵバンカー内の救済 19.3a 184
�ペナルティーエリア 19.1 182
�ラテラル救済 19.2D 183
ҟৗなίーεঢ়ଶ
�明らかに不合理なストローク 16.1a(3) 151
�救済ができるかを決定するために拾い上げる 16.4 161
�救済が認められる場合 16.1a(1) 149
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規則 ϖーδ
�ジェネラルエリア 16.1C 151
�修理地 16.1 149
�球が見つからない 16.1e 154
�パッティンググリーン 16.1d 154
�バンカー 16.1D 152
�プレー禁止区域 16.1G 156
�ペナルティーエリア 16.1a(2) 151
Ұ࣌తなਫ 異常なコース状態

参র 149

ಈ͔ͤない障物 異常なコース状態
参র 149

ಈ͔ͤる障物 15.2 143
�球が見つからない 15.2C 145
�取り除き 15.2a(1) 143
�パッティンググリーン以外の場所での救済 15.2a(2) 144
�パッティンググリーンでの救済 15.2a(3) 145
Φルλωーτγϣッτ フォアサム参র 208

なಈ物ݥة
�救済が認められる場合 16.2a 156
�救済を受ける方法 16.2C 157
規則
�規則の意味 1.3a 15
�規則を適用する 1.3C(1) 16
規則問題
�委員会の裁定 20.2C 192
�ӡӦ上の誤り 20.2d 193
�規則が扱っていない状況 20.3 195
�参加֨ࢿのないプレーヤー 20.2G 194
�ストロークプレー 20.1D 190
�ストロークプレー競技が終了した後にプレーヤーを
失֨にする

20.2e(2) 194

�Ϗデオূڌを使用する場合の眼基準の適用 20.2D 193
�不当にプレーを遅らせてはならない 20.1a 188
�間ҧった裁定の訂正 20.2d 193
�マッチの݁Ռが最終となった後にプレーヤーを失
֨にする

20.2e(1) 194
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規則 ϖーδ
�マッチプレー 20.1C 188
�レフェリーの裁定 20.2a 192
Ωϟσィー
�規則のҧ反 10.3D 97
�キャディーの共用 10.3a(2) 95
�障がいを持つプレーヤーのための修正 25.2e 25.4K

25.5d 25.5D
226 231
233

�常に1人のキャディーが認められる 10.3a(1) 94
�常に認められる行動 10.2C(1) 10.3C 91 96
�プレーヤーのঝ認により認められる行動 10.3C(2) 96
�プレーヤーがストロークを行う前のキャディーに対
する制限された区域

10.2C(4) 92

�認められない行動 10.3C(3) 96
�盲目のプレーヤーのためのキャディーに対する制限
された区域

25.2d 226


�ストロークプレー 5.4C 48
�マッチプレー 5.4a 48
Ϋラϒ
�14ຊの制限 4.1C(1) 36
�クラブの共用 4.1C(2) 22.5

23.7
37 210
217

�クラブの除外 4.1D 38
�プレー特性を変える 4.1a(3) 35
�取り替え、加 4.1C(3)(4) 37
�適合クラブ 4.1a(1) 34
�ラウンド中にଛইしたクラブの使用、修理 4.1a(2) 34
グϩεείΞ 3.1D(1) 23

ಈߦ
�行動規範 1.2C 15
�プレーヤーに期する行動 1.2a 14
合ཧతなஅ 1.3C(2) 16

ίーε
�球が2つのエリアに৮れている 2.2D 21
�特定のエリア 2.2C 20
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規則 ϖーδ
球ޡ
�誤球でストロークを行う 6.3D(1) 62
�別のプレーヤーにプレーされたプレーヤーの球 6.3D(2) 63
ॴޡ
�重大なҧ反 14.7C 139
�重大なҧ反ではない 14.7C 139
�球をプレーしなければならない場所 14.7a 139
�訂正するか、しないか 14.7C(1) 139
ゴルフゲーム 1.1 14

େείΞ࠷
�スコア 21.2C 201
�球の方向が故意に変えられる 21.2d 203
�罰 21.2D 202
�ラウンドが終わるとき 21.2e 203
定球
�暫定球がインプレーの球となる場合 18.3D(2) 179
�暫定球のプレーのએ言 18.3C 178
�暫定球を続けてプレーする 18.3D(1) 179
�暫定球を์غしなければならない場合 18.3D(3) 181
�認められる場合 18.3a 178
δΣωラルΤリΞ 2.2a 19

障がいを持つプレーヤーのためのゴルフ規則の
修正
�移動補助器具を使用するプレーヤーのための修正 25.4 228
�義肢のステータス 25.3a 227
�義手や義足のプレーヤーのための修正 25.3 227
�クラブのアンカリング 25.3C 25.4h 227 230
�ंྠきの移動器具を使うプレーヤーのためのラ
テラル救済の選択肢

25.4m 231

�すべての障がいのカテゴリーのための一般的な規
定

25.6 233

�࠭に৮れても罰を受けない場合 25.2G 25.4l 226 231
�球の拾い上げとリプレース 25.2g 25.2h

25.3D 25.3d
25.4a

25.4e 25.5d

227 227
228 228
228

229 233
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規則 ϖーδ
�球をドロップする。 25.2h 25.3D 227 228
�知的障がいを持つプレーヤーのための修正 25.5 232
�補助員1人だけが認められる 25.2C 25.4D

25.5C
225 229
233

�補助員、他の人、スーパーバイβーからの支援 25.2a 25.4a
25.5a

225 228
232

�知的障がいと身ମ的障がいの両方を持つプレー
ヤー

25.5e 233

�盲目のプレーヤーのアラインメントを援助するため
に物をஔく

25.2D 225

�盲目のプレーヤーのキャディーに対して制限される
区域

25.2d 226

�盲目のプレーヤーのための修正 25.2 225
໘に͘いࠐΜͰいる球
�救済が認められる場合 16.3a 158
�救済を受ける方法 16.3C 159
修ཧ 異常なコース状態

参র 149

ѱԽしたঢ়ଶ 8.1d 77

ঢ়ଶをվળすること
�改善した状態を෮元すること 8.1D 76
�ストロークに影響を及ぼす状態 8.1 73
�認められない行動 8.1a 74
�認められる行動 8.1C 74
ঢ়ଶをނҙに変͑る
�他の物理的状態に影響を及ぼす 8.2C 78
�球のライに影響を及ぼす 8.2 22.2 23.5C 78208216
�別のプレーヤーの球に影響を及ぼす 8.3 79
�認められない行動 8.3C 79
ਓのಓ࿏ 異常なコース状態

参র 149

εテーϒルフΥード
�スコア 21.1C 198
�球の方向が故意に変えられる 21.1d 201
�罰 21.1D 200
�ラウンドが終わるとき 21.1e 201
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規則 ϖーδ
ετϩーΫとڑ
�ジェネラルエリア、ペナルティーエリア、バンカーから
再プレーする

14.6C 137

�ティーイングエリアから再プレーする 14.6a 137
�パッティンググリーンから再プレーする 14.6D 137
ετϩーΫとڑの救済 18.1 175

ετϩーΫプレー
�উऀの決定 3.3a 29
�スコアカード スɻコアカード上のϋンディキャップ 3.3C(4) 32
�スコアカード プɻレーヤーの 3.3C(2) 31
�スコアカード ʵホールについての間ҧったスコア 3.3C(3) 32
�スコアカード ʵマーカーの 3.3C(1) 30
�ホールアウト 3.3D 33
ετϩーΫを͏ߦこと
�クラブをアンカリングすること 10.1C 88
�クラブをアンカリングすること(障がいを持つプレー
ヤー)

25.3C 25.4h 227 230

�球を正しくଧつこと 10.1a 88
�ティーからམちつつある球 10.1d 90
�バックスイングを開始した後に球が動く 10.1d 90
�プレーのઢをލいだり、౿んで立つこと 10.1D 89
�プレーのઢをލいだり、౿んで立つこと(移動補助
器具を使うプレーヤー)

25.4J 230

�ਫの中で動いている球 10.1d 90
εリーϘール�Ϛッνプレー 21.4 206
�球やボールマーカーが相手に拾い上げられる、動か
される

21.4D 206

�ҧった順番でプレー 21.4C 206
球
�れる、ͻͼが入る 4.2D 40
�適合球 4.2a 39
�取り替える 4.2D(2) 14.2 40 124
�ෳ数にׂれる 4.2C 4.2D 40
�プレーの援助となる(パッティンググリーン上) 15.3a 146
�プレーの障害となる(どこででも) 15.3C 147
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規則 ϖーδ
球	Πンプレーの
 14.4 134

球	ಈいている

�移動補助器具に当たる 25.4L 231
�動いている球に影響を及ぼす状態を故意に変える 11.3 102
�外的影響にあたる 11.1 98
�旗竿を動かす 11.3 102
�パッティンググリーンから球を拾い上げる 11.3 102
�人が故意に方向を変えた、止めた 11.2 100
�人に当たる 11.1 98
球	ಈ͔した

�バックスイング中、またはストローク中 9.1C 80
�外的影響が 9.6 85
�෩、ਫ、その他自然の力が 9.3 82
�キャディーが 9.4 83
�ストロークプレーで、他のプレーヤーが 9.6 85
�他の人が 9.6 85
�球が動いたのかどうかの決定 9.2a 81
�球を動かした原因の決定 9.2C 81
�動物が 9.6 85
�パートナーが 22.2 23.5C 208 216
�プレーの援助 ʵパッティンググリーン 15.3a 146
�プレーヤーが 9.4 83
�プレーヤーが(罰を適用する場合) 9.4C 83
�マッチプレーで、相手が 9.5 84
�マッチプレーで、相手が(罰を適用する場合) 9.5C 85
�マッチプレーで相手のキャディーが 9.5 84
球の索
�捜索中に偶然動かされた球 7.4 72
�捜索中に動かされた࠭ 7.1C 71
�フェアに球を捜索する 7.1a 70
球のऔりସ͑ 6.3C 61

球あるが··にプレー 9.1a 80

球を֬ೝすること
�確認しているときに偶然に動かされた球 7.4 72
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規則 ϖーδ
�確認のために球を拾い上げる 7.3 71
�確認の方法 7.2 71
球を拾い上げ、リプレーεすること ʮ球をリプレース

することʯも参র
�Օ所をマークしなければならない 14.1a 122
�球をふく 14.1D 123
�拾い上げる人 14.1C 123
�拾い上げる人(障がいを持つプレーヤー) 25.2g 25.4a

25.5d
227 228
233

�元の球を使用しなければならない 14.2a 124
�リプレースする人 14.2C 124
�リプレースする人(障がいを持つプレーヤー) 25.2h 25.3D

25.4a
227 228
228

�リプレースの方法 14.2C(2) 125
�リプレースする方法(障がいを持つプレーヤー) 25.3d 25.4e 228 229
球を;͘ 14.1D 123

球をリプレーεすること
�࠭以外で変えられた元のライ 14.2d(2) 126
�࠭の中で変えられた元のライ 14.2d(1) 125
�球をリプレースする人 14.2C(1) 124
�球をリプレースする人(障がいを持つプレーヤー) 25.2h 25.3D

25.4a
227 228
228

�球をリプレースする場所 14.2D 125
�球をリプレースする方法 14.2C(2) 125
�リプレースした球が元のՕ所に止まらない 14.2e 126
ティーΠングΤリΞ 6.2 57
�球がティーイングエリアにあるとき 6.2C(1) 57
�球をティーアップすることができる 6.2C(2) 58
�ティーイングエリアの規則を適用する場合 6.2a 57
�ティーマーカーを動かす 6.2C(4) 59
�認められる改善 6.2C(3) 58
ティームٕڝ 24.1 220
�アドバイス 24.4 221
�ティームキャプテン 24.3 220
�条件 24.2 220
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規則 ϖーδ
ಈ物の݀ 異常なコース状態

参র 149

ドϩップ
�故意に方向を変える 14.3d 133
�球が救済エリアの外に止まる 14.3D(2) 131
�球が地面にམちた後に偶然に方向を変える 14.3D 130
�球は救済エリアにドロップし、その中に止まらなけ
ればならない

14.3D(1) 130

�ドロップをする方法 14.3C 127
�ドロップをする方法(障がいを持つプレーヤー) 25.2h 25.3D

25.4a 25.6C
227 228
228 234

�元の球か別の球を使用することができる 14.3a 127
ωッτείΞ 3.1D(2) 23

パー�ϘΪー 21.3 203
�スコア 21.3C 204
�球の方向が故意に変えられる 21.3d 205
�罰 21.3D 205
�ラウンドが終わるとき 21.3e 206
ض 13.2 114
�球が旗竿や旗竿にきఴっている人に当たる 13.2C(2) 116
�球がホールの中の旗竿にدりかかる 13.2D 117
�ホールから旗竿を取り除く 13.2C(1) 115
�ホールに旗竿を残したままにする 13.2a 114
罰 1.3D 17

パッティンググリーン 13 110
�故意にテストする 13.1e 113
�࠭やバラバラのの取り除き 13.1D(1) 111
�ଛইの修理 13.1D(2) 111
�球、またはボールマーカーが動かされるʕ偶然に 13.1d(1) 112
�球、またはボールマーカーが動かされるʕ自然の力
により

13.1d(2) 112

�球がパッティンググリーンにあるとき 13.1a 110
�球がホールにせり出している 13.3 120
�マーク、拾い上げ、ふく 13.1C 110
�目的外グリーン 13.1G 113
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規則 ϖーδ
バンカー 12 106
�異常なコース状態の救済 16.1D 152
�アンプレヤブルの球 19.3 184
�アンプレヤブルの球(ंྠ͖ͷҠಈث۩Λ ϓ͏
ϨʔϠʔ)

25.4n 232

�動かせる障害物 12.2a 15.2 107 143
�危険な動物の状態の救済 16.2C 157
�࠭に৮れても罰がない場合 12.2C(2) 108
�࠭に৮れても罰がない場合(障がいを持つプレー
ヤー)

25.4l 231

�࠭に৮れると罰がある場合 12.2C(1) 107
�球がバンカー内にある場合 12.1 107
�ルースインペディメント 12.2a 15.1 107 142
フΥΞαム 22.1 208
�いずれかのパートナーがサイドのために行動するこ
とができる

22.2 208

�最ॳにプレーするパートナー 22.4a 210
�ストローク中、パートナーがϓϨʔϠʔの後方に立
つ

22.6 210

�ストロークを行うとき、サイドは交代しなければなら
ない

22.3 209

�パートナーでクラブを共༗する 22.5 210
�間ҧったパートナーがプレーした場合 22.3 209
�ラウンドをスタートする 22.4C 210
フΥΞϘール 23.1 211
�プレーの順番 23.6 216
�1人または両方のパートナーがサイドを代表するこ
とができる

23.4 215

�コンシードされた後でホールのプレーを続けること
ができるか

23.6 216

�サイドのスコア ʵマッチプレーとストロークプレー 23.2a 211
�ストローク中、パートナーがϓϨʔϠʔの後方に立
つ

23.8 217

�ストロークプレーのスコアカード 23.2C 212
�球が故意に方向を変えられる 23.2D 213
�パートナーでクラブを共用 23.7 217
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規則 ϖーδ
�パートナーの行動に対するプレーヤーの 23.5C 216
�罰 23.9 217
�不ࡏだったパートナーが組に合ྲྀする 23.4 215
�プレーヤーの行動がパートナーのプレーに影響を
及ぼす

23.5a 215

�ラウンドが終わるとき 23.3C 214
�ラウンドが始まるとき 23.3a 214
プレー۠ࢭېҬ 16.1G 17.1e 156 168

プレーの形式ɿͦ の他 21.5 207

プレーの形式ɿϚッνプレー、·たετϩーΫ
プレー

3.1a 22

プレーのॱ൪
�フォアボール 23.6 216
�救済を受ける場合 6.4d(1) 67
�ストロークプレー 6.4C(1) 65
�ティーイングエリア以外の場所から暫定球をプレー
する

6.4d(2) 67

�ティーイングエリアから再プレーする 6.4D 66
�ティーイングエリアから暫定球をプレーする 6.4D 66
�フォアサム 22.3 22.4 209 210
�マッチプレー 6.4a(1) 64
�マッチプレー ʵҧった順番でプレー 6.4a(2) 64
�レディーゴルフ 6.4C(2) 66
プレーのϖーε
�ਪ 5.6C(1) 51
�ҧった順番でプレーする 5.6C(2) 51
�プレーの不当の遅延 5.6a 50
�プレーの不当の遅延(障がいを持つプレーヤー) 25.6a 233
�プレーのペースの方 5.6C(3) 51
�レディーゴルフ 5.6C 6.4C(2) 51 64
プレーをதஅする
�委員会によるଈ࣌中断 5.7C(1) 52
�委員会による中断 5.7a 52
�委員会による通常の中断 5.7C(2) 53
�ཕ 5.7a 52
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規則 ϖーδ
�球やボールマーカーがプレー中断中に動かされる 5.7d(2) 55
�球を拾い上げる 5.7d(1) 54
�プレーの再開 5.7D 54
�プレーを中断することができる、または中断しなけ
ればならない場合

5.7a 52

�マッチプレーでಉ意により 5.7a 52
ฆࣦ球
�球が紛失したときにすること 18.2C 177
�球が紛失となるとき 18.2a(1) 176
ϖφルティーΤリΞ 17 164
�イエローペナルティーエリアに対する救済の選択肢 17.1d 165
�救済を受ける方法 17.1d 165
�ंྠ͖ͷҠಈث۩Λ ϓ͏ϨʔϠʔͷͨΊͷϨ
ουペナルティーエリアに対する救済の選択肢

25.4m 231

�他の規則に基づく救済はない 17.3 173
�球がペナルティーエリアにあるとき 17.1a 164
�球が見つからない 17.1D 165
�球をあるがままにプレーする 17.1C 164
�プレー禁止区域 17.1e 168
�ペナルティーエリアからプレーした球が紛失、アウト
オブバウンズ、アンプレヤブルとなる

17.2C 173

�ペナルティーエリアからプレーした球がペナルティエ
リアに止まる

17.2a 169

�レッドペナルティーエリアに対する救済の選択肢 17.1d 165
ิॿ員
�補助員、他の人、スーパーバイβーからの支援(障が
いを持つプレーヤー)

25.2a 25.4a
25.4C 25.5a

225 228
229 232

�プレーヤーは補助員1人だけが認められる(障がい
を持つプレーヤー)

25.2C 25.4D
25.5C

225 229
233

ホールのऴྃ 6.5 67

ホールのελーτ
�ティーイングエリア内からプレー スɻトロークプレー 6.1C(2) 57
�ティーイングエリア内からプレー ʵマッチプレー 6.1C(1) 56
�ホールをスタートするとき 6.1a 56
ϘールϚーカー
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規則 ϖーδ
�プレーの援助、障害となる 15.3D 148
�相手が拾い上げたり、動かしたことに対する罰 9.7C 86
�拾い上げる、動かす 9.7a 86
Ϛッνプレー
�݁Ռが最終となるとき 3.2a(5) 24
�コンシード 3.2C 25
�自身のݖརとརӹを守ること 3.2d(4) 28
�すでに行ったストローク数について相手にڭえること 3.2d(1) 27
�タイのホール 3.2a(2) 24
�タイのマッチの延長 3.2a(4) 24
�罰を相手にڭえること 3.2d(2) 27
�ϋンディキャップの適用 3.2D 26
�ホールのউち 3.2a(1) 24
�マッチのউち 3.2a(3) 24
�マッチのスコアを知ること 3.2d(3) 28
用۩
�移動補助器具 25.4G 230
�ҩྍ上のྫ外 4.3C(1) 44
�オーディオとϏデオ 4.3a(4) 42
�෩やؾ状況に関する情報 4.3a(2) 42
�義肢のステータス 25.3a 227
�距離や方向の情報 4.3a(1) 41
�ストレッチ機器とトレーχング補助具 4.3a(6) 43
�テープまたはྨࣅのカバーする物 4.3C(2) 44
�手ାやグリップ補助具 4.3a(5) 43
�ラウンド前やラウンド中にऩूした情報 4.3a(3) 42
ラウンドがऴΘるとき 5.3C 48

ラウンドのελーτ 5.3a 47

ルーεΠンϖσィϝンτ 15.1 142
�取り除いているときに球が動く 15.1C 143
�ルースインペディメントの取り除き 15.1a 142
࿅श
�プレー中断中の練習 5.5D 50
�ホールとホールの間の練習 5.5C 49
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規則 ϖーδ
�ホールをプレーしている間の練習 5.5a 49
�ラウンド前、またはラウンドとラウンドの間 スɻトロ
ークプレー

5.2C 47

�ラウンド前、またはラウンドとラウンドの間 ʵマッチ
プレー

5.2a 47

"�@ຊنଇॻ$MFBO@ࡧҾ@1��������JOEE������ ������������������



278

ΞϚνϡΞ֨ࢿ規則
アマチϡアゴルフには、アマチϡアゴルファーに限定された競技のྺ࢙を含め、この
ゲームにਂくࠜ いた統があります。アマチϡア֨ࢿ規則はアマチϡアゴルファーと
して競技する֨ࢿがある人を定めています。ゴルフは主に自主規制であり、ゴルフ規則
とϋンディキャッϐングの規則へのプレッシャーを最খ限にすることによって、このゲー
ムの実性(全性)を守る支援となるために、アマチϡア֨ࢿ規則は競技成に基づ
いてアマチϡアゴルファーが受け取ることのできるの形式やՁを制限しています。
プレーヤーとӡӦऀはアマチϡア֨ࢿ規則(RandA.org、または+GAホームページで
Ӿཡすることができる)を理解することが重要です。

用۩規則
用具規則には、ゴルフクラブ、球、他の用具のデβイン、に関連する規則を理解す
る、そして適用する際に用具メーカー、デβイナー、トーナメントオフィシャル、そしてプ
レーヤーを援助するために૯合的な規則、様、ガイドラインを含んでいます。使用す
る用具が規則に適合していることを確認するはプレーヤーにあります。用具規則
のインタラクティブ版はRandA.org、または+GAホームページでӾཡすることができま
す。そのインタラクティブ版には、公式なテストプロトコルや特定の規則、様、または
扱われている計ଌ技ज़に関するϏデオɾデϞンストレーシϣンへのリンクを含んでいま
す。

ゴルフ規則のΦフィγϟルΨΠド
R&AとUSGAはすべてのレϕルのゴルフӡӦに関༩する人のために作られた参ߟॻと
してゴルフ規則のオフィシャルガイドを発行しました。オフィシャルガイドはすべての規
則、規則の詳説、委員会のાஔ、ローカルルールのͻなܕをऩする全な規則ࢿྉ
です。実際的な状況での規則を解説する多くの図も含んでいます。オフィシャルガイド
の内容はRandA.org、または+GAホームページでӾཡすることができます。

他の出版物
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